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法
施
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令
･
施
行
規
則

特
集
に
あ
た
っ
て

道
路
法
令
研
究
会

1

道
路
法
･
施
行
令
･
施
行
規
則
関
係
年
表

3

当
初
の
道
路
法
施
行
令

8

道
路
法
施
行
令
改
正
経
緯

博

当
初
の
道
路
法
施
行
規
則

粥

道
路
法
施
行
規
則
改
正
経
緯

髄

平
成
三
年
度
の
道
路
管
理
瑕
疵
に
関
す
る
判
例

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

薄

都
道
府
県
道
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
(そ
の
3
)
道
路
局
路
政
課
総
務
係

m

第
三
回

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
キ
元
為
ー
ン
夕
食
ス

郡

道路行政セミナー
囮
法
令
ニ
ュ
ー
ス
囮

第
一
二
六
回
国
会
提
出
の
道
路
関
係
法
律
案
に
つ
い
て

道
路
法
△耕
究
会

"

囮
時

･
時

･
時
!
!
!

本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

…

い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

"

が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。
…

ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

…

時
の
も
の
で
す
。



特
集
/
道
路
法
施
行
令
の施
行
規
則

特
集
に
褥
起
つ
て

道
路
法
令
研
究
会

一

は
じ
め
に

昨
年
、
道
路
法
は
制
定
以
来
、
四
〇
周
年
を
迎
え
た
。

こ
の
間
、
道
路
に
関
す
る
法
体
系
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
多
様
化
し
、
ま
た
、

改
正
を
重
ね
て
き
た
。
今
回
紹
介
す
る
道
路
法
施
行
令
、
道
路
法
施
行
規
則
に
つ
い
て
も
例
外
で
は

な
い
。

今
回
の
特
集
が
道
路
の
管
理
に
携
わ
る
皆
様
の
道
路
法
体
系
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
役
割
を
果

た
せ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二

道
路
法
の
下
部
政
令
、
省
令

道
路
法
は
道
路
に
関
す
る
基
本
法
で
あ
り
、
道
路
法
の
対
象
、
道
路
管
理
者
、
道
路
の
新
設
、
改

築
、
維
持
修
繕
等
の
管
理
、
道
路
に
関
す
る
費
用
の
負
担
等
道
路
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
規
定

し
て
い
る
。

し
か
し
、
道
路
法
は
、
道
路
に
関
す
る
事
項
を
全
て
規
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
部
の
事
項
に

つ
い
て
は
、
道
路
法
の
下
部
政
令
、
省
令
に
委
ね
て
い
る
。

道
路
法
の
下
部
政
令
、
省
令
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

の

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
七
年
政
令
第
四
七
九
号
)
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②

一
般
国
道
の
路
線
を
指
定
す
る
政
令

(昭
和
四
〇
年
政
令
第
五
八
号
)

道
路
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
の
路
線
を
指
定
す
る
も
の
。

③

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令

(昭
和
三
三
年
政
令
第
一
六
四
号
)

道
路
法
第
一
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
も
の
。

@

道
路
構
造
令

(昭
和
四
五
年
政
令
第
三
二
〇
号
)

道
路
法
第
三
〇
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
場

合
に
お
け
る
道
路
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
を
定
め
た
も
の
。

⑤

車
両
制
限
令

(昭
和
三
六
年
政
令
第
二
六
五
号
)

道
路
法
第
四
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防

止
す
る
た
め
、
道
路
と
の
関
係
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
車
両
に
つ
い
て
の
制
限
を
定
め
る
。

◎

道
路
審
議
会
令

(昭
和
二
七
年
政
令
第
一
八
六
号
)

道
路
法
第
八
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
審
議
会
の
運
営
に
際
し
て
の
規
定
を
定
め
た
も
の
。

の

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
七
年
建
設
省
令
第
二
五
号
)

③

道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
同
標
示
に
関
す
る
命
令

(昭
和
三
五
年
総
理
府
･
建
設
省
令
第
三

号
)

道
路
法
第
四
五
条
第
二
項
及
び
道
路
交
通
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
標
識
等
の

種
類
、
設
置
場
所
等
や
道
路
管
理
者
と
公
安
委
員
会
の
設
置
区
分
等
を
定
め
た
も
の
。

③

車
両
の
通
行
の
許
可
の
手
続
等
を
定
め
る
省
令

(昭
和
三
六
年
建
設
省
令
第
二
八
号
)

車
両
制
限
令
第
一
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
車
両
の
通
行
の
許
可
の
手
続
等
を
定
め
た
も
の
。

⑩

開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則

(昭
和
四
二
年
建
設
省
令
第
二
九
号
)

道
路
法
及
び
道
路
法
施
行
令
を
実
施
す
る
た
め
、
道
の
区
域
内
の
一
般
国
道
又
は
開
発
道
路
に
関

す
る
占
用
料
の
徴
収
に
必
要
な
規
則
を
定
め
た
も
の
。

三

道
路
法
施
行
令
、
施
行
規
則
の
特
集
に
つ
い
て

今
回
の
特
集
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
法
、
道
路
法
施
行
令
、
道
路
法
施
行
規
則
の
改
正
経
緯
を
有

機
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
年
表
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
制
定
当
初
の
施
行
令
、
施
行
規
則
及
び

制
定
以
来
の
改
正
経
緯
を
全
て
収
録
し
た
。
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ノ
道
路
法
施
行
令
･
施
行
規
則

道
路
法
◎
施
行
令
･
施
行
規
則
関
係
年
表

道
路
法
改
正
経
緯

昭
和
31
年

昭
和
29
年

昭
和
28
年

昭
和
27
年

年

六
月
三
一日

三

月
三
一
日

八

月
一
五
日

六

月
一
〇
日

七

月
三
一
日

八

月
一
五
日

一
二
月
五
日

道
路
法
改
正

一
二
月

四

日

施
行
令
改
正

八

月

一
日

一
二
月
一
九
日

施
行
規
則
改
正

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
令

の
整
理
に
関
す
る
法
律

ガ
ス
事
業
法

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
理
に
関
す
る
法
律

道
路
法
制
定

日
本
電
信
電
話
公
社
法
施
行
法

道
路
法
施
行
規
則
制
定

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
令

の
整
理
に
関
す
る
法
律

道
路
法
施
行
令
制
定

道
路
法
施
行

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

関
係
法
令

昭
和
32
年

四

月
二
五
日

高
速
自
動
車
国
道
法

昭
和
34
年

昭
和
33
年

三

月
三
一
日

四

月
二
四
日

四

月
二
五
日

五

月

一
目

五

月
一
六
日

六

月
一
五
日

六
月

二

日

一
〇
月
二
〇
日

一
一
月
二
四
日

一
二
月
一
九
日

五

月
一
五
日

一
二
月
一
二
日

三
月

四

日

七

月

八

日

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(指
定
区
間
)

下
水
道
法

工
業
用
水
道
事
業
法

菫
没
筥
受
章
去
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

(指
定
区
間
)

工
業
用
水
道
事
業
法
施
行
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

(水
底
ト
ン
ネ
ル
)

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

駐
車
場
法

水
道
法

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

水
道
法
施
行
令



昭
和
38
年

昭
和
37
年

昭
和
36
年

昭
和
35
年

九

月
一
五
日

六

月
二
五
日

三

月
三
〇
日

四

月
二
〇
日

三
月
三
一
日

四

月
二
七
日

八

月
二
四
日

九

月
二
九
日

六

月
二
七
日

八

月
二
二
日

一二
月
二
八
日

一
〇
月
一
八
日

四

月
二
二
日

五

月
二
八
日

六

月
二
九
日

七

月
二
四
日

九

月
一
一
日

一
二
月

八

日

四

月

八

日

道
路
法
施
行
令
の
一部
を
改
正
す

る
政
令

阪
神
高
速
道
路
公
団
法
施
行
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る

法
律

行
政
不
服
審
査
法
及
び
行
政
不
服

審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
理

に
関
す
る
政
令

防
災
建
築
街
区
造
成
法
施
行
令

公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市

街
地
の
改
造
に
関
す
る
法
律
施

行
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
交
通
法

火
薬
類
取
締
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(自
動
車
専
用
道
路
)

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

(水
底
ト
ン
ネ
ル
)

国
税
徴
収
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律

下
水
道
法
施
行
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

首
都
高
速
道
路
公
団
法
施
行
令

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

(自
動
車
専
用
道
路
)

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

三

月
三
〇
日

四

月

八

日

四

月
二
〇
日

四

月
二
二
日

五

月
二
八
日

六

月
二
九
日

七

月
二
四
日

九

月
一
一
日

一
二
月

八

日

昭
和
38
年

三
月
三
一
日

道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(自
動
車
専
用
道
路
)

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

(水
底
ト
ン
ネ
ル
)

国
税
徴
収
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律

下
水
道
法
施
行
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

首
都
高
速
道
路
公
団
法
施
行
令

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

(自
動
車
専
用
道
路
)

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
法
施
行
令
の
一部
を
改
正
す

る
政
令

昭
和
45
年

昭
和
42
年

昭
和
44
年

昭
和
41
年

昭
和
40
年

昭
和
約
年

四

月

一
日

七

月

一
日

二
月
二
九
日

七
月

九

日

七

月
一
〇
日

七

月
一
一
日

四

月

一
日

六
月

八

日

七

月

六

日

一
〇
月
二
六
日

六
月
一
三
日

八

月
二
六
日

四

月

一
日

二
月
一
一
日

三

月
二
九
日

五

月
二
〇
日

一
〇
月

四

日

一
〇
月
二
六
日

三

月
三
一
日

利
率
等
の
表
示
の
年
利
建
て
移
行

に
関
す
る
法
律

道
路
法
施
行
令
及
び
奥
地
等
産
業

開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

道
路
法
施
行
令
及
び
道
路
整
備
特

別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正

(占
用
料
)

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

(占
用
料
)

都
市
計
画
法
施
行
令

都
市
再
開
発
法
施
行
令

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

(交
通
安
全
施
設
等

整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置

法
)

国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

河
川
法
施
行
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

(
一
般
国
道
)

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

(
一
般
国
道
)

日
本
鉄
道
建
設
公
団
法

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
及

び
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令

(第
4
次
五
計
)

道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(
一
般
国
道
)

河
川
法
施
行
法

電
気
事
業
法

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
施
行
令

4 道行セ 93,2

四

月
六
月

八

日

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

昭
和
45
年

四

月

一
日

一
〇
月

四

日

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別

利
率
等
の
表
示
の
年
利
建
て
移
行

に
関
す
る
法
律
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昭
和
55
年

昭
和
53
年

昭
和
52
年

昭
和
51
年

昭
和
50
年

昭
和
49
年

昭
和
48
年

五
月

一
日

四

月
二
四
日

五

月
二
三
日

四

月

五

日

四

月

五

日

九

月

二

日

三

月
三
一
日

四

月
三
〇
日

二
月

五

日

六
月
二
一
目

七

月
一
一
目

二

月

五

日

五

月
一
七
日

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す

る
法
律

道
路
法
施
行
令
及
び
奥
地
等
産
業

開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

各
種
手
数
料
等
の
改
定
に
関
す
る

法
律

審
議
会
等
の
整
理
等
に
関
す
る
法

律
道
路
法
施
行
令
一
部
を
改
正
す
る

政
令

(占
用
料
改
定
)

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関

す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令
及
び

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
に
関

す
る
政
令
及
び
道
路
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

(石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

等
占
用
関
係
)

道
路
法
施
行
規
則
及
び
道
の
区
域

内
の
一
般
国
道
及
び
開
発
道
路

に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(石

油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
占
用
関

係
)

道
路
法
施
行
令
及
び
奥
地
等
産
業

開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

道
路
法
施
行
規
則
及
び
河
川
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

道イテセ 93.2 5

五

月
一
七
日

道
路
法
施
行
規
則
及
び
河
川
法
施

昭
和
47
年

昭
和
46
年

三

月
三
一
日

四

月
一
五
日

五
月
二
〇
日

六
月

一
日

三

月
二
七
日

五
月

一
日

二
月
二
六
日

三

月
三
一
日

七

月
二
二
日

四

月

一
日

四

月
ニ
〇
日

六

月

一
日

六

月
二
九
日

六

月
三
〇
日

一
〇
月
ニ
九
日

一
二
月

二
日

三
月
二
八
日

三

月
二
九
日

一
一
月
二
五
日

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

(占
用
)

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

(占
用
)

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関

す
る
緊
急
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関

す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令
及
び

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律

(自
転
車
専
用
道
路
)

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

(自
転
車
専
用
道

路
)

利
率
等
の
表
示
の
年
利
建
て
移
行

に
関
す
る
政
令

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
道
路

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

(第
6
次
五
計
)

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法

許
可
、
認
可
等
の
整
理
に
関
す
る

法
律

河
川
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

地
方
道
路
公
社
法
施
行
令

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
施
行
令

道
路
構
造
令

建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令



昭
和
60
年

昭
和
59
年

昭
和
58
年

昭
和
57
年

昭
和
56
年

五

月
一
八
日

七

月
一
二
日

五

月

一
日

八

月
一
〇
日

一
二
月
二
五
日

一
一
一月
二
日

三

月
二
三
日

五

月
一
八
日

五
月
一
五
日

三
月
三
一
日

九

月
一
三
日

三

月
三
〇
日

九

月
二
五
日

三
月
三
一
日

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

(占
用
許
可
基
準
)

国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理

化
並
び
に
臨
時
特
例
等
に
関
す

る
法
律

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一部
を
改

正
す
る
等
の
政
令

地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
係
る
国

の
関
与
等
の
整
理
、
合
理
化
等

に
関
す
る
法
律

各
種
手
数
料
等
の
額
の
改
定
及
び

規
定
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律

測
量
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

(各
種
手
数
料
等
の
額
の
改
定

及
び
規
定
の
合
理
化
に
関
す
る

法
律
関
係
)

た
ば
こ
事
業
法
等
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る

法
律

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
及
び

電
気
通
信
事
業
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す

る
法
律

道
路
法
施
行
令
及
び
奥
地
等
産
業

開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

(占
用
料
改
定
)

国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律

海
岸
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

道
路
構
造
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

昭
和
56
年

昭
和
60
年

五

月
一
八
日

七

月
一
二
日

三
月
三
一
日

交
通
安
全
施
設
整
備
寄
業
に
関
す

る
緊
急
措
置
施
行
令
及
び
道
路
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

平
成
元
年

昭
和
63
年

昭
和
62
年

昭
和
61
年

四

月
一
〇
日

三

月
三
一
日

九

月

四

日

五

月

八

日

一
二
月

四

日

三

月
二
八
日

三

月
三
一
日

三

月
二
〇
日

三

月
三
一
日

九

月

四

日

九

月
一
一
日

三

月
三
一
日

五

月
一
八
日

七
月
一
二
日

八

月

五

日

七
月
一
二
日

建
築
士
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令

(占
用
料
改
定
)

国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理

化
等
並
び
に
臨
時
特
例
等
に
関

す
る
法
律

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
等
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に

関
す
る
政
令

砂
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式

の
売
却
収
入
の
活
用
に
よ
る
社

会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
実
施
の
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律

砂
防
法
施
行
規
程
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

(占
用
料
改
定
)

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
関
す
る

緊
急
措
置
法
施
行
令
等
の
一部

を
改
正
す
る
政
令

国
の
補
助
金
等
の
臨
時
特
例
等
に

関
す
る
法
律

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

(占
用
)

日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
等
施
行
法

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
法
施
行
規
則
及
び
建
設
省
組

織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
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七
月
一
二
日

平
成
元
年

四

月
一
〇
日

三

月
二
八
日

七
月
一
二
日

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
法
施
行
規
則
及
び
建
設
省
組

国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理

化
等
並
び
に
臨
時
特
例
等
に
関

す
る
法
律

三

月
二
三
日

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理

に
臨
時
特
例
等
に
関
す

五

月
一
八
日

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一部
を
改

地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
係
る
国

の
関
与
等
の
整
理
、
合
理
化
等

に
関
す
る
法
律

特集/ 道路法施行令 ･施行規則



平
成
3
年

平
成
2
年

三

月
三
〇
日

四

月
二
六
日

五

月

二

日

六
月
二
八
日

一
二
月
一
九
日

一
二
月
一
九
日

三

月
二
九
日

三

月
三
〇
日

九

月
二
五
日

一
〇
月

四

日

五
月
一
六
日

四

月
一
〇
日

一
一
月
二
一
日

一
〇
月
二
一
日

三

月
一
七
日

一
一
月
二
一
日

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関

す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令
及
び

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

(交
通
安
全
五
計
)

国
の
補
助
金
等
の
臨
時
特
例
等
に

関
す
る
法
律

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

新
幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施
設
の

譲
渡
に
関
す
る
法
律

道
路
法
及
び
駐
車
場
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律

新
幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施
設
の

譲
渡
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す

る
政
令

道
路
法
施
行
令
及
び
駐
車
場
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

道
路
法
施
行
規
則
の
一部
を
改
正

す
る
省
令

(駐
車
場
及
び
違
法

放
置
物
件
関
係
)

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

(占
用
許
可
申
請
様

式
の
変
更
)

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律

(立
体
道
路
)

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

(立
体
道
路
)

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

(立
体
道
路
)

貨
物
運
送
取
扱
事
業
法

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

四

月
一
〇
日

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

六

月
二
八
日

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

一
一
月
二
一
日

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

立
体
道
路
)

一
一
月
二
一
日

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

立
体
道
路
)

三
百

一
九
日

貨
物
運
送
取
扱
事
業
法

三
百

一
九
日

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

　
　

、.
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構
築
/
道
路
法
施
行
令
@
施
行
羸
則

当
初
◎
週
蟠
法
施
行
令

道
路
法
施
行
令　　

　
　　
　
　
　

内
閣
は
、
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章

道
路
管
理
者

(第
一
条
1
第
六
条
)

第
二
章

道
路
の
占
用

(第
七
条
I
第
十
九
条
)

第
三
章

道
路
に
関
す
る
費
用
の
負
担
及
び
補
助

第
一
節

一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
の
新
設
又
は
改
築

に
要
す
る
費
用
の
負
担
及
び
補
助

(第
二
十

条
I
第
二
十
七
条
)

第
二
節

道
路
に
関
す
る
費
用
の
補
助

(第
二
十
八
条

ー
第
三
子
条
)

第
四
章

道
の
区
域
内
の
道
路
の
特
例

(第
三
十
一
条
1

第
三
十
四
条
)

第
五
章

雑
則

(第
三
十
五
条
主
第
三
十
八
条
)

附

則

第
一
章

道
路
管
理
者

第
二
十
六
条
第

一

項 第
十
九
条
第
二
項

及
び
第
二
十
条
第

二
項

第
十
三
条
第
三
項

第
十
二
条

読
み
替
え
る

べ
き
規
定

市
町
村

都
道
府
県
知
事
若

し
く
は
都
道
府
県

関
係
都
道
府
県
知

事 都
道
府
県
の
知
事

読
み
替
え
る

べ
き
字
句

市

(指
定
市
を
除
く
。)

指
定
市
の
長
若
し
く
は

指
定
市

関
係
指
定
市
の
長
、
都

道
府
県
知
事
又
は
指
定

市
以
外
の
市
の
長

指
定
市
の
長

法
第
十
七
条
第
一

項
の
場
合

読

み

替

え

る

字

句

市

(指
定
市
及
び
指
定

市
以
外
の
市
を
除
く
。)

指
定
市
以
外
の
市
の
長

若
し
く
は
指
定
市
以
外

の
市

関
係
指
定
市
以
外
の
市

の
長
、
都
道
府
県
知
事

又
は
指
定
市
の
長

法
第
十
七
条
第
二

項
の
場
合
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(管
理
の
特
例
の
場
合
の
読
替
規
定
)

第
一
条

道
路
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。
)
第
十
七
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
で
定
め
る
技
術
的
読
替
に
つ
い

て
は
、
左
の
表
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
外
、
法
第
三
章

か
ら
法
第
五
章

(第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
及
び
第
七

十
八
条
を
除
く
。
)
ま
で
、
及
び
法
第
七
章
の
規
定
中

｢都
道
府
県
｣
と
あ
る
の
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
場

合
に
お
い
て
は

｢指
定
市
｣
と
、
同
条
第
二
項
の
場
合
に

お
い
て
は

｢指
定
市
以
外
の
市

(法
第
十
七
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
管
理
を
行
う
市
を
い
う
。
以
下
本
条
及
び
第

二
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
｣
と
読
み
替
え
、

｢都
道

府
県
知
事
｣
と
あ
る
の
は
、
同
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い

て
は

｢指
定
市
の
長
｣
と
、
同
条
第
二
項
の
場
合
に
お
い

て
は

｢指
定
市
意
外
の
市
の
長
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。



第
九
十
六
条
第
五

項 第
九
十
四
条
第
五

項 第
七
十
六
条

第
五
十
三
条
第
二

項 第
五
十
条
第
三
項

第
五
十
条
第
二
項

及
び
第
三
項

都
道
府
県
知
事
若

し
く
は
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村

都
道
府
県
知
事
又

は
都
道
府
県

他
の
都
道
府
県

関
係
都
道
府
県

他
の
都
道
府
県

指
定
市
の
長
若
し
く
は

指
定
市

指
定
市
、
都
道
府
県
又

は
指
定
市
以
外
の
市

市

(指
定
市
を
除
く
。)

指
定
市
の
長
又
は
指
定

市 都
道
府
県

関
係
指
定
市
又
は
都
道

府
県

都
道
府
県

指
定
市
以
外
の
市
の
長

若
し
く
は
指
定
市
以
外

の
市

指
定
市
以
外
の
市
、
都

道
府
県
又
は
指
定
市

市

(指
定
市
及
び
指
定

市
以
外
の
市
を
除
く
。)

指
定
市
以
外
の
市
の
長

又
は
指
定
市
以
外
の

市 都
道
府
県

第
五
十
条
第
二
項

他
の
都
道
府
県

都
道
府
県

及
び
第
三
項

(建
設
大
臣
の
行
う
工
事
の
公
示
)

第
二
条

建
設
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
若
し
く
は
法
第
十
三

条
第
二
項
又
は
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
一
級
国
道
又
は
二
級

国
道
の
新
設
、
改
築
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
公
示
を
行

お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
道

路
の
路
線
名
、
工
事
の
区
間
、
工
事
の
種
類
及
び
工
事
開

始
の
日
を
官
報
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

建
設
大
臣
は
、
前
項
の
工
事
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了

し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(道
路
管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
軽
易
な
道
路
の
維
持
)

第
三
条

法
第
二
十
四
条
但
書
に
規
定
す
る
道
路
の
維
持
で

政
令
で
定
め
る
軽
易
な
も
の
は
、
道
路
の
損
傷
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
砂
利
又
は
土
砂
の
局
部
的
補
充
そ
の
他

道
路
の
構
造
に
影
響
を
与
え
な
い
道
路
の
維
持
と
す
る
。

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
四
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣

が
道
路
管
理
者
に
代
っ
て
行
う
権
限
は
、
左
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
区
域
を

決
定
し
、
又
は
変
更
す
る
こ
と
。

二

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
復
旧
に
関

す
る
工
事
の
施
行
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
。

三

法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
法
第
二
十
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
道
路
に
関
す
る
工
事
を
施
行
さ
せ
る
こ

"と
0

四

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
工
事
を

施
行
す
る
こ
と
o

五

法
第
二
十
四
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
道
路
に
関
す
る

工
事
を
行
う
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
。

六

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
与
え
る
こ
と
o

七

法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
工
事
の
調
整
の
た
め

の
条
件
を
附
す
る
こ
と
。

八

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規
定
す
る
事

業
を
行
う
者
と
協
議
す
る
こ
と
。

九

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
工

事
の
計
画
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

十

法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
占
用

に
関
す
る
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
。

十
一
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
指
示

を
す
る
こ
と
o

十
二

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通

行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

十
三

法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
標
識

を
設
け
る
こ
と
。

十
四

法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
人
の
土

地
に
立
ち
入
り
、
若
し
く
は
特
別
の
用
途
の
な
い
他
人

の
土
地
を
材
料
置
場
若
し
く
は
作
業
場
と
し
て
一
時
使

用
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受

け
た
者
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

十
五

法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
の
現

場
に
お
い
て
、
必
要
な
土
地
を
一
時
使
用
し
、
又
は
土

石
、
竹
木
そ
の
他
の
物
件
を
使
用
し
、
収
用
し
、
若
し

く
は
処
分
し
、
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
災
害

の
現
場
に
在
る
者
若
し
く
は
そ
の
附
近
に
居
住
す
る
者

を
防
ぎ
よ
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

十
六

法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ

い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、
及
び
損
失
を
補
償

す
る
こ
と
。

十
七

法
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い

て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、
及
び
補
償
金
を
支
払

い
、
又
は
補
償
金
に
代
え
て
工
事
を
行
う
こ
と
を
要
求

し
、
並
び
に
協
議
が
成
立
し
な
い
場
合
に
お
い
て
収
用

委
員
会
に
裁
決
を
申
請
す
る
こ
と
。

十
八

法
第
七
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
聴
聞
を
行

い
、
及
び
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
処
分

を
し
、
又
は
措
置
を
命
ず
る
こ
と
。
但
し
、
同
条
第
二

項
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
処
分
を
し
、
又
は
措
置
を
命

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

前
項
に
規
定
す
る
建
設
大
臣
の
権
限
は
、
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
工
事
開
始
の
日
か
ら
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の

日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、

前
項
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
に
規
定
す
る
権
限
は
、
工

事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
の
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

第
五
条

一
の
道
路
管
理
者
が
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
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外
に
わ
た
っ
て
道
路
を
管
理
す
る
場
合
又
は
他
の
工
作
物

の
管
理
者
が
道
路
を
管
理
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
者
が
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
道
路

の
道
路
管
理
者
に
代
っ
て
行
う
こ
と
の
で
き
る
権
限
は
、

道
路
管
理
者
の
権
限
の
う
ち
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

以
外
と
す
る
。

一
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
区
域
を

公
示
す
る
こ
と
。

二

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
台
帳
を

調
製
し
、
及
び
こ
れ
を
保
管
す
る
こ
と
。

三

法
第
四
十
四
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
沿
道
区
域

を
指
定
し
、
及
び
こ
れ
を
公
示
す
る
こ
と
。

四

法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
対

し
、
工
事
又
は
維
持
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
さ

せ
る
こ
と
。

(道
路
の
区
域
の
決
定
等
の
通
知
)

第
六
条

建
設
大
臣
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
道
路
管
理
者
に
代
っ
て
左
の
各
号
に
掲
げ
る
権
限

を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道

路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
の
道
路
管

理
者
が
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
に
わ
た
っ
て
道
路

を
管
理
す
る
場
合
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
を

管
理
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
、
法
第
二
十

七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
っ
て
左
の

各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
区
域
を

決
定
し
、
又
は
変
更
す
る
こ
と
。

二

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
与
え
る
こ
と
o

三

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規
定
す
る
事

業
を
行
う
者
と
協
議
す
る
こ
と
。

四

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
二

条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
取
り
消

し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
若
し
く
は
そ
の
条
件
を
変

更
し
、
又
は
当
該
許
可
に
係
る
物
件
の
改
築
、
移
転
若

し
く
は
除
却
を
命
ず
る
こ
と
。

2

建
設
大
臣
は
、
道
路
予
定
地
に
つ
い
て
法
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
与
え
た
場
合
に
お
い
て
は
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
二
章

道
路
の
占
用

(道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
工

作
物
等
)

第
七
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
は
、
左
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

看
板
、
標
識
、
旗
ざ
お
、
幕
及
び
ア
ー
チ

ニ

工
事
用
板
園
、
足
場
、
詰
所
そ
の
他
の
工
事
用
施
設

三

土
石
、
竹
木
、
瓦
そ
の
他
の
工
事
用
材
料

(道
路
の
占
用
の
軽
易
な
変
更
)

第
八
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
で

道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
と
認

め
ら
れ
る
軽
易
な
も
の
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
左
の

各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
占
用
の
物
件
の
構
造
の
変
更
で
あ
っ
て
重
量
の
著
し

い
増
加
を
伴
わ
な
い
も
の
。

二

道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い

物
件
の
占
用
物
件
に
対
す
る
添
加
で
あ
っ
て
、
当
該
道

路
占
用
者
が
当
該
占
用
の
目
的
に
附
随
し
て
行
う
も
の
。

(占
用
の
期
間
)

第
九
条

占
用
の
期
間
は
、
水
道
条
例

(明
治
二
十
三
年
法

律
第
九
号
)
、
下
水
道
法

(明
治
三
十
三
年
法
律
第
三
十

二
号
)
若
し
く
は
地
方
鉄
道
法

(大
正
八
年
法
律
第
五
十

二
号
)
の
規
定
に
基
い
て
設
け
る
水
管
、
下
水
道
管
若
し

く
は
公
衆
の
用
に
供
す
る
地
方
鉄
道
又
は
ガ
ス
管
、
電
柱

若
し
く
は
電
線
に
つ
い
て
は
十
年
以
内
と
し
、
そ
の
他
の

占
用
物
件
に
つ
い
て
は
三
年
以
内
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
占
用
の
期
間
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を

更
新
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
期
間
に
つ
い
て
も
、
同
様
と

す
る
。

(占
用
の
場
所
)

第
十
条

電
柱
以
外
の
占
用
物
件
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
位
置
は
法
敷
、
側
こ
う
上
又
は
路
端
寄

り
の
い
ず
れ
か
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
歩
道

と
車
道
と
の
区
別
の
あ
る
道
路
に
あ
っ
て
は
、
歩
道
内
の

車
道
寄
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

道
路
が
交
さ
し
、
接
続
し
、
又
は
屈
曲
す
る
場
所
の
地

上
に
は
、
占
用
物
件
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
電

線
及
び
歩
道
と
車
道
と
の
区
別
の
あ
る
道
路
に
お
け
る
電

柱
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

3

占
用
物
件
を
地
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
左
の

各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
当
該
占
用
の
場
所
は
、
路
面
を
し
ば
し
ば
堀
さ
く
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
計
画
さ
れ
、
且
つ
、
当
該
占
用

物
件
が
他
の
占
用
物
件
と
錯
そ
う
す
る
虞
の
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
。

二

占
用
物
件
は
、
工
事
実
施
上
又
は
保
安
上
支
障
の
な

い
限
り
、
相
互
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
。

三

占
用
物
件
は
、
地
面
又
は
地
面
に
あ
る
占
用
物
件
に

支
障
の
な
い
限
り
、
地
面
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
。

(電
柱
又
は
電
線
の
占
用
の
場
所
)

第
十
一
条

電
柱
又
は
占
用
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
二
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
外
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ

ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

道
路
の
敷
地
外
に
、
当
該
場
所
に
代
る
適
当
な
場
所

が
な
く
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。

二

電
柱
は
、
法
敷

(法
の
な
い
道
路
に
あ
っ
て
は
路
端

寄
り
)
に
設
け
る
こ
と
。
但
し
、
歩
道
と
車
道
と
の
区

別
の
あ
る
道
路
に
あ
っ
て
は
、
歩
道
内
の
車
道
寄
り
に

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

同
一
線
路
に
係
る
電
柱
は
、
道
路
の
同
一
側
に
設
け
、

且
つ
、
歩
道
と
車
道
と
の
区
別
の
な
い
道
路
に
あ
っ
て
、

そ
の
対
側
に
占
用
物
件
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ

れ
と
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
保
た
せ
る
こ
と
。
但

し
、
道
路
が
交
さ
し
、
接
続
し
、
又
は
屈
曲
す
る
場
所

に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四

地
上
電
線
の
高
さ
は
、
路
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上

と
す
る
こ
と
。
但
し
、
既
設
電
線
に
共
架
す
る
場
合
そ

の
他
技
術
上
や
む
を
得
ず
、
且
つ
、
道
路
の
構
造
又
は
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交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
少
い
場
合
に
お
い
て
は
、

四
.
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
歩
道
と
車
道
と
の
区
別
の
あ

る
道
路
の
歩
道
上
に
お
い
て
は
二
･
五
メ
ー
ト
ル
以
上

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

地
下
電
線
に
つ
い
て
は
、
本
線
を
車
道

(歩
道
と
車

道
と
の
区
別
の
な
い
道
路
に
あ
っ
て
は
路
面
幅
員
の
三

分
の
二
に
相
当
す
る
路
面
の
中
央
部
を
い
う
。
以
下
本

条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
地
下
に
、
支
線
を

歩
道

(車
道
以
外
の
部
分
を
い
う
。
以
下
本
条
及
び
次

条
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
地
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。

六

地
下
電
線
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
は
、
車
道
の
地

下
に
あ
っ
て
は
○
･
八
メ
ー
ト
ル
以
下
、
歩
道
の
地
下

に
あ
っ
て
は
○

･
六
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

七

電
線
を
橋
に
取
り
付
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
橋
げ

た
の
両
側
又
は
橋
床
の
下
と
す
る
こ
と
。

(水
管
、
下
水
道
管
又
は
ガ
ス
管
の
占
用
の
場
所
)

第
十
二
条

水
管
、
下
水
道
管
又
は
ガ
ス
管
の
占
用
に
つ
い

て
は
、
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
外
左
の
各
号
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
道
路
の
敷
地
外
に
、
当
該
場
所
に
代
る
適
当
な
場
所

が
な
く
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
所

で
あ
る
こ
と
。

二

水
管
、
下
水
道
管
又
は
ガ
ス
管
を
埋
設
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
本
線
を
車
道
の
地
下
に
、
支
線
を
歩
道
の

地
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。

三

水
管
又
は
ガ
ス
管
の
本
線
を
埋
設
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
は
、

一
･
二
メ
ー

ト
ル

(工
事
実
施
上
や
む
を
得
な
い
ぱ
あ
い
に
あ
っ
て

は
、
0

･
六
メ
ー
ト
ル
)
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

四

下
水
道
管
の
本
線
を
埋
設
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
は
、
三
メ
ー
ト
ル

(工
事

実
施
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
メ
ー
ト

ル
)
以
下
と
し
な
い
こ
。

五

水
管
、
下
水
道
管
又
は
ガ
ス
管
を
橋
に
取
り
付
け
る

場
合
に
お
い
て
は
、
橋
げ
た
の
両
側
又
は
橋
床
の
下
と

す
る
こ
と
。

(地
方
鉄
道
の
占
用
の
場
所
)

第
十
三
条

第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
地
方

掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鉄
道
の
軌
道
敷
の
占
用
の
場
所
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

一
他
の
占
用
に
関
す
る

は

に

2

第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条
第
三
号
の
規
定
は
、
地

方
鉄
道
の
電
柱
の
占
用
の
場
所
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

(占
用
物
件
の
構
造
)

第
十
四
条

地
上
に
お
け
る
占
用
物
件
の
構
造
は
、
左
の
各

号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
倒
壊
、
落
下
、
は
く
離
、
汚
損
等
道
路
の
構
造
又
は

交
通
に
及
ぼ
す
支
障
を
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

が
設
け
ら
れ
、
又
は
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

電
柱
の
脚
て
い
は
、
路
面
か
ら

一
･
八
メ
ー
ト
ル
以

上
の
高
さ
に
、
道
路
の
方
向
と
平
行
し
て
設
け
る
こ
と
。

2

地
下
に
設
け
る
占
用
物
件
の
構
造
は
、
左
の
各
号
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

堅
固
で
耐
久
力
を
有
す
る
と
と
も
に
、
道
路
及
び
地

下
に
あ
る
他
の
占
用
物
件
の
構
造
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

車
道
に
埋
設
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
の
強
度

に
影
響
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

橋
に
取
り
付
け
る
占
用
工
作
物
の
構
造
は
、
橋
の
強

度
に
影
響
を
与
え
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(工
事
実
施
の
方
法
)

第
十
五
条

占
用
に
関
す
る
工
事
の
実
施
方
法
は
、
左
の
各

号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
占
用
物
件
の
保
持
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

道
路
を
堀
さ
く
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
み
ぞ
掘
又

は
つ
ぼ
掘
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
し
、
え
ぐ
り
掘
の
方

法
に
よ
ら
な
い
こ
と
。

三

路
面
の
排
水
を
妨
げ
な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

原
則
と
し
て
、
道
路
の
一
側
は
、
常
に
通
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

五

工
事
現
場
に
は
、
さ
く
又
は
お
お
い
を
設
け
、
夜
間

は
赤
色
燈
を
つ
け
、
そ
の
他
道
路
の
交
通
の
危
険
防
止

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

(工
事
の
時
期
)

第
十
六
条

占
用
に
関
す
る
工
事
の
時
期
は
、
左
の
各
号
に

一
他
の
占
用
に
関
す
る
工
事
又
は
道
路
に
関
す
る
工
事

の
時
期
を
勘
案
し
て
適
当
な
時
期
と
す
る
こ
と
。

二

道
路
の
交
通
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
時
期
と

す
る
こ
と
。
特
に
道
路
を
横
断
し
て
堀
さ
く
す
る
工
事

そ
の
他
道
路
の
交
通
を
し
や
断
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、

交
通
量
の
最
も
少
い
時
間
で
あ
る
こ
と
。

(道
路
の
復
旧
の
方
法
)

第
十
七
条

占
用
の
た
め
の
道
路
を
掘
さ
く
し
た
場
合
に
お

け
る
道
路
の
復
旧
方
法
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

堀
さ
く
土
砂
を
埋
め
も
ど
す
場
合
に
お
い
て
は
、
層

ご
と
に
行
う
と
と
も
に
、
確
実
に
し
め
固
め
る
こ
と
。

二

掘
さ
く
土
砂
を
そ
の
ま
ま
埋
め
も
ど
す
こ
と
が
不
適

当
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
土
砂
の
補
充
又
は
入
換

を
行
っ
た
後
埋
め
も
ど
す
こ
と
。

三

砂
利
道
の
表
緬
靴
上
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
路

面
を
砂
利
及
び
衣
土
を
も
っ
て
堀
さ
く
前
の
路
面
形
に

し
め
固
め
る
こ
と
。

(工
事
の
計
画
書
の
提
出
を
要
し
な
い
軽
易
な
工
事
)

第
十
八
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
但
書
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
軽
易
な
工
事
は
、
各
戸
に
引
き
込
む
た
め
に
地

下
に
埋
設
す
る
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
又
は
電
線
で
、

道
路
を
占
用
す
る
部
分
の
延
長
が
二
十
メ
ー
ト
ル
を
こ
え

な
い
も
の
の
設
置
又
は
改
修
に
関
す
る
工
事
と
す
る
。

(占
用
料
を
徴
収
し
な
い
国
の
事
業
)

第
十
九
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
但
書
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
国
の
事

業
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

一
般
会
計
を
も
っ
て
経
理
す
る
事
業

二

特
別
会
計
を
も
っ
て
経
理
す
る
事
業
の
う
ち
、
企
業

的
性
格
を
有
し
な
い
も
の
で
建
設
省
令
で
定
め
る
も
の

及
び
郵
政
事
業

第
三
章

道
路
に
関
す
る
費
用
の
負
担
及
び
補

助

第
一
節

一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
の
新
設
又
は

改
築
に
要
す
る
費
用
の
負
担



(大
規
模
な
工
事
の
基
準
)

第
二
十
条

法
第
五
十
条
第
一
項
但
書
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
基
準
を
こ
え
る
大
規
模
な
工
事
は
、
左
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
工
事
で
あ
っ
て
、
各
号
ご
と
に
建
設
大
臣

が
あ
ら
か
じ
め
大
蔵
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
た
額
を
こ
え

る
費
用
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。

一

長
さ
五
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
永
久
橋
の
架
橋
工
事

二

地
盤
軟
弱
の
た
め
下
部
工
事
の
困
難
な
永
久
橋
の
架

橋
工
事

三

一
径
間
百
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
永
久
橋
の
架
橋
工

事
四

可
動
橋
の
架
橋
工
事

五

長
さ
千
メ
ー
ト
ル

(水
底
に
建
設
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
二
百
メ
ー
ト
ル
)
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
の
間
さ
く
工

事
(都
道
府
県
負
担
額
)

第
二
十
一
条

都
道
府
県
が
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
国
庫
に
納
付
す
る
負
担
金
の
額
は
、
一
級
国
道
又

は
二
級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
額

(法

第
五
十
八
条
か
ら
法
第
六
十
二
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
負

担
金

(以
下
本
章
に
お
い
て
収
入
金
｣
と
い
う
。
)
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
か
ら
収
入
金
を
控
除
し
た
額
。

以
下
本
節
に
お
い
て

｢負
担
基
本
額
｣
と
い
う
。
)
に
、

法
第
五
十
条
第
一
項
又
は
法
第
五
十
一
条
第
一
項
に
定
め

る
都
道
府
県
の
負
担
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
た
額

(収
入

金
が
あ
る
と
き
は
当
該
額
に
収
入
金
を
加
算
し
、
法
第
五

十
条
第
二
項

(法
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
分
担
を
命
ぜ
ら
れ
た

他
の
都
道
府
県
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
か
ら
分
担
額
を

控
除
し
た
額
。
以
下
本
節
に
お
い
て
｢都
道
府
県
負
担

額
｣
と
い
う
。
)
と
す
る
。

(国
庫
負
担
額
)

第
二
十
二
条

国
が
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

都
道
府
県
に
対
し
て
支
出
す
る
負
担
金
の
額
は
、
負
担
基

本
額
に
、
法
第
五
十
条
第
一
項
又
は
法
第
五
十
一
条
第
一

項
に
定
め
る
国
の
負
担
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
た
額

(以

下
本
節
に
お
い
て
｢国
庫
負
担
額
｣
と
い
う
。
)
と
す
る
。

(負
担
基
本
額
等
の
通
知
)

第
二
十
三
条

建
設
大
臣
は
、
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
の

新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
と
き
は
、
当
該
一
級
国
道
又

は
二
級
国
道
の
所
在
す
る
都
道
府
県
に
対
し
て
、
負
担
基

本
額
及
び
都
道
府
県
負
担
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
又
、
建
設
大
臣
は
、
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
の
新

設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
法
第
五
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
他
の
都
道
府
県
に
分
担
を
命
じ
た
と
き

は
、
当
該
分
担
額
並
び
に
負
担
基
本
額
及
び
都
道
府
県
負

担
額
を
関
係
都
道
府
県
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
一
級
国
道
又
は
二

級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中

｢第
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
と
き
は
｣
と
あ
る
の
は
、

｢法

第
七
十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
し
た
と
き

は
｣
と
、

｢都
道
府
県
負
担
額
｣
と
あ
る
の
は
、

｢国
庫

負
担
額
｣
と
、

｢法
第
五
十
条
第
二
項
｣
と
あ
る
の
は
、

｢法
第
五
十
一
条
第
二
項
｣
と
、
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
馬

3

建
設
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
た
負
担

基
本
額
、
都
道
府
県
負
担
額
、
国
庫
負
担
額
又
は
都
道
府

県
分
負
担
額
を
変
更
し
た
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
準

じ
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(国
庫
負
担
額
の
返
還
等
)

第
二
十
四
条

国
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
一
級
国
道
又
は

二
級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
左

の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
国
庫
負
担
額
の
全
部

若
し
く
は
一
部
を
当
該
都
道
府
県
に
交
付
せ
ず
、
又
は
交

付
し
た
国
庫
負
担
額
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
当
該
都
道

府
県
か
ら
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

工
事
の
全
部
又
は
一
部
を
中
止
し
た
と
き
。

二

法
第
七
十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
内
容

に
違
反
し
て
工
事
を
行
い
、
又
は
認
可
の
条
件
に
違
反

し
た
と
き
。

(中
間
検
査
及
び
完
了
認
定
の
申
請
)

第
二
十
五
条

建
設
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
の
行
う
一
級

国
道
又
は
二
級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に
関
す
る
工
事
に

つ
い
て
、
中
間
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

2

都
道
府
県
知
事
は
、
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
の
新
設

又
は
改
築
に
関
す
る
工
事
を
完
了
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

遅
滞
な
く
、
建
設
大
臣
に
完
了
の
認
定
の
申
請
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(指
定
市
の
長
又
は
指
定
市
以
外
の
市
の
長
が
管
理
す
る

場
合
)

第
二
十
六
条

第
二
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
の
長
が
一
級
国

道
若
し
く
は
二
級
国
道
の
管
理
を
行
う
場
合
又
は
法
第
十

七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
の
長
が
二

級
国
道
の
管
理
を
行
う
場
合
の
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二

条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
四
条
中

｢都
道
府

県
｣
と
あ
る
の
は
、

｢他
の
都
道
府
県
｣
と
あ
る
場
合
を

除
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
｣
又
は

｢指
定
市
以
外
の

市
｣
と
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
三
条
中

｢都
道
府
県

負
担
額
｣
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
負
担
額
｣

又
は

｢指
定
市
以
外
の
市
負
担
額
｣
と
、
第
二
十
三
条
第

一
項
中

｢関
係
都
道
府
県
｣
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

｢関
係
指
定
市
又
は
都
道
府
県
｣
又
は

｢関
係
指
定
市
以

外
の
市
又
は
都
道
府
県
｣
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
、
第

二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
中

｢都
道
府
県
知
事
｣
と
あ

る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
の
長
｣
又
は

｢指
定
市
以

外
の
市
の
長
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(都
道
府
県
の
分
担
金
の
支
出
)

第
二
十
七
条

都
道
府
県
が
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
支
出
す
る
分
担
金
は
、
そ
の
分
担
金
を
財
源
と
す

る
費
用
の
支
出
時
期
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
支
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

道
路
に
関
す
る
費
用
の
補
助

(道
路
に
関
す
る
費
用
の
補
助
額
)

第
二
十
八
条

法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者

に
対
す
る
道
路
の
新
設
、
改
築
若
し
く
は
修
繕
に
要
す
る

費
用
又
は
道
路
の
調
査
に
要
す
る
費
用
に
関
す
る
補
助
金

の
額
は
、
当
該
費
用
の
額

(道
路
の
新
設
、
改
築
又
は
修
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繕
の
場
合
に
お
い
て
収
入
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
か

ら
収
入
金
を
控
除
し
た
額
。
以
下
本
筋
に
お
い
て

｢補
助

基
本
額
｣
と
い
う
。
)
に
、
同
条
に
定
め
る
補
助
率
を
そ

れ
ぞ
れ
乗
じ
た
額
と
す
る
。

(補
助
金
の
返
還
等
)

第
二
十
九
条

国
は
、
道
路
管
理
者
が
法
第
五
十
六
条
の
規

定
に
よ
る
補
助
を
受
け
る
工
事
又
は
調
査
を
行
う
場
合
に

お
い
て
、
道
路
管
理
者
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と

き
は
、
補
助
金
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
当
該
道
路
管
理

者
に
交
付
せ
ず
、
又
は
交
付
し
た
補
助
金
の
全
部
若
し
く

は
一
部
を
当
該
道
路
管
理
者
か
ら
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

一
工
事
又
は
調
査
の
全
部
又
は
一
部
を
中
止
し
た
と
き
。

二

補
助
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

(中
間
検
査
及
び
完
了
認
定
の
申
請
)

第
三
十
条

第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
法
第
五
十
六
条
の
規

定
に
よ
る
補
助
を
受
け
る
工
事
又
は
調
査
の
中
間
検
査
又

は
完
了
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
第
二
十
五
条
第
二
項
中

｢都
道
府
県
知
事
｣
と

あ
る
の
は

｢道
路
管
理
者
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

道
の
区
域
内
の
道
路
の
特
例

(
一
級
国
道
及
び
二
級
国
道
の
管
理
に
関
す
る
費
用
の
負

担
)

第
三
十
一
条

道
の
区
域
内
の
一
級
国
道
及
び
二
級
国
道
の

管
理
に
関
す
る
費
用
は
、
法
第
五
十
条
第
一
項
及
び
法
第

五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
負
担
と

す
る
。

(道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
の
管
理
に
関
す
る
費

用
の
負
担
)

第
三
十
二
条

道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
で
、
建

設
大
臣
が
開
発
の
た
め
特
に
必
要
と
認
め
て
指
定
し
た
も

の
の
管
理
に
関
す
る
費
用
は
、
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
国
の
負
担
と
す
る
。

2

建
設
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
指
定
を
行
お
う
と
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
知
事
の
意
見
を
聞
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
は
、
当
該
道
路
の
路
線
名
及

び
区
間
を
官
報
で
工
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
三
十
三
条

建
設
大
臣
は
、
道
の
区
域
内
の
一
級
国
道
及

び
二
級
国
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧

そ
の
他
の
管
理
を
行
う
。

第
三
十
四
条

建
設
大
臣
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
国
が
管
理
に
関
す
る
費
用
を
負
担
す
る
道
路

(以

下
本
条
に
お
い
て
｢開
発
道
路
｣
と
い
う
。
)
の
新
設
及

び
改
築
並
び
に
開
発
道
路
に
係
る
法
第
三
十
九
条
の
規
定

に
基
く
占
用
料
並
び
に
法
第
五
十
八
条
か
ら
法
第
六
十
一

条
ま
で
及
び
法
第
六
十
二
条
後
段
の
規
定
に
基
く
負
担
金

を
徴
収
す
る
権
限
を
行
う
。

2

建
設
大
臣
は
、
開
発
道
路
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
開
発
道
路
に
係
る
第
四
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
う
。

3

建
設
大
臣
は
、
開
発
道
路
の
維
持
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
建
設
大
臣
は
、
当
該
開
発

道
路
に
係
る
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
そ
の
他

の
管
理

(第
一
項
に
掲
げ
る
権
限
並
び
に
修
繕
及
び
災
害

復
旧
を
除
く
。
)
を
行
う
。

4

建
設
大
臣
は
、
開
発
道
路
の
修
繕
又
は
災
害
復
旧
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
建
設
大
臣

は
、
当
該
開
発
道
路
に
係
る
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
権
限
を
行
う
。

5

第
二
条
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
三
項
又
は
前
項
の
規

定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
開
発
道
路
に
関
す
る
工
事
又
は
維

持
を
行
い
、
完
了
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

6

道
路
管
理
者
は
、
開
発
道
路
の
維
持
、
修
繕
又
は
災
害

復
旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
実
施
計
画
に
つ
い

て
、
建
設
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章

雑
則

(立
体
交
さ
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
)

第
三
十
五
条

法
第
三
十
一
条
第
一
項
但
書
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
立
体
交
さ
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
は
、

左
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
交
さ
が
一
時
的
で
あ
る
場
合

二

臨
港
線
又
は
市
場
線
で
あ
る
鉄
道
が
港
又
は
市
場
に

近
接
し
て
道
路
と
交
さ
す
る
場
合
及
び
鉄
道
が
停
車
場

に
近
接
し
た
場
所
で
道
路
と
交
さ
す
る
場
合
で
、
立
体

交
さ
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
路
又
は
鉄
道
の
効
用
が

著
し
く
阻
害
さ
れ
る
場
合

三

立
体
交
さ
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
加
す
る
工
事
の

費
用
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
利
益
を
著
し
く
こ
え

る
場
合

(負
担
金
の
徴
収
手
続
)

第
三
十
六
条

法
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
負
担
金
の
徴
収

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令

(昭
和
二
十
二
年
政

令
第
十
六
号
)
第
百
四
十
八
条
に
規
定
す
る
分
担
金
の
例

に
よ
る
。

(損
失
補
償
の
裁
決
申
請
手
続
き
)

第
三
十
七
条

法
第
六
十
九
条
第
三
項
又
は
法
第
七
十
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
収
用
法

(昭
和
二
十
六
年
法

律
第
二
百
十
九
号
)
第
九
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を

申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
様
式
に

従
い
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
裁
決
申
請

書
を
収
用
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

裁
決
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

三

損
失
の
事
実

四

損
失
の
補
償
の
見
積
及
び
そ
の
内
容

五

協
議
の
経
過

(不
用
物
件
の
管
理
期
間
)

第
三
十
八
条

法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
期
間
は
、
一
級
国
道
、
二
級
国
道
又
は
都
道
府
県

道
を
構
成
し
て
い
た
不
用
物
件
に
つ
い
て
は
八
月
と
し
、

市
町
村
道
を
構
成
し
て
い
た
不
用
物
件
に
つ
い
て
は
四
月

と
す
る
。
但
し
、
橋
、
渡
船
施
設
、
道
路
用
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
等
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
効
用
を
全
う
す
る
施
設

又
は
工
作
物

(ト
ン
ネ
ル
を
除
く
。
)
及
び
道
路
の
附
属

物
で
あ
っ
た
不
用
物
件
に
つ
い
て
は
、
一
月
ま
で
そ
の
期

間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則

〔抄
〕

1

こ
の
政
令
の
規
定
中
、
第
四
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第



十
一
号
ま
で
の
規
定
は
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、

そ
の
他
の
規
定
は
法
施
行
の
日

(昭
和
二
十
七
年
十
二
月

五
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

2

左
に
掲
げ
る
勅
令
は
、
廃
止
す
る
。

一
道
路
法
施
行
期
日
の
件

(大
正
八
年
勅
令
第
四
百
五

十
九
号
)

二

道
路
法
施
行
令

(大
正
八
年
勅
令
第
四
百
六
十
号
)

三

道
路
法
第
十
七
条
但
書
の
規
定
に
依
る
同
法
の
規
定

の
準
用
等
の
件

(大
正
八
年
勅
令
第
四
百
六
十
一
号
)

四

道
路
法
第
七
条
の
規
定
に
依
る
同
法
の
規
定
の
準
用

等
の
件

(大
正
八
年
勅
令
第
四
百
七
十
一
号
)

五

道
路
管
理
者
特
別
規
程

(大
正
八
年
勅
令
第
四
百
七

十
二
号
)

六

北
海
道
道
路
令

(大
正
八
年
勅
令
第
四
百
七
十
三

号
)

七

道
路
法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
依
る
不
用
物
件
の
管

理
及
処
分
に
関
す
る
件

(大
正
八
年
勅
令
第
四
百
七
十

四
号
)

八

大
正
十
一
年
法
律
第
三
号
改
正
法
律
施
行
の
件

(大

正
十
一
年
勅
令
第
三
百
八
十
三
号
)

九

道
路
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
依
る
主
務
大
臣

の
権
限
に
関
す
る
件

(大
正
十
一
年
勅
令
第
三
百
八
十

五
号
)

十

道
路
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
依
る
道
路
に

関
す
る
費
用
負
担
の
件

(大
正
十
一
年
勅
令
第
三
百
八

十
六
号
)

十
一

道
路
法
戦
時
特
例

(昭
和
十
八
年
勅
令
第
九
百
四

十
四
号
)

3

従
前
の
道
路
法

(大
正
八
年
法
律
第
五
十
八
号
)
の
規

定
に
よ
る
占
用
の
許
可
又
は
承
認
を
受
け
た
占
用
物
件
で

こ
の
政
令
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
占
用
の
許
可
又
は
承
認
の
期
間
中
は
、
こ
の
政
令
に
規

定
す
る
許
可
の
基
準
は
、
適
用
し
な
い
。
但
し
、
水
道
条

例
、
下
水
道
法
若
し
く
は
地
方
鉄
道
法
の
規
定
に
基
い
て

設
け
る
水
管
、、下
水
道
管
若
し
く
は
公
衆
の
用
に
供
す
る

地
方
鉄
道
又
は
ガ
ス
管
、
電
柱
若
し
く
は
電
線
で
、
占
用

の
期
間
の
定
の
な
い
も
の
又
は
こ
の
政
令
施
行
の
日
か
ら

起
算
し
て
十
年
以
上
の
占
用
の
期
間
の
定
の
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
占
用
の
期
間
を
こ
の
政
令
施
行
の
日
か
ら
起

算
し
て
十
年
と
し
、
そ
の
他
の
占
用
物
件
で
占
用
の
期
間

の
定
の
な
い
も
の
又
は
こ
の
政
令
施
行
の
日
か
ら
起
算
し

て
三
年
以
上
の
占
用
の
期
間
の
定
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
占
用
の
期
間
を
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し

て
三
年
と
す
る
。
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週
騰
濾
施
行
令
讓
韮
経
緯

の

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　　　
　
　　
　
　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

防
火
地
域

(建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
一
号
)
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
地
域

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
内
に
存
す
る
建
築
物

(以
下

｢既
存
建
築
物
｣
と
い
う
。
)
を
除
去
し
て
、
当
該
防

火
地
域
内
に
、
こ
れ
に
代
る
建
築
物
と
し
て
耐
火
建
築

物

(耐
火
建
築
促
進
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
六

十
号
)
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
)
を
建
築
す
る
場
合

(既
存
建
築
物

が
防
火
地
域
と
防
火
地
域
で
な
い
区
域
に
わ
た
っ
て
存

す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
既
存
建
築
物
を
除
去
し
て
、

当
該
既
存
建
築
物
の
敷
地
又
は
当
該
防
火
地
域
内
に
、

こ
れ
に
代
る
建
築
物
と
し
て
耐
火
建
築
物
を
建
築
す
る

と
き
を
含
む
。
)
に
お
い
て
、
当
該
耐
火
建
築
物
の
工

事
期
間
中
当
該
既
存
建
築
物
に
替
え
て
必
要
と
な
る
仮

設
店
舗
そ
の
他
の
仮
設
建
築
物

第
十
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

占
用
物
件

(電
柱
、
電
線
及
び
第
七
条
第
四
号
に
規
定

す
る
仮
設
店
舗
そ
の
他
の
仮
設
建
築
物
を
除
く
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い

て
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

占
用
物
件
の
地
面
に
接
す
る
部
分
の
位
置
は
、
法
面
、

側
こ
う
上
又
は
路
端
寄
り
と
す
る
こ
と
。
但
し
、
歩
道

と
車
道
と
の
区
別
の
あ
る
道
路
に
あ
っ
て
は
、
歩
道
内

の
車
道
寄
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

地
面
に
接
し
な
い
で
設
け
ら
れ
る
占
用
物
件

(法
敷
、

側
こ
う
、
路
端
寄
り
又
は
歩
道
内
の
車
道
寄
り

(以
下

こ
の
号
に
お
い
て

｢法
数
等
｣
と
い
う
。
)
の
上
空
に

あ
る
占
用
物
件
又
は
そ
の
部
分
を
除
く
。
)
の
最
下
部

又
は
地
面
に
接
し
て
設
け
ら
れ
る
占
用
物
件
の
地
面
に

接
し
な
い
部
分

(法
敷
等
の
上
空
に
あ
る
部
分
を
除

く
。
)
の
最
下
部
と
路
面
と
の
距
離
は
、
四
･
五
メ
ー

ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
但
し
、
歩
道
と
車
道
と
の
区

別
の
あ
る
道
路
の
歩
道
上
に
お
い
て
は
、
二
･
五
〆
-

ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
第
五
号
中

｢本
条
及
び
次
条
｣
を

｢本
条
か
ら

第
十
二
条
ま
で
｣
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
-。(特

定
仮
設
店
舗
等
の
占
用
の
場
所
)

第
十
一
条
の
二

第
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
仮
設
店
舗
そ

の
他
の
仮
設
建
築
物

(以
下

｢特
定
仮
設
店
舗
等
｣
と
い

う
。
)
の
占
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
第
二
項
本
文
の
規

定
に
よ
る
外
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
仮
設
店
舗
等
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
道
路
の

幅
員
は
、
道
路
の
一
側
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
十

二
メ
ー
ト
ル
以
上
、
道
路
の
両
側
に
設
け
る
場
合
に
お

い
て
は
、
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

歩
道
上
に
設
け
、
且
つ
、
当
該
歩
道
の
一
側
が
通
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
但
し
、
当
該

道
路
の
構
造
又
は
当
該
道
路
の
周
辺
の
状
況
上
や
む
を

得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路

の
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
と
き
に
限
り
、

車
道
内
の
歩
道
寄
り
に
わ
た
っ
て
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
↓。

三

特
定
仮
設
店
舗
等
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
行
す



る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
路
面
の
部
分
の
幅
員
は
、
道

号
)
｣
を

｢水
道
法

(昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七

路
の
一
側
に
つ
き
四
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

号
)
｣
に
改
め
、

｢水
管
｣
の
下
に

｢
(水
道
事
業
又
は

第
十
四
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

特
定
仮
設
店
舗
等
は
、
必
要
最
小
限
度
の
規
模
と
し
、

且
つ
、
道
路
の
交
通
に
及
ぼ
す
支
障
を
で
き
る
限
り
少

く
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
第
十
条
第
一
項
の
規
定
は
、

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
占
用
物
件

(工
事
中

の
も
の
を
含
む
。
)
に
つ
い
て
は
、
当
該
占
用
物
件
の
占

用
の
許
可
の
期
間
中
は
、
適
用
し
な
い
。

〔説
明
〕防

火
地
域
内
に
お
け
る
耐
火
建
築
物
の
建
築

を
促
進
す
る
た
め
仮
設
店
舗
等
に
よ
る
道
路
の

占
用
を
認
め
、
そ
の
占
用
の
場
所
及
び
構
造
に

つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
占
用
物
件
を
地
上

に
設
け
る
場
合
に
お
け
る
占
用
の
場
所
の
基
準

に
つ
い
て
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

②

水
道
法
施
行
令

〔抄
〕

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
二
日

政

令

第
三
百
三
十
六
号

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施

行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一部
改
正
)

7

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中

｢水
道
条
例

(明
治
二
十
三
年
法
律
第
九

号
)
｣
に
改
め
、

｢水
管
｣
の
下
に

｢
(水
道
事
業
又
は

水
道
用
水
供
給
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
)
｣

を
加
え
る
。

〔説
明
〕明

治
時
代
に
制
定
さ
れ
た
水
道
条
例
が
廃
止

さ
れ
、
新
し
く
水
道
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
改
正
で
あ
る
o

③

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　
　
　　
　
　　　　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢第
十
九
条
｣
を

｢第
十
九
条
の
四
｣
に
改
め
る
。

第
一
条
中

｢道
路
法

(以
下
｢法
｣と
い
う
。
)｣
を

｢法
｣

に
改
め
、

｢第
七
十
五
条
｣
を

｢第
十
二
条
の
二
第
二
項
、

第
五
十
条
第
二
項
但
書
、
第
六
十
四
条
、
第
七
十
五
条
｣
に

改
め
、

｢法
第
七
章
｣
の
下
に

｢
(第
九
十
六
条
第
二
項
、

第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
)
｣
を
加
え
、
同
条
の
表
中

｢第
十
二
条
都
道
府
県
の
知
事
指
定
市
の
長
｣
を

｢第
十
二

条
の
二
第
四
項
関
係
都
道
府
県
知
事
関
係
指
定
市
の
長
又
は

都
道
府
県
知
事
｣
に
改
め
、
同
表
の
読
み
替
え
る
べ
き
規
定

の
欄
中

｢第
二
十
条
第
二
項
｣
を

｢第
二
十
条
第
三
項
｣
に
、

｢第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
｣
を

｢第
五
十
条
第
三
項

及
び
第
四
項
｣
に
、

｢第
五
十
条
第
三
項
｣
を

｢第
五
十
条

第
四
項
｣
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条
の
五
と
し
、
同
条
の
前

に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

(都
道
府
県
知
事
が
行
う
一
級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
)

第
一
条

道
路
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。
)
第
十
二
条
但

書
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一
都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
の
施
行
す
る
河
川
工

事
そ
の
他
の
建
設
工
事
の
施
行
と
密
接
な
関
連
を
有
す

る
こ
と
o

二

道
路
の
区
域
を
変
更
し
、
当
該
変
更
に
係
る
部
分
を

一
級
国
道
以
外
の
道
路
と
す
る
計
画
の
あ
る
箇
所
で
あ

る
こ
と
o

三

道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(昭
和
三
十
三
年

法
律
第
三
十
六
号
)
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
十
二
条
の

規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
施
行
し
た
工
事
と
一
体

と
し
て
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

四

道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
工
事
を

施
行
す
る
た
め
調
査
、
測
量
、
設
計
そ
の
他
の
工
事
の

準
備
を
行
っ
た
こ
と
。

2

前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
市
の
長
が
一
級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
一

号
中

｢都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
｣
と
あ
る
の
は

｢指
定
市
の
長
又
は
指
定
市
｣
と
、
同
項
第
三
号
及
び
第

四
号
中

｢法
第
十
二
条
｣
と
あ
る
の
は

｢法
第
十
七
条
第

一
項
｣
と
、

｢都
道
府
県
知
事
｣
と
あ
る
の
は

｢指
定
市

の
長
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
の
管
理
の
委
任
)

第
一
条
の
二

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建

設
大
臣
が
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
の
管
理
は
、
左

の
各
号
に
掲
げ
る
管
理

(第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第

六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
管
理
に
つ
い
て
は
、
建
設
大

臣
が
新
設
、
改
築
、
修
繕
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事

を
行
っ
て
い
る
区
間
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
と
す
る
。

一
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
与
え
る
こ
と
。

一
一
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
工
事
の
調
製
の
た
め

の
条
件
を
附
す
る
こ
と
。

三

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規
定
す
る
事

業
を
行
う
者
と
協
議
す
る
こ
と
。

四

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
工

事
の
計
画
書
を
受
理
す
る
こ
と
。
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五

法
第
三
十
九
条
第
一
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
占

用
料

(当
該
占
用
料
に
係
る
手
数
料
及
び
延
滞
金
を

含
む
。
)
を
徴
収
す
る
こ
と
。

六

法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
指
示
を

す
る
こ
と
。

七

道
路
の
占
用
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
法
第
七
十
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
を
し
、
又
は
措
置
を
命
じ
、

及
び
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
聴
聞
を
行
う
こ
と
。

2

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
は
、
第
項
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
権
限

(道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
及
ぼ
す
支
障
が
少
い
と
認
め

ら
れ
る
道
路
の
占
用
で
建
設
省
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る

も
の
を
除
く
。
)
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の

旨
を
建
設
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(建
設
大
臣
が
権
限
を
行
う
場
合
の
意
見
の
聴
取
等
)

第
一
条
の
三

建
設
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市

の
長
に
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
を
行
わ
せ
て
い
る

場
合
に
お
い
て
、
管
理
を
行
わ
せ
て
い
る
道
路
の
区
間

(建
設
大
臣
が
新
設
、
改
築
、
修
繕
又
は
災
害
復
旧
に
関

す
る
工
事
を
行
っ
て
い
る
区
間
を
除
く
。
)
に
つ
い
て
左

の
各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
関
係
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
の
意
見

を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
占
用

を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

二

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
受
け
た
者
に
対
し
、
法
第
七
十
一
条
第
二
項
に

規
定
す
る
処
分
を
し
、
又
は
措
置
を
命
ず
る
こ
と
。

2

建
設
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
前

条
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
を
行
わ
せ
て
い
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
新
設
、
改
築
、
修
繕
又
は
災
害
復
旧
に
関
す

る
工
事
を
行
っ
て
い
る
区
間
に
つ
い
て
左
の
各
号
に
掲
げ

る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
関
係

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項

(法
第
九
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
与
え
る
こ
と
。

二

法
第
三
十
五
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規

定
す
る
事
業
を
行
う
者
と
協
議
す
る
こ
と
。

三

法
第
七
十
一
条
第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
法

第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可

を
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
許
可
の
効
力
を
停
止
す
る
こ

亀と
0

(指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
の
管
理
の
委
任
の
告
示
)

第
一
条
の
四

建
設
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
の
管
理
を
都
道
府

県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

管
理
の
区
間
、
管
理
の
内
容
、
管
理
の
始
期
及
び
管
理
者

を
告
示
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

建
設
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
た
事
項
を

変
更
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
告
示
し
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
の
見
出
し
中

｢公
示
｣
を

｢告
示
｣
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中

｢法
第
十
二
条
若
し
く
は
法
第
十
三
条
第
二

項
｣
を

｢法
第
十
二
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
一
級
国
道
の
新

設
若
し
く
は
改
築
を
行
う
場
合
、
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
の
修
繕
若
し
く
は

災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
、
法
第
十
二
条
の
二

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
外
の
一
級
国
道
の
災
害
復

旧
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
、
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
二
級
国
道
の
新
設
若
し
く
は
改
築
を
行
う
場
合
｣

に
改
め
、

｢
一
級
国
道
又
は
｣
及
び

｢新
設
、
改
築
又
は
｣

を
削
り
、

｢官
報
で
公
示
｣
を

｢告
示
｣
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中

｢公
示
｣
を

｢告
示
｣
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中

｢公
示
｣
を

｢告
示
｣
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
本
文
及
び
第
十
一
条
第
三
号
た
だ
し
書
中

｢交
さ
｣
を

｢交
差
｣
に
改
め
る
。

第
二
章
中
第
十
九
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

(指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
)

第
十
九
条
の
二

指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料

の
額
は
、
当
分
の
間
、
当
該
指
定
区
間
の
指
定
の
際
現
に

当
該
指
定
区
間
の
存
す
る
都
道
府
県
又
は
指
定
市
が
、
法

第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
き
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
条
例
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
徴
収
す
べ
き
占
用
料
の
額
と
す
る
。

(指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
)

第
十
九
条
の
三

指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料

は
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
協

議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間
に
係
る
分
を
、
当
該
占
用
の

許
可
を
し
、
又
は
当
該
占
用
の
協
議
が
成
立
し
た
日
か
ら

一
月
以
内
に
納
入
告
知
書

(法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の

長
に
占
用
料
を
徴
収
す
る
権
限
を
行
わ
せ
て
い
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
納
額
告
知
書
)
に
よ
り
一
括
し
て
徴
収
す
る

も
の
と
す
る
。
但
し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
の
占
用
料
は
、

毎
年
度
、
当
該
年
度
分
を
そ
の
年
度
の
初
め
に
徴
収
す
る

も
の
と
す
る
。

2

前
項
の
占
用
料
で
既
に
納
め
た
も
の
は
、
返
還
し
な
い
。

但
し
、
建
設
大
臣
が
法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
道
路
の
占
用
の
許
可
を
取
り
消
し
た
場
合
に
お
い
て
、

既
に
納
め
た
占
用
料
の
額
が
当
該
占
用
の
許
可
の
日
か
ら

当
該
占
用
の
許
可
の
取
消
の
日
ま
で
の
期
間
に
つ
き
算
出

し
た
占
用
料
の
額
を
こ
え
る
と
き
は
、
そ
の
こ
え
る
額
の

占
用
料
は
、
返
還
す
る
。

3

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
占
用
料
を
徴
収
す
る

権
限
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
料
は
、

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
当
該
権
限

を
行
わ
せ
る
際
現
に
当
該
指
定
区
間
の
存
す
る
都
道
府
県

又
は
指
定
市
が
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
く
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
の
例
に
よ
り

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
占
用
料
を
徴
収
す
る

権
限
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
第
一
項
及
び
第
二
項
に
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規
定
す
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
に
よ
る
と
き
、
そ
の
他
占

事
又
は
指
定
市
の
長
の
統
轄
す
る
都
道
府
県
又
は
指
定
市

用
料
の
徴
収
方
法
を
変
更
す
る
場
合
に
お
け
る
必
要
な
経

が
徴
収
す
べ
き
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

過
措
置
は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
。

(占
用
料
の
収
入
の
帰
属
)

第
十
九
条
の
四

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
く
占
用
料
は
、

指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
国
、

そ
の
他
の
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の

長
若
し
く
は
指
定
市
以
外
の
市
の
長
の
統
轄
す
る
都
道
府

県
又
は
指
定
市
若
し
く
は
指
定
市
以
外
の
市
、
都
道
府
県

道
又
は
市
町
村
道
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
道
路
管
理
者

で
あ
る
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
収
入
と
す
る
。

2

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
指
定
区
間
内
の
一
級

国
道
の
管
理
を
行
わ
せ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

管
理
を
行
わ
せ
て
い
る
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る

占
用
料
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
都
道
府

県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
の
統
轄
す
る
都
道
府
県
又
は
指

定
市
の
収
入
と
す
る
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
指
定
市
の
収
入
と

な
る
べ
き
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
で
法

第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
都
道

府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道

の
管
理
を
行
わ
せ
る
日
の
前
日
ま
で
に
国
が
徴
収
す
べ
き

も
の
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
収
入
と
す

る
●。

4

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
収
入
と
な
る
べ
き
指
定
区

間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
で
法
第
十
二
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
都
道
府
県
知
事
又
は
指

定
市
の
長
に
行
わ
せ
て
い
た
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
の

管
理
を
解
除
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
当
該
都
道
府
県
知
事

又
は
指
定
市
の
長
が
統
轄
す
る
都
道
府
県
又
は
指
定
市
が

徴
収
す
べ
き
も
の
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
市
の
収
入
と
す
る
。

5

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
収
入
と
な
る
べ
き
指
定
区

間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
で
当
該
指
定
区
間
の
指

定
の
日
の
前
日
ま
で
に
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
知

当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
市
の
収
入
と
す
る
。

6

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県

知
事
又
は
指
定
市
の
長
の
統
轄
す
る
都
道
府
県
又
は
指
定

市
の
収
入
と
な
る
べ
き
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
で
、
当

該
一
級
国
道
に
係
る
指
定
区
間
の
指
定
の
廃
止
の
日
の
前

日
ま
で
に
国
が
徴
収
す
べ
き
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
国
の
収
入
と
す
る
。

第
二
十
一
条
中

｢
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
の
新
設
又
は

改
築
｣
を

｢
一
級
国
道
若
し
く
は
二
級
国
道
の
新
設
若
し
く

は
改
築
又
は
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
の
維
持
、
修
繕
そ
の

他
の
管
理
｣
に
、

｢法
第
五
十
条
第
一
項
｣
を

｢法
第
五
十

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
本
文
｣
に
、

｢収
入
金
が
あ
る

と
き
は
｣
を

｢収
入
金

(指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る

収
入
金
を
除
く
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
が
あ
る
と

き
は
｣
に
、

｢法
第
五
十
条
第
二
項
｣
を

｢法
第
五
十
条
第

三
項
｣
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中

｢又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い

て
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
と
き
は
｣

を

｢若
し
く
は
改
築
又
は
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
の
維
持
、

修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
｣
に
、

｢法

第
五
十
条
第
二
項
｣
を

｢法
第
五
十
条
第
三
項

(法
第
五
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
｣
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中

｢
｢第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公

示
を
し
た
と
き
は
｣
と
あ
る
の
は
、

｢法
第
七
十
四
条
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
し
た
と
き
は
｣
と
、
｣
及
び

｢、

｢法
第
五
十
条
第
二
項
｣
と
あ
る
の
は
、

｢法
第
五
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
第
二
項
｣
と
、
｣

を
削
る
。

第
三
十
一
条
中

｢法
第
五
十
条
第
一
項
及
び
｣
の
下
に

｢第
二
項
本
文
並
び
に
｣
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
中

｢官
報
で
公
示
｣
を

｢告
示
｣
に

改
め
る
。

第
三
十
五
条

(見
出
し
を
含
む
。
)
中

｢立
体
交
さ
｣
を

｢立
体
交
差
｣
に
、

｢当
該
交
さ
｣
を

｢当
該
交
差
｣
に
、

｢交
さ
｣
を

｢交
差
｣
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(手
数
料
及
び
延
滞
金
)

第
三
十
七
条
の
二

法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

国
が
徴
収
す
る
手
数
料
は
、
督
促
状
一
通
に
つ
き
二
十
円

と
す
る
。

2

法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る

延
滞
金
は
、
納
付
す
べ
き
期
限
の
翌
日
か
ら
負
担
金
等
の

納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
負
担
金
等
の
額
百
円
に
つ

き
一
日
三
銭
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
負
担
金
等
の
額
の
一
部
に
つ
き
納
付

が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
の
日
以
後
の
期
間
に
係
る

延
滞
金
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
負
担
金
等
の
額
は
、
そ
の

納
付
の
あ
っ
た
負
担
金
等
の
額
を
控
除
し
た
額
に
よ
る
。

3

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
占
用
料
を
徴
収
す
る

権
限
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
占
用
料
に
係
る
手

数
料
及
び
延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
市
が
法
第
七
十
三
条

第
二
項
の
規
定
に
基
く
条
例
で
定
め
る
手
数
料
及
び
延
滞

金
の
例
に
よ
る
o

附

則
〔抄
〕

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

道
路
法
の
一
部
改
正

(
一
級
国
道
の
新
設
又

は
改
築
は
、
原
則
と
し
て
建
設
大
臣
が
行
う
こ

と
と
す
る
と
と
も
に
、
指
定
区
間
の
制
度
を
設

け
る
。
)
に
伴
い
、
関
係
規
程
を
整
備
す
る
こ

と
と
し
た
。
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燭

工
業
用
水
道
事
業
法
施
行
令
〔抄
〕

　　　　
　
　
　
　

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
施

行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

3

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中

｢水
道
法

(昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十

七
号
)
｣
の
下
に
｢、
工
業
用
水
道
事
業
法

(昭
和
三
十

三
年
法
律
第
八
十
四
号
)
｣
を
加
え
、

｢又
は
水
道
用
水

供
給
事
業
｣
を

｢、
水
道
用
水
供
給
事
業
又
は
工
業
用
水

道
事
業
｣
に
改
め
る
。

〔説
明
〕

工
業
用
水
の
豊
富
低
廉
な
供
給
を
目
的
と
し

て

｢工
業
用
水
道
事
業
法
｣
が
制
定
さ
れ
た
の

で
、
こ
れ
に
も
占
用
の
特
例
を
認
め
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

③

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　
　
　
　　
　　
　　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
号
中

｢旗
ざ
お
｣
の
下
に
｢、
パ
ー
キ
ン

グ
･
メ
ー
タ
ー
｣
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
事
務
所
、
店
舗
、

倉
庫
、
住
宅
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
及
び
自
動

車
駐
車
場

第
十
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
占
用
物
件
の
地
面
に
接
す
る
部
分
の
位
置
は
、
法
面
、

側
こ
う
上
若
し
く
は
路
端
寄
り
又
は
歩
道
内
の
車
道
寄

り
と
す
る
こ
と
。
但
し
、
占
用
物
件
の
種
類
又
は
道
路

の
構
造
に
よ
り
、
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
著
し
い
支

障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
限
り
、
分
離
帯
、
ロ
ー
タ
リ
ー

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
道
路
の
部
分
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
十
一
条
第
七
号
及
び
第
十
二
条
第
五
号
中

｢橋
げ
た
｣

を

｢け
た
｣
に
、

｢橋
床
｣
を

｢床
版
｣
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
占
用
物
件
の
占
用
の

場
所
)

第
十
二
条
の
二

高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
占
用
物

件
の
占
用
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
か
ら
前
条
ま
で

の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
高
架
の
道
路
の
路
面
下

に
道
路
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
に
係
る
占

用
の
場
所
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

い
。一

高
架
の
道
路
の
構
造
の
保
全
に
支
障
の
な
い
場
所
で

あ
る
こ
と
。

二

電
柱
若
し
く
は
電
線
又
は
水
管
、
下
水
道
管
若
し
く

は
ガ
ス
管
に
つ
い
て
は
、
高
架
の
道
路
の
路
面
下
以
外

に
、
当
該
場
所
に
代
る
適
当
な
場
所
が
な
く
、
公
益
上

や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

三

電
線
又
は
水
管
、
下
水
道
管
若
し
く
は
ガ
ス
管
を
高

架
の
道
路
に
取
り
付
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
け
た
の

両
側
又
は
床
版
の
下
と
す
る
こ
と
。

四

高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
地
下
に
設
け
る
場
合
に
お

い
て
は
、
第
十
条
第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
場
所
と
す

る
こ
、と
0

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
倒
壊
、
落
下
、
は
く
離
、
汚
損
、
火
災
、
荷
重
等
に

よ
り
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が

な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
第
三
項
中

｢橋
｣
の
下
に

｢又
は
高
架
の
道

路
｣
を
加
え
、

｢占
用
工
作
物
｣
を

｢占
用
物
件
｣
に
改
め

ろ
↓。

附

則
〔抄
〕

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〔説
明
〕

パ
ー
キ
ン
グ
･
メ
!
夕
-
及
び
高
架
の
道
路

の
路
面
下
に
設
け
る
事
務
所
、
店
舗
等
の
施
設

を
占
用
物
件
と
し
て
追
加
す
る
ほ
か
、
占
用
の

場
所
及
び
構
造
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
も

の
。

③

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔鞠“口斜三一鱗当応酬サ軌期〕

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

｢第
二
章

道
路
の
占
用

(第
七
条
-
第
十
九
条
の

四
)

目
次
中

｢第
二
章

道
路
の
占
用

(第
七
条
ー
第
十
九
条

の
四
)
｣
を
第
二
章
の
二

危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
水

底
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限

(第
十
九
条
の
五
-

第
十
九
条
の
八
)
｣
に
改
め
る
。

第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
二
章
の
二

危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
水
底
ト
ン
ネ
ル

の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限

(車
両
の
通
行
の
禁
止
)

第
十
九
条
の
五

道
路
管
理
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
危

険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
水
底
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
を
禁
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
火
薬
類
取
締
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九

、′、′、′、′、 、 ′、′、′ ′ ′ ′
,



号
)
第
二
条
に
規
定
す
る
火
薬
類

(以
下
次
条
に
お
い

て
｢火
薬
類
｣
と
い
う
。
)
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

雷
こ
う
、
ア
ジ
化
鉛
そ
の
他
の
起
爆
薬

ロ

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
コ
ー
ル
及
び

爆
発
の
用
途
に
供
せ
ら
れ
る
そ
の
他
の
硝
酸
エ
ス
テ

ル

(建
設
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
)

二

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三

百
三
号
)
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毒
物

(以
下
次

条
に
お
い
て

｢毒
物
｣
と
い
う
。
)
又
は
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
劇
物

(以
下
次
条
に
お
い
て
｢劇
物
｣
と

い
う
。
)
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

シ
ア
ン
化
水
素

ロ

塩
化
シ
ア
ノ
ゲ
ン

ハ

四
エ
チ
ル
鉛

ニ

ク
ロ
ロ
ビ
ニ
ル
ジ
ク
ロ
ル
ア
ル
シ
ン

(ル
イ
サ
イ
ト
)

ホ

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン

(車
両
の
通
行
の
制
限
)

第
十
九
条
の
六

道
路
管
理
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
危

険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
う
ち
水
底
ト
ン
ネ
ル
を
通
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
車
両
を
、
道
路
管
理
者
の
定
め
る
種
類

に
属
し
、
か
つ
、
積
載
す
る
危
険
物
の
容
器
、
容
器
へ
の

収
納
方
法
及
び
包
装

(以
下
次
条
に
お
い
て

｢容
器
包

装
｣
と
い
う
。
)
、
積
載
数
量
並
び
に
積
載
方
法
が
道
路

管
理
者
の
定
め
る
要
件
を
み
た
し
て
い
る
も
の
に
限
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
火
薬
類
又
は
が
ん
具
用
煙
火

二

高
圧
ガ
ス
取
締
法

(昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四

号
)
第
二
条
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス

三

毒
物
又
は
劇
物

(毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
別
表
第
二

第
一
号
、
第
三
号
、
第
十
二
号
、
第
十
五
号
、
第
十
八

号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
六
号
か
ら

第
二
十
八
号
ま
で
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
四
号
、
第

四
十
二
号
及
び
第
五
十
一
号
に
掲
げ
る
劇
物
を
除

く
。
)

四

消
防
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
)
別

表
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

第
一
類
か
ら
第
三
類
ま
で
及
び
第
六
類
の
品
名
の

欄
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外

の
も
の

ロ

第
四
類
の
品
名
の
欄
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち

『ア

ー
ベ
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
｣
又
は

｢
ペ
ン
ス
キ
ー
マ
ル
テ

ン
ス
｣
引
火
点
測
定
器
を
用
い
て
、
七
百
六
十
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
気
圧
に
お
い
て
、
引
火
点
が
七
十
度
未

満
の
も
の

ハ

第
五
類
の
品
名
の
欄
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
第
一

号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

2

道
路
管
理
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
危
険
物
を
積
載

す
る
車
両
が
水
底
ト
ン
ネ
ル
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

時
間
を
限
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
の
七

道
路
管
理
者
は
、
前
条
の
規
定
に
基
き
車

両
の
種
類
、
危
険
物
の
容
器
包
装
、
積
載
数
量
若
し
く
は

積
載
方
法
に
関
す
る
要
件
又
は
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

時
間
を
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
車
両
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
危
険
物
を
運
搬
し
て
も
、

構
造
上
運
行
中
の
動
揺
、
衝
撃
、
排
気
等
に
よ
り
危
険

物
の
作
用
を
誘
発
す
る
虞
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

容
器
包
装
に
つ
い
て
は
、
積
載
す
る
危
険
物
が
容
器

若
し
く
は
被
包
の
内
部
で
作
用
し
、
又
は
そ
の
外
部
に

出
る
虞
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

積
載
数
量
に
つ
い
て
は
、
積
載
す
る
危
険
物
の
全
部

が
作
用
し
て
も
、
水
底
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
又
は
交
通
に

危
険
を
及
ぼ
す
虞
の
少
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

積
載
方
法
に
つ
い
て
は
、
積
載
す
る
危
険
物
の
摩
擦
、

動
揺
、
衝
突
、
転
倒
又
は
転
落
の
虞
の
な
い
こ
と
及
び

積
載
す
る
危
険
物
の
作
用
を
誘
発
し
易
い
他
の
物
件
と

混
載
し
な
い
こ
と
。

五

通
行
で
き
る
時
間
に
つ
い
て
は
、
交
通
の
状
況
に
よ

り
他
の
車
両
と
の
衝
突
事
故
の
発
生
の
虞
の
大
き
い
時

間
で
な
い
こ
と
。

(車
両
の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に
関
す
る
公
示
)

第
十
九
条
の
八

道
路
管
理
者
は
、
第
十
九
条
の
五
又
は
第

十
九
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
車
両
の
通
行
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

道
路
管
理
者
が
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の

水
底
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限

す
る
に
当
っ
て
の
基
準
等
を
定
め
る
も
の
。

の

下
水
道
法
施
行
令

〔抄
〕

　　
　
　
　
　
　　

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日

(昭
和
三
十
四
年
四
月

二
十
三
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

(建
設
省
組
織
令
等
の
一
部
改
正
)

4

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
中

｢下
水
道
法

(明
治
三
十

三
年
法
律
第
三
十
二
号
)
｣
を

｢下
水
道
法

(昭
和
三
十

三
年
法
律
第
七
十
九
号
)
｣
に
改
め
る
。

三

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
第
九
条

〔説
明
〕旧

下
水
道
法
が
廃
止
さ
れ
て
、
新
し
く
下
水

道
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
法
律
番
号
を

改
め
た
も
の
で
あ
る
。
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第
四
条
第
一
項
第
十
一
号

第
四
条
第
一
項
第
十
号

第
四
条
第
一
項
第
九
号

第
四
条
第
一
項
第
八
号

第
四
条
第
一
項
第
七
号

法
第
四
十
条
第
二
項

法
第
三
十
八
条
第
一
項

法
第
三
十
六
条
第
一
項

法
第
三
十
五
条

法
第
三
十
四
条

③

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　
　　
　　
　
　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢第
三
十
八
条
｣
を

｢第
三
十
九
条
｣
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
第
一
項
第
五
号
中

｢
(当
該
占
用
料
に
係
る

手
数
料
及
び
延
滞
金
を
含
む
。
)
｣
を
削
り
、
同
項
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

八

法
第
七
十
三
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十

九
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
基
く
占
用
料
の
納
付
を
督
促

し
、
並
び
に
当
該
占
用
料
並
び
に
当
該
占
用
料
に
係
る

手
数
料
及
び
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

第
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
三
号
中

｢第

三
項
｣
の
下
に

｢
(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
)
｣
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
第
五
号
中

『承
認
す
る
｣
を

｢承
認
し
、

及
び
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
承
認
に
必

要
な
条
件
を
附
す
る
｣
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

｢第
三

項
｣
の
下
に

｢
(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
)
｣
を
加
え
、

｢許
可
を
与
え
る
｣
を

｢許
可
を
与
え
、
及
び
法
第
八
十
七
条
第
一
項

(法
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定

に
よ
り
当
該
許
可
に
必
要
な
条
件
を
附
す
る
｣
に
改
め
る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

字
句
の
下
に
｢
(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
)
｣
を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中

｢法
第
七
十
一
条
第
一
項
｣
の

下
に

｢又
は
第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
｣
を
、

｢第
三
項
｣
の
下
に

｢
(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
)
｣
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(権
限
の
委
任
)

第
三
十
九
条

法
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
で
あ
る
建
設
大

臣
の
権
限

(法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が

道
路
管
理
者
に
代
っ
て
行
う
権
限
を
含
む
。
)
の
う
ち
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
建
設
局
長
及
び
北
海
･

道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
十
二
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長

に
行
わ
せ
る
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
区
域
を

決
定
し
、
又
は
変
更
す
る
こ
と
。

二

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
に
関
す

る
工
事
を
施
行
さ
せ
、
及
び
道
路
の
維
持
を
さ
せ
る
こ

、と
0

三

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
に
関
す

る
工
事
を
施
行
さ
せ
る
こ
と
。

四

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
工
事
を

施
行
す
る
こ
と
o

五

法
第
二
十
四
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
道
路
に
関
す
る

工
事
又
は
道
路
の
維
持
を
行
う
こ
と
を
承
認
し
、
及
び

法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
承
認
に
必

要
な
条
件
を
附
す
る
こ
と
。

六

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
台
帳
を

調
製
し
、
及
び
保
管
す
る
こ
と
。

七

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項

(法
第
九
十
一

第
六
条
第
一
項
第
三
号

第
六
条
第
一
項
第
二
号

法
第
三
十
五
条

第
三
項

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規

定
に
よ
り
許
可
を
与
え
、
及
び
法
第
八
十
七
条
第
一
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
に
必
要
な
条
件
を

附
す
る
こ
と
o

八

法
第
三
十
四
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
工
事
の
調

製
の
た
め
の
条
件
を
附
す
る
こ
と
。

九

法
第
三
十
五
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規

定
す
る
事
業
を
行
う
者
と
協
議
す
る
こ
と
。

十

法
第
三
十
六
条
第
一
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
提

出
す
る
工
事
の
計
画
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

十
一

法
第
三
十
八
条
第
一
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り

道
路
の
占
用
に
関
す
る
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
。

十
二

法
第
三
十
九
条
第
一
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り

占
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
。

十
三

法
第
四
十
条
第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
必

要
な
指
示
を
す
る
こ
と
。

十
四

法
第
四
十
四
条
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
、
第
四
十
七
条

第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
四
十
八
条
の
六
の
規

定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

十
五

法
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
道
路
標
識
又
は
区
画
線
を
設
け
る
こ
と
。

十
六

法
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

十
七

法
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
又
は
法
第

六
十
二
条
後
段
の
規
定
に
基
き
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ

･と
0

十
八

法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
人
の
土

地
に
立
ち
入
り
、
若
し
く
は
特
別
の
用
途
の
な
い
他
人



の
土
地
を
材
料
置
場
若
し
く
は
作
業
場
と
し
て
一
時
使

用
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受

け
た
者
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

十
九

法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
の
現

場
に
お
い
て
、
必
要
な
土
地
を
一
時
使
用
し
、
又
は
土

石
、
竹
木
そ
の
他
の
物
件
を
使
用
し
、
収
用
し
、
若
し

く
は
処
分
し
、
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
災
害

の
現
場
に
在
る
者
若
し
く
は
そ
の
附
近
に
居
住
す
る
者

を
防
ぎ
よ
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

二
十

法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ

い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、
及
び
損
失
を
補
償

す
る
こ
と
。

二
十
一
法
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ

い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、
及
び
補
償
金
を
支

払
い
、
又
は
補
償
金
に
代
え
て
工
事
を
行
う
こ
と
を
要

求
し
、
並
び
に
協
議
が
成
立
し
な
い
場
合
に
お
い
て
収

用
委
員
会
に
裁
決
を
申
請
す
る
こ
と
。

二
十
二

法
第
七
十
一
条
第
三
項

(法
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ

り
聴
聞
を
行
い
、
及
び
同
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
)
に
規
定
す
る
処
分
を
し
、
若
し
く
は
措
置
を

命
じ
、
又
は
同
条
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
道

路
監
理
員
を
命
じ
、
同
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
若
し
く
は
同
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
権
限
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

法
第
三
十
七
条
第
一
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
及
び
第
四
十
八
条
の

四
第
一
項
の
規
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。

二
十
三

法
第
七
十
二
条
第
一項
及
び
第
二
項

(法
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)

の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た

者
と
協
議
し
、
及
び
損
失
を
補
償
し
、
並
び
に
同
条
第

三
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
基
く
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ

,と
o

二
十
四

法
第
七
十
三
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

(道
の
区
域
内
の
道
路
に
つ
い
て
の
国
庫
補
助
率
)

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
負
担

第
三
十
四
条
の
二

昭
和
三
十
四
年
度
以
降
四
箇

金
等
の
納
付
を
督
促
し
、
並
び
に
当
該
負
担
金
等
並
び

に
当
該
負
担
金
等
に
係
る
手
数
料
及
び
延
滞
金
を
徴
収

す
る
こ
と
。

二
十
五

法
第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を

与
え
、
並
び
に
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、

及
び
損
失
を
補
償
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕一

道
路
法
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
で
あ

る
建
設
大
臣
の
権
限
の
一
部
を
地
方
建
設
局
長

及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。

二

建
設
大
臣
が
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定

市
の
長
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
指
定
区
間

内
の
一
級
国
道
の
管
理
と
し
て
、
占
用
料
を
納

付
し
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
そ
の
占
用
料
を
強

制
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
根
拠
規
定

を
明
ら
か
に
す
る
等
規
定
の
整
備
。

③

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔解11群門1籍も論祕ニサ軌期〕

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢第
三
十
四
条
｣
を

｢第
三
十
四
条
の
二
｣
に

改
め
る
。

第
四
章
中
第
三
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
二

昭
和
三
十
四
年
度
以
降
四
箇
年
間
に

お
け
る
道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
の
改
築
で

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
要
す
る
費
用

に
関
す
る
国
の
補
助
金
の
率
は
、
法
第
五
十
六
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
分
の
三
以
内
と
す
る
。

一

道
路
構
造
令

(昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十

四
号
)
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
の
規
定
に

よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
改
築
で
、
こ

れ
に
要
す
る
費
用
の
額
が
建
設
大
臣
が
定
め
た
額
を

こ
え
な
い
も
の

二

道
路
の
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
構
造
上
の

原
因
の
一
部
を
除
去
す
る
た
め
に
行
う
突
角
の
切
り

取
り
、
路
床
の
改
良
、
排
水
施
設
の
整
備
又
は
待
避

所
の
設
置

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十
四
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

〔説
明
〕昭

和
三
十
四
年
度
以
降
四
箇
年
間
に
お
け
る

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
道
路
の
改
築
に
関
す

る
国
の
負
担
金
の
割
合
及
び
補
助
金
の
率
に
つ

い
て
特
別
の
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈲

首
都
高
速
道
路
公
団
法
施
行
令

〔抄
〕

〔解“三斜門1籍北朝尤廿却舳〕

附

則
〔抄
〕

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

3

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
中

｢法
第
五
十
八
条
か
ら
法
第
六
十
二
条

2 2 浦行セ QR ?
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ま
で
｣
の
下
に

｢又
は
首
都
高
速
道
路
公
団
法

(昭
和
三

十
四
年
法
律
第
百
三
十
三
号
)
第
四
十
条
｣
を
加
え
る
。

〔説
明
〕

首
都
高
速
道
路
公
団
法
の
施
行
に
伴
い
、
一

般
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
う

ち
、
都
道
府
県
負
担
額
に
つ
い
て
、
規
定
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
た
。

岡

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔囃
祥
蝉
も距
離
〕

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢第
三
十
五
条
｣
を

｢第
三
十
四
条
の
三
｣
に
改

め
る
。

第
五
章
中
第
三
十
五
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(道
路
の
附
属
物
)

第
三
十
四
条
の
三

法
第
二
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る

政
令
で
定
め
る
道
路
の
附
属
物
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
道
路
の
防
雪
又
は
防
砂
の
た
め
の
施
設

二

地
点
標

三

道
路
に
接
す
る
道
路
修
理
用
の
機
械
又
は
器
具
の
常

置
場

,

四

道
路
に
接
す
る
道
路
維
持
用
の
機
械
、
器
具
又
は
材

料
の
常
置
場

五

道
路
の
交
通
又
は
利
用
に
係
る
料
金
の
徴
収
施
設

六

車
両
の
計
量
又
は
交
通
量
の
測
定
の
た
め
の
施
設

第
三
十
五
条
中
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。法

第
三
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
立
体
交
差
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
は
次
の

各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
法
第
四
十
八
条
の
三
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
立
体
交
差
と
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
場
合
は
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。附

則

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

道
路
の
附
属
物
の
範
囲
及
び
自
動
車
専
用
道

路
の
交
差
に
つ
き
政
令
で
定
め
る
立
体
交
差
と

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
を
定
め
る
も
の
で

あ
る
。

⑭

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　　
　
　
　
　　
　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
五
第
一
号
中

｢次
条
｣
を

｢本
条
及
び
次

条
｣
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

煙
火

第
十
九
条
の
五
第
二
号
中

｢次
条
に
お
い
て

｢毒
物
｣
と

い
う
｣
を

｢本
条
及
び
次
条
に
お
い
て
｢毒
物
｣
と
い
う
｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

火
薬
類
以
外
の
物
品
で
、
ア
セ
チ
レ
ン
銅
、
ジ
ア
ゾ

メ
タ
ン
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
爆
発
性
を
有

す
る
も
の

第
十
九
条
の
五
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

毒
物
以
外
の
物
品
で
、
チ
オ
ホ
ス
ゲ
ン
、
イ
ペ
リ
ッ

ト
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
毒
性
を
有
す
る
も

の
五

次
条
第
一
項
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
物
品

で
、
塩
化
ア
セ
チ
レ
ン
、
ジ
エ
チ
ル
亜
鉛
そ
の
他
水
又

は
空
気
と
作
用
し
て
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
発
火
性

を
有
す
る
も
の

第
十
九
条
の
六
第
一
項
第
三
号
中

｢第
五
十
一
号
｣
の
下

に

｢並
び
に
毒
物
及
び
劇
物
指
定
令

(昭
和
三
十
一
年
政
令

第
百
七
十
九
号
)
第
二
条
第
一
項
第
二
十
四
号
及
び
第
二
十

八
号
｣
を
加
え
、
同
項
第
四
号
イ
中

｢前
号
｣
を

｢第
三

号
｣
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
物
品
で
、
ク
ロ
ル
ア
セ

ト
フ
エ
ノ
ン
、
モ
ノ
ク
ロ
ル
ア
セ
ト
ン
そ
の
他
こ
れ
ら

と
同
程
度
以
上
の
毒
性
を
有
す
る
も
の

第
十
九
条
の
六
第
一
項
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

六

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
物
品
で
、
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
、
重
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
と

同
程
度
以
上
の
酸
化
性
を
有
す
る
も
の

七

第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
物
品
で
、

塩
化
ア
セ
チ
ル
、
弗
化
珪
素
酸
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
程

度
以
上
の
腐
食
性
を
有
す
る
も
の

八

マ
ッ
チ

九

前
条
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

道行セ 93.2 2 3

〔説
明
〕

道
路
管
理
者
が
道
路
法
第
四
十
六
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
水
底
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
危
険

物
を
積
載
す
る
車
両
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
危
険
物
の
範

囲
を
ひ
ろ
げ
る
も
の
。



間

火
薬
類
取
締
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
〔抄
〕

　　　
　　　
　
　

附

則
〔抄
〕

1

こ
の
政
令
は
、
火
薬
類
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律

(昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
号
)
の
施
行
の
日

(昭
和
三
十
六
年
二
月
一
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

4

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
五
第
一
号
ハ
中

｢煙
火
｣
の
下
に

｢
(玩

具
煙
火
を
除
く
。
)
｣
を
加
え
、
第
十
九
条
の
六
第
一
号

中

｢又
は
が
ん
具
用
煙
火
｣
を
削
る
。

〔説
明
〕火

薬
類
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
危
険
物
に
つ
い
て
の
規
程
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑧

防
災
建
築
街
区
造
成
法
施
行
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

4

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

防
火
地
域

(建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
一
号
)
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火

地
域
を
い
い
、
防
災
建
築
街
区

(防
災
建
築
街
区
造

成
法

(昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
十
号
)
第
二
条
第

三
号
に
規
定
す
る
防
災
建
築
街
区
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
)
と
し
て
指
定
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。
以
下
同

じ
。
)
又
は
防
災
建
築
街
区
内
に
存
す
る
建
築
物

(以
下

｢既
存
建
築
物
｣
と
い
う
。
)
を
除
去
し
て
、

当
該
防
火
地
域
又
は
当
該
防
災
建
築
街
区
内
に
こ
れ

に
代
わ
る
建
築
物
と
し
て
耐
火
建
築
物

(建
築
基
準

法
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
)
又
は
防
災
建
築
物

(防
災
建

築
街
区
造
成
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
防
災
建

築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
を
建
築
す
る
場
合

(既
存
建
築
物
が
防
火
地
域
又
は
防
災
建
築
街
区
と

防
火
地
域
又
は
防
災
建
築
街
区
で
な
い
地
域
に
わ
た

っ
て
存
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
既
存
建
築
物
を

除
去
し
て
、
当
該
既
存
建
築
物
の
敷
地

(そ
の
近
接

地
を
含
む
。
)
又
は
当
該
防
火
地
域
若
し
く
は
当
該

防
災
建
築
街
区
内
に
、
こ
れ
に
代
わ
る
建
築
物
と
し

て
耐
火
建
築
物
又
は
防
災
建
築
物
を
建
築
す
る
と
き

を
含
む
。
)
に
お
い
て
、
当
該
耐
火
建
築
物
又
は
当

該
防
災
建
築
物
の
工
事
期
間
中
当
該
既
存
建
築
物
に

替
え
て
必
要
と
な
る
仮
設
店
舗
そ
の
他
の
仮
設
建
築

物
〔説
明
〕防

災
建
築
街
区
造
成
法
の
施
行
に
伴
い
、
道

路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ

る
工
作
物
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
た
。

弼

公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市
街
地
の
改
造

に
関
す
る
法
律
施
行
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　　　

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

4

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
五
号
に
掲
げ
る
事
情
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
に
限
る
。

第
一
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市
街
地
の
改
造
に

関
す
る
法
律

(昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
号
)
に

よ
る
市
街
地
改
造
事
業
で
同
法
第
三
条
第
一
号
の
公

共
施
設
が
一
級
国
道
で
あ
る
も
の
を
施
行
す
べ
き
こ

と
が
都
市
計
画
と
し
て
決
定
さ
れ
た
土
地
の
区
域
内

の
箇
所
で
あ
る
こ
と
。

第
七
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

五

公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市
街
地
の
改
造
に

関
す
る
法
律
に
よ
る
市
街
地
改
造
事
業
を
施
行
す
べ

き
土
地
の
区
域
内
の
建
築
物
に
居
住
す
る
者
で
同
法

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
施
設
建
築
物
に
入
居
す

る
こ
と
と
な
る
も
の
を
一
時
収
容
す
る
た
め
必
要
な

施
設

第
十
条
第
一
項
中

｢電
線
及
び
｣
を

｢電
線
、
｣
に
改

め
、

｢仮
設
建
築
物
｣
の
下
に
｢及
び
同
条
第
五
号
に
規

定
す
る
施
設
｣
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
二
中

｢仮
設
建
築
物
｣
の
下
に
｢及
び
同

条
第
五
号
に
規
定
す
る
施
設
｣
を
加
え
る
。

〔説
明
〕
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公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市
街
地
の
改

造
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

㈲

阪
神
高
速
道
路
公
団
法
施
行
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

4

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
中

｢首
都
高
速
道
路
公
団
法

(昭
和
三
十

四
年
法
律
第
百
三
十
三
号
)
第
四
十
条
｣
の
下
に
｢若
し

く
は
阪
神
高
速
道
路
公
団
法

(昭
和
三
十
七
年
法
律
第
四

十
三
号
)
第
四
十
条
｣
を
加
え
る
。

〔説
明
〕阪

神
高
速
道
路
公
団
法
の
施
行
に
伴
い
、
一

般
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
う

ち
都
道
府
県
負
担
額
に
つ
い
て
、
規
定
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
た
。

⑭

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　　　　　　　　　　　　　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
六
号
中

｢高
架
の
道
路
の
路
面
下
｣
を

｢建
築

基
準
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
高
度
地
区

(建
築
物
の
高
さ

の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
)
内
の
自

動
車
専
用
道
路
の
上
空
｣
に
改
め
、
同
条
中
同
号
を
第
七
号

と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け

る
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
、
住
宅
、
自
動
車
駐
車
場
、

広
場
、
公
園
、
運
動
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

第
十
二
条
の
二
中

｢前
条
｣
を

｢第
十
二
条
｣
に
改
め
、

同
条
を
第
十
二
条
の
三
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

(ト
ン
ネ
ル
の
上
に
設
け
る
占
用
物
件
の
占
用
の
場
所
)

第
十
二
条
の
二

ト
ン
ネ
ル
の
上
に
設
け
る
占
用
物
件
の
占

用
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定

を
適
用
せ
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
に
道
路
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
に
係
る
占
用
の
場
所
に

関
す
る
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

一

ト
ン
ネ
ル
の
構
造
の
保
全
に
支
障
の
な
い
場
所
で
あ

る
こ
と
0

ニ

ト
ン
ネ
ル
の
換
気
又
は
採
光
に
支
障
の
な
い
場
所
で

あ
る
こ
と
。

三

電
柱
若
し
く
は
電
線
又
は
水
管
、
下
水
道
管
若
し
く

は
ガ
ス
管
に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
以
外
に
、
当

該
場
所
に
代
わ
る
適
当
な
場
所
が
な
く
、
公
益
上
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。

四

ト
ン
ネ
ル
の
上
の
地
下
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、

第
十
条
第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
場
所
と
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中

｢荷
重
｣
の
下
に

｢、
漏

水
｣
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
五
第
三
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

四
ア
ル
キ
ル
鉛

第
三
十
四
条
の
二
中

｢昭
和
三
十
四
年
度
｣
を

｢昭
和
三

十
七
年
度
｣
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

一

道
路
の
占
用
物
件
と
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
の
上

に
設
け
る
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
、
住
宅
、
自

動
車
駐
車
場
、
広
場
、
公
園
、
運
動
場
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
並
び
に
建
築
基
準
法
第

五
十
九
条
第
一
項
の
高
度
地
区

(建
築
物
の
高

さ
の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限

る
。
)
内
の
自
動
車
専
用
道
路
の
上
空
に
設
け

る
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
、
住
宅
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
施
設
及
び
自
動
車
駐
車
場
を
追
加

し
、
こ
れ
ら
の
占
用
物
件
の
占
用
の
場
所
等
に

関
し
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

一
一
道
路
管
理
者
が
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の

水
底
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
の
危
険
物
と
し
て
、
四
エ
チ
ル
鉛
以

外
の
四
ア
ル
キ
ル
鉛
を
追
加
す
る
こ
と
。

三

北
海
道
の
区
域
内
の
道
道
及
び
市
町
村
道
の

改
築
で
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い

て
、
国
庫
補
助
率
の
特
例

(補
助
率
四
分
の
三

以
内
)
を
適
用
す
る
期
間
を
昭
和
四
十
年
度
ま

で
延
長
す
る
こ
と
o

H

応
急
措
置
と
し
て
行
な
う
小
区
間
の
改
築

□

突
角
の
切
り
取
り
、
路
床
の
改
良
、
待
避

所
の
設
置
等
の
改
築



⑧

行
政
不
服
審
査
法
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
理
に
関
す
る
政
令

〔抄
〕

　　
　
　　
　　
　
　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
八
十
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百

七
十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
五
中

｢第
九
十
六
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び

第
五
項
｣
を

｢第
九
十
六
条
第
三
項
｣
に
改
め
、
同
条
の

表
中

　

　
　
　
　
　　　　

第
九
十
六
条

第
三
項

第
九
十
六
条

第
二
項

都
道
府
県
若
し
く

は
都
道
府
県
知
事

市
町
村

指
定
市
又
は
指

定
し
の
長

市
(指
定
市
を

除
く
。)
町
村

指
定
市
以
外
の
市
又
は
指

定
市
以
外
の
市
の
長

市
(指
定
市
及
び
指
定
市

以
外
の
市
を
除
く
。)町
村

に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
行
政
不
服
審
査
法

(昭
和
三
十
七
年
法

律
第
百
六
十
号
)
の
施
行
の
日

(昭
和
三
十
七
年
十
月
一

日
)
か
ら
施
行
す
る
。

2

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施

行
前
に
さ
れ
た
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
こ
の
政
令
の
施
行

前
に
生
じ
た
事
項
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ

の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
に
よ
っ
て
生
じ
た
効
力
を

妨
げ
な
い
。

3

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
提
起
さ
れ
た
訴
願
、
審
査
の
請

求
、
異
議
の
申
立
て
そ
の
他
の
不
服
申
立
て

(以
下

｢訴

願
等
｣
と
い
う
。
)
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後

も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
さ

れ
た
訴
願
等
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
処
分

(以
下

｢裁

決
等
｣
と
い
う
。
)
又
は
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
提
起
さ

れ
た
訴
願
等
に
つ
き
こ
の
政
令
の
施
行
後
に
さ
れ
る
裁
決

等
に
さ
ら
に
不
服
が
あ
る
場
合
の
訴
願
等
に
つ
い
て
も
、

同
様
と
す
る
。

4

前
項
に
規
定
す
る
訴
願
等
で
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
は

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
る
処
分
に
係
る
も
の
は
、
こ
の
政
令
に
よ

る
改
正
後
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
よ
る
不

服
申
立
て
と
み
な
す
。

〔説
明
〕行

政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
い
、
道
路
法

九
六
条
が
、
全
面
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く

改
正
で
あ
る
。

岡

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　
　
　
　
　
　　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
中

｢第
五
号
｣
を

｢第
六
号
｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

｢道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

知
事
｣
を

｢法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
っ

た
日

(以
下
次
号
に
お
い
て

｢指
定
日
｣
と
い
う
。
)
前
に

法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
都
道

府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
｣
に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第

六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

指
定
日
前
に
法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
法
第
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
が
施
行

し
た
工
事
と
一
体
と
し
て
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

第
一
条
第
二
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
各
号
中

｢都
道
府
県
知

事
｣
と
あ
る
の
は

｢指
定
市
の
長
｣
と
、

｢都
道
府

県
｣
と
あ
る
の
は

｢指
定
市
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕一

級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
を
都
道
府
県
知

事
又
は
指
定
市
の
長
が
施
行
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
特
別
の
事
情
と

し
て
、
新
た
に
一
級
国
道
と
し
て
指
定
さ
れ
た

道
路
に
つ
い
て
、
当
該
指
定
前
に
都
道
府
県
知

事
等
が
施
行
し
た
工
事
と
一
体
と
し
て
施
行
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
伴
う
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

⑩

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行

令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　
　

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

2

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
中

｢費
用
｣
の

下
に

｢
(共
同
溝
の
管
理
に
関
す
る
費
用
を
除
く
。
)
｣

を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
三
中

｢第
六
号
｣
を

｢第
七
号
｣
に
改

め
る
。
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〔説
明
〕共

同
溝
の
建
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の

他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
共
同
溝

の
占
用
予
定
者
等
の
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法

等
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

㈲

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
及
び
道
路
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　
　
　　
　
　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
中

｢昭
和
三
十
七
年
度
以
降
四
箇
年

間
｣
を

｢昭
和
三
十
九
年
度
以
降
五
箇
年
間
｣
に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

車
道
の
舗
装
に
つ
き
道
路
構
造
令
第
二
十
四
条
第

二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
る
こ
と
を

要
し
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
道
路
の
舗
装

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
道
路

整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
及
び
道
路
法
施
行
令
の
規
定
は
、

昭
和
三
十
九
年
度
分
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
金
及
び
補
助

金
か
ら
適
用
す
る
。

〔説
明
〕

一

道
路
構
造
令
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三

項
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
る
こ
と
を
要
し
な
い

場
合
に
お
け
る
当
該
道
路
の
舗
装
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
の
国
の
負
担
金
の
割
合
及
び
国
の

補
助
金
の
率
に
つ
い
て
は
、
特
例
を
設
け
ず
、

期〕

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日

(昭
和
四
十
年
四

月

一
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
十
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百

七
十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
三
十
九
条
第
二
号
中

｢第
二
十
一
条
第
一
項
｣
を

｢第
二
十
一
条
｣
に
改
め
る
。

〔説
明
〕河

川
法
の
全
面
改
正
に
よ
り
兼
用
工
作
物
に

つ
い
て
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑬

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔鰡.講
。篩
-ほ

舳〕

令

第
五
十
七
号

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

道
路
法
の
原
則
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

北
海
道
の
区
域
内
の
道
道
及
び
市
町
村
道
の

改
築
に
つ
い
て
国
の
補
助
金
の
率
の
特
例
を
適

用
す
る
期
間
を
昭
和
三
十
九
年
度
以
降
五
箇
年

間
と
す
る
。

⑧

河
川
法
施
行
令

一月
十
一

十

四

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に

要
す
る
費
用
の
負
担
及
び
補
助
｣
を

｢国
道
の
新
設
又
は
改

築
に
要
す
る
費
用
の
負
担
｣
に
改
め
る
。

第
一
条
の
見
出
し
中

｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に
改
め
、

同
条
第
一
項
各
号
例
記
以
外
の
部
分
中

｢第
六
号
｣
を

｢第

七
号
｣
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢
一
級
国
道
｣
を

｢
一
級

国
道

(以
下

｢国
道
｣
と
い
う
。
)｣
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中

｢道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(昭
和
三
十
三
年

法
律
第
三
十
六
号
)
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
十
二
条
｣
を

｢道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(昭
和
三
十
九
年
法
律

第
百
六
十
三
号
)
に
よ
る
改
正
前
の
法

(以
下
次
号
に
お
い

て

｢改
正
前
の
法
｣
と
い
う
。
)
第
十
三
条
第
一
項
｣
に
改

め
、
同
項
第
六
号
中

｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中

｢法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
｣
及
び

｢都
道
府
県
知
事
又

は
｣
を
削
り
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を

第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

改
正
前
の
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道

府
県
知
事
が
工
事
を
施
行
す
る
た
め
調
査
、
測
量
、
設

計
そ
の
他
の
工
事
の
準
備
を
行
な
っ
た
こ
と
。

第
一
条
第
二
項
中

｢法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
市
の
長
が
一
級
国
道
｣
を

｢法
第
十
七
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
の
長
又
は
指
定
市
以
外
の
市

の
長
が
国
道
｣
に
、
｢
｢指
定
市
の
長
｣
｣
を

｢そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
の
長
｣
又
は

｢指
定
市
以
外
の
市
の
長
｣
｣
に
、

｢
｢指
定
市
｣
｣
を

｢そ
れ
ぞ
れ

｢指
定
市
｣
又
は

｢指
定

市
以
外
の
市
｣
｣
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
の
見
出
し
中

｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中

｢法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
｣
を

｢法
第
十
三
条
第
二
項
｣
に
、
｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣

に
改
め
る
。

第
一
条
の
四
の
見
出
し
中

｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中

｢法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
｣
を

｢法
第
十
三
条
第
二
項
｣
に
、
｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣

に
改
め
る
。



第

一
条
五
中

｢第
十
二
条
の
二
第
二
項
｣
を

｢第
十
三
条
第
三
項
｣
に
、

｢
第
十
二
条
の
二
第

関
係
都
道
府
県

関
係
指
定
市
の
長
又
は
都
道
府
県

四
項

知
事

知
事

▲を

第
十
三
条
第
三
項

第
十
二
条
の
二
第

四
項

関
係
都
道
府
県

知
事

関
係
都
道
府
県

知
事

関
係
指
定
市
の
長
、
都
道
府
県
知

事
又
は
指
定
市
以
外
の
市
の
長

関
係
指
定
市
の
長
又
は
都
道
府
県

知
事

関
係
指
定
市
以
外
の
市
の
長
、
都

道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長

第
十
三
条
第
四
項

関
係
都
道
府
県

関
係
指
定
市
の
長
、
都
道
府
県
知

関
係
指
定
市
以
外
の
市
の
長
、
都

り｣

知
事

事
又
は
指
定
市
以
外
の
市
の
長

道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長

4
｣

改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

建
設
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
国
道

の
新
設
若
し
く
は
改
築
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
区
間
内
の
国
道
の
修
繕
若
し
く
は
災
害
復
旧
に

関
す
る
工
事
又
は
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指

定
区
間
外
の
国
道
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
な
お

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
道
路

の
路
線
名
、
工
事
の
区
間
、
工
事
の
種
類
及
び
工
事
の
開

始
の
日
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
第
一
項
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
の
二

法
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
標
識
又
は

区
画
線
を
設
け
る
こ
と
o

第
四
条
第
一
項
第
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
三

法
第
四
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
必
要
な
措
置
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

第
四
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
九

法
第
九
十
二
条
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り

不
用
物
件
と
新
た
に
道
路
を
構
成
す
る
物
件
と
を
交
換

第
五
十
条
第
四
項

第
五
十
条
第
三
項

及
び
第
四
項

関
係
都
道
府
県

他
の
都
道
府
県

関
係
指
定
市
又
は
都
道
府
県

都
道
府
県

関
係
指
定
市
以
外
の
市
又
は
都
道

府
県

都
道
府
県

第
五

第
五
十
条
第
三
項

及
び
第
四
項

条
第
四
項

関
係
都
道
府
県

他
の
都
道
府
県

関
係
指
定
市
又
は
都
道
府
県

都
道
府
県

4を
｣

に

す
る
こ
と
。

二
十

法
第
九
十
三
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
不
用
物

件
の
使
用
の
申
出
を
し
、
及
び
そ
の
引
渡
し
を
受
け
る

こ
と
。

第
十
一
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

地
下
電
線
を
埋
設
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
車
道

(歩
道
と
車
道
と
の
区
別
の
な
い
道
路
に
あ
っ
て
は
、

路
面
幅
員
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
路
面
の
中
央
部
。

以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
)

以
外
の
部
分
の
地
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ

の
本
線
に
つ
い
て
は
、
車
道
以
外
の
部
分
に
適
当
な
場

所
が
な
く
、
か
つ
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
一
条
第
六
号
中

｢歩
道
｣
の
下
に

｢
(歩
道
と
車
道

と
の
区
別
の
な
い
道
路
に
あ
っ
て
は
、
路
面
幅
員
の
三

分
の
二
に
相
当
す
る
路
面
の
中
央
部
以
外
の
部
分
。
以

下
次
条
及
び
第
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。)｣を
加
え
る
。

第
十
二
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

水
管
、
下
水
道
管
又
は
ガ
ス
管
を
埋
設
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
歩
道
の
地
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
本
線
に
つ
い
て
は
、
歩
道
に
適
当
な
場
所
が

な
く
、
か
つ
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
五
条
第
五
号
中

｢赤
色
燈
｣
の
下
に
｢又
は
黄
色

燈
｣
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
二

(見
出
し
を
含
む
。
)
中

｢
一
級
国
道
｣

を

｢国
道
｣
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
三
の
見
出
し
中

｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣

に
、
｢法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
｣
を

｢法
第
十
三
条
第
二

項
｣
に
、
｢納
額
告
知
書
｣
を

｢納
入
通
知
書
｣
に
改
め
、

同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中

｢法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
｣

を

｢法
第
十
三
条
第
二
項
｣
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
四
第
一
項
中

｢指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
｣

を

｢指
定
区
間
内
の
国
道
｣
に
、
｢そ
の
他
の
一
級
国
道
又

は
二
級
国
道
｣
を

｢指
定
区
間
外
の
国
道
｣
に
改
め
、
同
条

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中

｢法
第
十
二
条
の
二
第

二
項
｣
を

｢法
第
十
三
条
第
二
項
｣
に
、
｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に
改
め
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中

｢
一
級
国

道
｣
を

｢国
道
｣
に
改
め
る
。

第
三
章
第
一
節
の
節
名
中

｢
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
｣

を

｢国
道
｣
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中

｢
一
級
国
道
若
し
く
は
二
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に
、
｢指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
｣
を

｢指
定
区

間
内
の
国
道
｣
に
、
｢法
第
五
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
本
文
又
は
法
第
五
十
一
条
第
一
項
｣
を

｢法
第
五
十
条
第

一
項
又
は
第
二
項
本
文
｣
に
改
め
、
｢(方
第
五
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)｣
を
削
る
。

第
二
十
二
条
中

｢又
は
法
第
五
十
一
条
第
一
項
｣
及
び

｢そ
れ
ぞ
れ
｣
を
削
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中

｢
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に
、
｢指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
｣
を

｢指
定
区

間
内
の
国
道
｣
に
改
め
、
｢
(法
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)｣
を
削
り
、
同
条
第
二
項

中

｢
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条

削
除
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第
二
十
五
条
中

｢
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
｣
を

｢国

道
｣
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中

｢第
二
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
｣
を

｢第

二
十
一
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
及
び
前
条
｣
に
、
｢
一
級

国
道
若
し
く
は
二
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に
、
｢指
定
市
以

外
の
市
の
長
が
二
級
国
道
｣
を

｢指
定
市
以
外
の
市
の
長
が

国
道
｣
に
、
｢、
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
四
条
｣

を

｢及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
｣
に
、
｢第
二
十
三
条
第
二

項
、
第
二
十
四
条
｣
を

｢第
二
十
三
条
第
二
項
｣
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条

削
除

第
三
十
一
条
の
見
出
し
中

｢
一
級
国
道
及
び
二
級
国
道
｣

を

｢国
道
｣
に
改
め
、
同
条
中

｢
一
級
国
道
及
び
二
級
国

道
｣
を

｢国
道
｣
に
改
め
、
｢並
び
に
第
五
十
一
条
第
一
項
｣

を
削
る
。

第
三
十
三
条
中

｢
一
級
国
道
及
び
二
級
国
道
｣
を

｢国

道
｣
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
を
削
り
、
第
三
十
七
条
を
第
三
十
六
条
と
し
、

第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
中

｢法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
｣

を

｢法
第
十
三
条
第
二
項
｣
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
七
条

と
す
る
。

第
三
十
八
条
中

｢
一
級
国
道
、
二
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣

に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

｢法
第
十
二
条
の

二
第
二
項
｣
を

｢法
第
十
三
条
第
二
項
｣
に
、
｢
一
級
国
道
｣

を

｢国
道
｣
に
改
め
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

　　
　　　-

の
二

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
兼
用
工
作

物
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
。

第
三
十
九
条
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
の
二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
と

鉄
道
と
の
交
差
の
方
式
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
。

第
三
子
九
条
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
二

法
第
三
十
七
条
第
一
項

(法
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ

り
道
路
の
占
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

第
三
十
九
条
第
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六
の
二

法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
兼
用

工
作
物
の
費
用
の
分
担
の
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
す
る

こ
と
o

第
三
十
九
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
六

法
第
九
十
二
条
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ

り
不
用
物
件
と
新
た
に
道
路
を
構
成
す
る
物
件
と
を
交

換
す
る
こ
と
o

二
十
七

法
第
九
十
三
条

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
不
用

物
件
の
使
用
の
申
出
を
し
、
及
び
そ
の
引
渡
し
を
受
け

る
こ
と
0

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
措
置
)

2

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
道
路
の
占
用
物

件

(工
事
中
の
も
の
を
ふ
く
む
。
)
に
係
る
占
用
の
場
所

に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
法
施
行

令
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
従
前
の
令
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔説
明
〕

一

道
路
法
の
一
部
改
正

(
一
級
国
道
及
び
二
級

国
道
の
区
別
を
廃
止
し
て
、
新
た
に
道
路
の
種

類
と
し
て
一
般
国
道
の
制
度
を
設
け
る
も
の
と

す
る
こ
と
。
)
に
伴
い
、
一
級
国
道
及
び
二
級

国
道
を
一
般
国
道
と
す
る
等
規
定
を
整
備
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

ニ

ー
般
国
道
の
新
設
、
改
築
に
伴
う
建
設
大
臣

の
道
路
管
理
者
の
権
限
代
行
の
範
囲
を
拡
大
し

て
、
道
路
標
識
等
の
設
置
、
車
両
制
限
令
違
反

に
対
す
る
措
置
命
令
及
び
不
用
物
件
の
交
換
、

使
用
の
申
出
等
に
つ
い
て
も
権
限
代
行
が
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

道
路
管
理
者
で
あ
る
建
設
大
臣
の
権
限
を
、

地
方
建
設
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任

す
る
範
囲
を
拡
大
し
て
、
兼
用
工
作
物
の
管
理

及
び
費
用
負
担
の
協
議
、
道
路
と
鉄
道
と
の
交

差
の
協
議
、
占
用
の
禁
止
又
は
制
限
及
び
不
用

物
件
の
交
換
、
使
用
の
申
出
等
に
つ
い
て
も
権

限
を
委
任
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

夜
間
占
用
工
事
に
お
け
る
黄
色
燈
の
設
置
及

び
地
下
埋
設
物
の
埋
設
場
所
に
つ
い
て
規
定
を

整
備
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

五

そ
の
他
関
係
政
令
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
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⑭

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　
　
　
　
　　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
一
号
中

｢第
三
十
七
条
｣
を

｢第

三
十
七
条
第
一
項
｣
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

｢行
う
突

角
の
切
り
取
り
｣
を

｢
｢行
な
う
突
角
の
切
取
り
｣
に
改

め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置

法

(昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
)
第
二
条
第
三
項

(第
一
号
を
除
く
。
)
に
規
定
す
る
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の



第
三
十
四
条
の
三
項
第
一
号
の
次
の
二
号
を
加
え
る
。

〔説
明
〕

一
の
二

車
両
の
運
転
者
の
視
線
を
誘
導
す
る
た
め
の

刀

施
設

一
の
三

他
の
車
両
又
は
歩
行
者
を
確
認
す
る
た
め
の

鏡附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

一

国
の
負
担
金
の
割
合
又
は
補
助
金
の
率
の
特

例
を
適
用
し
な
い
道
路
の
改
築
と
し
て
、
交
通

安
全
施
設
等
整
備
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も

の
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

道
路
の
附
属
物
と
し
て
、
車
両
の
運
転
者
の

視
線
を
誘
導
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
施
設
及

び
他
の
車
両
又
は
歩
行
者
を
確
認
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
る
鏡
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

問

道
路
法
施
行
令
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整

備
臨
時
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　
　　
　
　　
　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
中

｢昭
和
三
十
九
年
度
｣
を

｢昭
和

四
十
二
年
度
｣
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

昭
和
四
十
二
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る

道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
の
改
築
に

要
す
る
費
用
に
関
す
る
国
の
補
助
金
の
率
は
、

一
定
の
小
規
模
な
改
築
の
場
合
等
を
除
き
、
四

分
の
三
以
内
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

⑧

道
路
法
施
行
令
及
び
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

〔鞠11針二鱗当朝二科献期〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中

｢国
道
の
新
設
若
し
く
は
改
築
、
法

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
区
間
内
の
国
道
の

修
繕
若
し
く
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
又
は
法
第
十
三

条
第
三
項
｣
を

｢国
道

(指
定
区
間
外
の
国
道
に
限

る
。
)
の
新
設
若
し
く
は
改
築
、
法
第
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の
国
道
の
管
理
を
都
道
府
県
知

事
若
し
く
は
指
定
市
の
長
が
行
な
っ
て
い
る
区
間
に
係
る

法
第
十
二
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
新
設
若
し
く
は
改
築
若

し
く
は
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
繕
若
し
く

は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
又
は
同
条
第
三
項
｣
に
改
め

る
↓。第

七
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
占
用
道
路
に
設
け

る
休
憩
所
、
給
油
所
及
び
自
動
車
修
理
所

第
十
九
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
)

第
十
九
条
の
二

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の

額
は
、
別
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
法
第
三

十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可

を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成

立
し
た
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料

の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ

て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
百
円
)
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間

が
翌
年
道
路
法
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同

表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
各
年
度
に
お
け
る

占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位

の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た

額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

百
円
)
の
合
計
額
と
す
る
。

2

建
設
大
臣
は
、
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料

で
次
に
掲
げ
る
占
用
物
件
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
特

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て

別
に
占
用
料
の
額
を
定
め
、
又
は
占
用
料
を
徴
収
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
。

一
法
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
事
業

(前
条
に
規
定

す
る
も
の
を
除
く
。
)
及
び
地
方
財
政
法

(昭
和
二

十
三
年
法
率
第
百
九
号
)
第
六
条
に
規
定
す
る
公
営

企
業
に
係
る
も
の
。

二

日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
建
設
し
、
又
は
災
害
復
旧

工
事
を
行
な
う
鉄
道
施
設

(日
本
国
有
鉄
道
に
譲
渡

さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
)
並
び
に
地
方
鉄
道
法

(大

正
八
年
法
律
第
五
十
二
号
)
第
一
条
第
一
項
又
は
第

二
項
に
規
定
す
る
地
方
鉄
道
及
び
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
索
道
で
、
一
般
の
需
要
に
応
じ
旅
客
又
は
物

品
を
運
送
す
る
も
の
。

三

公
職
選
挙
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
)
に

よ
る
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用
す
る
立
札
、
看
板
そ

の
他
の
物
件

四

街
灯
、
公
共
の
用
に
供
す
る
通
路
及
び
駐
車
場
法

(昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
号
)
第
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
と
し
て
決
定
さ
れ
た
路
外
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駐
車
場

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
項
に
規
定
す

る
額
の
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
占
用
物
件
で
、
建
設
大
臣
が

定
め
る
も
の

3

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
で
指
定
区
間
の

指
定
の
日
の
前
ま
で
に
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府

県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
の
統
轄
す
る
都
道
府
県
又

は
指
定
市
が
徴
収
す
べ
き
も
の
の
額
は
、
前
二
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
指
定
区
間
の
指
定
の
際

現
に
当
該
指
定
区
間
の
存
す
る
都
道
府
県
又
は
指
定

市
が
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例

で
定
め
て
い
る
占
用
料
の
額
と
す
る
。

第
十
九
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
中
、

｢そ
の
年
度
の

初
め
に
｣
を

｢四
月
三
十
日
ま
で
に
｣
に
改
め
、
同
条
第

三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

3

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
で
指
定
区
間
の

指
定
の
日
の
前
日
ま
で
に
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府

県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
の
統
轄
す
る
都
道
府
県
又
は

指
定
市
が
徴
収
す
べ
き
も
の
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
指
定
区
間
の
指
定
の
際
現
に
当
該
指

定
区
間
の
存
す
る
都
道
府
県
又
は
指
定
市
が
法
第
三
十

九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
く
条
例
で
定
め
て
い
る
占
用

料
の
徴
収
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
三
項
四
項
を
削
る
。

第
三
十
七
条
第
二
項
中

｢国
が
徴
収
す
る
延
滞
金
は
｣

を

｢国
が
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
延
滞
金
は
、
当
該
督

促
に
係
る
負
担
金
等
の
額
が
千
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
徴

収
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
｣
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

3

前
項
の
延
滞
金
は
、
そ
の
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
徴
収
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

4

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
で
指
定
区
間
の

指
定
の
日
の
前
日
ま
で
に
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府

県
知
事
又
指
定
市
の
長
の
統
轄
す
る
都
道
府
県
又
は
指

定
市
が
徴
収
す
べ
き
も
の
に
係
る
手
数
料
及
び
延
滞
金

に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

指
定
区
間
の
指
定
の
際
現
に
当
該
指
定
区
間
の
存
す
る

都
道
府
県
又
は
指
定
市
が
法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
基
く
条
例
で
定
め
て
い
る
手
数
料
及
び
延
滞
金
の

例
に
よ
る
。

法
第
三
十
二
条
第
一項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設

法
第
三
十
二
条
第
一項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設

法
第
三
十
二

条
第
一項
第

二
号
に
掲
げ

る
物
件

法
第
三
十
二

条
第
一項
第

一号
に
掲
げ

る
工
作
物

占

用

物

件

そ
の
他
の
も

の 法
第
三
十
五

条
に
規
定
す

る
事
業
の
た

め
に
設
け
る

も
の
及
び
法

第
三
十
六
条

に
規
定
す
る

も
)の

そ
の
他
の
も
の

送
電
塔

広
告
塔

郵
便
差
出
箱

変
圧
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
及
び

公
衆
電
話
所

そ
の
他
の
柱
類

街
灯
(電
柱
又
は
電
話
柱
で
あ
る
も
の
を

除
く
。)

電
話
柱
(電
柱
で
あ
る
も
の
を
除
く
。)

電
柱

外
径
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の

外
径
が
○
･
四
メ
ー
ト
ル

以
上
一
メ
i
ト
ル
未
満
の

も
の

外
径
が
○
･
四
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

外
径
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上

の
、も
の

外
径
が
0
･
四
メ
ー
ト
ル

以
上
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の

外
径
が
0
･
四
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

長
さ
一
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一年

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一
年

長
さ
一
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一年

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

表
示
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

一個
に
つ
き
一

年 一本
に
つ
き
一

年 単

位

占

用

料

A
に
0
･
0
一六
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
0
･
0
一を
乗
じ
て
得
た
額

五
四
O

二
六
O

五
四
O

二
七
O

-
一
O

二
十ハO

一
三
O

五
二

五
四
O

二
六

-±
ハO

二
･
0
0
O

ニ
ニ
O

五
四
O

一･
0
0
O

一
八
O

ニ
ニO

三
五
O

甲

地

所

在

地

-一三
O

一八
O

-一三
O

三
一O

五
O

一
八
O

九
O

三
六

二
三
O

一
八

一八
O

一･
0
0
O

九
O

二
三
O

五
0
0

八
O

九
O

二
四
O

乙

地

一
八
O

一
七
O

一
八
O

九
O

四
O

一七
O

八
O

三
三

一八
O

一七
一
七
O

五
0
O

七
O

一
八
O

二
五
O

六
O

八
O

ニ
ニ
O

丙

地

道行セ 93,2 3〆

第
三
十
九
条
第
二
十
二
号
た
だ
し
書
中

｢第
三
十
七
条

第
一
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
)
及
び
｣
を
削
る
。

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

法
第
三
十
二

階
数
が
一
の
も
の

A
に
0
･
0
一を
乗
じ
て
得
た
額

条
第
一項
第

皇
F
翫
友
バ

占
用
面
積
一平

五
号
に
掲
げ

顔
付
離
乃
む

階
数
が
二
の
も
の

方
メ
ー
ト
ル
に

A
に
0
･
0
一六
を
乗
じ
て
得
た

る
施
設

h
1
箋

つ
き
一年

階
数
が
三
以
上
の
も
の

A
に
0
･
0
二
を
乗
じ
て
得
た
額



第
七
条
第
六

号
に
掲
げ
る

施
設
並
び
に

同
条
第
七
号

に
掲
げ
る
施

設
及
び
自
動

車
駐
車
場

第
七
条
第
四
号
こ
渇
テ
,D反
役
は実
物
及
び
同
条
第
五
号

に
掲
げ
る
施
設

第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
用
施
設
及
び
同
条
第
三
号

に
掲
げ
る
工
事
用
材
料

第
七
条
第
一

号
に
掲
げ
る

物
件

法
第
三
十
二

条
第
一項
第

六
号
に
掲
げ

る
施
設

そ
の
他
の
も
の

建
築
物

ア
ー
チ

幕
(第
七
条

第
二
号
に
掲

げ
る
工
事
用

施
設
で
あ
る

も
の
を
除

く
。)

パ
ー
キ
ン
グ
･
メ
ー
タ
ー

旗
ざ
お

標
識

看
板
(ア
ー

チ
で
あ
る
も

の
を
除
く
。)

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に
際
し
、
一時
的
に
設
け

る
も
の

そ
の
他
の
も
の

上
空
又
は
地
下
に
設
け
る
通
路

階
数
か
四
以
上
の
も
の

階
数
か
三
の
も
の

階
数
か
二
の
も
の

階
数
か
一
の
も
の

そ
の
他
の
も
の

車
道
を
横
断
す
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に
際
し
、

一時
的
に
設
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に
際
し
、

一時
的
に
設
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

一時
的
に
設
け
る
も
の

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一月

一基
に
つ
き
一

そ
の
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一
月

そ
の
面
積
一
平

方
メ
!
ト
ル
に

つ
き
一
日

一本
に
つ
き
一

年

'

一本
に
つ
き
一

一本
に
つ
き
一

一本
に
つ
き
一

年 表
示
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

表
示
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一月

占
用
面
積
一
平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一
月

占
用
面
積
一
平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一
日

A
に
○
･〇

一を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
,
〇

一を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
0
･
〇

二
を
乗
じ
て

A
に
○
･
O

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一を
乗
じ
て

得
た
額

六
O

二
0
O

一
･
0
0
O

二
･
0
0
O

二
0
O

二
O

一三
O

二
0
O

二
O

四
四
O

二
･
0
0
O

二
0
0

二
0
O

二
O

五
四
O

て
0
0
O

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
,〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
0
･〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額 三

O
一0
0

五
0
O

-･
0
0
O

一0
O 一O

六
O

一
0
O 一

O
一九
O

一･
0
0
O

一
0
O

一
0
O

一
O

二
三
O

五
0
O

A
に
○
･〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

一八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･〇

三
六
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･〇

三
二
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

三
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一八
を
乗
じ

て
得
た
額 二

O
五
O

--五
O

五
0
0

五
O 五

五
O

五
O 五

一
四
O

五
0
O

五
O

五
O 五

一八
O

二
五
O

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

設のの(専く車はネ上
げ路に高田は国高ル空
る両眼架毎目道速の、
も下るの迫動若目上ト
のにJも路車し動又ン

上
空
、
ト
ン

階
数
か
二
の
も
の

A
に
o
,O

A
に
○
,
O

A
に
○
･0

ネ
ル
の
上
又

一
四
を
乗
じ

二
を
乗
じ
て

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

得
た
額

て
得
た
額

第
七
条
第
八

ネ
ル
の
上
又

て
得
た
額

得
た
額

て
得
た
額

号
に
掲
げ
る

は
高
速
自
動

休
憩
所
、
給

車
国
道
若
し

A
に
0
･O

A
に
0
･
O

A
に
○
･○

油
所
及
び
目

く
は
自
動
車

階
数
か
三
の
も
の

一
八
を
乗
じ

二
五
を
乗
じ

三
二
を
乗
じ

動
車
修
理
所

専
用
道
路

て
得
た
額

て
得
た
額

て
得
た
額

(高
架
の
も

の
に
限
る
。)

A
に
○
･O

A
に
0
･
O

A
に
○
･0

の
路
面
下
に

階
数
か
四
以
上
の
も
の

二
を
乗
じ
て

二
八
を
乗
じ

三
六
を
乗
じ

設
け
る
も
の

得
た
額

て
得
た
額

て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

A
に
0
･
0
四
を
乗
じ
て
得
た
額

備
考

‐

一
金
額
の
単
位
は
、
円
と
す
る
。

二

所
在
地
と
は
、
占
用
物
件
の
所
在
地
を
い
い
、
そ
の
区
分
は
、
次
の
と
お
り
と
し
、
各
年
度
の
初
日
後
に
占
用
物
件

の
所
在
地
の
区
分
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
同
日
に
お
け
る
そ
の
区
分
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

イ

甲
地

都
の
特
別
区
の
存
す
る
区
域
並
び
に
川
崎
市
、
横
浜
市
、
名
古
屋
市
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
尼
崎
市
、
神

戸
市
、
広
島
市
、
北
九
州
市
及
び
福
岡
市
の
区
域
を
い
う
。

ロ

乙
地

市
の
区
域
で
甲
地
以
外
の
も
の
を
い
う
。

ハ
丙
地

町
及
び
村
の
区
域
を
い
う
。

三

表
示
面
積
と
は
、
広
告
塔
又
は
看
板
の
表
示
部
分
の
面
積
を
い
う
も
の
と
す
る
。

四

｢法
第
三
十
二
条
第
一項
第
百
す
に
掲
げ
る
工
作
物
｣
の
｢そ
の
他
の
も
の
｣
の
項
中
｢長
さ
一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一年
｣
の
項
に
定
め
る
占
用
料
の
額
は
綿
類
に
つ
い
て
、
｢占
用
面
積
一平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年
｣
の
項
に
定
め

る
占
用
料
の
額
は
綿
類
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

五

A
は
、
近
傍
類
似
の
土
地
の
時
価
を
表
わ
す
も
の
と
す
る
。

六

表
示
面
積
、
占
用
面
積
若
し
く
は
占
用
物
件
の
面
積
若
し
く
は
長
さ
が
一平
方
メ
ー
ト
ル
若
し
く
は
一
メ
ー
ト
ル
未

満
で
あ
る
と
き
、
又
は
こ
れ
ら
の
面
積
若
し
く
は
長
さ
に
一平
方
メ
ー
ト
ル
若
し
く
は
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
一平
方
メ
ー
ト
ル
又
は
一メ
ト
ト
ル
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

七

占
用
料
の
額
が
年
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
占
用
物
件
に
係
る
占
用
の
期
間
が
一年
未
満
で
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
期

間
に
一年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
月
割
を
も
っ
て
計
算
し
、
な
お
、
一月
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
一
月
と
し

て
計
算
し
、
占
用
料
の
額
が
月
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
占
用
物
件
に
係
る
占
用
の
期
間
が
一月
未
満
で
あ
る
と
き
、
又

は
そ
の
期
間
に
一月
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
一月
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
規
定
)

2

指
定
区
間
内
の
国
道
又
は
日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る

高
速
自
動
車
国
道
若
し
く
は
日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る

一
般
国
道
等
、
首
都
高
速
道
路
公
団
の
管
理
す
る
首
都
高

速
道
路
若
し
く
は
阪
神
高
速
道
路
公
団
の
管
理
す
る
阪
神

高
速
道
路
に
係
る
占
用
料
で
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
の
前

日
ま
で
に
徴
収
す
べ
き
も
の
の
額
及
び
徴
収
方
法
並
び
に
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当
該
占
用
料
に
係
る
手
数
料
及
び
延
滞
金
に
つ
い
て
は
、

責

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

道
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〔説
明
〕

一

建
設
大
臣
が
指
定
区
間
の
国
道
の
新
設
若
し

く
は
改
築
又
は
修
繕
若
し
く
は
災
害
復
旧
に
関

す
る
工
事
を
行
な
う
場
合
の
工
事
の
開
始
等
の

告
示
を
行
な
わ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

道
路
の
占
用
物
件
と
し
て
新
た
に
高
速
自
動

車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
に
設
け
る
休
憩

所
、
給
油
所
及
び
自
動
車
修
理
所
を
追
加
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

三

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
に

つ
い
て
は
、
従
来
都
道
府
県
又
は
指
定
市
の
条

例
で
定
め
る
額
と
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
、
政

令
で
そ
の
額
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
又
は

阪
神
高
速
道
路
公
団
が
管
理
す
る
道
路
に
係
る

占
用
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
従
来
都
道
府
県
又

は
指
定
市
の
条
例
で
定
め
る
額
と
し
て
い
た
こ

と
を
改
め
、
政
令
で
そ
の
額
を
定
め
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

五

そ
の
他
道
路
法
施
行
令
の
規
定
を
整
備
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

⑭

都
市
計
画
法
施
行
令
〔抄
〕

昭
和
四
十
四
年
六
月
十
三
日
ノ

政

令

第
百
五
十
八
号

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日

(昭
和
四
十
四
年

六
月
十
四
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
十
三
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四

百
七
十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
七
号
中

｢を
施
行
す
べ
き
こ
と
が
都

市
計
画
と
し
て
決
定
さ
れ
た
土
地
の
区
域
｣
を

｢に
関
す

る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
行
区
域
｣
に
改
め

　
　　第

七
条
第
四
号
中

｢建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
一
号
)
第
六
十
条
第
一
項
｣
を

｢都
市
計
画
法

(昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)
第
八
条
第
一
項
第
五

号
｣
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中

｢を
施
行
す
べ
き
土
地
の

区
域
｣
を

｢に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

施
行
区
域
｣
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中

｢建
築
基
準
法
第

五
十
九
条
第
一
項
｣
を

｢都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第

四
号
｣
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
二
項
第
四
号
中

｢と
し
て
決
定
さ

れ
｣
を

｢
に
お
い
て
定
め
ら
れ
｣
に
改
め
る
。

〔説
明
〕都

市
計
画
法
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
規
定
を

整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑧

都
市
再
開
発
法
施
行
令

〔抄
〕

〔囃11針1籍仏前学科=ち輪扣〕

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
十
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
七
号
を
削
る
。

第
七
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

防
火
地
域

(都
市
計
画
法

(昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号
)
第
八
条
第
一
項
第
五
号
の
防
火
地
域
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
)
内
に
存
ず
る
建
築
物

(以
下

｢既
存
建
築
物
｣
と
い
う
。
)
を
除
去
し
て
、
当
該

防
火
地
域
内
に
こ
れ
に
代
わ
る
建
築
物
と
し
て
耐
火

建
築
物

(建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
一
号
)
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建

築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
を
建
築
す
る
場
合

(既
存
建
築
物
が
防
火
地
域
と
防
火
地
域
で
な
い
地

域
に
わ
た
っ
て
存
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
既
存

建
築
物
を
除
去
し
て
、
当
該
既
存
建
築
物
の
敷
地

(そ
の
近
接
地
を
含
む
。
)
又
は
当
該
防
火
地
域
内

に
、
こ
れ
に
代
わ
る
建
築
物
と
し
て
耐
火
建
築
物
を

建
築
す
る
と
き
を
含
む
。
)
に
お
い
て
、
当
該
耐
火

建
築
物
の
工
事
期
間
中
当
該
既
存
建
築
物
に
替
え
て

必
要
と
な
る
仮
設
店
舗
そ
の
他
の
仮
設
建
築
物

第
七
条
第
五
号
中

｢公
共
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
市

街
地
の
改
造
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
市
街
地
改
造
事
業
｣

を

｢都
市
再
開
発
法

(昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八

号
)
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
｣
に
改
め
る
。

〔説
明
〕都

市
再
開
発
法
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
規
定

の
整
備
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

御

利
率
等
の
表
示
の
年
利
建
て
移
行
に
関
す
る
政

令
〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　

(道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
)

第
二
十
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中

｢百
円
に
つ
き
一

日
三
銭
｣
を

｢に
年
十
･
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
｣
に
改
め



る
↓。

一
道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十

九
号
)
第
三
十
七
条
第
二
項

(後
略
)

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕各

種
法
律
に
お
け
る
利
率
等
の
表
示
を
、
年

利
建
て
パ
ー
セ
ン
ト
表
示
に
改
め
た
も
の
で
あ

る
↓。

㈱

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
及
び
道
路
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　
　
　
　
　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
舗
装

(第
三
十
四
条
の
二
第
三
号
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
。
)
が
さ
れ
て
い
る
道
路
で
車
道
の

幅
員
が
五
･
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
又
は
こ
れ
に
代

わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
設
け
る
道
路
に
つ
い
て
行
な
う

改
築

(第
三
十
四
条
の
二
第
四
号
に
該
当
す
る
も
の
を

除
く
。
)
に
要
す
る
費
用
は
、
国
が
そ
の
十
分
の
九
を
、

道
が
そ
の
十
分
の
一
を
負
担
す
る
。

第
三
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条

削
除

第
三
十
四
条
に
見
出
し
と
し
て

｢
(道
路
管
理
者
の
権

限
の
代
行
)
｣
を
附
す
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施

行
令
第
二
条
及
び
道
路
法
施
行
令
第
三
十
一
条
の
規
定
は
、

昭
和
四
十
五
年
度
分
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
金
か
ら
適

用
し
、
昭
和
四
十
四
年
度
以
前
の
年
度
の
予
算
に
係
る
一

般
国
道
の
改
築
で
そ
の
工
事
又
は
そ
の
工
事
に
係
る
負
担

金
に
係
る
経
費
の
金
額
が
昭
和
四
十
五
年
度
以
降
に
繰
り

越
さ
れ
た
も
の
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
及
び
都
道

府
県
の
負
担
割
合
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕道

の
区
域
内
の
国
道
の
管
理
に
関
す
る
費
用

の
う
ち
、
舗
装
が
さ
れ
て
い
る
道
路
で
車
道
の

幅
員
が
五
･
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
又
は
こ

れ
に
代
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
設
け
る
道
路
に

つ
い
て
行
な
う
改
築
に
要
す
る
費
用
は
、
国
が

そ
の
十
分
の
九
を
、
道
が
そ
の
十
分
の
一
を
負

担
す
る
も
の
と
す
る
。

㈱

河
川
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　
　
　
　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
三
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
中

｢道
路
管
理
者
で
あ
る
｣
及
び

｢
(法

第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
道
路
管
理
者
に

代
っ
て
行
な
う
権
限
を
含
む
。
)
｣
を
削
り
、

｢次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
｣
を

｢次
の
各
号

(第
二
十
五
号

を
除
く
。
)
に
掲
げ
る
も
の
は
｣
に
改
め
、

｢北
海
道
開

発
局
長
｣
の
下
に

｢、
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
も
の
は
地

方
建
設
局
長
に
｣
を
加
え
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号

と
し
、
第
二
十
六
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
二
十
五
号

を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二
十
五

法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
五
号

に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
報
告
を
受
け
る
こ
と
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕行

政
改
革
計
画
閣
議
決
定
に
基
づ
く
許
認
可

等
の
整
理
に
伴
い
、
地
方
建
設
局
長
及
び
北
海

道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
の
で
き
る
建
設

大
臣
の
権
限
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑧

地
方
道
路
公
社
法
施
行
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
六
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
中

｢若
し
く
は
阪
神
高
速
道
路
公
団
法

(昭
和
三
十
七
年
法
律
第
四
十
三
号
)
第
四
十
条
｣
を

｢、

阪
神
高
速
道
路
公
団
法

(昭
和
三
十
七
年
法
律
第
四
十
三

号
)
第
四
十
条
若
し
く
は
地
方
道
路
公
社
法

(昭
和
四
十

五
年
法
律
第
八
十
二
号
)
第
二
十
九
条
｣
に
改
め
る
。
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〔説
明
〕
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地
方
道
路
公
社
法
の
施
行
に
伴
い
、
一
般
国

㈱

道
路
構
造
令

〔抄
〕

道
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
都

召
D

道
府
県
負
担
額
に
つ
い
て
、
規
定
を
整
備
す
る

こ
と
と
し
た
。

⑧

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
施
行
令
〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
三
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中

｢を
除
く
。
)
｣
の

下
に

｢及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が
建
設
し
、
又
は

災
害
復
旧
工
事
を
行
な
う
鉄
道
施
設
｣
を
加
え
る
。

〔説
明
〕本

州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
の
施
行
に
伴
い
、

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
で
、
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
、
別
に
占
用
料

の
額
を
定
め
、
又
は
占
用
料
を
徴
収
し
な
い
こ

と
が
で
き
る
占
用
物
件
に
、
本
州
四
国
連
絡
橋

公
団
が
建
設
し
、
又
は
災
害
復
旧
工
事
を
行
う

鉄
道
施
設
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

　　
　　　
　　
　
　　

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。(道

路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

4

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中

｢歩
道
｣
の
下
に

｢
((自

転
車
歩
行
車
道
を
含
む
。
)
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

じ
。
)
｣
を
、

｢車
道
の
下
に

｢
(自
転
車
道
を
含
む
。

以
下
こ
の
草
に
お
い
て
同
じ
。
)｣
を
加
え
、
同
項
第
二

号
及
び
同
条
第
二
項
中

｢歩
道
と
車
道
と
の
区
別
の
あ

る
道
路
｣
を

｢歩
道
を
有
す
る
道
路
｣
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中

｢歩
道
と
車
道
と
の
区
別
の
あ
る
道
路
｣

を

｢歩
道
を
有
す
る
道
路
｣
に
、
｢歩
道
と
車
道
と
の
区

別
の
な
い
道
路
｣
を

｢歩
道
を
有
し
な
い
道
路
｣
に
改

め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
一
号
中

｢道
路
構
造
令

(昭
和
三

十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
四
号
)
第
三
十
七
条
第
一
項
｣

を

｢道
路
構
造
令

(昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十

号
)
第
三
十
八
条
第
一
項
｣
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

｢第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
｣
を

｢第
二
十
三

条
第
二
項
及
び
第
三
項
｣
に
改
め
る
。

〔説
明
〕道

路
構
造
令
の
全
面
改
正
に
伴
い
、
関
係
規

定
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

節

建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　
　
　
　　
　　　

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
九
号
。
以
下

｢改
正
法
｣
と

い
う
。
)
の
施
行
の
日

(昭
和
四
十
六
年
一
月
一
日
)
か

ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

5

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
七
号
中

｢第
八
条
第
一
項
第
四
号
｣
を

｢第

八
条
第
一
項
第
三
号
｣
に
改
め
る
。

姫

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
限
に
改
正
前
の
都
市
計
画
法
第

二
章
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い

る
用
途
地
域
、
住
居
占
用
地
区
若
し
く
は
工
業
専
用
地
区

又
は
空
き
地
地
区
若
し
く
は
容
積
地
区
に
関
し
て
は
、
こ

の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
間
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
次
の
各
号
に

掲
げ
る
政
令
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

一
道
路
法
施
行
令

(後
略
)

道行セ 98の ; 5

〔説
明
〕建

築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
よ
り
関
係
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。



節

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　　　　　　　　　　　　　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
檻
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

電
線
又
は
水
管
、
下
水
道
若
し
く
は
ガ
ス
管
に
つ
い

て
は
、
各
戸
に
引
き
込
む
た
め
に
地
下
に
埋
設
す
る
も

の
そ
の
他
建
設
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
き
、
建
設
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
占
用
物
件
の
名
称
、

管
理
者
、
埋
設
の
年
そ
の
他
の
保
安
上
必
要
な
事
項
を

明
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
二

占
用
に
関
す
る
工
事
で
、
電
線
又
は
水
管
、

下
水
道
管
若
し
く
は
ガ
ス
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
場
所
又
は
そ
の
附
近
を
掘
さ
く
す
る
も
の
の
実
施

方
法
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
安

上
支
障
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

試
掘
等
に
よ
り
当
該
占
用
物
件
を
確
認
し
た
後
に
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
o

二

当
該
占
用
物
件
の
管
理
者
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
当

該
占
用
物
件
の
移
設
又
は
防
護
、
工
事
の
見
回
り
又
は

立
合
い
そ
の
他
の
保
安
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

ガ
ス
管
の
附
近
に
お
い
て
、
火
気
を
使
用
し
な
い
こ

、と
0

2

前
項
第
二
号
の
保
安
上
必
要
な
措
置
の
う
ち
、
堀
さ
く

に
よ
り
露
出
す
る
こ
と
と
な
る
ガ
ス
管
の
防
護
に
つ
い
て

は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

別
表
の
備
考
第
二
号
イ
中

｢並
び
に
｣
の
下
に

｢札
幌

市
、
｣
を
加
え
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に

規
定
す
る
占
用
物
件
で
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
限
に
地

下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
同
号
の
規
定

は
、
当
該
占
用
物
件
が
そ
の
管
理
者
の
行
な
う
占
用
に
関

す
る
工
事
に
よ
り
露
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
当
該

露
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

3

札
幌
市
の
区
域
内
の
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用

料
で
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
の
占
用
の
期
間
に
係
る
も
の

の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕ガ

ス
管
等
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
道
路
を
掘
さ

く
す
る
占
用
に
関
す
る
工
事
の
実
施
方
法
等
に

関
し
保
安
上
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

幼

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法
施
行
令
及
び
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

〔抄
〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢第
三
十
四
条
の
二
｣
を

｢第
三
十
四
条
の
二

の
三
｣
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(国
道
の
管
理
に
関
す
る
費
用
の
負
担
)

第
三
十
一
条

道
の
区
域
内
の
国
道
の
管
理
に
関
す
る
費

用

金
ハ同
溝
の
管
理
に
関
す
る
緊
急
措
置
法

(昭
和
四

十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
)
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す

る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

(同
項
第
一
号
に
掲
げ

る
事
業
を
除
く
。
以
下

｢交
通
安
全
施
設
等
整
備
事

業
｣
と
い
う
。
)
の
う
ち
同
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
事

業
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。
)
に
つ
い
て
の
国
の
負
担

割
合
は
、
法
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
本
文
の
規

定
に
か
か
ら
わ
ず
、
次
の
表
に
掲
げ
る
費
用
の
区
分
に

応
じ
、
同
表
の
負
担
割
合
の
欄
に
掲
げ
る
割
合
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中

｢
釜
ハ同
溝
の
管
理
に
関
す
る
費

用
を
除
く
。
)
は
｣
を

｢
黛
ハ同
溝
の
管
理
に
関
す
る
費
用

を
除
く
。
)
に
つ
い
て
は
｣
に
、
｢国
の
負
担
と
す
る
｣
を

｢次
の
表
に
掲
げ
る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
に
掲
げ
る

負
担
割
合
に
よ
り
、
国
が
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す

る
｣
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。
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園 □ H

費

用

の

区

分

維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
(H
及
び
□
に
掲
げ
る
費
用
を
除

く
o)

イ

舗
装
(第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
三
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。)が
さ
れ

て
い
る
道
路
で
車
道
の
幅
員
が
五
･
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
又
は
こ
れ
に
代

わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
設
け
る
道
路
に
つ
い
て
行
な
う
改
築
に
要
す
る
費
用

穴
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。)

ロ

積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一年
法
律
第
七
十
二
号
)
第
四
条
第
一項
に
規
定
す
る
道
路
交
通

確
保
五
箇
年
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
除
雪
(除
雪
機
械
の
設
備
を
含

む
。)
防
雪
又
は
凍
雪
書
の
防
止
(流
雪
溝
の
設
備
を
含
む
。)
に
係
る
事
業

(以
下
｢除
雪
事
業
等
｣
と
い
う
。)
に
要
す
る
費
用

ハ

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
う
ち
交
通
安
全
整
備
等
整
備
事
業
に
関
す
る

緊
急
措
置
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用

新
設
又
は
改
築
に
用
す
る
費
用
(0
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。)

十
分
の
八

十
分
の
九

十
分
の
九
･五

負
担
割
合
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第
三
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
三
十
三
条

道
道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
に
係

る
法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
割
合
は
、

前
条
の
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、

同
表
の
負
担
割
合
の
欄
に
掲
げ
る
割
合
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
見
出
し
を

｢
(道
の
区
域
内
の
道

路
に
関
す
る
費
用
の
補
助
)｣
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中

｢交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法

(昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
)
第
二
条
第
三
項

(第
一
号
を
除
く
。
)
に
規
定
す
る
｣
を
削
り
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

国
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
い
て
、

道
路
管
理
者
が
道
道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
に

つ
い
て
実
施
す
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
う
ち

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
第

二
条
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
二
分
の
一
(道
路
管

理
者
が
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法
施
行
令

(昭
和
四
十
一
年
政
令
第
百
三
号
)
第
四

条
に
規
定
す
る
通
学
路
に
該
当
す
る
市
町
村
道
に
つ
い

て
実
施
す
る
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の

三
分
の
二
)
を
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
地
方
公
共
団
体

に
対
し
て
補
助
す
る
。

第
四
章
中
第
三
十
四
条
の
二
を
第
三
十
四
条
の
二
の
三

と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中

｢管

理
に
関
す
る
費
用
｣
の
下
に

｢の
全
部
又
は
一
部
｣
を
加

え
、
｢基
く
｣
を

｢基
づ
く
｣
に
、
｢法
第
六
十
一
条
ま
で

及
び
法
第
六
十
二
条
後
段
｣
を

｢法
第
六
十
二
条
ま
で
及

び
地
方
道
路
公
社
法
第
二
十
九
条
｣
に
、
｢行
う
｣
を

@ □ H

費

用

の

区

分

維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
(H
及
び
口
に
掲
げ
る
費
用
を
除

く
。)

除
雪
事
業
又
は
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
要
す
る
費
用

新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
(H
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。)

十
分
の
八

十
分
の
九

十
分
の
十

負
担
割
合

｢行
な
う
｣
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(道
等
の
負
担
額
)

第
三
十
四
条
の
二

法
第
八
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
道
又
は
市
町
村
が
国
庫
に
納
付
す
る
負
担
金
の
額
は
、

第
三
十
二
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
費
用
の
区
分
に
応

じ
、
建
設
大
臣
が
行
な
う
道
道
又
は
市
町
村
道
の
管
理

に
要
す
る
費
用
の
額

(法
第
五
十
八
条
か
ら
法
第
六
十

二
条
ま
で
又
は
地
方
道
路
公
社
法
第
二
十
九
条
の
規
定

に
よ
る
負
担
金

(以
下
本
条
に
お
い
て

｢収
入
金
｣
と

い
う
。
)
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
か
ら
収
入

金
を
控
除
し
た
額
。
次
条
に
お
い
て
｢負
担
基
本
額
｣

と
い
う
。
)
に
、
道
又
は
市
町
村
の
負
担
割
合

(
一
か

ら
同
表
の
負
担
割
合
の
欄
に
掲
げ
る
割
合
を
減
じ
た
割

合
と
す
る
。
)
を
乗
じ
た
額

(次
条
に
お
い
て
｢道
等

の
負
担
額
｣
と
い
う
。
)
と
す
る
。

(負
担
基
本
額
等
の
通
知
)

第
三
十
四
条
の
二
の
二

建
設
大
臣
は
、
法
第
八
十
八
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
道
又
は
市
町
村
道
に
つ
い

て
道
路
管
理
者
の
権
限
の
全
部
又
は
一
部
を
行
な
う
場

合
に
お
い
て
は
、
道
又
は
当
該
市
町
村
道
の
存
す
る
市

町
村
に
対
し
て
、
負
担
基
本
額
及
び
道
等
の
負
担
額
を

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
担
基
本
額
又
は
道
等

の
負
担
額
を
変
更
し
た
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
o(経

過
措
置
)

道
の
区
域
内
の
一
般
国
道
又
は
改
正
後
の
道
路
法
施
行

令
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
発
道
路

(以
下
本

項
に
お
い
て

｢開
発
道
路
｣
と
い
う
。
)
に
係
る
管
理
の

り&

う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
要
す
る
費
用
は
、
改
正

後
の
同
令
第
三
十
一
条
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
負
担
と
す
る
。

一
昭
和
四
十
五
年
度
以
前
の
年
度
の
予
算
に
係
る
一
般

国
道
又
は
開
発
道
路
の
管
理

(次
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
)
で
、
そ
の
管
理
又
は
そ
の
管
理
に
係
る
負
担
金

に
係
る
雑
費
の
金
額
が
昭
和
四
十
六
年
度
以
降
に
繰
り

越
さ
れ
た
も
の

イ

舗
装

(改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の

二
の
三
第
三
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
)
が
さ

れ
て
い
る
一
般
国
道
で
車
道
の
幅
員
が
五
･
五
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も
の
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
も
の
と

し
て
設
け
る
一
般
国
道
に
つ
い
て
行
な
う
改
築

ロ

開
発
道
路
の
新
設
又
は
改
築

(積
雪
寒
冷
特
別
地

域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置

法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
)
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
に
基

い
て
実
施
さ
れ
る
防
雪
若
し
く
は
凍
雪
害
の
防
止

(流
雪
溝
の
整
備
を
含
む
。
)
に
係
る
事
業
又
は
交

通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事

業
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
)

二

次
に
掲
げ
る
災
害
復
旧
事
業

イ

昭
和
四
十
五
年
中
に
発
生
し
た
災
害
に
係
る
災
害

復
旧
事
業

ロ

昭
和
四
十
六
年
中
に
発
生
し
た
災
害
に
係
る
災
害

復
旧
事
業
で
昭
和
四
十
六
年
度
に
施
行
さ
れ
る
も
の
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〔説
明
〕北

海
道
の
区
域
内
の
道
路
管
理
者
が
行
う
交

通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ

い
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
負
担
割
合
の

特
例
を
定
め
た
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
規
定
の

整
備
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。



⑧

道
路
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

〔鰡“四針.紛糾±朝止神主細〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
五
中

｢法
第
五
章
｣
を

｢第
五
章
｣
に
、
｢、

及
び
法
第
七
章
｣
を

｢及
び
第
七
章
｣
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
号
中

｢法
第
二
十
二
条
第
一
項
｣

を

｢第
二
十
二
条
第
一
項
｣
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
の

二
中

｢第
四
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
｣
を

｢第

四
十
八
条
｣
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
の
三
と
し
、

同
項
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
の
二

法
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
必
要

な
措
置
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

第
四
条
第
一
項
第
十
二
号
中
｣
第
四
十
六
条
第
一
項
｣

の
下
に

｢又
は
第
四
十
七
条
第
三
項
｣
を
加
え
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二
の
二

法
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項

前
段
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
同
条
第
二
項
後
段

の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
許
可
証
を
交
付
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
一
項
第
十
三
号
中

｢第
四
十
七
条
第
二
項
又

は
第
三
項
｣
を

｢第
四
十
七
条
の
三
｣
に
改
め
、
同
項
第

十
八
号
中

｢行
い
｣
を

｢行
な
い
｣
に
、
｢又
は
第
二
項
｣

を

｢若
し
く
は
第
二
項
｣
に
、
｢又
は
措
置
を
命
ず
る
こ
と
。

但
し
｣
を

｢若
し
く
は
措
置
を
命
じ
、
又
は
同
条
第
四
項

前
段

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
規
定
に
よ

り
必
要
な
措
置
を
み
ず
か
ら
行
な
い
、
若
し
く
は
そ
の
命

じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
行
な
わ
せ
る
こ
と
。
た

だ
し
｣
に
、
｢又
は
措
置
を
命
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
｣
を

｢若
し
く
は
措
置
を
命
じ
、
又
は
同
条
第
四
項
前
段
の
規

定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
み
ず
か
ら
行
な
い
、
若
し
く
は

そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
行
な
わ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
｣
に
改
め
、
同
項
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

二
÷
一

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

意
見
を
き
き
、
ま
た
は
通
知
し
、
及
び
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
又
は
通
知
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
法
第
四
十
六
条
第
三
項
又
は
第
四
十
八
条
の

二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
係
る
も
の
を

除
く
。

二
十
二

車
両
制
限
令

(昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百

六
十
五
号
)
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
の

総
重
量
、
軸
重
又
は
輪
荷
重
の
限
度
を
定
め
、
及
び

同
令
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
通
行
方
法
を
定
め
る
こ

　
　

二
十
三

車
両
制
限
令
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
他
の
道
路
を
指
定
す
る
こ
と
。

二
十
四

車
両
制
限
令
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
認
定

す
る
こ
と
。

第
二
十
一
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条

の
二
中

｢法
第
六
十
二
条
｣
を

｢第
六
十
二
条
｣
に
改
め

る
。第

三
十
四
条
の
三
中

｢第
二
条
第
二
項
第
七
号
｣
を

｢第
二
条
第
二
項
第
八
号
｣
に
改
め
、
第
三
号
及
び
第
四

号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
第
一
号
の
三
を
第

三
号
と
し
、
第
一
号
の
二
を
第
二
号
と
し
、
第
六
号
を
削

る
。第

三
十
六
条
中

｢法
第
七
十
条
第
四
項
｣
を

｢第
七
十

条
第
四
項
｣
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
改
築
)

第
三
十
八
条
の
二

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
政
令
で
定
め
る
道
路
の
交
差
部
分
及
び
そ
の
附
近

の
道
路
の
部
分
の
改
築
は
、
突
角
の
切
取
り
、
車
道
又

は
歩
道
の
幅
員
の
変
更
及
び
交
通
島
又
は
中
央
帯
の
設

置
と
す
る
。

第
三
十
九
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

｢法
に
規
定
す

る
｣
を

｢法
及
び
法
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
｣
に
改

め
、
同
条
第
三
号
中

｢工
事
｣
の
下
に

｢又
は
道
路
の
維

持
｣
を
加
え
、
同
条
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
四

法
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
四
条
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
)、
第
四
十
七
条
の
三
、
第
四
十
八
条
の
六

又
は
第
四
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置

を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

第
三
十
九
条
第
十
五
号
中

｢第
四
十
八
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
五
第
二
項
｣
を

｢第
四

十
八
条
、
第
四
十
八
条
の
五
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の

九
第
四
項
｣
に
改
め
、
同
条
第
十
六
号
の
二
を
同
条
第
十

六
号
の
三
と
し
、
同
条
第
十
六
号
中

｢第
四
十
六
条
第
一

項
又
は
第
二
項
｣
を

｢第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十

七
条
第
三
項
｣
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

ろ
↓。十

六
の
二

法
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項

前
段
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
同
条
第
二
項
後
段

の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
許
可
証
を
交
付
す
る
こ
と
。

第
三
十
九
条
第
十
七
号
中

｢法
第
六
十
二
条
後
段
｣
を

｢第
六
十
二
条
後
段
｣
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
号
中

｢行
い
｣
を

｢行
な
い
｣
に
、
｢又
は
同
条
第
四
項
｣
を

｢同
条
第
四
項
前
段

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置

を
み
ず
か
ら
行
な
い
、
若
し
く
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く

は
委
任
し
た
者
に
行
な
わ
せ
、
又
は
同
条
第
五
項
｣
に
、

｢同
条
第
五
項
｣
を

｢同
条
第
六
項
｣
に
、
｢行
わ
せ
る
｣

を

｢行
な
わ
せ
る
｣
に
改
め
、
同
条
に
次
の
四
号
を
加
え

ろ
%二

十
九

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

意
見
を
き
き
、
又
は
通
知
し
、
及
び
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
協
議
し
、
ま
た
は
通
知
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
法
第
四
十
六
条
第
三
項
又
は
第
四
十
八
条
の

二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
係
る
も
の
を

除
く
。

三
十

車
両
制
限
令
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
車

両
の
総
重
量
、
軸
重
又
は
輪
荷
重
の
限
度
を
定
め
、

及
び
同
令
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
通
行
方
法
を
定
め
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る
半
｣
と
。

三
十
一

車
両
制
限
令
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
他
の
道
路
を
指
定
す
る
こ
と
o

三
十
二

車
両
制
限
令
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
認
定

す
る
こ
と
。

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
等
)

1

こ
の
政
令
は
、
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
六
号
)
の
施
行
の
日

(昭

和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

(後
略
)

〔説
明
〕

一

道
路
法
の
改
正
に
伴
い
、
指
定
区
間
外
の
国

道
の
新
設
又
は
改
築
を
建
設
大
臣
が
行
な
う
場

合
に
お
い
て
は
建
設
大
臣
は
、
道
路
管
理
者
に

代
わ
っ
て
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
と
の
意
見

聴
取
又
は
、
協
議
等
の
権
限
を
行
な
う
も
の
と

す
る
。

一
一
道
路
の
附
属
物
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
道

路
法
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
な
う
も

の
と
す
る
。

三

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
聴
取
を
行
な

う
改
築
は
、
突
角
の
切
取
り
、
車
道
の
幅
員
の

変
更
等
と
す
る
も
の
と
す
る
。

四

道
路
法
の
改
正
に
伴
い
、
道
路
を
汚
損
し
た

者
に
対
す
る
維
持
施
行
命
令
等
に
関
す
る
建
設

大
臣
の
権
限
を
地
方
建
設
局
長
等
に
委
任
す
る

も
の
と
す
る
。

鋤

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　
　　　
　　　　
　　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
中

｢昭
和
四
十
二
年
度
以

降
五
箇
年
年
間
｣
を

｢昭
和
四
十
七
年
度
以
降
三
箇
年
間
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
に
つ
い

て
の
国
庫
補
助
率
の
特
例

(補
助
率
四
分
の
三

以
内
)
を
適
用
す
る
期
間
を
昭
和
四
十
九
年
度

ま
で
延
長
す
る
。

□ H

費

用

の

区

分

維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
(H
に
掲
げ

る
費
用
を
除
く
。)

イ

新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
(口
に
掲
げ
る
費
用

を
除
く
。)

ロ

積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に

関
す
る
特
別
措
置
法
(昭
和
三
十
一年
法
律
第
七
十

二
号
)
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
交
通
確
保

五
箇
年
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
除
雪
(除
雪

機
械
の
整
備
を
含
む
)
、
防
雪
又
は
凍
雪
害
の
防
止

(流
雪
溝
の
整
備
を
含
む
。)
に
係
る
事
業
(以
下

｢除
雪
事
業
等
｣
と
い
う
。)
に
要
す
る
費
用

十
分
の
八

十
分
の
九

負
担
割
合

㈱

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　
　
　　
　　
　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中

｢指
定
し
た
も
の
｣
の
下
に

(第

三
十
四
条
に
お
い
て
｢開
発
道
路
｣
と
い
う
。
)
を
加
え
、

｢全
部
又
は
｣
を
削
り
、
同
項
の
表
の
負
担
割
合
の
欄
中
｢十

分
の
十
｣
を

｢十
分
の
九
･
五
｣
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中

｢第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
国
が
管
理
に
関
す
る
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す

る
道
路

(以
下
本
条
に
お
い
て
｢開
発
道
路
｣
と
い

う
。
)
｣
を

｢開
発
道
路
｣
に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
二
条
の
規
定
は
、

昭
和
四
十
七
年
度
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
金
か
ら
適
用

し
、
昭
和
四
十
六
年
度
以
前
の
年
度
の
予
算
に
係
る
道
の

区
域
内
の
一
般
国
道
又
は
開
発
道
路
の
新
設
又
は
改
築
で

そ
の
工
事
又
は
そ
の
工
事
に
係
る
負
担
金
に
係
る
経
費
の

金
額
が
昭
和
四
十
七
年
度
以
降
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担

割
合
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕

道
の
区
域
内
の
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
の
負
担
割
合
は
十
分

の
九
と
し
、
開
発
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
の
負
担
割
合
は
十
分

の
九

.
五
と
す
る
。

㈱

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　　　　　　　　　　　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中

｢若
し
く
は
電
線
｣
を

｢、
電
線
若
し
く
は
石

油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法

(昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五

道行セ 932 3 9



号
)
に
よ
る
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
石
油

管
｣
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
五
号
中

｢埋
設
す
る
場
合
｣
の
下
に

｢
(道

路
を
横
断
し
て
埋
設
す
る
場
合
を
除
く
。
)｣
を
加
え
、
｢か

ら
第
十
二
条
ま
で
｣
を

｢及
び
次
条
｣
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中

｢第
十
条
第
三
項
｣
を

｢第
十
条
第
一
項
第

二
号
、
第
二
項
本
文
及
び
第
三
項
｣
に
改
め
、
同
条
第
二
号

中

｢埋
設
す
る
場
合
｣
の
下
に

｢
(道
路
を
横
断
し
て
埋
設

す
る
場
合
を
除
く
。
)｣
を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
三
中

｢第
十
二
条
｣
を

｢第
十
二
条
の
二
｣

に
改
め
、
同
条
第
四
号
中

｢各
号
｣
の
下
に

｢(石
油
管
に

つ
い
て
は
、
第
三
号
を
除
く
。
)｣
を
加
え
、
同
号
に
後
段

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
石
油
管
に
あ
っ
て
は
、
道
路
を

横
断
し
て
埋
設
す
る
と
き
を
除
き
、
導
管
と
道
路
の
境
界

線
と
の
間
に
保
安
上
必
要
な
距
離
を
保
た
せ
る
こ
と
。

第
十
二
条
の
三
第
四
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三

号
中

｢又
は
水
管
｣
を

｢若
し
く
は
水
管
｣
に
改
め
、

｢ガ

ス
管
｣
の
下
に

｢又
は
石
油
管
｣
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第

四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

石
油
管
は
、
高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
地
下
に
埋
設

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
特
別
の
理

由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
高
架
の
道
路
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
の
三
を
第
十
二
条
の
四
と
し
、
第
十
二
条
の
二

を
第
十
二
条
の
三
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

･え
ろ
↓。(石

油
管
の
占
用
の
場
所
)

第
十
二
条
の
二

石
油
管
の
占
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
第

二
項
本
文
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

石
油
管
は
、
地
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地

形
の
状
況
そ
の
他
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
地
上

(ト
ン
ネ
ル

の
中
を
除
く
。
)
に
設
け
、
又
は
橋
に
取
り
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

二

石
油
管
を
埋
設
す
る
場
合

(道
路
を
横
断
し
て
埋
設

す
る
場
合
を
除
く
。
)
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
車

業
法
第
十
五
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
主
務
省

両
の
荷
重
の
影
響
の
少
な
い
場
所
に
埋
設
し
、
か
つ
、

令
の

定

油
呂

設
倶

場
所

ま

告
こ
系

も

導
管
と
道
路
の
境
界
線
と
の
間
に
保
安
上
必
要
な
距
離

を
保
た
せ
る
こ
と
o

三

石
油
管
を
道
路
の
路
面
下
に
埋
設
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
深
さ
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ

,と
0

イ

市
街
地
に
お
い
て
は
、
防
護
構
造
物
に
よ
り
導
管

を
防
護
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
防
護
構
造
物
の

頂
部
と
路
面
と
の
距
離
は
一
･
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
、

そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
導
管
の
頂
部
と
路
面
と

の
距
離
は

一
･
八
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

ロ

市
街
地
以
外
の
地
域
に
お
い
て
は
、
導
管
の
頂
部

(防
護
構
造
物
よ
り
導
管
を
防
護
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
防
護
構
造
物
の
頂
部
)
と
路
面
と
の
距

離
は
、

一
･
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

四

石
油
管
を
道
路
の
路
面
下
以
外
の
場
所
に
埋
設
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
導
管
の
頂
部
と
地
面
と
の
距
離
は
、

一
･
二
メ
ー
ト
ル

(防
護
工
又
は
防
護
構
造
物
に
よ
り

導
管
を
防
護
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
市
街
地
に
お
い

て
は
○
･
九
メ
ー
ト
ル
、
市
街
地
以
外
の
地
域
に
お
い

て
は
○

･
六
メ
ー
ト
ル
)
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

五

石
油
管
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

最
下
部
と
路
面
と
の
距
離
は
、
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
･こ
と
。

六

石
油
管
を
橋
に
取
り
付
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
け

た
の
両
側
又
は
床
版
の
下
と
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
中

｢又
は
水
管
｣
を

｢若
し
く

は
水
管
｣
に
改
め
、
｢ガ
ス
管
｣
の
下
に

｢又
は
石
油
管
｣

を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(石
油
管
の
占
用
の
場
所
又
は
構
造
に
つ
い
て
の
基
準
の

適
用
に
関
す
る
技
術
的
細
目
)

第
十
四
条
の
二

第
十
条
第
二
項
本
文
及
び
第
三
項
、
第
十

二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
四
ま
で
並
び
に
前
条
に
規
定

す
る
石
油
管
の
占
用
の
場
所
又
は
構
造
に
つ
い
て
の
基
準

を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目
は
、
第
九
条

に
規
定
す
る
石
油
管
に
関
し
て
は
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事

令
の
規
定

(石
油
管
の
設
置
の
場
所
又
は
構
造
に
係
る
も

の
に
限
る
。
)
の
例
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
石
油

管
に
関
し
て
は
建
設
省
令
で
定
め
る
。

第
十
五
条
の
二
中

｢又
は
水
管
｣
を

｢若
し
く
は
水
管
｣

に
改
め
、
｢ガ
ス
管
｣
の
下
に

｢又
は
石
油
管
｣
を
加
え
る
。

別
表
占
用
物
件
の
欄
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲

げ
る
物
件
の
項
中

｢及
び
法
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
も

の
｣
を

｢、
法
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
も
の
及
び
第
九
条

に
規
定
す
る
石
油
管
｣
に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行

す
る
。

2

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
石
油
管
に
係
る
占

用
の
場
所
及
び
構
造
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改

正
後
の
第
十
二
条
の
二
、
第
十
二
条
の
四
及
び
第
十
四
条

の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

3

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

石
油
管
に
関
し
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
十

四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
は
、
当
該
石
油
管
が
そ
の
管

理
者
の
行
な
う
占
用
に
関
す
る
工
事
に
よ
り
露
出
す
る
こ

と
と
な
っ
た
場
合
に
当
該
露
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
部
分

に
つ
い
て
適
用
す
る
。

4

第
九
条
に
規
定
す
る
石
油
管
に
係
る
占
用
料
で
、
こ
の

政
令
の
施
行
前
の
占
用
の
期
間
に
係
る
も
の
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕

一

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
に
よ
る
石
油
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
石
油
管
の
占

用
の
期
間

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
に
よ
る
石
油
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
石
油
管
の
占

用
の
期
間
は
十
年
以
内
と
す
る
。

4 0 道行セ 93.2

特集/道路法施行令 ･施行規則



二

石
油
管
の
占
用
の
場
所

の

石
油
管
は
、
地
下
に
埋
設
す
る
こ
と
と
し
、

地
形
の
状
況
そ
の
他
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
地
上

(ト
ン
ネ
ル
の
中
を
除
く
。
)
に

設
け
、
叉
は
橋
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
↓。

②

石
油
管
を
埋
設
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

原
則
と
し
て
車
両
の
荷
重
の
影
響
の
少
な
い

場
所
に
埋
設
し
、
か
つ
、
導
管
と
道
路
の
境

界
線
と
の
間
に
保
安
上
必
要
な
距
離
を
保
た

せ
る
。

③

石
油
管
を
道
路
の
路
面
下
に
埋
設
す
る
場

合
、
市
街
地
に
お
い
て
は
防
護
構
造
物
に
よ

り
防
護
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
防
護
構
造
物

の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
は
一
･
五
メ
ー
ト

ル
以
下
と
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
導

管
と
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
は
一
･
八
〆
-

ト
ル
以
下
と
、
市
街
地
以
外
の
地
域
に
お
い

て
は
導
管
の
頂
部

(防
護
構
造
物
に
よ
り
防

護
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
防
護
構
造
物
の

頂
部
)
と
路
面
と
の
距
離
は
一
･
五
メ
ー
ト

ル
以
下
と
し
な
い
。

④

石
油
管
を
道
路
の
路
面
下
以
外
に
埋
設
す

る
場
合
、
導
管
の
頂
部
と
地
面
と
の
距
離
は

一
･
二
メ
ー
ト
ル

(防
護
工
又
は
防
護
構
造

物
に
よ
り
導
管
を
防
護
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
市
街
地
に
お
い
て
は
○

･
九
メ
i
ト
レ
、

ノ

の
規
定
に
基
づ
く
主
務
省
令
の
規
定

(石
油
管

市
街
地
以
外
の
地
域
に
お
い
て
は
○
･
六
〆

設

場
所

ま

告
こ
系

も

こ
浪

道行セ 93.2 そZ

ー
ト
ル
)
以
下
と
し
な
い
。

◎

石
油
管
を
地
上
に
設
け
る
場
合
、
そ
の
最

下
部
と
路
面
と
の
距
離
は
、
五
メ
ー
ト
ル
以

上
と
す
る
こ
と
o

㈱

石
油
管
を
橋
に
取
り
付
け
る
場
合
に
お
い

て
は
、
け
た
の
両
側
又
は
床
版
の
下
と
す
る
。

三

高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
石
油
管
の

占
用
の
場
所

の

石
油
管
は
、
高
架
の
道
路
の
路
面
下
の
地

下
に
埋
設
す
る
こ
と
と
し
、
地
形
の
状
況
そ

の
他
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
高
架
の
道

路
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

石
油
管
を
高
架
の
道
路
に
取
り
付
け
る
場

合
に
お
い
て
は
、
け
た
の
両
側
又
は
床
版
の

下
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
道

路
を
横
断
し
て
埋
設
す
る
と
き
を
除
き
、
導

管
と
道
路
の
境
界
線
と
の
間
に
保
安
上
必
要

な
距
離
を
保
た
せ
る
。

四

石
油
管
の
占
用
の
場
所
又
は
構
造
に
つ
い
て

の
基
準
の
適
用
に
関
す
る
技
術
的
細
目

石
油
管
の
占
用
の
場
所
又
は
構
造
に
つ
い
て

の
基
準
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
的

細
目
は
、
第
一
の
石
油
管
に
関
し
て
は
石
油
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
第
十
五
条
第
三
項
第
二
号

の
設
置
の
場
所
又
は
構
造
に
係
る
も
の
に
限

る
。
)
の
例
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
石

油
管
に
関
し
て
は
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
こ
と
。

五

石
油
管
の
占
用
料

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
に
よ
る
石
油
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
石
油
管
に
係

る
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
公
益
物
件
と
同
様
の

取
扱
い
と
す
る
こ
と
o

六

経
過
措
置

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
石
油
管

に
係
る
占
用
の
場
所
及
び
構
造
に
つ
い
て
は
、

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
二
条
の
二
、

第
十
二
条
の
四
及
び
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

七

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
な
う
こ
と
。

⑧

道
路
法
施
行
令
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整

備
臨
時
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
中

｢昭
和
四
十
七
年
度



以
降
三
箇
年
間
｣
を

｢昭
和
四
十
八
年
度
以
降
五
箇
年

間
｣
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
等
の
一
部
改
正
を
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
北
海
道
道
及
び
道
の

区
域
内
の
市
町
村
道
の
改
築
に
要
す
る
費
用
に

関
す
る
国
の
補
助
金
の
率
を
、
一
定
の
小
規
模

な
改
築
の
場
合
等
を
除
き
、
四
分
の
三
以
内
と

す
る
措
置
の
通
用
期
間
を
、
昭
和
四
八
年
度
以

降
五
箇
年
間
と
し
た
。

⑧

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
に
関
す
る
政
令
及

び
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
三
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

道
路
に
接
す
る
自
転
車
駐
車
場
で
道
路
管
理
者
の

設
け
る
も
の

附

則

〔抄
〕

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

道
路
の
附
属
物
に
道
路
に
接
す
る
自
転
車
駐

車
場
で
道
路
管
理
者
の
設
け
る
も
の
を
追
加
し

た
。

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法
施
行
令
及
び
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

〔抄
〕〔囃1五斜

-鱗こ悦桓J-期〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
中

｢昭
和
四
十
六
年
度
｣

を

｢昭
和
五
十
一
年
度
｣
に
改
め
る
。

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

法
第
三
十
二

条
第
一項
第

一号
に
掲
げ

る
工
作
物

占

用

物

件

送
電
塔

広
告
塔

郵
便
差
出
箱

変
圧
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
及
び

公
衆
電
話
所

そ
の
他
の
柱
類

街
灯
(電
柱
又
は
電
話
柱
で
あ
る
も
の
を

除
く
。)

電
話
柱
(電
柱
で
あ
る
も
の
を
除
く
。)

電
柱

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

表
示
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

一個
に
つ
き
一

年 一本
に
つ
き
一

年 単

位

占

用

料

八
一
O

五
･

四
0
O

五
五
O

一
･

四
0
O

二
･

七
0
O

四
五
O

四
0
O

一･
一
0
O

甲

地

所

在

地

四
0
O

二
･

七
0
0

-一三
O

五
八
O

一･
三
五
O

一九
O

二
0
0

五
五
O

乙

地

三
二
O

-･
三
五
O

一五
O

三
七
O

六
七
五

一二
O

ニ
ハO

四
三
O

丙

地

法
第
三
十
二

条
第
一項
第

一号
に
掲
げ

る
工
作
物

そ
の
他
の
も
の

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。〔説

明
〕

昭
和
五
一
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
い
て
、

道
道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
に
つ
い
て

実
施
さ
れ
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
す
る
も
の
と
し
た
。

㈱

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表

(第
十
九
条
の
二
関
係
)

　

長
さ
一
メ
ー
ト

“乙J

ル
に
つ
き
一年

八
一

四
〇

三
二
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第
七
条
第
一

号
に
掲
げ
る

物
件

法
第
三
十
二

条
第
一項
第

六
号
に
掲
げ

る
施
設

法
第
三
十
二

条
第
一項
第

五
号
に
掲
げ

る
施
設

法
第
三
十
二
条
第
一項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設

法
第
三
十
二
条
第
一兀
.,.…
ご
掲
ず
る
施
設

法
第
三
十
二

条
第
一項
第

二
号
に
掲
げ

る
物
件

旗
ざ
お

標
識

看
板
(ア
ー

チ
で
あ
る
も

の
を
除
く
。)

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に
際
し
、
一時
的
に
設
け

る
も
の

そ
の
他
の
も
の

上
空
又
は
地
下
に
設
け
る
滓
有
珠

地
下
街
及
び

地
下
室

そ
の
他
の
も

の る
石
油
管

法
第
三
十
五

条
に
規
定
す

る
事
業
の
た

め
に
設
け
る

も
の
、
法
第

三
十
六
条
に

規
定
す
る
も

の
及
び
第
九

条
に
規
定
す

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に
際
し
、

一時
的
に
設
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

一時
的
に
設
け
る
も
の

階
数
が
三
以
上
の
も
の

階
数
が
二
の
も
の

階
数
が
一
の
も
の

外
径
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上

の
、も
の

外
径
が
○
･
四
メ
ー
ト
ル

以
上
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の

,も
の

外
径
が
○
･
二
メ
ー
ト
ル

以
上
○
･
四
メ
ー
ト
ル
末

満
の
も
の

外
径
が
0
･
ニ
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

外
径
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の

外
径
が
○
･
四
メ
ー
ト
ル

以
上
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の

、も
の

外
径
が
○
･
二
メ
ー
ト
ル

以
上
0
･
四
メ
ー
ト
ル
末

満
の
も
の

外
径
が
0
･
二
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

一本
に
つ
き
一

一本
に
つ
き
【

一本
に
つ
き
一

年 表
示
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

表
示
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一月

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一
月

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一
日

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

長
さ
一
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一年

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

五
四
O

五
四

一･
一
0
O

五
･

四
0
O

五
四
O

五
四
O

五
四

一･
四
0
0

二
･

七
0
O

A
に
0
･
0
一
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
○
･0
一六
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
○
･
0
一を
乗
じ
て
得
た
額

一･
四
0
O

八
一O

一･
四
0
0

六
八
O

二
七
O

一四
O

八
一
O

四
0
O

ニ
ハO

八
一

一･
四
0
O

二
七
O

二
七

四
六
O

二
･

七
0
0

二
七
O

二
七
O

二
七

五
八
O

一･
三
五
O

五
八
O

四
0
O

五
八
O

二
九
O

一
二
O

五
八

四
0
O

二
0
0

八
一

四
O

五
八
O

一
三
五 一

四

二
九
O

一･
三
五
O

--二五
--二五 一四

三
七
O

六
七
五

三
七
O

三
二
O

三
七
O

一八
O

七
四

三
七

三
二
O

ニ
ハO

六
三

三
二

三
七
O

第
七
条
第
一

号
に
掲
げ
る

物
件

パ
ー
キ
ン
グ
,
メ
ー
タ
ー

写

に
つ
き
-

三
四
0

西
0

九
二

別
表
の
備
考
第
二
号
イ
中

｢札
幌
市
｣
の
下
に

｢、
仙
台

市
、
千
葉
市
｣
を
、
｢大
阪
市
｣
の
下
に

｢、
堺
市
、
東
大

阪
市
｣
を
、

｢神
戸
市
｣
の
下
に

｢、
岡
山
市
｣
を
加
え
、

同
表
の
備
考
第
五
号
中

｢表
わ
す
｣
を

｢表
す
｣
に
改
め
る
。

第
七
条
第
八

号
に
掲
げ
る

休
憩
所
、
給

油
所
及
び
目

動
車
修
理
所

第
七
条
第
六

号
に
掲
げ
る

施
設
並
び
に

同
条
第
七
号

に
掲
げ
る
施

設
及
び
自
動

車
駐
車
場

に
掲
げ
る
施
設

第
七
条
第
四
口
に
島
げ
る

ん

第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
用
施
設
及
び
同
条
第
三
号

に
掲
げ
る
工
事
用
材
料

そ
の
他
の
も
の

上
空
、
ト
ン

ネ
ル
の
上
又

は
高
速
自
動

車
国
道
若
し

く
は
自
動
車

専
用
道
路

(高
架
の
も

の
に
限
る
。)

の
路
面
下
に

設
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

建
築
物

ア
ー
チ

幕
(第
七
条

第
二
号
に
掲

げ
る
工
事
用

施
設
で
あ
る

も
の
を
除

く
。)

階
数
が
四
の
も
の

階
数
が
三
の
も
の

階
数
が
二
の
も
の

階
数
が
一
の
も
の

階
数
が
四
以
上
の
も
の

階
数
が
三
の
も
の

階
数
が
二
の
も
の

階
数
が
一
の
も
の

そ
の
他
の
も
の

車
道
を
横
断
す
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に
際
し
、

一時
的
に
設
け
る
も
の

占
用
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一年

占
用
面
積
一
平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一月

一基
に
つ
き
一

そ
の
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一
月

そ
の
面
積
一平

方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一
日

A
に
○
･
0
四
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
○
･〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

一八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
0
･
〇

一を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･〇

一を
乗
じ
て

得
た
額 一四

O

五
四
O

二
･

七
0
O

五
･

四
0
0

五
四
O

五
四

A
に
○
･〇

二
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

一四
を
乗
じ

て
得
た
額 五

八

二
七
O

｢
三
五
O

二
･

七
0
O

二
七
O

二
七

A
に
○
･
〇

三
六
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

三
二
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･〇

三
六
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

三
二
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額 三

七
一三
五

六
七
五

一･
三
五
O

--二五 一四
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附

則

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
-。

2

指
定
区
間
内
の
国
道
又
は
日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る



高
速
自
動
車
国
道
若
し
く
は
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭

和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
公
団
等
の
管
理
す
る
一
般
国
道
等
に
係
る
占
用
料
で
、

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
許
可
又
は
協
議
に
係
る

占
用
の
期
間

(当
該
占
用
の
期
間
が
昭
和
五
十
三
年
度
以

降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
の
期
間
の
う

ち
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
限

る
。
)
に
係
る
も
の
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

〔説
明
〕

指
定
区
間
内
の
一
般
国
道
に
係
る
占
用
料
の

額
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
占
用
物
件
の
所
在

地
の
区
分
の
甲
地
に
、
仙
台
市
、
千
葉
市
、
堺

市
、
東
大
阪
市
及
び
岡
山
市
を
加
え
る
こ
と
と

し
た
。

㈱

道
路
法
施
行
令
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整

備
臨
時
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

〔蹄“五斜三解醐調短期〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中

｢第
三
十
四
条
｣
を

｢次
項
及

び
第
三
十
四
条
｣
に
改
め
、

｢共
同
溝
の
管
理
に
関
す

る
費
用
を
除
く
。
｣
の
下
に

｢同
項
に
お
い
て
同
じ
。
｣

を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
中

コ
別
項
｣
を

｢第

一
項
｣
に
、

｢聞
か
な
け
れ

ば
｣
を

｢聴
か
な
け
れ
ば
｣
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

道
路
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
建
設
大
臣
が
長
期
間

そ
の
区
間
の
全
部
又
は
大
部
分
に
つ
い
て
維
持
、
修
繕

及
び
災
害
復
旧
を
行
っ
て
い
る
開
発
道
路
で
建
設
大
臣

が
指
定
し
た
も
の
の
管
理
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
の

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
H
の
項

中

｢十
分
の
九
･
五
｣
と
あ
る
の
は
、

｢十
分
の
九
｣

と
す
る
。

第
三
十
三
条
中

｢同
表
の
負
担
割
合
の
欄
に
掲
げ
る
｣
を

｢同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
す
る
｣

に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
中

｢行
な
う
｣
を

｢行
う
｣
に
改
め
、

｢同
表
の
負
担
割
合
の
欄
に
掲
げ
る
｣
を

｢第
三
十
二
条
第

一項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
す
る
｣
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
中

｢昭
和
四
十
八
年
度
｣

を

｢昭
和
五
十
三
年
度
｣
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

｢こ
え

な
い
｣
を

｢超
え
な
い
｣
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢行
な

う
｣
を

｢行
う
｣
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

｢行
な
わ
れ

る
｣
を

｢行
わ
れ
る
｣
に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
第
三

十
二
条
及
び
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
三

年
度
の
予
算
に
係
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
か

ら
適
用
し
、
昭
和
五
十
二
年
度
以
前
の
年
度
の
予
算
に
係

る
開
発
道
路
の
改
築
で
そ
の
工
事
又
は
そ
の
工
事
に
係
る

負
担
金
に
係
る
経
費
の
金
額
が
昭
和
五
十
三
年
度
以
降
に

繰
り
越
さ
れ
た
も
の
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
負
担
額
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕

1

道
路
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
建
設
大
臣

が
長
期
間
そ
の
区
間
の
全
部
又
は
大
部
分
に

つ
い
て
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
っ

て
い
る
開
発
道
路
で
建
設
大
臣
が
指
定
し
た

も
の
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
に
つ

い
て
の
国
の
負
担
割
合
は
一
〇
分
の
九
と
す

る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

2

昭
和
五
三
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る

道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
の
改
築

に
要
す
る
費
用
に
関
す
る
国
の
補
助
金
の
率

は
、
一
定
の
小
規
模
な
改
築
の
場
合
等
を
除

き
、
四
分
の
三
以
内
と
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
と
し
た
。

㈱

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　　
　
　
　　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
の
表
口
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
の

表
銭
の
項
中
｢十
分
の
八
｣
を
｢十
分
の
七
･五
｣
に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規

定
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
金
か

ら
適
用
し
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
予
算
に
係
る
道
の
区
域

内
の
一
般
国
道
又
は
開
発
道
路
の
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の

管
理
で
そ
の
管
理
又
は
そ
の
管
理
に
係
る
負
担
金
に
係
る

経
費
の
金
額
が
昭
和
五
十
五
年
度
以
降
に
繰
り
越
さ
れ
た

も
の
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体

の
負
担
割
合
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕

道
の
区
域
内
の
国
道
及
び
開
発
道
路
の
維
持
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修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

の
国
の
負
担
割
合
は
一
〇
分
の
七
･
五
と
す
る

こ
と
と
し
た
。

@

イ

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
う
ち
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る

緊
急
措
置
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用

ロ

維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用

(□
及
び
イ
に
掲
げ
る
費
用
を

除
く
。)

十
分
の
七

　　
　

第
三
十
二
条
第
二
項
中

｢十
分
の
九
･
五
｣
を

｢十
分

の
九
｣
に
、

｢十
分
の
九
｣
を

｢十
分
の
八
･
五
｣
に
改

め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
中

｢昭
和
五
十
一
年

度
｣
を

｢昭
和
五
十
六
年
度
｣
に
改
め
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(経
過
措
置
)

2

昭
和
五
十
五
年
度
の
予
算
に
係
る
道
の
区
域
内
の
一

般
国
道
又
は
開
発
道
路
の
管
理
に
つ
い
て
、
そ
の
管
理

又
は
そ
の
管
理
に
係
る
負
担
金
に
係
る
経
費
の
金
額
が

昭
和
五
十
六
年
度
以
降
に
繰
り
越
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
負
担
割
合
は
、
改
正
後
の
道
路
法
施

行
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕

1

道
の
区
域
内
の
一
般
国
道
に
つ
い
て
、
舗
装

が
さ
れ
て
い
る
道
路
に
つ
い
て
行
う
改
築
で
一

定
の
も
の
又
は
舗
装
が
さ
れ
て
い
る
道
路
に
代

わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
設
け
る
道
路
に
つ
い
て

行
う
改
築
に
要
す
る
費
用
、
除
雪
事
業
等
に
要

す
る
費
用
及
び
道
路
管
理
者
が
交
通
安
全
施
設

等
整
備
事
業
と
し
て
行
う
道
路
の
改
築
に
要
す

る
費
用
に
つ
い
て
国
の
負
担
割
合
は
一
〇
分
の

八
･
五
と
す
る
と
と
も
に
、
維
持
、
修
繕
そ
の

他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
の
負

㈱

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法
施
行
令
及
び
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

〔抄
〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

□ H

費

用

の

区

分

除
雪
事
業
等
又
は
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
う
ち
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事

業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費

用 新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用

(0
及
び
園
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。)

十
分
の
八
･
五

十
分
の
九

負

担

割

合

第
三
十
二
条
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

曰 □ H

費

用

の

区

分

維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用

(□
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。)

イ

舗
装

(第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
が
さ
れ
て
い
る
道
路
に
つ
い
て
行
う
改
築

(車
線
の
数
が
四
未
満
の
道
路
に
つ
い
て
行
う
改
築
で
車
線
の
数
を
四
以
上
と

し
な
い
も
の
を
除
く
。)
又
は
舗
装
が
さ
れ
て
い
る
道
路
に
代
わ
る
べ
き
も
の

と
し
て
設
け
る
道
路
に
つ
い
て
行
う
改
築
に
要
す
る
費
用

(
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ

る
費
用
を
除
く
。)

ロ

積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
)
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
交
通

確
保
五
箇
年
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
除
雪

(除
雪
機
械
の
整
備
を
含

む
。)、
防
雪
又
は
凍
雪
害
の
防
止

(流
雪
溝
の
整
備
を
含
級
ご

に
係
る
事
業

(以
下

｢除
雪
事
業
等
｣
と
い
う
。)
に
要
す
る
費
用

ハ

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
う
ち
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る

緊
急
措
置
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用

新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用

(□
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。)

十
分
の
七

十
分
の
八
･
五

十
分
の
九

負

担
割

合



担
割
合
は
一
〇
分
の
七
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

2

開
発
道
路
に
つ
い
て
、
新
設
又
は
改
築
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
の
負
担
割
合
は
一
〇

分
の
九
と
し
、
除
雪
事
業
等
に
要
す
る
費
用
及

び
道
路
管
理
者
が
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

と
し
て
行
う
道
路
の
改
築
に
要
す
る
費
用
に
つ

い
て
の
国
の
負
担
割
合
は
一
〇
分
の
八
･
五
と

す
る
と
と
も
に
、
道
路
管
理
者
が
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
と
し
て
行
う
道
路
の
附
属
物
等

の
設
置
に
要
す
る
費
用
及
び
維
持
、
修
繕
そ
の

他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
の
負

担
割
合
は
一
〇
分
の
七
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

3

道
路
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
建
設
大
臣
が

長
期
間
そ
の
区
間
の
全
部
又
は
大
部
分
に
つ
い

て
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
っ
て
い
る

開
発
道
路
で
建
設
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
の
新

設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
の

負
担
割
合
は
、
一
〇
分
の
八
･
五
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

4

昭
和
五
六
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
い
て
、

道
道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
に
つ
い
て

実
施
さ
れ
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
の
特
例
を
設
け
る
こ

と
と
し
た
。

⑧

海
岸
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

〔鰡“五斜七籍-暗躍二坪期〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
四
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
附
則

第
六
項
及
び
第
七
項
を
削
る
。

4

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
の
間

に
お
い
て
国
が
道
若
し
く
は
道
の
区
域
内
の
指
定
市
に

負
担
金
を
課
し
て
行
う
道
路
の
管
理

(共
同
溝
の
管
理
、

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
う
ち
交
通
安
全
施
設
等

整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
三
項
第
二

号
ロ
に
掲
げ
る
事
業
及
び
除
雪
事
業
等
を
除
き
、
第
三

十
二
条
に
規
定
す
る
開
発
道
路
に
係
る
同
条
第
一
項
の

表
圏
の
項
ロ
に
規
定
す
る
管
理
に
あ
っ
て
は
修
繕
に
限

る
。
)
又
は
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
い
て
道
若
し
く
は

道
の
区
域
内
の
指
定
市
が
行
う
第
三
十
四
条
の
二
の
三

第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
道
路
の
改

築
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項

及
び
こ
の
政
令
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国

が
負
担
し
、
又
は
補
助
す
る
金
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第

一
号
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控

除
し
た
金
額
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
、
第

一
号
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。

一
当
該
管
理
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
に
係
る
第
三

十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又

は
第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負

担
又
は
補
助
の
割
合
に
よ
り
算
定
し
た
国
の
負
担
又

は
補
助
に
係
る
金
額

二

当
該
管
理
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
に
係
る
通
常

の
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
に
よ
り
算
定
し
た
国

の
負
担
又
は
補
助
に
係
る
金
額

5

前
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十

三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
三
十
三
条
中

｢前
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
費

用
の
区
分
に
応
じ
、
同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
国
が
負
担
す
る
割
合
｣
と
あ
る
の
は

｢道
路
の
管

理
に
要
す
る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、
附
則
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
国
の
負
担
額
を
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す

る
負
担
基
本
額
で
除
し
た
割
合
｣
と
し
、
第
三
十
四
条

の
二
中

｢に
、
道
又
は
市
町
村
の
負
担
割
合

(
一
か
ら

第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が

負
担
す
る
割
合
を
減
じ
た
割
合
と
す
る
。
)
を
乗
じ
た

額
｣
と
あ
る
の
は

｢か
ら
、
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
国
の
負
担
額
を
控
除
し
た
額
｣
と
す
る
。

附

則

〔抄
〕

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

〔説
明
〕

昭
和
五
七
年
度
か
ら
昭
和
五
九
年
度
ま
で
の

間
に
お
い
て
道
の
区
域
等
で
行
わ
れ
る
道
路
の

管
理
に
要
す
る
費
用
に
係
る
国
の
特
例
負
担
又

は
補
助
の
引
下
げ
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し

た
。

⑧

道
路
構
造
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
↓。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

3

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
の
二
中

｢又
は
中
央
帯
｣
を
｢、
中
央
帯

又
は
植
樹
帯
｣
に
改
め
る
。
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〔説
明
〕道

路
構
造
令
の
改
正
に
よ
り
、
専
ら
良
好
な

道
路
交
通
環
境
の
整
備
又
は
沿
道
に
お
け
る
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
に
、
新
た

に
植
樹
帯
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た

た
め
、
関
係
規
定
を
整
備
し
た
。

㈱

道
路
法
施
行
令
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整

備
臨
時
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
中

｢昭
和
五
十
三
年

度
｣
を

｢昭
和
五
十
八
年
度
｣
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中

｢昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
九

年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
｣
を

｢昭
和
五
十
八
年
度
及
び

昭
和
五
十
九
年
度
に
お
い
て
は
、｣
に
改
め
、

『昭
和
五

十
七
年
度
に
お
い
て
｣
を
削
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
↓。

2

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
附
則

第
四
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
及
び
昭
和
五
十
九

年
度
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助

(昭
和
五
十
七

年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
昭
和

五
十
八
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た

国
の
負
担
又
は
補
助
を
除
く
。)
並
び
に
昭
和
五
十
八
年

度
及
び
昭
和
五
十
九
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ

き
昭
和
六
十
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ

れ
る
国
の
負
担
又
は
補
助
並
び
に
昭
和
五
十
八
年
度
及
び

昭
和
五
十
九
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補

助
で
昭
和
六
十
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
も
の

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
管
理
に
つ
い
て
適
用
し
、
昭
和
五
十

七
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
昭

和
五
十
八
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ

た
国
の
負
担
又
は
補
助
及
び
昭
和
五
十
七
年
度
以
前
の
年

度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
で
昭
和
五
十

八
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
に
よ
り
実
施

さ
れ
る
管
理
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕

1

昭
和
五
八
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る
道

道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
の
改
築
に
要

す
る
費
用
に
関
す
る
国
の
補
助
金
の
率
は
、
一

定
の
小
規
模
な
改
築
等
を
除
き
、
四
分
の
三
以

内
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

2

昭
和
五
八
年
度
及
び
昭
和
五
九
年
度
に
お
い

て
道
又
は
道
の
区
域
内
の
指
定
市
が
行
う
一
定

の
小
規
模
な
改
築
等
を
除
く
道
路
の
改
築
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
金
の
額
の
引

下
げ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

⑧

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔蹄“五針八鱗軌明神短期〕

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表

(第
十
九
条
の
二
関
係
)

占

用

物

件

単

位

所

在

地

甲

地

乙

地

丙

地

電
柱

一
、
四
〇
〇

七
一
〇

五
五
〇

電
話
柱

(電
柱
で
あ
る
も
の
を
除

五
一
〇

二
六
○

二
o
o

く
。)

一本
に
つ
き

街
灯

(電
柱
又
は
電
話
柱
で
あ
る

一
年

六
三
〇

二
七
〇

一
七
○

も
の
を
除
く
。)

そ
の
他
の
柱
類

三
、
六
〇
〇

一
、
八
〇
〇

九
○
○

変
圧
塔
そ
の
他
･
れ
に
類
す
る
も

輌

に
つ
き

て

九
o
o

八
o
o

五
一
0

の
及
び
公
衆
電
話
所

郵
便
差
出
箱

七
六
〇

三
二
〇

二
○
○

･
に織
広
告塔

轆
脉
猶
癪
粁

セ

ニ
0
0
三

六0
0

一
･

八
0
0

法
第
三
十
二
条

　　　　　　
　　　

表
示
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年

-
･
0
0
0

五
ニ
0

四
一
0

一
0
0

五
ニ

四
一

そ
の
他
の
も
の

長
さ
一
メ
ー

ト
ル
に
つ
き

一
年



第
七
条
第
六
号

に
掲
げ
る
施
設

並
び
に
同
条
第

七
号
に
掲
げ
る

施
設
及
び
自
動

車
駐
車
場

第
七
条
第
四
号
に
掲
げ
る
仮
設
建
築
物
及
び
同
条
第

五
号
に
掲
げ
る
施
設

第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
用
施
設
及
び
同
条
第

三
号
に
掲
げ
る
工
事
用
材
料

そ
の
他
の
も
の

建
築
物

ア
ー
チ

幕

(第
七
条

第
二
号
に
掲

げ
る
工
事
用

施
設
で
あ
る

も
の
を
除

く
0)

パ
ー
キ
ン
グ
･
メ
ー
タ
ー

旗
ざ
お

標
識

階
数
が
四
以
上
の

も
)の

階
数
が
三
の
も
の

階
数
が
二
の
も
の

階
数
が
一
の
も
の

そ
の
他
の
も
の

車
道
を
横
断
す
る

も
の

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に

際
し
、
一
時
的
に

設
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に

際
し
、
一
時
的
に

設
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

一
基
に
つ
き

一
月

そ
の
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

そ
の
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

RH 一本
に
つ
き

一
年

一本
に
つ
き

一
月

一本
に
つ
き

一
日

一
本
に
つ
き

一
年

表
示
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年

A
に
○
･
〇

一
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

一
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
0
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

一
を
乗
じ
て

得
た
額 一

九
O

七
ニ
O

三
･

六
0
O

七
･

ニ
0
0

七
--O

七
ニ

四
八
O

七
ニ
O

七
こ

一
･

五
0
O

七
･

ニ
0
O

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額 八

O

一三
ハ○

一
･

八
0
0

一二

六
○
○

三
六
O

三
六

ニ
0
O

三
六
O

三
六

六
四
〇

三
･

六
0
O

A
に
○
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

三
六
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

三
二
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額 五

一

一
八
O

九
0
O

一
･

八
0
O

一
八
O

一
八

一
三
O

一
八
O

一
八

四
一
O

｢

八
0
O

ル
に
つ
き
一

看
板

(ア
ー

月

チ
で
あ
る
も

の
を
除
く
。)

表
示
面
積
一

標
識

法
第
三
十
二
条

第
一
項
第
六
号

に
掲
げ
る
施
設

法
第
三
十
二
条

第
一
項
第
五
号

に
掲
げ
る
施
設

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設

法
第
三
十
二
条

第
一
項
第
二
号

に
掲
げ
る
物
件

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に
際
し
、
一
時
的

に
設
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

上
空
又
は
地
下
に
設
け
る
通
路

地
下
街
及
び

地
下
室

そ
の
他
の
も

の 法
第
三
十
五

条
に
規
定
す

る
事
業
の
た

め
に
設
け
る

も
の
、
法
第

三
十
六
条
に

規
定
す
る
も

の
及
び
第
九

条
に
規
定
す

る
石
油
管

階
数
が
三
以
上
の

も
の

階
数
が
二
の
も
の

階
数
が
一
の
も
の

外
径
が
一
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の

外
径
が
○
･
四
〆

ー
ト
ル
以
上
一
〆

ー
ト
ル
未
満
の
も

の 外
径
が
○
･
ニ
メ

ー
ト
ル
以
上
○
,

四
メ
j
ト
ル
未
満

の
も
の

外
径
が
0
･
ニ
メ

ー
ト
ル
未
満
の
も

の 外
径
が
一
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の

外
径
が
○
･
四
〆

ー
ト
ル
以
上
一
〆

ー
ト
ル
未
満
の
も

の 外
径
が
○
･
ニ
メ

ー
ト
ル
以
上
○
･

四
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

外
径
が
○
･
ニ
メ

ー
ト
ル
未
満
の
も

の

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

R] 占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年 長
さ
一
メ
ー

ト
ル
に
つ
き

一
年

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年

七
ニ
O

七
ニ

一
･

九
0
O

三
･

六
0
O

A
に
○
'
0
二
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
0
･
0
一
六
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
○
･
0
一
を
乗
じ
て
得
た
額

一
･

九
0
O

一
･
0
0
O

一
･

九
0
O

九
五
O

三
八
O

一
九
O

一
･
0
0
O

五
一
O

ニ
一
O

一
0
O

三
六
O

三
六

八
0
O

一
･

八
0
O

八
0
O

五
ニ
O

八
0
O

四
0
O

一
六
〇

八
O

五
ニ
O

ニ
六
O

一
0
O

五
ニ

一
八
O

一
八

五
一
O

九
0
O

五
一
O

四
一
O

五
一
O

こ
五
O

一
0
0

五
一

四
一
O

ニ
0
0

八
ニ

四
一

五
一
O

第
七
条
第
一
号

に
掲
げ
る
物
件

得
た
額

て
得
た
額

て
得
た
額

a

砧
用
面
蹟
-
A
に
0
･
O

A
に
0
･
O

A
に
0
･
0

ル
に
つ
き
-

÷
邊
棘
じ
て

-翔
邊
陳
じ

-萩
淹
課
じ

奔
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一
の
も
の
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第
七
条
第
八
号

　　　　　　

ぴ
自
動
車
修
理

所

階
数
が
三
の
も
の

階
数
が
四
以
上
の

も
の

る
も
の

そ
の
他
の
も
の

上
空
、
ト
ン

ネ
ル
の
上
又

は
高
速
自
動

車
国
道
若
し

く
は
自
動
車

専
用
道
路

(高
架
に
あ

る
も
の
に
限

る
。)
の
路

面
下
に
設
け

階
数
が
二
の
も
の

A
に
0
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
0
四
を
乗
じ
て
得
た
額 A

に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

三
二
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一三
ハを
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
八
を
乗
じ

て
得
た
額

⑧

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

0
ノ

　　　　　　　　　　　　　　　
　道行セ 93.2 49

㈱

測
量
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

〔鞠“五針‘解繭胡呂延期〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
三
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中

｢手
数
料
｣
の
下
に

｢の
額
｣

を
加
え
、
｢二
十
円
｣
を

｢四
十
円
｣
に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
各
種
手
数
料
等
の
額
の
改
定
及
び
規
定

の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日

(昭
和
五
十
九
年

五
月
二
十
一
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

2

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
都
道
府
県
知
事
に
対
す
る

あ
っ
旋
の
申
請
、
建
設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
対
す

る
事
業
の
認
定
の
申
請
、
収
用
委
員
会
に
対
す
る
裁
決
の

申
請
及
び
協
議
の
確
認
の
申
請
並
び
に
建
設
大
臣
に
対
す

る
特
定
公
共
事
業
の
認
定
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の
額
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕負

担
金
等
の
納
付
の
督
促
手
数
料
の
額
を
引

き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中

｢若
し
く
は
地
方
鉄
道
法

(大
正
八
年
法
律
第

五
十
二
号
)｣
を

｢、
地
方
鉄
道
法

(大
正
八
年
法
律
第
五

十
二
号
)、
ガ
ス
事
業
法
(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一

号
)
、
電
気
事
業
法

(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
)

若
し
く
は
電
気
通
信
事
業
法

(昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十

六
号
)｣
に
、
｢基
い
て
｣
を

｢基
づ
い
て
｣
に
、
｢若
し
く

は
公
衆
の
用
に
供
す
る
地
方
鉄
道
又
は
ガ
ス
管
、
電
柱
、
電

線
若
し
く
は
｣
を

｢、
公
衆
の
用
に
供
す
る
地
方
鉄
道
、
ガ

ス
管
若
し
く
は
電
柱
、
電
線
若
し
く
は
公
衆
電
話
所

(こ
れ

ら
の
う
ち
、
同
法
に
基
づ
く
も
の
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
十

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
が
そ
の

事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。)
又
は
｣
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中

｢電
線
｣
の
下
に

｢、
公
衆
電
話
所
｣

を
加
え
、
｢左
の
｣
を

｢次
の
｣
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

｢但
し
｣
を

｢た
だ
し
｣
に
、
｢虞
｣
を

｢お
そ
れ
｣
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中

｢但
し
｣
を

｢た
だ
し
｣
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中

｢但
し
｣
を

｢た
だ
し
｣
に
改
め
、
｢歩
道
を

有
す
る
道
路
に
お
け
る
｣
を
削
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中

｢又
は
電
線
｣
を

｢、
電
線
又
は

公
衆
電
話
所
｣
に
改
め
、
同
条
中

｢又
は
電
線
｣
を

｢、
電

線
又
は
公
衆
電
話
所
｣
に
、
｢に
よ
る
外
、
左
の
｣
を

｢に

よ
る
ほ
か
、
次
の
｣
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中

｢代
る
｣
を

｢代
わ
る
｣
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

｢電
柱
｣
の
下
に

｢又
は
公
衆
電
話
所
｣
を
加
え
、
｢但
し
｣
を

｢た
だ
し
｣

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

｢且
つ
｣
を

｢か
つ
｣
に
、
｢但

し
｣
を

｢た
だ
し
｣
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中

｢但
し
｣
を

｢た
だ
し
｣
に
、
｢且
つ
｣
を

｢か
つ
｣
に
、
｢虞
の
少
い
｣

を

｢お
そ
れ
の
少
な
い
｣
に
改
め
、
同
条
第
七
号
を
同
条
第

八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中

｢以
下
次
条
｣
を

｢次
条
｣
に

改
め
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
七

号
と
す
る
。

別
表
の
備
考
第
二
号
イ
中

｢及
び
福
岡
市
｣
を

｢、
福
岡

市
、
熊
本
市
及
び
鹿
児
島
市
｣
に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
↓。

2

指
定
区
間
内
の
国
道
又
は
日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る

高
速
自
動
車
国
道
若
し
く
は
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭

和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
公
団
等
の
管
理
す
る
一
般
国
道
等
に
係
る
占
用
料
で
、

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
許
可
又
は
協
議
に
係
る

占
用
の
期
間

(当
該
占
用
の
期
間
が
昭
和
五
十
九
年
度
以

降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
の
期
間
の
う

ち
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
限

る
。)
に
係
る
も
の
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

〔説
明
〕指

定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
を

改
定
す
る
と
と
も
に
、
占
用
物
件
の
所
在
地
の

区
分
の
甲
地
に
、
熊
本
市
及
び
鹿
児
島
市
を
加

え
る
こ
と
と
し
た
。



た
だ
し
、
保
安
上
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
道
路
に
関
す

(経
過
措
置
)

る
工
事
の
実
施
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

2

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
占
用
物
件

(工
事

中
の
も
の
を
含
む
。)
に
係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
改
正

十
一
条
第
五
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の

後
の
道
路
法
施
行
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

に
次
の

口
を
加
え
る
。

の
例
に
よ
る
。

第
十
一
条
第
五
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

地
上
電
線
を
既
設
電
線
に
共
架
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
相
互
に
、
錯
そ
う
す
る
こ
と
な
く
、
保
安
上
支
障

が
な
い
程
度
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
保
安

上
支
障
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
技
術
上
や
む
を
得
な

い
と
き
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
二
条
の
三
第
三
号
中

｢若
し
く
は
電
線
｣
を

｢、
電

線
若
し
く
は
公
衆
電
話
所
｣
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
四
中

｢左
の
｣
を

｢次
の
｣
に
、

｢但
し
｣

を

｢た
だ
し
｣
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

｢若
し
く
は
電

線
｣
を

｢、
電
線
若
し
く
は
公
衆
電
話
所
｣
に
、
｢代
る
｣

を

｢代
わ
る
｣
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
を
削
る
。

第
十
五
条
中

｢左
の
｣
を

｢次
の
｣
に
改
め
、
同
条
第
二

号
中

｢堀
さ
く
｣
を

｢掘
削
｣
に
、
｢み
ぞ
掘
又
は
つ
ぼ
掘

の
｣
を

｢溝
掘
、
つ
ぼ
掘
又
は
推
進
工
法
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
｣
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
二
第
二
項
を
削
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(技
術
的
細
目
)

第
十
七
条
の
二

第
十
条
か
ら
第
十
二
条
の
四
ま
で
及
び
第

十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に

つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目
は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
。

た
だ
し
、
第
九
条
に
規
定
す
る
石
油
管
の
占
用
の
場
所
又

は
構
造
に
つ
い
て
の
基
準
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な

技
術
的
細
目
は
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
第
十
五
条

第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
主
務
省
令
の
規
定

(石

油
管
の
設
置
の
場
所
又
は
構
造
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

の
例
に
よ
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

1

電
柱
、
電
線
及
び
公
衆
電
話
所
に
係
る
道

路
の
占
用
の
許
可
基
準
の
整
備
等

H

地
上
電
線
を
既
設
電
線
に
共
架
す
る
場

合
に
お
け
る
電
線
の
占
用
の
場
所
に
つ
い

て
の
規
定
を
新
設
し
、
公
衆
電
話
所
の
占

用
の
場
所
に
つ
い
て
の
規
定
を
加
え
る
等

電
柱
、
電
線
及
び
公
衆
電
話
所
に
係
る
占

用
の
場
所
に
つ
い
て
の
道
路
の
占
用
の
許

可
基
準
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

□

道
路
を
掘
削
す
る
場
合
に
お
け
る
工
事

実
施
の
方
法
等
に
つ
い
て
の
道
路
の
占
用

の
許
可
基
準
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

2

道
路
の
占
用
の
許
可
基
準
一
般
に
つ
い
て

の
技
術
的
細
目
の
建
設
省
令
へ
の
委
任

道
路
の
占
用
の
許
可
基
準
を
適
用
す
る
に

つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目
を
建
設
省
令
で

定
め
る
こ
と
と
し
た
。

㈱

公
営
住
宅
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
政
令

〔抄
〕

　　　　
　
　
　
　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

6

第
三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並

び
に
第
三
十
四
条
の
二
の
三
の
規
定
の
昭
和
六
十
年
度

に
お
け
る
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
十

一
条
の
表
及
び

第
三
十
二
条
第
一
項
の
表
中

｢十
分
の
九
｣
と
あ
る
の

は

｢十
分
の
八
｣
と
、
｢十
分
の
八
･五
｣
と
あ
る
の
は

｢四
分
の
三

(除
雪
事
業
等
に
要
す
る
費
用
に
あ
っ
て

は
、
十
分
の
八
･
五
)｣
と
、
｢十
分
の
七
｣
と
あ
る
の

は

｢十
分
の
六
･
五
｣
と
、
同
条
第
二
項
中

｢同
項
の

表
｣
と
あ
る
の
は

｢附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
ら
れ
た
前
項
の
表
｣
と
、
｢十
分
の
九
｣
と
あ
る

の
は

｢十
分
の
八
｣
と
、
｢十
分
の
八
･五
｣
と
あ
る
の

は

｢四
分
の
三
｣
と
、
第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項

中

｢四
分
の
三
｣
と
あ
る
の
は

｢三
分
の
二
｣
と
、
同

条
第
二
項
中

｢三
分
の
二
｣
と
あ
る
の
は

｢十
分
の

六
｣
と
す
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
措
置
)

2

改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
附
則
第
六
項
、
都
市
公
園
法

施
行
令
附
則
第
五
項
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
附

則
第
四
項
、
下
水
道
法
施
行
令
附
則
第
五
項
、
奥
地
等
産

業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施
行
令
附
則
第
三
項
、
河

川
法
施
行
令
附
則
第
十
一
条
及
び
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令
附
則
第
三
項
の
規
定

は
、
昭
和
六
十
年
度
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助

(昭
和
五
十
九
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為

に
基
づ
き
昭
和
六
十
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た

国
の
負
担
又
は
補
助
を
除
く
。)
並
び
に
同
年
度
の
国
庫

債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
年
度
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に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
国
の
負
担
又
は
補
助
及
び

昭
和
六
十
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助

で
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
適
用
し
、
昭
和
五
十
九
年
度
以
前
の
年
度
の
国

庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
年
度
に
支
出
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は
補
助
及
び
昭
和
五
十
九

年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補

助
で
昭
和
六
十
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕昭

和
六
〇
年
度
に
お
い
て
、
道
の
区
域
内
の

道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
の

負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
引
下
げ
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
し
た
。

⑧

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔鰡“払がち･鱒叱軸なだか舶〕

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
中

｢、
次
の
各
号

(第
二
十
五
号
を
除
く
。)

に
掲
げ
る
も
の
は
｣
を

｢次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
｣

に
改
め
、
｢、
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
も
の
は
地
方
建
設
局

長
に
｣
を
削
り
、
第
二
十
五
号
を
削
り
、
第
二
十
六
号
を
第

二
十
五
号
と
し
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

道
路
管
理
者
が
一
般
自
動
車
運
送
事
業
に
係

る
運
輸
大
臣
の
免
許
等
に
当
た
り
提
出
し
た
意

見
の
建
設
大
臣
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
対

す
る
報
告
の
廃
止
に
伴
い
、
建
設
大
臣
の
報
告

を
受
け
る
権
限
の
地
方
建
設
局
長
へ
の
委
任
を

廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

㈱

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
中

｢昭
和
五
十
六
年

度
｣
を

｢昭
和
六
十
一
年
度
｣
に
改
め
、

｢第
二
条
第
三

項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
｣
の
下
に

｢及
び
交
通
安
全

施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令

(昭
和

四
十
一
年
政
令
第
百
三
号
)
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
事

業
｣
を
、
｢法
第
五
十
六
条
｣
の
下
に

｢及
び
第
八
十
五

条
第
三
項
｣
を
加
え
、

｢交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に

関
す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令

(昭
和
四
十
一
年
政
令
第
百

三
号
)｣
を

｢同
令
｣
に
、
｢実
施
す
る
事
業
｣
を

｢実
施

す
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法

第
二
条
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
｣
に
改
め
る
。

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
o〔説

明
〕昭

和
六
一
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
い
て
、

道
道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
に
つ
い
て

実
施
さ
れ
る
一
定
の
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事

業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
す
る
こ
と
と

し
た
。
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㈱

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　
　　
　　　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

7

第
三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並

び
に
第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定
の
昭
和
六

十
一
年
度
か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お

け
る
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
一
条
の
表
及
び
第
三

十
二
条
第
一
項
の
表
中

｢十
分
の
九
｣
と
あ
る
の
は

｢十
分
の
八
｣
と
、
｢十
分
の
八
･
五
｣
と
あ
る
の
は

｢四
分
の
三

(除
雪
事
業
等
に
要
す
る
費
用
に
あ
っ
て

は
、
十
分
の
八
･五
)｣
と
、

｢十
分
の
七
｣
と
あ
る
の

は
、
｢十
分
の
六
･五
｣
と
、
同
条
第
二
項
中

｢同
項
の

表
｣
と
あ
る
の
は

｢附
則
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
ら
れ
た
前
項
の
表
｣
と
、
｢十
分
の
九
｣
と
あ
る

の
は

｢十
分
の
八
｣
と
、
｢十
分
の
八
･五
｣
と
あ
る
の

は

｢四
分
の
三
｣
と
、
第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項

中

｢三
分
の
二
｣
と
あ
る
の
は

｢十
分
の
五
･
五
｣
と

す
る
。

8

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
の
昭
和
六
十

一
年
度
及
び
昭
和
六
十
二
年
度
に
お
け
る
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
中

｢四
分
の
三
｣
と
あ
る
の
は
、

｢十
分

の
六
｣
と
す
る
。

附

則
〔抄
〕



(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
措
置
)

2

改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
、
都
市
公
園
法
施
行
令
、
海

岸
法
施
行
令
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
、
下
水
道

法
施
行
令
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施

行
令
、
河
川
法
施
行
令
及
び
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

に
関
す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
一

年
度
か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度

(昭
和
六
十

一
年
度
及
び
昭
和
六
十
二
年
度
の
特
例
に
係
る
も
の
に
あ

っ
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
及
び
昭
和
六
十
二
年
度
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担

又
は
補
助

(昭
和
六
十
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負

担
行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出

す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は
補
助
を
除
く
。)

並
び
に
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の

各
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
四
年

度

(昭
和
六
十
一
年
度
及
び
昭
和
六
十
二
年
度
の
特
例
に

係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。)
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
る
国
の
負
担
又
は
補
助
及
び
昭
和
六
十
一
年
度
か

ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る

国
の
負
担
又
は
補
助
で
昭
和
六
十
四
年
度
以
降
の
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
昭
和
六
十
年
度

以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十

一
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の

負
担
又
は
補
助
及
び
昭
和
六
十
年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出

予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
で
昭
和
六
十
一
年
度
以

降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕道

の
区
域
内
の
道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用

に
つ
い
て
の
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
引

下
げ
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

⑧

日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　　　　

第
十
一
章

建
設
省
関
係

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
九
十
九
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四

百
七
十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
第
一
条
の
三
第
二
項
第

二
号
、
第
四
条
第
一
項
第
八
号
及
び
第
六
条
第
三
号
中

｢同
条
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
者
｣
を

｢国
｣
に
改
め

ろ
･o第

九
条
中

｢地
方
鉄
道
法

(大
正
八
年
法
律
第
五
十
二

号
)｣
を

｢鉄
道
事
業
法

(昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十

二
号
)
若
し
く
は
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法

(昭
和
四
十

五
年
法
律
第
七
十
一
号
)｣
に
、
｢公
衆
の
用
に
供
す
る
地

方
鉄
道
｣
を

｢公
衆
の
用
に
供
す
る
鉄
道
｣
に
改
め
る
。

第
十
三
条

(見
出
し
を
含
む
。)
中

｢地
方
鉄
道
｣
を

｢鉄
道
｣
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
三
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
建
設
し
、
又
は
災
害
復
旧

工
事
を
行
う
鉄
道
施
設
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が

建
設
し
、
又
は
災
害
復
旧
工
事
を
行
う
鉄
道
施
設
及

び
新
幹
線
鉄
道
保
有
機
構
が
建
設
し
、
保
有
し
、
又

は
大
規
模
な
災
害
復
旧
工
事
を
行
う
鉄
道
施
設
並
び

に
鉄
道
事
業
法
に
よ
る
鉄
道
事
業
者
又
は
索
道
事
業

者
が
そ
の
鉄
道
事
業
又
は
索
道
事
業
で
一
般
の
需
要

に
応
ず
る
も
の
の
用
に
供
す
る
施
設

第
三
十
九
条
第
九
号
中

｢同
条
に
規
定
す
る
事
業
を
行

う
者
｣
を

｢国
｣
に
改
め
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

〔説
明
〕日

本
国
有
鉄
道
改
革
法
等
の
施
行
に
伴
い
、

占
用
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
占
用
物

件
と
し
て
新
幹
線
鉄
道
保
有
機
構
が
建
設
等
を

行
う
鉄
道
施
設
を
加
え
る
等
所
要
の
規
定
の
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

⑬

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

〔鰭“{ハ針二籍に増幅計~期〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
項
中

｢か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
各
年

度
｣
を
削
る
。

附
則
第
八
項
中

｢及
び
昭
和
六
十
二
年
度
｣
を
削
り
、
附

則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

9

第
三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

三
十
三
条
並
び
に
第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定

の
昭
和
六
十
二
年
度
及
び
昭
和
六
十
三
年
度
に
お
け
る
適

用
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
一
条
の
表
中

｢十
分
の
九
｣
と

あ
る
の
は

｢四
分
の
三
｣
と
、

｢十
分
の
八
･
五
｣
と
あ

る
の
は

｢十
分
の
七

(
ロ
に
掲
げ
る
費
用
に
あ
っ
て
は
十

分
の
八

･
五
、
ハ
に
掲
げ
る
費
用
に
あ
っ
て
は
四
分
の

三
)｣
と
、
｢十
分
の
七
｣
と
あ
る
の
は

｢十
分
の
六
｣
と
、

第
三
十
二
条
第
一
項
の
表
中

｢十
分
の
九
｣
と
あ
る
の
は

｢四
分
の
三
｣
と
、
｢十
分
の
八
･五
｣
と
あ
る
の
は

｢四

分
の
三

(除
雪
事
葉
等
に
要
す
る
費
用
に
あ
っ
て
は
、
十

分
の
八
･
五
)
｣と
、
｢十
分
の
七
｣
と
あ
る
の
は

｢十
分

の
六

(イ
に
掲
げ
る
費
用
に
あ
っ
て
は
、
十
分
の
六

･

五
)｣
と
、
同
条
第
二
項
中

｢同
項
の
表
｣
と
あ
る
の
は

｢附
則
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
の
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表
｣
と
、
｢十
分
の
九
｣
と
あ
る
の
は

｢四
分
の
三
｣
と
、

〔説
明
〕

｢十
分
の
八
･
五
｣
と
あ
る
の
は

｢十
分
の
七
｣
と
、
第

三
十
三
条
中

｢負
担
す
る
割
合
｣
と
あ
る
の
は

｢負
担
す

る
割
合

(附
則
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
す
る
割
合
を
除

く
。)｣
と
、
第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
中

｢三
分

二
｣
と
あ
る
の
は

｢十
分
の
五
･
五
｣
と
す
る
。

m

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
の
昭
和
六
十
二

年
度
に
お
け
る
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

｢四
分
の

三
｣
と
あ
る
の
は
、
｢十
分
の
五
･
七
五
｣
と
す
る
。

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、昭
和
六
十
二
年
四
月
一日
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
措
置
)

2

改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
、
海
岸
法
施
行
令
、
道
路
整

備
緊
急
措
置
法
施
行
令
、
下
水
道
法
施
行
令
、
奥
地
等
産

業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施
行
令
及
び
河
川
法
施
行

令
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
及
び
昭
和
六
十
三
年
度

(昭
和
六
十
二
年
度
の
特
例
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

昭
和
六
十
二
年
度
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の

予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助

(昭
和
六
十
一
年
度
以

前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
二

年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負

担
又
は
補
助
を
除
く
。)
昭
和
六
十
二
年
度
及
び
昭
和
六

十
三
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
四

年
度

(昭
和
六
十
二
年
度
の
特
例
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
昭
和
六
十
三
年
度
。
以
下
こ
の
頃
に
お
い
て
同
じ
。)

以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
国
の
負
担
又

は
補
助
並
び
に
昭
和
六
十
二
年
度
及
び
昭
和
六
十
三
年
度

の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
で
昭
和
六
十
四

年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用

し
、
昭
和
六
十
一
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行

為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は
補
助
及
び
昭
和
六
十
一

年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補

助
で
昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

道
の
区
域
内
の
道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用

に
つ
い
て
の
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
引

下
げ
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

㈲

砂
防
法
施
行
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

〔鰡“ギ坪鉱斗臨み掬枦m鼬期〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
三
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

虹

法
附
則
第
六
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、

十
年

(五
年
の
据
置
期
間
を
含
む
。)
と
す
る
。

物

前
項
に
規
定
す
る
期
間
は
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会

社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整

備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
二
年
法

律
第
八
十
六
号
)
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
さ
れ
る
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律

(昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十

九
号
)
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
の
決
定

(以
下

｢貸
付
決
定
｣
と
い
う
。)
ご
と
に
、
当
該
貸

付
決
定
に
係
る
法
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に

よ
る
貸
付
金

(以
下

｢国
の
貸
付
金
｣
と
い
う
。)
の

交
付
を
完
了
し
た
日

(そ
の
日
が
当
該
貸
付
決
定
が
あ

っ
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
の
前
日
以
後
の
日
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
年
度
の
末
日
の
前
々
日
)
の
翌
日

か
ら
起
算
す
る
。

聡

国
の
貸
付
金
の
償
還
は
、
均
等
年
賦
償
還
の
方
法
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

韓

国
は
、
国
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
相
当
と
認
め
る

と
き
は
、
国
の
貸
付
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
償
還
期
限
を
繰
り

上
げ
て
償
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

法
附
則
第
十
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
り
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を

行
っ
た
場
合
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〔説
明
〕日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収

入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
実
施
の
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
建

設
省
関
係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備

を
次
の
と
お
り
行
う
こ
と
と
し
た
。

地
方
公
共
団
体
等
が
一
定
の
整
備
開
発
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
公
共
的
建
設
事
業
に

係
る
国
の
無
利
子
貸
付
金
の
償
還
期
間
を
一
〇

年

(五
年
の
据
置
期
間
を
含
む
。)
と
す
る
等

貸
付
金
の
償
還
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
と
し
た
。

⑧

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　　　　
　
　　
　
　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表

(第
十
九
条
の
二
関
係
)



法
第
三
十
二
条

第
一
項
第
二
号

に
掲
げ
る
物
件

法
第
三
十
二
条

第
一
項
第
一
号

に
掲
げ
る
工
作

物

占

用

物

件

法
第
三
十
五

条
に
規
定
す

る
事
業
の
た

め
に
設
け
る

も
の
、
法
第

三
十
六
条
に

規
定
す
る
も

の
及
び
第
九

条
に
規
定
す

る
石
油
管

そ
の
他
の
も
の

送
電
塔

広
告
塔

郵
便
差
出
箱

変
圧
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
及
び
公
衆
電
話
所

そ
の
他
の
柱
類

街
灯

(電
柱
又
は
電
話
柱
で

あ
る
も
の
を
除
く
。)

電
話
柱

(電
柱
で
あ
る
も
の

を
除
く
。)

電
柱

外
径
が
○
･

ニ
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

外
径
が
一
〆

ー
ト
ル
以
上

の
も
の

外
径
が
○
'

四
メ
ー
ト
ル

以
上
一
メ
ー

ト
ル
未
満
の

も
の

外
径
が
○
'

ニ
メ
ー
ト
ル

以
上
○
･
四

メ
ー
ト
ル
末

満
の
も
の

外
径
が
○
･

ニ
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

占
有
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年 長
さ
一
メ
ー

ト
ル
に
つ
き

一
年

占
有
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年 表
示
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年 一
個
に
つ
き

一
年

一
本
に
つ
き

一
年

単

位 占

用

料

ニ
ニ
O

一
･

ニ
0
0

六
ニ
O

ニ
五
O

一
ニ
O

ご
･

ニ
0
O

一
ニ
O

一
･

ニ
0
O

八
･

五
0
O

八
九
O

ニ
･

ご
0
O

四
･

三
0
O

七
四
O

六
ニ
O

一
･

七
0
0

甲

地

所

在

地

九
九

六
四
O

-ニ
ニ
O

一
三
O

六
四

九
九
O

六
四

六
四
O

四
･

ニ
五
O

四
0
O

九
九
O

ニ
･

一
五
O

三
三
O

三
ニ
O

八
七
O

乙

地

六
ニ

五
0
O

ニ
五
O

一
0
O

五
O

六
ニ
O

五
O

五
0
O

ニ
･

三
一五

ニ
五
O

六
ご
O

一
･
0
七
五

こ
一
O

ニ
五
O

六
八
O

丙

地

の
も
の

長
さ
一
メ
ー

ト
ル
に
つ
き

外
径
が
○
･

一
年

ニ
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

法
第
三
十
二
条

第
一
項
第
二
号

に
掲
げ
る
物
件

‘-‐････

法
第
三
十
二
条

第
一
項
第
六
号

法
第
三
十
二
条

第
一
項
第
五
号

に
掲
げ
る
施
設

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設

旗
ざ
お

標
識

看
板

(ア
ー

チ
で
あ
る
も

の
を
除
く
。)

そ
の
他
の
も
の

祭
礼
、
縁
日
等
に
際
し
、
一

時
的
に
設
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

上
空
又
は
地
下
に
設
け
る
通

路 地
下
街
及
び

地
下
室

外
径
が
一
〆

ー
ト
ル
以
上

の
も
)の

外
径
が
○
･

四
メ
ー
ト
ル

以
上
一
メ
ー

ト
ル
未
満
の

も
の

階
数
が
三
以

上
の
も
の

階
数
が
二
の

も
の

階
数
が
一
の

も
の

そ
の
他
の
も

の 一
時
的
に
設

け
る
も
の

そ
の
他
の
も

の 祭
礼
、
縁
日

等
に
際
し
、

一
時
的
に
設

け
る
も
の

一
本
に
つ
き

一
月

一本
に
つ
き

一
日

一
本
に
つ
き

一
年

表
示
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

.ル
に
つ
き
一

年 表
示
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年

八
五
O

八
五

一
･

八
0
O

八
･

五
0
O

八
五
O

八
五
O

八
五

こ
･

ニ
0
O

四
･

三
0
O

A
に
○
･
0
二
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
○
･
0
一
六
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
○
･
0
一
を
乗
じ
て
得
た
額

ニ
･

ニ
0
0

一
･

ニ
0
0

ニ
･

ニ
0
O

一
･

一
0
O

四
四
O

九
九
O

六
四
O

九
九
O

四
九
O

四
ニ
五

四
三

七
九
O

四
･

ニ
五
O

四
ニ
五

四
ニ
五

四
三

九
九
O

ニ
･

一
五
O

六
ニ
O

五
0
O

六
ニ
O

三
一
O

ニ
ニ
ニ

ニ
ニ

五
0
O

ニ
･

一
ニ
五

ニ
ニ
ニ

ニ
一
三

ニ
ニ

六
ニ
O

一
･
0
七
五
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第
七
条
第
八
号

斌掲鮒滌鮴聰

ぴ
自
動
車
修
理

所 第
七
条
第
六
号

に
掲
げ
る
施
設

並
び
に
同
条
第

七
号
に
掲
げ
る

施
設
及
び
自
動

車
駐
車
場

第
七
条
第
四
号
に
掲
げ
る
仮
設
建
築
物
及
び
同

条
第
五
号
に
掲
げ
る
施
設

第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
用
施
設
及
び
同

条
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事
用
材
料

そ
の
他
の
も
の

上
空
、
ト
ン

ネ
ル
の
上
又

は
高
速
自
動

車
国
道
若
し

く
は
自
動
車

専
用
道
路

(高
架
の
も

の
に
限
る
。)

の
路
面
下
に

設
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

建
築
物

ア
ー
チ

幕

(第
七
条

第
二
号
に
掲

げ
る
工
事
用

施
設
で
あ
る

も
の
を
除

く
。)

階
数
が
四
以

上
の
も
の

階
数
が
三
の

も
の

階
数
が
二
の

、も
の

階
数
が
一
の

も
の

階
数
が
四
以

上
の
も
の

階
数
が
三
の

も
の

階
数
が
二
の

も
の

階
数
が
一
の

も
の

そ
の
他
の
も

の 車
道
を
横
断

す
る
も
の

そ
の
他
の
も

の 祭
礼
、
縁
日

等
に
際
し
、

一時
的
に
設

け
る
も
の

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年 粘瑚瘤噸』

ル
に
つ
き
一

一
基
に
つ
き

一
月 終わ櫛癪｣

ル
に
つ
き
一

轡わ烟階｣

ル
に
つ
き
一

A
に
○
･
0
四
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
0
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
0
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

一
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

一
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
0
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

一
を
乗
じ
て

得
た
額 ニ

ニ
O

八
五
O

四
･

三
0
O

八
･

五
0
O

八
五
O

八
五

A
に
○
･
〇

二
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

二
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
を
乗
じ
て

得
た
額

A
に
0
･
〇

一
四
を
乗
じ

て
得
た
額 九

九

四
ニ
五

二
･

一
五
O

四
･

ニ
五
O

四
ニ
五

四
ご

A
に
○
･
〇

三
六
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

三
二
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

二
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

三
六
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
○
･
〇

三
二
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

三
五
を
乗
じ

て
得
た
額

A
に
0
･
〇

一
八
を
乗
じ

て
得
た
額 六

ニ

ニ
一
三

一
･
0
七
五

ニ
･

一
こ
五

ニ
一
ご

ニ
-

パ
ー
キ
ン
グ
･
メ
ー
タ
ー

一
本
に
つ
き

五
六
〇

二
五
〇

一
六
〇

一
年

別
表
の
備
考
第
二
号
イ
中

｢千
葉
市
｣
の
下
に

｢、
船
橋

市
｣
を
、
｢横
浜
市
｣
の
下
に

｢、
浜
松
市
｣
を
加
え
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
↓。

(経
過
措
置
)

2

指
定
区
間
内
の
国
道
又
は
日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る

高
速
自
動
車
国
道
若
し
く
は
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭

和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
公
団
等
の
管
理
す
る
一
般
国
道
等
に
係
る
占
用
料
で
、

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
許
可
又
は
協
議
に
係
る

占
用
の
期
間

(当
該
占
用
の
期
間
が
昭
和
六
十
三
年
度
以

降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
の
期
間
の
う

ち
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
限

る
。)
に
係
る
も
の
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

〔説
明
〕指

定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
を

改
定
す
る
と
と
も
に
、
占
用
物
件
の
所
在
地
の

区
分
の
甲
地
に
、
船
橋
市
、
浜
松
市
を
加
え
る

こ
と
と
し
た
。

⑧

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

〔鰡“+ハ針三鱗,鮨刃慢!十足
期〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
の
第
一
項
中

｢昭
和
五
十
八
年

度
｣
を

｢昭
和
六
十
三
年
度
｣
に
改
め
る
。



附
則
第
十
項
中

｢昭
和
六
十
二
年
度
｣
の
下
に
｢及
び

昭
和
六
十
三
年
度
｣
を
加
え
る
。

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

(経
過
措
置
)

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
附
則
第
十

項
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
附
則
第
六
項
、
奥
地

等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施
行
令
附
則
第
五
項
、

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
令

(昭
和
二
十
九

年
政
令
第
二
百
三
十
九
号
)
附
則
第
五
項
及
び
新
東
京
国

際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
施
行
令

(昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
十
八

号
)
附
則
第
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
予
算

に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助

(昭
和
六
十
二
年
度
以
前
の

年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
三
年
度

以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又

は
補
助
を
除
く
。)、
昭
和
六
十
三
年
度
の
国
庫
債
務
負
担

行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
四
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
る
国
の
負
担
又
は
補
助
及
び
昭
和
六
十

三
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
で
昭
和

六
十
四
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
適
用
し
、
昭
和
六
十
二
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務

負
担
行
為
に
基
づ
き
昭
和
六
十
三
年
度
以
降
の
年
度
に
支

出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は
補
助
及
び
昭
和

六
十
二
年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担

又
は
補
助
で
昭
和
六
十
三
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕

H

昭
和
六
三
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る

道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
の
改
築

に
要
す
る
費
用
に
関
す
る
国
の
補
助
金
の
率

は
、
一
定
の
小
規
模
な
改
築
等
を
除
き
、
四

り&

分
の
三
以
内
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
)
の
合
計
額
と
す
る
。

□

昭
和
六
三
年
度
に
お
い
て
、
道
道
及
び
道

第
三
十
七
条
第
一
項
中

｢四
十
円
｣
を

の
区
域
内
の
市
町
村
道
の
改
築
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
、
一
定
の
小
規
模
な
改
築
等
を

除
き
、
国
の
補
助
金
の
率
の
引
下
げ
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

㈱

建
築
士
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
三
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
二
第
三
項
中

｢前
二
項
｣
を

｢前
三
項
｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

｢前
項
の
｣
を

｢前
二
項
の
｣
に
、

｢同
項
｣
を

｢前
二

項
｣
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

｢前
項
｣
を

｢前
二
項
｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
区
間
内
の
国
道

に
係
る
道
路
の
占
用
の
う
ち
占
用
の
期
間
が
一
月
未
満

の
も
の
に
つ
い
て
の
占
用
料
の
額
は
、
別
表
占
用
料
の

欄
に
定
め
る
金
額
に
、
当
該
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る

期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除

し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
一
･
0
三
を
乗
じ
て

得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て

は
、
百
円
)
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間
が

翌
年
度
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
表
占
用
料
の

欄
に
定
め
る
金
額
に
、
各
年
度
に
お
け
る
占
用
の
期
間

に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め

る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
一
･
0

三
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場

第
三
十
七
条
第
一
項
中

｢四
十
円
｣
を

｢郵
便
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
五
号
)
第
二
十
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
通
常
葉
書
の
料
金
の
額
に
相
当
す

る
額
｣
に
改
め
る
。

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕指

定
区
間
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
等
を

改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

㈱

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
項
及
び
第
十
項
中

｢及
び
昭
和
六
十
三
年

度
｣
を

｢か
ら
平
成
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
｣
に
改
め
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
措
置
)

2

改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
、
都
市
公
園
法
施
行
令
、
道

路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
、
下
水
道
法
施
行
令
、
奥
地

等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施
行
令
、
河
川
法
施

行
令

(附
則
第
三
条
の
二
及
び
第
十
五
条
第
一項
の
規
定

を
除
く
。)
及
び
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る

緊
急
措
置
法
施
行
令
の
規
定
は
、
平
成
元
年
度
及
び
平
成

二
年
度

(平
成
元
年
度
の
特
例
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
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平
成
元
年
度
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の
予
算

｢左
の
各
号
に
｣
を

｢次
に
｣
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助

(昭
和
六
十
三
年
度
以
前
の

｢第
三

(法
第
九

一

に
お
い

こ

年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
平
成
元
年
度
以
降

の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は
補

助
を
除
く
。)、
平
成
元
年
度
及
び
平
成
二
年
度
の
国
庫
債

務
負
担
行
為
に
基
づ
き
平
成
三
年
度

(平
成
元
年
度
の
特

例
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
年
度
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。)
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
る
国
の
負
担
又
は
補
助
並
び
に
平
成
元
年
度
及
び

平
成
二
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
で

平
成
三
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
適
用
し
、
昭
和
六
十
三
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務

負
担
行
為
に
基
づ
き
平
成
元
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は
補
助
及
び
昭
和
六
十

三
年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は

補
助
で
平
成
元
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕平

成
元
年
度
及
び
平
成
二
年
度
に
お
け
る
道

の
区
域
内
の
道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用
に
つ

い
て
の
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
を

定
め
る
こ
と
と
し
た
。

㈱

道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

〔鮮成羽劉･勢胡に対學口〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中

｢代
っ
て
｣
を

｢代
わ
っ
て
｣
に
、

｢第
三
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
｣
の
下
に

｢こ
れ
ら
の
規
定
を
｣
を
加
え
、

｢附
す
る
｣
を

｢付
す

る
｣
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
三
中

｢第
四
十
八
条
｣

を

｢第
四
十
七
条
の
四
｣
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中

｢第
四
十
七
条
の
三
｣
を

｢第
四
十
七
条
の
三
第
一
項
｣

に
改
め
、
｢す
る
こ
と
を
｣
の
下
に

｢命
じ
、
及
び
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と

を
｣
を
加
え
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三
の
二

法
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
協
議
し
、
協
定
を
締
結
し
、
及
び
道
路
一
体
建
物

を
管
理
す
る
こ
と
o

第
四
条
第
一
項
第
十
八
号
中

｢聴
聞
を
行
な
い
｣
を

｢聴
聞
を
行
い
｣
に
改
め
、
｢若
し
く
は
第
二
項

(法
第

九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
｣
の
下
に

｢こ
れ
ら
の
規
定

を
｣
を
加
え
、
｢み
ず
か
ら
行
な
い
｣
を

｢自
ら
行
い
｣

に
、
｢行
な
わ
せ
る
｣
を

｢行
わ
せ
る
｣
に
改
め
、
｢第
三

号

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
｣
の
下
に

｢こ
れ

ら
の
規
定
を
｣
を
加
え
る
。

第
五
条
中

｢代
っ
て
｣
を

｢代
わ
っ
て
｣
に
、
｢左
の

各
号
に
｣
を

｢次
に
｣
に
改
め
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第

六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

法
第
四
十
七
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
定

を
締
結
し
た
旨
を
公
示
し
、
協
定
又
は
そ
の
写
し
を

一
般
の
閲
覧
に
供
し
、
及
び
閲
覧
に
供
し
て
い
る
旨

を
掲
示
す
る
こ
と
o

五

法
第
四
十
七
条
の
九

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り

道
路
保
全
立
体
区
域
を
指
定
し
、
及
び
こ
れ
を
公
示

す
る
こ
と
。

第
六
条
の
見
出
し
を

｢(道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
の
意
見
の
聴
取
等
)｣
に
改
め
、
同

条
中

｢代
っ
て
左
の
各
号
に
｣
を

｢代
わ
っ
て
次
に
｣
に

改
め
、
同
条
第
二
号
中

｢お
い
て
｣
の
下
に
｢こ
れ
ら
の

規
定
を
｣
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中

｢お
い
て
｣
の
下
に

｢こ
れ
ら
の
規
定
を
｣
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と

し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

法
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
o

第
六
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て

次
の
一
項
を
加
え
る
o

建
設
大
臣
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
法
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
七
条
の
見
出
し
中

｢虞
｣
を

｢お
そ
れ
｣
に
改
め
、
同

条
中

｢左
の
各
号
に
｣
を

｢次
に
｣
に
改
め
、
同
条
第
七
号

中

｢内
の
自
動
車
専
用
道
路
｣
を

｢及
び
高
度
利
用
地
区
内

の
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
｣
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
中

｢次
の
各
号
に
｣
を

｢次
に
｣
に
改
め
、

同
条
第
七
号
中

｢第
三
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
｣
の
下
に

｢こ
れ
ら
の
規
定
を
｣
を
加
え
、

｢附
す
る
｣

を

｢付
す
る
｣
に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

十
四

法
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
七
条
の
三
第
一
項
、

第
四
十
八
条
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
四
十
八
条
の
六
又
は

第
四
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
す
る

こ
と
を
命
じ
、
及
び
法
第
四
十
四
条
第
四
項

(法
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、

第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
。

第
三
十
九
条
第
十
五
号
中

｢第
四
十
八
条
、
｣
を

｢第
四

十
七
条
の
四
、
｣
に
改
め
、
同
条
中
第
十
六
号
の
三
を
第
十

六
号
の
四
と
し
、
第
十
六
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
o十

六
の
三

法
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

協
議
し
、
協
定
を
締
結
し
、
及
び
道
路
一
体
建
物
を
管

理
し
、
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
又
は

そ
の
写
し
を
一
般
の
閲
覧
に
供
し
、
及
び
閲
覧
に
供
し

て
い
る
旨
を
掲
示
す
る
こ
と
。



第
三
十
九
条
第
二
十
二
号
中

｢聴
聞
を
行
な
い
｣
を

｢聴

聞
を
行
い
｣
に
改
め
、
｢第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
｣
の
下
に

｢
こ
れ
ら
の
規
定
を
｣
を
加
え
、
｢
み

ず
か
ら
行
な
い
｣
を

｢自
ら
行
い
｣
に
、
｢行
な
わ
せ
、
｣

を

｢行
わ
せ
、
｣
に
、
｢行
な
わ
せ
る
｣
を

｢行
わ
せ
る
｣

に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
号
中

｢第
二
項

(法
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
｣
の
下
に

｢
こ
れ
ら
の
規
定
を
｣
を
加
え
、

｢基
く
｣
を

｢基
づ
く
｣
に
改
め
る
。

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
の
日

(平
成
元
年
十
一
月
二
十
二
日
)
か
ら
施
行
す

る
↓。〔説

明
〕

1

建
設
大
臣
等
は
、
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ

て
道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協
定
の
締
結
、

道
路
一
体
建
物
の
管
理
等
の
権
限
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

2

建
設
大
臣
は
、
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て

道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
道
路
管
理
者
の
意

見
の
聴
取
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

3

道
路
の
占
用
物
件
と
し
て
、
都
市
計
画
法

第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
高
度
利
用
地
区
内

の
自
動
車
専
用
道
路
等
の
上
空
に
設
け
る
事

務
所
、
店
舗
、
倉
庫
、
住
宅
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
施
設
及
び
自
動
車
駐
車
場
等
を
追

加
す
る
こ
と
と
し
た
。

4

道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協
定
の
締
結
、

道
路
一
体
建
物
の
管
理
等
の
建
設
大
臣
の
権

限
を
地
方
建
設
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
と
し

た
。

5

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

㈱

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　
　
　
　
　

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
五
中

｢次
の
各
号
に
｣
を

｢次
に
｣
に
改
め
、

同
条
第
一
号
中

｢本
条
｣
を

｢こ
の
条
｣
に
改
め
、
同
条
第

三
号
中

｢本
条
｣
を

｢こ
の
条
｣
に
、

｢以
下
次
条
｣
を

｢次
条
｣
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中

｢イ
ペ
リ
ッ
ト
｣
を

｢ホ
ス
ゲ
ン
｣
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中

｢次
条
第
一
項
第

五
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
｣
を

｢消
防
法

(昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
八
十
六
号
)
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
危
険
物
｣

に
、

｢
ジ
エ
チ
ル
亜
鉛
｣
を

｢
ジ
シ
ラ
ン
｣
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
六
第
一
項
中

｢次
の
各
号
に
｣
を

｢次
に
｣

に
、
｢以
下
次
条
｣
を

｢次
条
｣
に
、
｢み
た
し
て
｣
を

｢満

た
し
て
｣
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

｢
金
母
物
及
び
劇
物
取

締
法
別
表
第
二
第
一
号
、
第
三
号
、
第
十
二
号
、
第
十
五
号
、

第
十
八
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
六
号
か

ら
第
二
十
八
号
ま
で
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
四
号
、
第
四

十
二
号
及
び
第
五
十
一
号
並
び
に
毒
物
及
び
劇
物
指
定
令

(昭
和
三
十
一
年
政
令
第
百
七
十
九
号
)
第
二
条
第
一
項
第

二
十
四
号
及
び
第
二
十
八
号
に
掲
げ
る
劇
物
を
除
く
。)｣
を

削
り
、
同
項
第
四
号
中

｢前
号
に
掲
げ
る
も
の
｣
を

｢毒
物

及
び
劇
物
｣
に
、
｢ク
ロ
ル
ア
セ
ト
フ
エ
ノ
ン
｣
を

｢ク
ロ

ル
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
｣
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

五

消
防
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
危
険
物

(同
法

別
表
に
掲
げ
る
第
四
類
の
危
険
物
に
あ
っ
て
は
、
危
険

物
の
規
制
に
関
す
る
政
令

(昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三

百
六
号
)
第
一
条
の
六
に
規
定
す
る
引
火
点
を
測
定
す

る
試
験
に
お
い
て
、

一
気
圧
に
お
い
て
、
引
火
点
が
七

十
度
未
満
の
温
度
で
測
定
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。)

第
十
九
条
の
六
第
一
項
第
六
号
を
削
り
、
同
項
第
七
号
中

｢第
三
号
及
び
攪
五
勝
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
物
品
で
、
塩

化
ア
セ
チ
ル
、
弗
化
碓
素
酸
｣
を

｢四
塩
化
け
い
素
、
オ
キ

シ
塩
化
り
ん
｣
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

マ
ッ
チ

第
十
九
条
の
六
第
一
項
第
八
号
を
削
り
、
同
項
第
九
号
を

同
項
第
八
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕通

行
禁
止
対
象
物
品
及
び
通
行
制
限
対
象
物

品
の
範
囲
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

⑧

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法
施
行
令
及
び
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

〔時“三省三期に汁帆翔〕

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
中

｢昭
和
六
十
一
年

度
｣
を

｢平
成
三
年
度
｣
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕
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平
成
三
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
い
て
、
道

補
助
を
除
く
℃
)
平
成
三
年
度
か
ら
平
成
五
年
度
ま
で
の

道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
に
つ
い
て
実

各
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
平
成
六
年
度

施
さ
れ
る
一
定
の
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

(平
成
三
年
度
及
び
平
成
四
年
度
の
特
例
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
平
成
五
年
度
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
の
特
例
を
設
け

じ
。)
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
国
の

る
こ
と
と
し
た
。

負
担
又
は
補
助
及
び
平
成
三
年
度
か
ら
平
成
五
年
度
ま
で

の
各
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
で
平

成
六
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

⑲

道
路
法
施
行
令
等
の
…
部
を
改
正
す
る
政
令

適
用
し
、
平
成
二
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行

〔抄
〕

為
に
基
づ
き
平
成
三
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も

の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は
補
助
及
び
平
成
二
年
度
以
前

　　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
項
中

｢昭
和
六
十
一
年
度
｣
の
下
に
｢及
び

平
成
三
年
度
か
ら
平
成
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
｣
を
加
え

　
　　附

則
第
八
項
中

｢昭
和
六
十
一
年
度
｣
の
下
に

｢、
平

成
三
年
度
及
び
平
成
四
年
度
｣
を
加
え
る
。

附

則
〔抄
〕

(施
行
期
日
)

1

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
措
置
)

2

改
正
後
の
道
路
法
施
行
令
、
都
市
公
園
法
施
行
令
、
海

岸
法
施
行
令
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
、
下
水
道

法
施
行
令
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施

行
令
、
河
川
法
施
行
令
及
び
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

に
関
す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令
の
規
定
は
、
平
成
三
年
度

か
ら
平
成
五
年
度
ま
で
の
各
年
度

(平
成
三
年
度
及
び
平

成
四
年
度
の
特
例
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
平
成
三
年

度
及
び
平
成
四
年
度
。
以
下
こ
の
頃
に
お
い
て
同
じ
。)

の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助

(平
成
二
年
度
以
前

の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
平
成
三
年
度
以

降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は

〔説
明
〕道

の
区
域
内
の
道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用

に
つ
い
て
の
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特

例
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

の

新
幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施
設
の
譲
渡
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関

す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　　　　　　　　　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
六
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
二
第
三
項
第
二
号
中

｢、
本
州
四
国
連
絡

橋
公
団
｣
を

｢及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
｣
に
改
め
、

｢及
び
新
幹
線
鉄
道
保
有
機
構
が
建
設
し
、
保
有
し
、
又

は
大
規
模
な
災
害
復
旧
工
事
を
行
う
鉄
道
施
設
｣
を
削
る
。

附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
0〔説

明
〕新

幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施
設
の
譲
渡
等
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
新
幹
線
鉄
道
保

有
機
構
法
施
行
令
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
規

定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
し
た
。

道々テセ 932 5 9

の

道
路
法
施
行
令
及
び
駐
車
場
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

〔抄
〕

　　　　
　
　　　
　

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢第
二
章
の
二

危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の

水
底
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限

(第
十
九
条
の

五
l
第
十
九
条
の
八
)
｣
を
｢鱗三
豊
の
二
麗
撒
播

物
件
の
保
管
の
手
続
等

(第
十
九
条
の
五
i
第
十
九
条
の

積
載
す
る
車
両
の
水
底
ト
ン
ネ
ル
通
行
の
禁
止

十
=

又
は
制
限

(第
十
九
条
の
十
二
-
第
十
九
条
の
十
五
)｣

に
、
｢第
四
章

道
の
区
域
内
の
道
路
の
特
例

(第
三
十

一条
-
第
三
十
四
条
の
二
の
三
↓
｣
を
｢鱗

庄
聾
の
辻
の

長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
の
保
管
の
手
続
等

(第
三
十
条

区
域
内
の
道
路
の
特
例

(第
三
十
一
条
-
第
三
十
四
条
の

の
ニ
ー
第
三
十
条
の
四

ミ
に
改
め
る
0

二
の
三
)

第
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
設
け
ら
れ
る
有
料
の
自
動
車



駐
車
場
の
名
称
等
の
告
示
)

第
三
条
の
二

建
設
大
臣
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の
国
道
に
設
け
ら
れ
る
自
動

車
駐
車
場
に
自
動
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
か
ら
駐
車
料
金
を

徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
自
動
車
駐

車
場
の
名
称
及
び
位
置
、
駐
車
料
金
の
額
、
駐
車
す
る
こ

と
が
で
き
る
時
間
並
び
に
駐
車
料
金
の
徴
収
開
始
の
日
を

告
示
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

建
設
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
た
事
項
を

変
更
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
告
示
し
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(駐
車
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
動
車
)

第
三
条
の
三

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
政

令
で
定
め
る
自
動
車
は
、
道
路
の
改
築
、
修
繕
、
災
害
復

旧
に
関
す
る
工
事
、
道
路
の
維
持
そ
の
他
特
別
の
理
由
に

基
づ
き
当
該
自
動
車
駐
車
場
に
駐
車
す
る
こ
と
が
や
む
を

得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
自
動
車
で
、
建
設
大
臣
が
定
め
る

も
の
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
十
一
号
の
三
を
同
項
第
十
一
号
の
四
と

し
、
同
項
第
十
一
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
の
三

法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項

(法
第
九
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規

定
に
よ
り
違
法
放
置
物
件
を
自
ら
除
去
し
、
又
は
そ
の

命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
法
第

四
十
四
条
の
二
第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
違
法

放
置
物
件
を
保
管
し
、
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
法
第
四
十
四
条
の

二
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
物
件
を

売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
法
第
四
十
四

条
の
二
第
五
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
物

件
を
廃
棄
す
る
こ
と
o

第
四
条
第
一
項
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四
の
二

法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

車
両
を
移
動
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
そ
の

委
任
を
受
け
た
者
に
車
両
を
移
動
さ
せ
、
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
き
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
車
両
を
保
管
し
、
及
び
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
同

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
知
し
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
、
及
び
公
示
し
、
並
び
に
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
車
両
を
移
動
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
一
項
第
十
八
号
中

｢同
条
第
一
項
｣
を

｢法
第

七
十
一
条
第
一
項
｣
に
、
｢同
条
第
四
項
前
段
｣
を

｢法
第

七
十
一
条
第
四
項
前
段
｣
に
、
｢同
条
第
二
項
第
二
号
｣
を

｢法
第
七
十
一
条
第
二
項
第
二
号
｣
に
、
｢同
条
第
二
項

〇

を

｢法
第
七
十
一
条
第
二
項

凸
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
八
中

｢第
十
九
条
の
五
｣
を

｢第
十
九
条
の

十
二
｣
に
、
｢第
十
九
条
の
六
｣
を

｢第
十
九
条
の
十
三
｣

に
改
め
、
第
二
章
の
二
中
同
条
を
第
十
九
条
の
十
五
と
し
、

第
十
九
条
の
七
を
第
十
九
条
の
十
四
と
し
、
第
十
九
条
の
六

を
第
十
九
条
の
十
三
と
す
る
。

第
十
九
条
の
五
第
三
号
中

｢同
条
第
二
項
｣
を

｢同
法
第

二
条
第
二
項
｣
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
の
十
二
と
す
る
。

第
二
章
の
二
を
第
二
章
の
三
と
し
、
第
二
章
の
次
に
次
の

一
章
を
加
え
る
o

第
二
章
の
二

違
法
放
置
物
件
の
保
管
の
手
続
等

(違
法
放
置
物
件
を
保
管
し
た
場
合
の
公
示
事
項
)

第
十
九
条
の
五

法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
政
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

保
管
し
た
違
法
放
置
物
件
の
名
称
又
は
種
類
、
形
状

及
び
数
量

二

保
管
し
た
違
法
放
置
物
件
の
放
置
さ
れ
て
い
た
場
所

及
び
そ
の
違
法
放
置
物
件
を
除
去
し
た
日
時

三

そ
の
違
法
放
置
物
件
の
保
管
を
始
め
た
日
時
及
び
保

管
の
場
所

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
管
し
た
違
法
放

置
物
件
を
返
還
す
る
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

(違
法
放
置
物
件
を
保
管
し
た
場
合
の
公
示
の
方
法
)

第
十
九
条
の
六

法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
保
管
を
始
め
た
日
か

ら
起
算
し
て
十
四
日
間
、
当
該
道
路
管
理
者
の
事
務
所

に
掲
示
す
る
こ
と
o

二

前
号
の
公
示
に
係
る
違
法
放
置
物
件
の
う
ち
特
に
貴

重
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
公
示
の

期
間
が
満
了
し
て
も
、
な
お
そ
の
違
法
放
置
物
件
の
占

有
者
等
の
氏
名
及
び
住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
そ
の
公
示
の
要
旨
を
官
報
に
掲
載
す
る
こ
と
。

2

道
路
管
理
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
公
示

を
行
う
と
と
も
に
、
建
設
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
保

管
違
法
放
置
物
件
一
覧
簿
を
当
該
道
路
管
理
者
の
事
務
所

に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由

に
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(違
法
放
置
物
件
の
価
額
の
評
価
の
方
法
)

第
十
九
条
の
七

法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
違
法
放
置
物
件
の
価
額
の
評
価
は
、
取
引
の
実
例
価
格
、

当
該
違
法
放
置
物
件
の
使
用
年
数
、
損
耗
の
程
度
そ
の
他

当
該
違
法
放
置
物
件
の
価
額
の
評
価
に
関
す
る
事
情
を
勘

案
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
道
路

管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
違
法
放
置

物
件
の
価
額
の
評
価
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の

意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

(保
管
し
た
違
法
放
置
物
件
を
売
却
す
る
場
合
の
手
続
)

第
十
九
条
の
八

法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
保
管
し
た
違
法
放
置
物
件
の
売
却
は
、
競
争
入
札
に
付

し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
随
意
契
約
に

よ
り
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

速
や
か
に
売
却
し
な
け
れ
ば
価
値
が
著
し
く
減
少
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
違
法
放
置
物
件

二

競
争
入
札
に
付
し
て
も
入
札
者
が
な
い
違
法
放
置
物

件
三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
競
争
入
札
に
付
す

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
違
法
放
置
物
件

第
十
九
条
の
九

道
路
管
理
者
は
、
前
条
本
文
の
規
定
に
よ

る
競
争
入
札
の
う
ち
一
般
競
争
入
札
に
付
そ
う
と
す
る
と

き
は
、
そ
の
入
札
期
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
少
な
く
と
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も
五
日
前
ま
で
に
、
そ
の
違
法
放
置
物
件
の
名
称
又
は
種

類
、
形
状
、
数
量
そ
の
他
建
設
省
令
で
定
め
る
事
項
を
当

該
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
掲
示
し
、
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
適
当
な
方
法
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

道
路
管
理
者
は
、
前
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
競
争
入
札

の
う
ち
指
名
競
争
入
札
に
付
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
な
る

べ
く
三
人
以
上
の
入
札
者
を
指
定
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の

者
に
違
法
放
置
物
件
の
名
称
又
は
種
類
、
形
状
、
数
量
そ

の
他
建
設
省
令
で
定
め
る
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

道
路
管
理
者
は
、
前
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
随
意

契
約
に
よ
る
う
と
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
二
人
以
上
の

者
か
ら
見
積
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(違
法
放
置
物
件
を
返
還
す
る
場
合
の
手
続
)

第
十
九
条
の
十

道
路
管
理
者
は
、
保
管
し
た
違
法
放
置
物

件
を
当
該
違
法
放
置
物
件
の
占
有
者
等
に
返
還
す
る
と
き

は
、
返
還
を
受
け
る
者
に
そ
の
氏
名
及
び
住
所
を
証
す
る

に
足
り
る
書
類
を
提
示
さ
せ
る
等
の
方
法
に
よ
っ
て
そ
の

者
が
そ
の
違
法
放
置
物
件
の
返
還
を
受
け
る
べ
き
違
法
放

置
物
件
の
占
有
者
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
せ
、
か
つ
、

建
設
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
受
領
書
と
引
換
え
に
返

還
す
る
も
の
と
す
る
。

(道
路
予
定
区
域
に
つ
い
て
の
準
用
)

第
十
九
条
の
十
一

第
十
九
条
の
五
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定

は
、
道
路
予
定
区
域
に
係
る
違
法
放
置
物
件
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
三
章
の
二

長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
の
保
管
の

手
続
等

(長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
を
保
管
し
た
場
合
の
公
示
事

項
)

第
三
十
条
の
二

法
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
の
政
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
保
管
し
た
車
両
の
車
名
、
型
式
、
塗
色
及
び
番
号
標

に
表
示
さ
れ
て
い
る
番
号

二

保
管
し
た
車
両
が
放
置
さ
れ
て
い
た
場
所
及
び
そ
の

車
両
を
移
動
し
た
日
時

三

そ
の
車
両
の
保
管
を
始
め
た
日
時
及
び
保
管
の
場
所

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
管
し
た
車
両
を

返
還
す
る
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

(長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
を
保
管
し
た
場
合
の
公
示

の
方
法
)

第
三
十
条
の
三

法
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
法
第
六
十
七
条
の
二

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
を
継
続
し
て
い
る
間
、
当

該
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
公
示
を
始
め
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
を

経
過
し
て
法
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

保
管
を
継
続
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
な
お
そ
の
車

両
の
所
有
者
等
の
氏
名
及
び
住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
そ
の
公
示
の
要
旨
を
官
報
に
掲
載
す
る

こ
、と
0

2

道
路
管
理
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
公
示

を
行
う
と
と
も
に
、
建
設
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
保

管
車
両
一
覧
簿
を
当
該
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
備
え
付

け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
を
返
還
す
る
場
合
の
手
続
)

第
三
十
条
の
四

道
路
管
理
者
は
、
保
管
し
た
車
両
を
所
有

者
等
に
返
還
す
る
と
き
は
、
返
還
を
受
け
る
者
に
そ
の
氏

名
及
び
住
所
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
を
提
示
さ
せ
る
等

の
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
者
が
そ
の
車
両
の
返
還
を
受
け
る

べ
き
所
有
者
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
せ
、
か
つ
、
建
設

省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
受
領
書
と
引
換
え
に
返
還
す

る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中

｢開
発
道
路
に
係
る
｣
の
下
に

｢法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
駐
車
料
金
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金
、
｣
を
加
え
、

｢第

五
十
八
条
｣
を

｢第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
、
第
五
十
八

条
｣
に
、
｢行
な
う
｣
を

｢行
う
｣
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
駐

車
料
金
を
徴
収
し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
割
増

金
を
徴
収
し
、
及
び
法
第
二
十
四
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
標
識
を
設
け
る
こ
と
。

第
三
十
九
条
第
十
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
四
の
二

法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項

(法
第
九
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規

定
に
よ
り
違
法
放
置
物
件
を
自
ら
除
去
し
、
又
は
そ
の

命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
法
第

四
十
四
条
の
二
第
二
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
違
法

放
置
物
件
を
保
管
し
、
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
法
第
四
十
四
条
の

二
第
四
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
物
件
を

売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
法
第
四
十
四

条
の
二
第
五
項

(法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
物
件

を
廃
棄
す
る
こ
と
o

十
四
の
三

法
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
、
第
五
十
八
条

か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
又
は
第
六
十
二
条
後
段
の
規
定

に
基
づ
き
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

第
三
十
九
条
第
十
七
号
を
削
り
、
同
条
第
十
八
号
を
同
条

第
十
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八

法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
車
両

を
移
動
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
そ
の
委
任

を
受
け
た
者
に
車
両
を
移
動
さ
せ
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
意
見
を
聴
き
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

車
両
を
保
管
し
、
及
び
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
告
知
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

及
び
公
示
し
、
並
び
に
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
車

両
を
移
動
す
る
こ
と
o

第
三
十
九
条
第
二
十
二
号
中

｢同
条
第
一
項
｣
を

｢法
第

七
十
一
条
第
一
項
｣
に
、
｢同
条
第
四
項
前
段
｣
を

｢法
第

七
十
一
条
第
四
項
前
段
｣
に
、
｢同
条
第
五
項
｣
及
び

｢同

項
｣
を

｢法
第
七
十
一
条
第
五
項
｣
に
、
｢同
条
第
六
項
｣

を

｢法
第
七
十
一
条
第
六
項
｣
に
改
め
る
。
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附

則

〔抄
〕

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
道
路
法
及
び
駐
車
場
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

(平
成
三
年
十
一
月
一
日
)

か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕

1

指
定
区
間
内
の
国
道
に
設
け
ら
れ
る
有
料

の
自
動
車
駐
車
場
の
名
称
等
の
告
示
等

H

建
設
大
臣
が
指
定
区
間
内
の
国
道
に
設

け
ら
れ
る
自
動
車
駐
車
場
に
自
動
車
を
駐

車
さ
せ
る
者
か
ら
駐
車
料
金
を
徴
収
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
当
該
自
動
車
駐

車
場
の
名
称
等
を
告
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

口

道
路
管
理
者
が
駐
車
料
金
を
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
自
動
車
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。

2

建
設
大
臣
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の

代
行建

設
大
臣
は
、
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て

違
法
放
置
物
件
の
除
去
、
保
管
、
売
却
及
び

廃
棄
等
並
び
に
長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
の

移
動
及
び
保
管
等
に
係
る
権
限
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

3

違
法
放
置
物
件
の
保
管
の
手
続
等

H

道
路
管
理
者
が
違
法
放
置
物
件
を
保
管

し
た
場
合
に
お
い
て
公
示
す
べ
き
事
項
を

定
め
る
こ
と
と
し
た
。

□

道
路
管
理
者
が
違
法
放
置
物
件
を
保
管

し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法
を
定
め

る
こ
と
と
し
た
。

◎

道
路
管
理
者
が
違
法
放
置
物
件
を
保
管

し
た
場
合
に
お
け
る
違
法
放
置
物
件
の
価

額
の
評
価
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

鬮

道
路
管
理
者
が
違
法
放
置
物
件
を
保
管

し
た
場
合
に
お
け
る
違
法
放
置
物
件
の
売

却
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

圏

道
路
管
理
者
が
違
法
放
置
物
件
を
保
管

し
た
場
合
に
お
け
る
違
法
放
置
物
件
の
返

還
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

4

長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
の
保
管
の
手
続

等H

道
路
管
理
者
が
長
時
間
放
置
さ
れ
た
車

両
を
保
管
し
た
場
合
に
お
い
て
公
示
す
べ

き
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

□

道
路
管
理
者
が
長
時
間
放
置
さ
れ
た
車

両
を
保
管
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方

法
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

圏

道
路
管
理
者
が
長
時
間
放
置
さ
れ
た
車

両
を
保
管
し
た
場
合
に
お
け
る
車
両
の
返

還
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

5

建
設
大
臣
の
権
限
の
委
任

自
動
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
及
び
割
増
金

の
徴
収
、
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
に
関
し
必

要
な
事
項
を
表
示
す
る
た
め
の
標
識
の
設
置
、

違
法
放
置
物
件
の
除
去
、
保
管
、
売
却
及
び

廃
棄
等
並
び
に
長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
の

移
動
及
び
保
管
等
に
係
る
建
設
大
臣
の
権
限

を
地
方
建
設
局
長
等
に
委
任
す
る
こ
と
と
し

た
。

6

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
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当
稠
◎
週
蟠
盪
施
行
期
馳

道
路
法
施
行
規
則

　　
　
　
　
　
　

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)
第
九
條
、

第
十
八
條
、
第
二
十
六
條
第
一
項
、
第
六
十
六
條
第
七
項
、

第
七
十
一
條
第
六
項
及
び
第
七
十
四
條
の
規
定
に
基
き
、
道

路
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

(路
線
の
認
定
等
の
公
示
)

第
一
條

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
。
以

下

｢法
｣
と
い
う
。
)
第
九
條
の
規
定
に
よ
る
路
線
の
認

定
又
は
第
十
條
の
規
定
に
よ
り
第
九
條
の
規
定
に
準
じ
て

行
う
路
線
の
廃
止
若
し
く
は
変
更
の
公
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ

別
記
様
式
第
一
、
第
二
又
は
第
三
に
よ
り
、
行
う
も
の
と

す
る
。

2

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
前
項
の
公
示
を
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
道
に
つ
い
て
は
縮
尺
五

万
分
の
一
、
市
町
村
道
に
つ
い
て
は
縮
尺
一
万
分
の
一
程

度
の
図
面
に
当
該
路
線
を
明
示
し
、
都
道
府
県
又
は
市
町

村
の
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
従
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
但
し
、
市
街
地
そ
の
他
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
別
に
拡
大
図
を
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(道
路
の
区
域
の
決
定
等
の
公
示
)

第
二
條

法
第
十
八
條
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
区
域

の
決
定
又
は
変
更
の
公
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
記
様
式
第
四

又
は
第
五
に
よ
り
、
行
う
も
の
と
す
る
。

2

道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
公
示
を
す
る
場
合
に
い
て
は
、

縮
尺
千
分
の
一
程
度
の
図
面
に
当
該
区
域
を
明
示
し
、
都

道
府
県
又
は
市
町
村
の
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(道
路
の
供
用
の
開
始
等
の
公
示
)

第
三
條

法
第
十
八
條
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
供
用

の
開
始
又
は
廃
止
の
公
示
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
行
う
も
の
と
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
は
、
都
道

府
県
道
に
つ
い
て
は
縮
尺
五
万
分
の
一
、
市
町
村
道
に
つ

い
て
は
縮
尺
一
万
分
の
一
程
度
の
も
の
を
用
い
る
も
の
と

す
る
。

一

路
線
名

二

供
用
開
始
又
は
廃
止
の
区
間

三

供
用
開
始
又
は
廃
止
の
期
日

(検
査
)

第
四
條

法
第
二
十
六
條
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、

当
該
橋
又
は
渡
船
施
設
の
構
造
及
び
施
工
方
法
に
つ
い
て

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

道
路
管
理
者
は
、
工
事
が
完
了
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

遅
滞
な
く
法
第
二
十
六
條
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
検

査
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(証
票
の
様
式
)

第
五
條

法
第
六
十
六
條
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
証
票
の
様

式
は
、
別
記
様
式
第
六
と
す
る
。

2

法
第
七
十
一
條
第
六
項

(法
第
九
十
一
條
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
る
証
票
の

様
式
は
、
別
記
様
式
第
七
と
す
る
。

(都
道
府
県
道
の
路
線
の
認
定
等
の
認
可
)

第
六
條

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
七
十
四
條
第
一
号
の
規

定
に
よ
り
、
都
道
府
県
道
の
路
線
の
認
定
、
変
更
又
は
廃

止
に
つ
い
て
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
別
記
様
式
第
八
、
第
九
又
は

第
十
の
申
請
書
を
建
設
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

前
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
申
請
が
路
線
の
認
定
又
は

変
更
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
左
の
各
号



に
掲
げ
る
書
類
を
、
当
該
申
請
が
路
線
の
廃
止
に
係
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
第
一
号
、
第
六
号
及
び
第
七

号
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

路
線
延
長
調
書

二

申
請
路
線
の
現
況

三

沿
道
状
況
調
書

四

申
請
路
線
の
改
修
計
画
に
関
す
る
計
画
調
書

五

道
路
費
及
び
財
源
調
書

六

平
面
図

七

路
線
の
認
定

(変
更
、
廃
止
)
に
関
す
る
議
会
の
議

決
書
の
写

3

第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
申
請
が
法
第
七
條
第
三

項
に
規
定
す
る
路
線
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
当
該
指
定
市
の
長
の
意
見
を
記
載
し
た
書
面
を
、
同
條

第
四
項
に
規
定
す
る
路
線
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
関
係
都
道
府
県
知
事
の
協
議
が
成
立
し
た
事
を
証

す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
の
認
可
)

第
七
條

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
七
十
四
條
第
二
号
の
規

定
に
よ
り
一
級
国
道
又
は
二
級
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に

つ
い
て
建
設
大
臣
の
認
可
を
請
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
工
事
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
会
計
年
度
の

開
始
前
に
別
記
様
式
第
十
一
の
申
請
書
を
建
設
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
工
事
が
緊
急
を
要
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
工
事
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
会
計

年
度
の
開
始
後
に
お
い
て
も
、
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

2

前
項
の
申
請
書
に
は
、
左
に
掲
げ
る
書
類
を
添
附
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
工
事
計
画
書

ニ

エ
事
費
及
び
財
源
調
書

三

平
面
図
、
縦
断
図
、
横
断
定
規
図
そ
の
他
必
要
な
図

面
(認
可
を
要
し
な
い
軽
易
な
事
項
)

第
八
條

法
第
七
十
四
條
但
書
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
の

認
可
を
要
し
な
い
軽
易
な
事
項
は
、
左
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

主
要
港
又
は
主
要
停
車
場
の
位
置
の
変
更
に
伴
う
路

線
の
変
更
又
は
廃
止

二

土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
路
線
の
変
更
又
は
廃

止
三

鉄
道
又
は
軌
道
の
敷
設
の
た
め
に
必
要
な
路
線
の
変

更
四

河
川
の
流
路
の
移
動
に
伴
い
必
要
な
路
線
の
変
更

五

市
街
地
内
に
お
い
て
都
道
府
県
道
と
並
行
す
る
市
町

村
道
の
う
ち
構
造
の
良
好
な
も
の
を
都
道
府
県
道
に
す

る
た
め
に
必
要
な
路
線
の
変
更

六

土
地
区
劃
整
理
の
施
行
に
伴
う
路
線
の
変
更
は
廃
止

七

水
害
、
潮
害
、
雪
害
、
砂
害
等
の
災
害
を
避
け
る
た

め
に
必
要
な
局
部
的
路
線
の
変
更

八

こ
う
配
又
は
屈
曲
の
局
部
的
改
良
の
た
め
に
必
要
な

路
線
の
変
更

九

道
路
の
附
属
物
の
新
設
又
は
改
築
の
み
に
関
す
る
工

事

2

都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
道
路
管
理

者
は
、
前
項
各
号
の
一
に
掲
げ
る
事
項
を
行
っ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
建
設
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

附

則

〔抄
〕

1

こ
の
省
令
は
、
法
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、

第
一
條
、
第
六
條
及
び
第
八
條
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

様
式
第
一
-
第
十
一
(略
)

特集/道路法施行令 ･施行規則メ亞バ◎ス◎〆◎芥◎入◎バ◎̂霊入◎〆霊̂◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂霊ハ鬱バ◎̂◎̂◎芥◎̂霊ハ◎芥◎̂霊ハ◎̂g
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『特
集
/
道
路
法
施
行
令
･
施
行
規
則

6

道
路
法
施
行
規
則
改
正
経
緯

の

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　　　
　　
　　　
　　

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中

｢都
道
府
県
道
｣
を

｢
一
級
国
道
、
二
級
国
道

及
び
都
道
府
県
道
｣
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中

｢別
記
様
式
第
八
、
第
九
又
は
第
十
｣

を

｢別
記
様
式
第
九
、
第
十
又
は
第
十
一
｣
に
、
同
条
第
二

項
第
二
号
中

｢申
請
路
線
の
現
況
｣
を

｢申
請
路
線
現
況
調

書
｣
に
、
第
七
条
中

｢別
記
様
式
第
十
雪

｣
を

｢別
記
様

式
第
十
二
｣
に
改
め
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
以
下
一
条

ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(損
失
の
補
償
の
裁
決
申
請
書
の
様
式
)

第
六
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七

十
九
号
)
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
裁
決
申
請
書
の
様

式
は
、
別
記
様
式
第
七
と
し
、
正
本
一
部
及
び
写
一
部
を

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

様
式
中

｢様
式
第
七
｣
を

｢様
式
第
八
｣
に
改
め
、
以

下
様
式
番
号
を
一
ず
つ
繰
り
下
げ
、
様
式
第
六
の
次
に
様

式
第
七
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
七

(略
)附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
七
年

十
二
月
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

〔説
明
〕道

路
法
施
行
令
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

損
失
の
補
償
の
裁
決
申
請
書
の
様
式
を
定
め
る

こ
と
と
し
た
。

②

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　　
　
　　　　　
　

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

3

法
第
七
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
証
票
の
様
式
は
、

別
記
様
式
第
七
の
こ
と
す
る
。

別
記
様
式
第
七
の
次
に
次
の
別
記
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
七
の
二

(略
)附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕道

路
の
交
通
量
の
調
査
を
行
お
う
と
す
る
者

が
携
帯
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
証
票
の
様
式

を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

③

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

〔鰡磁
針禅
鰐
舅
〕

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(建
設
大
臣
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
道
路
の
占
用
)



第
一
条
の
二

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四

百
七
十
九
号
。
以
下

｢令
｣
と
い
う
。
)
第
一
条
の
二
第

二
項
に
規
定
す
る
建
設
省
令
で
定
め
る
道
路
の
占
用
は
、

左
の
各
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
に
係
る
も

の
と
す
る
。

一
露
店
、
商
品
置
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

二

看
板
、
標
識
、
旗
ざ
お
、
パ
ー
キ
ン
グ

･
メ
ー
タ
ー
、

幕
及
び
ア
ー
チ

三

土
石
、
竹
木
、
瓦
そ
の
他
の
工
事
用
材
料

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(道
路
の
区
域
の
決
定
等
の
公
示
)

第
二
条

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
区
域

の
決
定
又
は
変
更
の
公
示
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
行
う
も
の
と
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
は
、
縮
尺

千
分
の
一
以
上
の
も
の
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

一

道
路
の
種
類

二

路
線
名

三

敷
地
の
幅
員
及
び
そ
の
延
長

(区
域
の
変
更
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
変
更
の
区
間
並
び
に
当
該
区
間
に
係
る

変
更
前
の
敷
地
の
幅
員
及
び
そ
の
延
長
並
び
に
変
更
後

の
敷
地
の
幅
員
及
び
そ
の
延
長
)

四

区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

供
用
開
始
又
は
廃
止
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦

覧
す
る
場
所
及
び
期
間

第
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(道
路
台
帳
)

第
四
条
の
二

道
路
台
帳
は
、
調
書
及
び
図
面
を
も
っ
て
組

成
す
る
も
の
と
す
る
。

2

調
書
及
び
図
面
は
、
路
線
ご
と
に
調
製
す
る
も
の
と
す

る
o

3

調
書
に
は
、
道
路
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
左
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
様
式
は
、
別
記
様
式

第
四
と
す
る
p

一

道
路
の
種
類

二

路
線
名

三

路
線
の
指
定
又
は
認
定
の
年
月
日

四

路
線
の
起
点
及
び
終
点

五

路
線
の
主
要
な
経
過
地

六

供
用
開
始
の
区
間
及
び
年
月
日

七

路
線

(そ
の
管
理
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
の
延
長

及
び
そ
の
内
訳

八

道
路
の
敷
地
の
面
積
及
び
そ
の
内
訳

九

最
小
車
道
幅
員
、
最
小
曲
線
半
径
及
び
最
急
縦
断
勾

十

鉄
道
又
は
新
設
軌
道
と
の
交
差
の
数
、
方
式
及
び
構

造
十
一

有
料
の
道
路
の
区
間
、
延
長
及
び
そ
の
内
訳
並
び

に
料
金
徴
収
期
間

十
二

道
路
と
効
用
を
兼
ね
る
主
要
な
他
の
工
作
物
の
概

要
十
三

軌
道
そ
の
他
主
要
な
占
用
物
件
の
概
要

4

図
面
は
、
道
路
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
左
に
掲
げ
る
事

項
を
、
附
近
の
地
形
及
び
方
位
を
表
示
し
た
縮
尺
千
分
の

一
以
上
の
平
面
図
に
記
載
し
て
調
製
す
る
も
の
と
す
る
。

一
道
路
の
区
域
の
境
界
線

二

市
町
村
、
大
字
及
び
字
の
名
称
及
び
境
界
線

三

車
道
の
幅
員
が
○
･
五
メ
ー
ト
ル
以
上
変
化
す
る
箇

所
ご
と
に
お
け
る
当
該
箇
所
の
車
道
の
幅
員

四

曲
線
半
径

全
ニ
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
除

く
。
)

こう

五

縦
断
勾
配

(八
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
を
除

く
。
)

六

路
面
の
種
類

七

ト
ン
ネ
ル
、
橋
及
び
渡
船
施
設
並
び
に
こ
れ
ら
の
名

称

こぅ

八

自
動
車
交
通
不
能
区
間

(幅
員
、
曲
線
半
径
、
勾
配

そ
の
他
の
道
路
の
状
況
に
よ
り
最
大
積
載
量
四
ト
ン
の

貨
物
自
動
車
が
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
区
間
を
い

う
。
)

九

道
路
元
標
そ
の
他
主
要
な
道
路
の
附
属
物

十

道
路
の
敷
地
の
国
有
、
地
方
公
共
団
体
有
又
は
民
有

の
別
及
び
民
有
地
の
地
番

十
一
道
路
と
効
用
を
兼
ね
る
主
要
な
他
の
工
作
物

十
二

交
差
し
、
若
し
く
は
接
続
す
る
道
路
又
は
重
複
す

る
道
路
並
び
に
こ
れ
ら
の
主
要
な
も
の
の
種
類
及
び
路

線
名

十
三

交
差
す
る
鉄
道
又
は
新
設
軌
道
及
び
こ
れ
ら
の
名

称
十
四

軌
道
そ
の
他
主
要
な
占
用
物
件

十
五

調
製
の
年
月
日

5

調
書
及
び
図
面
は
、
そ
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
こ
れ
を
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

6

道
路
台
帳
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
保
管
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
の
区
域
内
の
道
路
に
係
る
道

路
台
帳
の
う
ち
、
一
級
国
道
及
び
二
級
国
道
に
係
る
も
の

並
び
に
令
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
発
道
路
で

建
設
大
臣
が
維
持
を
行
う
も
の
に
係
る
も
の
は
、
北
海
道

開
発
局
の
事
務
所
に
お
い
て
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

一
高
速
自
動
車
国
道
に
係
る
道
路
台
帳

建
設
省
の
事

務
所

二

一
級
国
道
に
係
る
道
路
台
帳

指
定
区
間
内
の
一
級

国
道
に
係
る
も
の
は
建
設
省
の
事
務
所
、
そ
の
他
の
も

の
は
関
係
都
道
府
県

(法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
指
定
市
の
長
が
一
級
国
道
の
管
理
を
行
う
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
市
)
の
事
務
所

三

二
級
国
道
に
係
る
道
路
台
帳

関
係
都
道
府
県

(法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
の
長
が
二
級

国
道
の
管
理
を
行
う
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
指
定
市
以
外
の
市
の
長
が
二
級
国
道
の
管
理
を
行

う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
市
又
は
指
定
市
以
外

の
市
)
の
事
務
所

四

都
道
府
県
道
に
係
る
道
路
台
帳

関
係
都
道
府
県

(法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
の
長
が

都
道
府
県
道
を
管
理
す
る
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
が
都
道
府
県
道
を
管
理
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
市
又
は
指
定
市
以
外

の
市
)
の
事
務
所

五

市
町
村
道
に
係
る
道
路
台
帳

関
係
市
町
村
の
事
務
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所
(
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
の
変
更
に
伴
う

経
過
措
置
)

第
四
条
の
三

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
が
変
更
さ
れ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
変
更
前
に
許
可
を
受
け
た
占
用
物

件
に
係
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
十

九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
く
条
例
又
は
令
第
十
九
条
の
三

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

変
更
後
も
、
な
お
そ
の
変
更
前
の
占
用
料
の
徴
収
方
法
の

例
に
よ
る
。

一

指
定
区
間
の
指
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
指
定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
が
令
第
十

九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
占
用
料
の

徴
収
方
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
き
。

二

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣

が
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
占
用
料
を
徴
収

す
る
権
限
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
占
用
料

が
令
第
十
九
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
占
用
料
の
徴

収
方
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
こ
と
と
な
る
と
き
o

三

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣

が
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
占
用
料
を
徴
収

す
る
権
限
を
行
わ
せ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
占

用
料
が
令
第
十
九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定

す
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
と
き
。

四

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
が
令
第
十
九
条
の

三
第
三
項
に
規
定
す
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
に
よ
り
指

定
区
間
内
の
一
級
国
道
に
係
る
占
用
料
を
徴
収
し
て
い

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
占
用
料
を
建
設
大
臣
が
自
ら

徴
収
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
。

五

指
定
区
間
の
指
定
が
廃
止
さ
れ
る
場
合

第
六
条
中

｢道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四

百
七
十
九
号
)
｣
を

｢令
｣
に
改
め
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(報
告
の
提
出
)

第
十
条

法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
同
条
第

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
報
告
を

る
車
両
の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に
関
す
る
公
示
は
、
次

命
ぜ
ら
れ
た
つ
ど
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

の
各
号
に
易
げ
る

を
呂

こ
渇

し

マ
、

て
は
協
議
が
成
立
し
た
つ
ど
、
同
条
第
四
号
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
は
条
例
を
制
定
し
た
つ
ど
、
同
条
第
五
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
意
見
を
提
出
し
た
つ
ど
、
す
み

や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

別
記
様
式
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
四

第
一
表

(略
)

第
二
表

(略
)

第
三
表

(略
)

第
四
表

(略
)

第
五
表

(略
)

別
記
様
式
第
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
五

削
除

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕道

路
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
道
路
台

帳
の
様
式
や
、
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

報
告
の
提
出
の
細
目
等
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

㈱

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　　　
　　
　　
　　

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
条
の
四

道
路
法
施
行
令
第
十
九
条
の
八
の
規
定
に
よ

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
に
掲
載
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

一
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は

制
限
す
る
水
底
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
及
び
箇
所

二

危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
通
行
を
禁
止
す
る
と
き

は
、
当
該
危
険
物
の
表
示

三

危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
通
行
を
制
限
す
る
と
き

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
危
険
物
の
表
示

ロ

当
該
危
険
物
を
積
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
車
両
の

種
類

ハ

当
該
危
険
物
の
容
器
包
装
、
積
載
数
量
及
び
積
載

方
法
に
関
す
る
要
件

ニ

当
該
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
通
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
時
間
を
定
め
る
と
き
は
、
そ
の
時
間

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕道

路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

施
行
に
伴
い
道
路
管
理
者
が
危
険
物
を
積
載
す

る
車
両
の
水
底
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
を
禁
止
し
、

又
は
制
限
す
る
に
当
っ
て
の
基
準
等
を
定
め
る

も
の
で
あ
る
。

◎

道
路
法
施
行
規
則
の
…
部
を
改
正
す
る
省
令

　　
　
　
　
　　

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(自
動
車
専
用
道
路
の
指
定
等
の
公
示
)

第
四
条
の
五

法
第
四
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る



同
条
第
一
項
の
指
定
又
は
当
該
指
定
の
解
除
の
公
示
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

指
定
し
、
又
は
解
除
す
る
道
路
の
路
線
名

二

指
定
し
、
又
は
解
除
す
る
期
日

2

法
第
四
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二

項
の
指
定
又
は
当
該
指
定
の
開
示
の
公
示
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
路
線
名

二

指
定
し
、
又
は
解
除
す
る
道
路
の
部
分

,

三

指
定
し
、
又
は
解
除
す
る
期
日

四

指
定
し
、
又
は
解
除
す
る
道
路
の
部
分
を
表
示
し
た

図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

3

道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
公
示
を
す
る
場
合
に
お
い
て

は
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
図
面
に
当
該
道
路
の
部
分
を
明

示
し
、
関
係
地
方
建
設
局
若
し
く
は
北
海
道
開
発
局
又
は

関
係
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
の
事
務
所
に
お
い
て
一

般
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕道

路
管
理
者
が
、
自
動
車
専
用
道
路
の
指
定

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ

の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ

の
公
示
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

◎

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　　
　　　　
　
　

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中

｢
一
級
国
道
、
二
級
国
道
｣
を

｢
一
般
国
道

(以
下

｢国
道
｣
と
い
う
。
)
｣
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
第
六
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

｢
一
級
国

道
及
び
二
級
国
道
に
係
る
も
の
並
び
に
｣
を

｢国
道
に
係
る

も
の
及
び
｣
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

国
道
に
係
る
道
路
台
帳
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る

も
の
は
建
設
省
の
事
務
所
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
係

る
も
の
は
関
係
都
道
府
県

(法
第
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
市
の
長
が
国
道
の
管
理
を
行
な
う
場
合

又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
の

長
が
国
道
の
管
理
を
行
な
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

指
定
市
又
は
指
定
市
以
外
の
市
)
の
事
務
所

第
四
条
の
二
第
六
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三

号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

第
四
条
の
三
の
見
出
し
中

｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に

改
め
、
同
条
中

｢
一
級
国
道
｣
を

｢国
道
｣
に
、

｢法
第
十

二
条
の
第
二
項
｣
を

｢法
第
十
三
条
第
二
項
｣
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四
に
次
の
見
出
し
を
附
す
る
。

(車
両
の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に
関
す
る
公
示
)

第
五
条
第
二
項
中

『法
第
七
十
一
条
第
六
項
｣
を

｢法
第

七
十
一
条
第
七
項
｣
に
改
め
る
。

第
六
条
中

｢令
第
三
十
七
条
｣
を

｢令
第
三
十
六
条
｣
に

改
め
る
。

第
八
条

(見
出
し
を
含
む
。
)
中

｢
一
級
国
道
又
は
二
級

国
道
｣
を

｢国
道
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
四
の
第
一
表

(表
)
の
註
中

｢辞
薄
口
淨
緘
｣
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

様
式
第
七
の

(表
)
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(略
)

様
式
第
十
二
中

｢
一
級
国
道

(二
級
国
道
)
｣
を

｢国

道
｣
に
改
め
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(道
の
区
域
内
の
一
級
国
道
、
二
級
国
道
及
び
開
発
道
路

に
関
す
る
占
用
料
徴
収
規
則
の
一
部
改
正
)

2

道
の
区
域
内
の
一
級
国
道
、
二
級
国
道
及
び
開
発
道
路

に
関
す
る
占
用
料
徴
収
規
則

(昭
和
二
十
八
年
建
設
省
令

第
二
十
一
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

(起
案
理
由
)

道
路
法
の
一
部
改
正

(
一
級
国
道
及
び
二
級

国
道
の
区
別
を
廃
止
し
て
、
新
た
に
道
路
の
種

類
と
し
て
一
般
国
道
の
制
度
を
設
け
る
も
の
と

す
る
こ
と
。
)
及
び
こ
れ
に
伴
う
道
路
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
よ
り
規
定
の
整
理
等
を
す
る

こ
と
と
し
た
。

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(企
業
的
性
格
を
有
し
な
い
事
業
)

第
四
条
の
三

令
第
十
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
企
業
的
性

格
を
有
し
な
い
事
業
で
建
設
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次

に
掲
げ
る
事
業
以
内
の
事
業
と
す
る
。

一

造
幣
局
の
行
な
う
事
業

二

印
刷
局
の
行
な
う
事
業

三

国
有
林
野
事
業

(治
山
事
業
を
除
く
。
)

四

ア
ル
コ
ー
ル
専
売
事
業

附

則

1

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
法
施
行
規
則
第
四
条

の
三
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
協
議

に
係
る
占
用
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施

行
の
前
日
ま
で
に
徴
収
す
べ
き
当
該
占
用
に
係
る
占
用
料

に
係
る
占
用
の
期
間
の
末
日
ま
で
は
適
用
し
な
い
も
の
と
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則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

口和
四
十
二
年
十
月
二
十
六
日

設
省

令

第

三

十

号

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

の

道
路
法
施
行
規
則
の
一

題
名
及
び
第

｢
一
般
国
道
｣

一
条
中

に
改
め
る
。 ｢

一
級
国
道
、
二
級
国
道
｣
を
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す
る
。

③

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　　　
　
　
　
　
　　

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
五
を
第
四
条
の
七
と
し
、
第
四
条
の
四
中

｢道

路
法
施
行
令
｣
を

｢令
｣
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
の
六
と

し
、
第
四
条
の
三
を
第
四
条
の
五
と
し
、
第
四
条
の
二
の
次

に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(電
線
等
の
名
称
等
の
明
示
)

第
四
条
の
三

令
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
建
設
省
令
で

定
め
る
電
線
又
は
水
管
、
下
水
道
管
若
し
く
は
ガ
ス
管
は
、

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

管
路
に
収
容
さ
れ
な
い
電
線
又
は
外
径
が
○
･
0
八

メ
i
ト
ル
に
満
た
な
い
管
路
に
収
容
さ
れ
る
電
線

二

外
径
が
○
･
0
八
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
水
管
、
下

水
道
管
又
は
ガ
ス
管

(
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
圧
力
の
ガ
ス
を
通
ず
る
も
の
を
除

く
。
)

三

洞
道
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
堅
固
な
ト
ラ
フ
に
収

容
さ
れ
る
も
の
。

四

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
堅
固
な
構
造
を
有
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
外
形
上
当
該
占
用
物
件
の
名
称
及
び
管
理
者

が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

五

市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
地
域
又
は
市
街
地
を
形
成

す
る
見
込
み
の
多
い
地
域
以
外
の
地
域
内
の
道
路
に
お

い
て
、
他
の
占
用
物
件
が
埋
設
さ
れ
て
い
な
い
場
所
に

埋
設
さ
れ
る
も
の

2

令
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
占
用
物
件

に
つ
い
て
明
示
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
名
称

二

管
理
者

三

埋
設
の
年

四

電
気
事
業
法

(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
)

の
規
定
に
基
づ
い
て
設
け
る
電
線
に
あ
っ
て
は
、
電
圧

五

ガ
ス
事
業
法

(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
)

の
規
定
に
基
づ
い
て
設
け
る
ガ
ス
管
に
あ
っ
て
は
ガ
ス

の
圧
力
、
そ
の
他
の
ガ
ス
管
に
あ
っ
て
は
ガ
ス
の
圧
力

及
び
種
類

3

令
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
同
号
に
規

定
す
る
事
項
の
明
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

お
お
む
ね
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
間
隔
で
行
な
う
こ
と
。

二

当
該
占
用
物
件
又
は
こ
れ
に
附
属
し
て
設
け
ら
れ
る

物
件
に
、
ビ
ニ
ー
ル
そ
の
他
の
耐
久
性
を
有
す
る
テ
ー

プ
を
巻
き
付
け
る
等
の
方
法
に
よ
り
行
な
う
こ
と
。

三

退
色
そ
の
他
に
よ
り
明
示
に
係
る
事
項
の
識
別
が
困

難
に
な
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
行
な
う
こ
と
。

四

当
該
占
用
物
件
を
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に

行
な
う
こ
と
o

(掘
さ
く
に
よ
り
露
出
す
る
こ
と
と
な
る
ガ
ス
管
の
防
護

の
基
準
)

第
四
条
の
四

ガ
ス
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ

て
い
る
ガ
ス
管
で
そ
の
管
理
者
以
外
の
者
の
堀
さ
く
に
よ

り
露
出
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
防
護
に
関
し
、
令
第
十

五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
建
設
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
ガ
ス
工
作
物
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令

(昭

和
四
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
八
号
)
第
七
十
七
条

第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
ハ
及
び
第
四
号
ロ
の
令
に
よ

る
↓。

附

則

こ
の
省
令
は
、
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

(昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
十
号
)
の
施
行
の
日

(昭
和
四

十
六
年
四
月
一
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕道

路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

施
行
に
伴
い
、
電
線
等
の
名
称
等
の
明
示
に
つ

い
て
の
規
定
を
整
備
す
る
等
の
所
要
の
改
正
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

③

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

〔鰡瑞
針痺
愛
倒に時
期〕

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
七
を
第
四
条
の
八
と
し
、
第
四
条
の
六
を
第
四

条
の
七
と
し
、
第
四
条
の
五
の
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(水
底
ト
ン
ネ
ル
に
類
す
る
ト
ン
ネ
ル
)

第
四
条
の
六

法
第
四
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
建
設
省

令
で
定
め
る
水
底
ト
ン
ネ
ル
に
類
す
る
ト
ン
ネ
ル
は
、
水

際
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
で
、
当
該
ト
ン
ネ
ル
の
路
面
の
高
さ

が
水
面
の
高
さ
以
下
の
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
八
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(自
転
車
占
用
道
路
等
の
指
定
等
の
公
示
)

第
四
条
の
九

法
第
四
十
八
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

同
条
第
一
項
の
指
定
又
は
当
該
指
定
の
解
除
の
公
示
は
、

道
路
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
前
条
第
一
項
各
号
、
道
路

の
部
分
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
同
条
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

2

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
道
路
管
理
者
が
道
路
の
部
分

に
つ
い
て
前
項
の
公
示
を
行
な
う
場
合
に
準
用
す
る
。

(自
転
車
専
用
道
路
等
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
車
両
)

第
四
条
の
十

法
第
四
十
八
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
建

設
省
令
で
定
め
る
車
両
は
、
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
第
七
十
四
号
)
第
二
条
の
小
型

特
殊
自
動
車
で
あ
る
農
耕
作
業
用
自
動
車
及
び
こ
れ
に
牽

引
さ
れ
る
車
両
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
o〔説

明
〕道

路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
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伴
い
、
自
転
車
専
用
道
路
関
係
の
規
定
を
整
備

す
る
等
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

彌

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　　　
　
　
　
　
　　

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中

｢第
七
項
｣
を

｢第
八
項
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
六

(表
)
中

｢住
所
｣
を

｢所
属
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
七

(略
)

様
式
第
七
の
二

(表
)
中

｢住
所
｣
を

｢所
属
｣
に
改
め

ろ
↓。

附

則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕道

路
監
理
員
の
証
票
の
記
載
事
項
を
改
正
し

た
も
の
。

彌

道
路
法
施
行
規
則
及
び
河
川
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

〔抄
〕

　　
　　
　　
　

(道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十

五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
六
項
た
だ
し
書
中

｢令
第
三
十
四
条
第

一
項
｣
を

｢令
第
三
十
二
条
第
一
項
｣
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中

｢建
設
省
｣
を

｢関
係
地
方
建
設
局
｣
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕沖

縄
総
合
事
務
局
の
設
置
に
伴
う
道
路
法
施

行
規
則
の
改
正
及
び
道
路
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
必
要
と
な
っ
た
道
路
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
で
あ
る
。

⑨

道
路
法
施
行
規
則
及
び
道
の
区
域
内
の
一
般
国

道
及
び
開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

〔抄
〕

　　
　
　
　　　
　

(道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
規
則

(規
則
昭
和
二
十
七
年
建
設
省

令
第
二
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

｢又
は

水
管
｣
を

｢若
し
く
は
水
管
｣
に
改
め
、

｢ガ
ス
管
｣
の

下
に
｢又
は
石
油
管
｣
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
五
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

石
油
管
に
あ
っ
て
は
、
石
油
の
圧
力
及
び
種
類

附

則

1

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行

す
る
。

2

令
第
九
条
に
規
定
す
る
石
油
管
に
係
る
占
用
料
で
、
こ

の
省
令
の
施
行
前
の
占
用
の
期
間
に
係
る
も
の
の
額
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕道

路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

⑬

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　　
　
　　
　　　

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
六
中

｢、
当
該
ト
ン
ネ
ル
｣
を

｢当
該
ト
ン
ネ

ル
｣
に
改
め
、

｢水
面
の
高
さ
以
下
の
も
の
｣
の
下
に
｢又

は
長
さ
五
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
｣
を
加
え
る
。

様
式
第
一
中

｢様
式
第
に

を

｢様
式
第
一
(第
一
条
関

係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
二
中

｢様
式
第
二
｣
を

｢様
式
第
二

(第
一
条
関

係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
三
中

｢様
式
第
三
｣
を

｢様
式
第
三

(第
一
条
関

係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
四
中

｢様
式
第
四
｣
を

｢様
式
第
四

(第
四
条
の

二
関
係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
六
中

｢様
式
第
六
｣
を

｢様
式
第
六

(第
五
条
関

係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
七
中

｢様
式
第
七
｣
を

｢様
式
第
七

(第
五
条
関

係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
七
の
二
中

｢様
式
第
七
の
二
｣
を

｢様
式
第
七
の

二

(第
五
条
関
係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
八
中

｢様
式
第
八
｣
を

｢様
式
第
八

(第
六
条
関

係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
九
中

｢様
式
第
九
｣
を

｢様
式
第
九

(第
七
条
関

係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
十
中

｢様
式
第
+
｣
を

｢様
式
第
十

(第
七
条
関

係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
中

｢様
式
第
十
一
｣
を

｢様
式
第
十
一
(第

七
条
関
係
)
｣
に
改
め
る
。

様
式
第
十
二
中

｢様
式
第
十
二
｣
を

｢様
式
第
十
二

(第

八
条
関
係
)
｣
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕
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中
央
自
動
車
道
の
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
伴
い
、
火
薬
類
等
の
危
険
物
を
積
載
す
る
車

両
の
通
行
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
底
ト

ン
ネ
ル
に
類
す
る
ト
ン
ネ
ル
と
し
て

｢長
さ
が

五
千
メ
!
ト
ル
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
｣
を
新
た
に

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

回

道
路
法
施
行
規
則
及
び
建
設
省
組
織
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

〔抄
〕

〔蜘
許
穐
期定期〕

(道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第

二
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
中

｢
つ
ど
｣
を

｢都
度
｣
に
改
め
、

｢、
同
条

第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
意
見
を
提
出
し
た
つ

ど
｣
を
削
り
、

｢す
み
や
か
に
｣
を

｢速
や
か
に
｣
に
改

め
る
。附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕地

方
公
共
団
体
の
事
務
に
係
る
国
の
関
与
等

の
整
理
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

問

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　　　　
　　　
　　

道
路
法
施
行
規
則
(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
中

｢各
号
の
こ

を

｢各
号
の
い
ず

れ
か
｣
に
改
め
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第

四
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次

の
二
号
を
加
え
る
。

二

多
段
積
み
の
管
路
に
収
容
さ
れ
る
電
線
で
、
最
上
段

の
管
路
以
外
の
管
路
に
収
容
さ
れ
る
も
の

三

並
列
多
段
積
み
の
管
路
の
最
上
段
の
管
路
に
収
容
さ

れ
る
電
線
の
う
ち
、
両
側
に
電
線
を
収
容
す
る
管
路
が

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
い
ず
れ
か
か
ら
0

･
0
八
メ
ー
ト

ル
に
満
た
な
い
距
離
に
あ
る
管
路
に
収
容
さ
れ
る
も
の

(該
当
す
る
電
線
を
収
容
す
る
三
本
の
管
路
が
隣
接
す

る
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
隣
接
す
る
管

路
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
収
容
さ
れ
る
電
線
)

第
四
条
の
四
の
見
出
し
中

｢掘
さ
く
｣
を

｢掘
削
｣
に
、

｢防
護
の
基
準
｣
を

｢防
護
｣
に
改
め
、
同
条
中

｢ガ
ス
事

業
法
｣
を

｢令
第
十
五
条
の
二
第
二
号
の
保
安
上
必
要
な
措

置
の
う
ち
、
ガ
ス
事
業
法
｣
に
、

｢堀
さ
く
｣
を

｢掘
削
｣

に
、

｢防
護
に
関
し
、
令
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

る
建
設
省
令
で
定
め
る
基
準
は
｣
を

｢防
護
に
つ
い
て
は
｣

に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
の
四
の
五
と
し
、
同
条
の
次
に
次

の
二
条
を
加
え
る
。

(掘
削
土
砂
の
理
戻
し
の
方
法
)

第
四
条
の
四
の
六

占
用
の
た
め
道
路
を
掘
削
し
た
場
合
に

お
け
る
掘
削
土
砂
の
理
戻
し
の
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

各
層

(層
の
厚
さ
は
、
原
則
と
し
て
0
･
三
メ
ー
ト

ル

(路
床
部
に
あ
っ
て
は
○
･
ニ
メ
ー
ト
ル
)
以
下
と

す
る
。
)
ご
と
に
ラ
ン
マ
ー
そ
の
他
の
締
固
め
機
械
又

は
器
具
で
確
実
に
締
固
め
て
行
う
こ
と
。

二

く
い
、
矢
板
等
は
、
下
部
を
埋
め
戻
し
て
徐
々
に
引

き
抜
く
こ
と
。
た
だ
し
、
道
路
の
構
造
又
は
他
の
工
作

物
、
物
件
若
し
く
は
施
設
の
保
全
の
た
め
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
く
い
、
矢

板
等
を
残
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(埋
戻
し
又
は
表
面
仕
上
げ
を
行
う
道
路
の
部
分
)

第
四
条
の
四
の
七

占
用
の
た
め
掘
削
し
た
道
路
を
復
旧
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
埋
戻
し
又
は
表
面
仕
上
げ
は
、
掘

削
部
分
及
び
掘
削
部
分
に
接
続
す
る
道
路
の
部
分
の
う
ち
、

舗
装
道
に
あ
っ
て
は
掘
削
部
分
の
外
側
の
舗
装
の
絶
縁
線

(掘
削
部
分
の
端
か
ら
舗
装
の
絶
縁
線
ま
で
の
距
離
が
次

の
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
n
の
値
以
下
で
あ
る
場
合
又
は

n
の
値
に
一
･
二
メ
ー
ト
ル

(道
路
中
心
線
の
方
向
に
垂

直
な
舗
装
の
絶
縁
線
が
膨
脹
目
地
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
一
･
八
メ
ー
ト
ル
)
を
加
え
た
値
以
上
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
掘
削
部
分
の
端
か
ら
の
距
離
が
n
の
値
の

直
線
)
で
囲
ま
れ
た
部
分
、
舗
装
道
以
外
の
道
路
に
あ
っ

て
は
掘
削
部
分
の
端
か
ら
の
距
離
が
掘
削
部
分
の
幅
に

○
･
一
を
乗
じ
て
得
た
値
に
相
当
す
る
直
線
で
囲
ま
れ
た

部
分
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

□
=
"
封
･
[

こ
の
式
に
お
い
て
k
及
び
t
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

k

セ
メ
ン
ト

･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
道

路
に
あ
っ
て
は
、

一
･
四
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
系
舗
装
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
一
･
0

t

掘
削
部
分
の
路
盤
の
厚
さ

2

道
路
の
構
造
、
交
通
の
状
況
、
土
質
等
の
関
係
か
ら
前

項
に
規
定
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
表
面
仕
上
げ
に
よ
っ
て

は
掘
削
前
の
構
造
耐
力
を
保
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
表
面
仕
上
げ
は
当
該

部
分
に
加
え
て
掘
削
前
の
構
造
耐
力
を
保
持
す
る
た
め
必

要
な
部
分
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
三
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

(道
路
が
交
差
す
る
場
所
等
に
お
け
る
電
柱
の
占
用
)

第
四
条
の
四

電
柱
は
、
当
該
場
所
以
外
に
当
該
場
所
に
代

わ
る
適
当
な
場
所
が
な
く
、
か
つ
、
当
該
道
路
の
交
通
に

著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

道
路
が
交
差
し
、
接
続
し
、
又
は
屈
曲
す
る
場
所
の
地
上

に
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(地
下
電
線
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
)

第
四
条
の
四
の
=

令
第
十
一
条
第
七
号
に
規
定
す
る
地
下

電
線
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一
災
害
に
よ
る
復
旧
工
事
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
工
事

に
伴
い
一
時
的
に
設
け
ら
れ
る
地
下
電
線



二

路
床
が
岩
盤
等
で
あ
っ
て
令
第
十
一
条
第
七
号
本
文

に
規
定
す
る
距
離
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
所

に
設
け
ら
れ
る
地
下
電
線

三

地
下
電
線
の
立
ち
上
が
り
部
分

四

各
戸
に
引
き
込
む
た
め
に
埋
設
さ
れ
る
地
下
電
線

五

道
路
若
し
く
は
地
下
電
線
を
収
容
す
る
占
用
物
件
の

構
造
又
は
他
の
占
用
物
件
の
占
用
の
位
置
の
関
係
か
ら
、

令
第
十
一
条
第
七
号
本
文
に
規
定
す
る
距
離
と
す
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適
当
な
場
所
に
設
け
ら
れ
る

地
下
電
線

2

前
項
各
号
に
規
定
す
る
地
下
電
線
の
頂
部
と
路
面
と
の

距
離
は
、
舗
装
の
構
造
、
交
通
量
、
自
動
車
の
重
量
、
路

床
の
状
態
、
気
象
状
況
等
を
勘
案
し
て
道
路
管
理
上
必
要

な
距
離
と
す
る
。

3

令
第
十
一
条
第
七
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
は
、

マ
ン
ホ
ー
ル
、

ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
又
は
道
路
管
理
者
の
設
け

る
電
線
共
同
収
容
溝

(二
以
上
の
道
路
占
用
者
の
電
線
を

収
容
す
る
た
め
道
路
管
理
者
が
道
路
の
地
下
に
設
け
る
施

設
で
法
第
二
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
共
同
溝
以
外

の
も
の
を
い
う
。
)
に
収
容
さ
れ
る
地
下
電
線
を
当
該
地

下
電
線
の
保
全
の
た
め
に
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
埋
設
す

る
場
合
と
す
る
。

(地
下
通
路
の
占
用
の
場
所
及
び
構
造
)

第
四
条
の
四
の
三

通
路
で
そ
の
全
部
又
は
出
入
ロ
以
外
の

部
分
が
地
下
に
設
け
ら
れ
る
も
の

(以
下
こ
の
条
に
お
い

て

｢地
下
通
路
｣
と
い
う
。
)
の
占
用
の
場
所
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

地
下
通
路
の
出
入
ロ
を
地
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い

て
は
、
法
敷
又
は
歩
道
若
し
く
は
自
転
車
歩
行
者
道

(以
下
こ
の
号
に
お
い
て
｢歩
道
等
｣
と
い
う
。
)
内

の
車
道

(自
転
車
道
を
含
む
。
)
寄
り
に
設
け
る
こ
と

と
し
、
か
つ
、
歩
道
等
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
歩
道
等
の
一
側
が
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
歩
道
等
の

通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
路
面
の
部
分
の
幅
員
は
、
歩

道
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
以
下
、
自
転
車
歩
行
者
道

に
あ
っ
て
は
三

･
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

た
だ
し
、
公
益
上
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め

ら
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

電
線
、
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
も
の

(各
戸
に
引
き
込
む
た
め
の
も
の
及
び

こ
れ
が
取
り
付
け
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
)
が
埋
設
さ

れ
て
い
る
道
路
又
は
埋
設
す
る
計
画
の
あ
る
道
路
に
設

け
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
上
部
に
設
け
な
い
こ
と
。

三

地
下
通
路
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
は
、
三
･
五
メ

ー
ト
ル

(公
益
上
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
･
五
メ
ー
ト
ル
)
以
下

と
し
な
い
こ
と
。

2

前
項
の
規
定
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の

路
面
下
に
設
け
る
地
下
通
路
の
占
用
に
つ
い
て
は
適
用
し

な
い
。
た
だ
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の
路

面
下
に
道
路
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
に
係

る
前
項
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

3

地
下
通
路
の
構
造
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

一

地
下
通
路
の
自
重
、
土
圧
、
水
圧
、
浮
力
等
の
荷
重

に
よ
っ
て
生
ず
る
応
力
に
対
し
て
安
全
な
も
の
で
あ
る

こ
、と
0

二

部
材
各
部
の
応
力
度
は
、
許
容
応
力
度
を
超
え
る
も

の
で
な
い
こ
と
。

三

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
は
、
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
又
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
し
、

そ
の
他
の
部
分
は
、
不
燃
材
料
、
準
不
燃
材
料
又
は
難

燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

四

排
水
溝
そ
の
他
の
適
当
な
排
水
施
設
を
設
け
る
こ
と
。

(道
路
を
掘
削
す
る
場
合
に
お
け
る
工
事
実
施
の
方
法
)

第
四
条
の
四
の
四

占
用
に
関
す
る
工
事
で
、
道
路
を
掘
削

す
る
も
の
の
実
施
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

舗
装
道
の
舗
装
の
部
分
の
切
断
は
、
の
み
又
は
切
断

機
を
用
い
て
、
原
則
と
し
て
直
線
に
、
か
つ
、
路
面
に

垂
直
に
行
う
こ
と
o

二

掘
削
部
分
に
近
接
す
る
道
路
の
部
分
に
は
、
掘
削
土

砂
を
た
い
積
し
な
い
で
余
地
を
設
け
る
も
の
と
し
、
当

該
土
砂
が
道
路
の
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
他
の
場
所
に
搬
出
す
る

こ
と
o

三

わ
き
水
又
は
た
ま
り
水
に
よ
り
土
砂
の
流
失
又
は
地

盤
の
緩
み
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
を
掘
削
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
箇
所
に
土
砂
の
流
失
又
は
地

盤
の
緩
み
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
o

四

わ
き
水
又
は
た
ま
り
水
の
排
出
に
当
た
っ
て
は
、
路

面
そ
の
他
の
道
路
の
部
分
に
排
出
し
な
い
よ
う
に
措
置

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
道
路
の
排
水
に
支
障
を
及
ぼ
す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
措
置
し
て
道
路
の
排
水
施
設
に
排

出
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五

掘
削
面
積
は
、
当
日
中
に
復
旧
可
能
な
範
囲
と
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
工
事
の
施
工
上
や
む
を
得
な
い
場
合

に
お
い
て
、
覆
工
を
施
す
等
道
路
の
交
通
に
著
し
い
支

障
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
措
置
し
て
行
う
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

六

道
路
を
横
断
し
て
掘
削
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
原

則
と
し
て
、
道
路
の
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な

い
と
認
め
ら
れ
る
道
路
の
部
分
に
つ
い
て
掘
削
を
行
い
、

当
該
掘
削
を
行
っ
た
道
路
の
部
分
に
道
路
の
交
通
に
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
後
、
そ
の
他

の
道
路
の
部
分
を
掘
削
す
る
こ
と
。

七

沿
道
の
建
築
物
に
接
近
し
て
道
路
を
掘
削
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
人
の
出
入
り
を
妨
げ
な
い
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
措
置
)

2

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
占
用
物
件

(工
事

中
の
も
の
を
含
む
。
)
に
係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
改
正

後
の
道
路
法
施
行
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

〔説
明
〕

特集/道路法施行令 ･施行規則H◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂◎《◎《◎̂◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂ ◎̂◎̂◎入◎バ◎̂◎〆◎̂◎̂ ◎̂◎̂ ◎̂【



電
線
及
び
電
柱
の
占
用
の
場
所
等
の
占
用
許

可
基
準
を
適
用
す
る
に
当
た
っ
て
の
技
術
的
細

目
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

⑤

道
路
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

〔抄
〕

(道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第

二
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中

｢左
に
｣
を

｢次
に
｣
に
改
め
、
同
条
第
三

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ

そ
れ
ぞ
れ
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
定
め
る
事
項

イ

区
域
の
決
定
の
場
合

(
ロ
に
掲
げ
る
場
合
を
除

く
。
)
敷
地
の
幅
員
及
び
そ
の
延
長

ロ

法
第
四
十
七
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
立
体
的
区
域

と
す
る
区
域
の
決
定
の
場
合

イ
に
掲
げ
る
事
項
並

び
に
当
該
立
体
的
区
域
と
す
る
区
間
及
び
そ
の
延
長

ハ

区
域
の
変
更
の
場
合

変
更
の
区
間
並
び
に
当
該

区
間
に
係
る
変
更
前
の
敷
地
の
幅
員
及
び
そ
の
延
長

並
び
に
変
更
後
の
敷
地
の
幅
員
及
び
そ
の
延
長

第
四
条
の
二
第
三
項
中

｢左
に
｣
を

｢次
に
｣
に
改
め
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

道
路
一
体
建
物
の
概
要

第
四
条
の
二
第
四
項
中

｢左
に
｣
を

｢次
に
｣
に
、

｢附
近
｣
を

｢付
近
｣
に
改
め
、

｢平
面
図
｣
の
下
に

｢
(法
第
四
十
七
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
区
域
を

立
体
的
区
域
と
す
る
場
合
は
、
平
面
図
、
縦
断
図
及
び
横

断
定
規
図
)
｣
を
加
え
、
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、

第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

道
路
一
体
建
物

第
四
条
の
十
を
第
四
条
の
十
二
と
し
、
第
四
条
の
九
を

第
四
条
の
十
一
と
し
、
第
四
条
の
八
を
第
四
条
の
十
と
し
、

｢行
わ
せ
る
｣
に
改
め
、

｢第
四
十
七
条
の
三
第
一
項
｣
の

第
四
条
の
七
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

下
に

、
第
四

八

･

頁

を
卯
、
、

こ

(道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協
定
の
公
示
)

第
四
条
の
八

法
第
四
十
七
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

同
条
第
一
項
の
協
定
の
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

道
路
一
体
建
物
の
所
在
地

二

道
路
一
体
建
物
の
所
有
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
氏

名
又
は
名
称

三

協
定
又
は
そ
の
写
し
の
閲
覧
の
場
所

(道
路
保
全
立
体
区
域
の
指
定
等
の
公
示
)

第
四
条
の
九

法
第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

道
路
保
全
立
体
区
域
の
指
定
又
は
当
該
指
定
の
変
更
の
公

示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
平
面

図
、
縦
断
図
及
び
横
断
定
規
図
に
明
示
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

一

道
路
保
全
立
体
区
域
の
存
す
る
土
地
の
所
在
地

二

道
路
保
全
立
体
区
域
の
境
界
線

2

法
第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
保
全

立
体
区
域
の
指
定
の
解
除
の
公
示
は
、
前
項
第
一
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中

｢左
の
各
号
に
｣
を

｢次
に
｣
に
改
め
、

同
項
第
六
号
中

｢平
面
図
｣
の
下
に
｢
(法
第
四
十
七
条
の

五
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
区
域
を
立
体
的
区
域
と
す
る
場
合

は
、
平
面
図
、
縦
断
図
及
び
横
断
定
規
図
)
｣
を
加
え
る
。

別
記
様
式
第
四
中

磁
讓
ー
喜
嬉
春
3
講
畑

撤
讓
N
洋
曲
掛
激
け
が
出
細
蜥
酔
3
H
箒
春

3
轄
州

｣
に

改
め
る
。

別
記
様
式
第
七
中

｢本
項
及
び
次
項
中
｣
を

｢こ
の
項
及

び
次
項
に
お
い
て
｣
に
、

｢若
し
く
は
第
四
十
七
条
の
三
第

二
項
｣
を

｢、
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
四
十

八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
｣
に
、

｢行
な
わ
せ
る
｣
を

下
に

｢、
第
四
十
八
条
第
四
項
｣
を
加
え
、

｢内
に
あ
る
土

地
に
つ
い
て
｣
を

｢
に
つ
い
て
の
土
地
に
関
す
る
｣
に
、

｢土
地
又
は
当
該
土
地
｣
を

｢区
域
又
は
当
該
区
域
内
｣
に
、

｢道
路
予
定
地
｣
を

｢道
路
予
定
区
域
｣
に
改
め
、

｢第
三

章
第
三
節
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四
条
｣
の
下
に

｢、
第

四
十
七
条
の
九
、
第
四
十
八
条
｣
を
加
え
る
。

(施
行
期
日
)

こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す

る
。〔説

明
〕道

路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

(立
体
通
路
制
度
の
創
設
)
に
伴
い
、
道
路
の

区
域
の
公
示
事
項
を
追
加
す
る
等
関
係
省
令
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

◎

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
　
　
　
　
　

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
を
第
四
条
の
三
の
二
に
改
め
、
第
四
条
の
二

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(道
路
の
占
用
の
許
可
申
請
書
等
の
様
式
)

第
四
条
の
三

法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
申
請
書
及
び
法
第

三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
協

議
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
と
す
る
。

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
占
用
の
期
間
が
満
了
し

た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

道
路
管
理
者
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
記
様
式
第
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
五

(第
四
条
の
三
関
係
)

(略
)



附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
措
置
)

2

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
道
路
管
理
者
が
申
請
書

及
び
協
議
書
の
様
式
を
定
め
て
い
る
場
合
に
お
け
る
申
請

書
及
び
協
議
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
後
の
道
路
法
施
行
規
則
第
四
条
の
三
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔説
明
〕道

路
管
理
者
に
よ
っ
て
道
路
占
用
許
可
申
請

書
の
様
式
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
様
式
を
統

一
す
る
こ
と
と
し
、
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

⑧

道
路
法
施
行
規
則
及
び
開
発
道
路
に
関
す
る
占

用
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

〔抄
〕

〔謎
舞
鰔に定
期〕

(道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
)

第
一
条

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第

二
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(有
料
の
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
に
関
す
る
標
識
)

第
三
条
の
二

法
第
二
十
四
条
の
三
の
標
識
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
明
示
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
駐
車
料
金
の
額

二

駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間

三

駐
車
料
金
の
徴
収
方
法

四

割
増
金
の
徴
収
に
関
す
る
注
意
事
項

五

そ
の
他
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
に
関
し
必
要
と
認
め

ら
れ
る
次
項

2

前
項
の
標
識
は
、
自
動
車
駐
車
場
を
利
用
し
よ
う
と
す

る
者
の
見
や
す
い
場
所
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
の
二
第
三
項
第
十
一
号
中

｢内
訳
｣
の
下
に

｢
(自
動
車
駐
車
場
に
あ
っ
て
は
位
置
、
規
模
及
び
構

造
)
｣
を
加
え
る
。

第
四
条
の
十
二
を
第
四
条
の
十
五
と
し
、
第
四
条
の
八

か
ら
第
四
条
の
十
一
ま
で
を
三
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四

条
の
七
中

｢第
十
九
条
の
八
｣
を

｢第
十
九
条
の
十
五
｣

に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
の
十
と
し
、
第
四
条
の
六
を
第

四
条
の
九
と
し
、
第
四
条
の
五
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え

ろ
･o

(保
管
違
法
放
置
物
件
一
覧
簿
の
様
式
)

第
四
条
の
六

令
第
十
九
条
の
六
第
二
項

(令
第
十
九
条
の

十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ

る
保
管
違
法
放
置
物
件
一
覧
簿
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第

五
の
二
と
す
る
。

(競
争
入
札
に
お
け
る
掲
示
事
項
等
)

第
四
条
の
七

令
第
十
九
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項

(令

第
十
九
条
の
十
一
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
)
に
規
定
す
る
建
設
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
競
争
入
札
の
執
行
を
担
当
す
る
職
員
の
職
及
び

氏
名

二

当
該
競
争
入
札
の
執
行
の
日
時
及
び
場
所

三

契
約
条
項
の
概
要

四

そ
の
他
道
路
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項

(違
法
放
置
物
件
の
返
還
に
係
る
受
領
書
の
様
式
)

第
四
条
の
八

令
第
十
九
条
の
十

(令
第
十
九
条
の
十
一
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
る
受
領

書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
三
と
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(保
管
車
両
一
覧
簿
の
様
式
)

第
五
条
の
二

令
第
三
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保

管
車
両
一
覧
簿
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
七
の
三
と
す
る
。

(車
両
の
返
還
に
係
る
受
領
書
の
様
式
)

第
五
条
の
三

令
第
三
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
受
領
書
の

様
式
は
、
別
記
様
式
第
七
の
四
と
す
る
。

別
記
様
式
第
四
第
一
表
中
有
料
道
路
の
欄
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

(略
)

別
記
様
式
第
五
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
五
の
二

(第
四
条
の
六
関
係
)

(略
)

様
式
第
五
の
三

(第
四
条
の
八
関
係
)

(略
)

別
記
様
式
第
七
中

｢第
三
章
第
三
節
、
第
四
十
三
条
、
第

四
十
四
条
｣
の
下
に

｢、
第
四
十
四
条
の
二
｣
を
加
え
る
。

別
記
様
式
第
七
の
二
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
七
の
三

(第
五
の
二
関
係
)

(略
)

様
式
第
七
の
四

(第
五
条
の
三
関
係
)

(略
)附

則

(施
行
期
日
)

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔説
明
〕道

路
法
及
び
駐
車
場
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
有
料
の
自
動
車
駐
車
場

の
利
用
に
関
す
る
標
識
に
明
示
す
べ
き
事
項
を

定
め
る
等
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
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以
下
に
紹
介
す
る
も
の
は
平
成
三
年
度
に
お
け
る
道
路

管
理
瑕
疵
に
関
す
る
判
例
で
あ
る
。

件
数
は
ニ
ハ
件
あ
り
、
道
路
管
理
瑕
疵
を
否
定
し
た
も

の

(鉦
坐
貝
)
が
一
〇
件
、
道
路
管
理
瑕
疵
を
認
容
し
た
も

の

(有
責
)
が
六
件
と
な
っ
て
い
る
。

有
貴
判
決
の
あ
っ
た
判
例

〔1
〕
は
自
動
車
道
路
公
害

に
関
す
る
事
例
で
あ
り
、
自
動
車
騒
音
･
自
動
車
排
ガ
ス

侵
害
の
差
止
め
を
求
め
る
抽
象
的
不
作
為
請
求
の
適
法
性

は
認
め
ら
れ
た
が
、
被
害
は
社
会
生
活
上
受
忍
す
べ
き
限

度
を
超
え
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
請
求
は
棄
却
さ

れ
た
。
一
方
、
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
沿
道
住
民
の
被

害

(精
神
的
損
害
)
が
受
忍
限
度
を
超
え
て
い
る
と
し
て
、

国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償

(慰
謝

料
)
の
支
払
が
命
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
｢危
険
へ
の
接
近
｣

は
慰
謝
料
算
定
事
由
に
も
な
る
と
さ
れ
た
。

判
例

〔5
〕
も
有
責
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
東
名
高

速
道
路
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
車
両
衝
突
事
故
に
よ
り

発
生
し
た
車
両
、
積
荷
な
ど
の
焼
失
事
故
に
つ
き
、
ト
ン

ネ
ル
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
し
て
損
害
賠
償
責
任

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
事
例
の
争
点
は
、
①

長
大
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
設
置
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
を
判

断
す
る
基
準
は
何
か
、
②
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
ど
の
よ
う
な

具
体
的
な
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
等
で
あ
り
、

本
判
決
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
瑕
疵
は
、
営
造
物
の
構
造
、
用

法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合

的
に
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と

し
た
。

判
例

〔6
〕
は
、
未
供
用
道
路
内
で
の
管
理
瑕
疵
に
係

る
も
の
で
あ
り
有
責
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
類
似
判

例
と
し
て
は
、
無
責
と
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
道
路

予
定
地
の
通
行
止
め
用
の
柵
が
何
者
か
に
よ
り
除
去
さ
れ

て
い
た
た
め
夜
間
走
行
中
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
直
進
、
崖
下

に
転
落
し
た
事
故
に
つ
き
、
｢既
に
客
観
的
に
道
路
と
し

て
の
体
裁
を
整
え
、
管
理
主
体
が
占
有
し
て
い
る
か
ぎ
り
、

国
家
賠
償
法
第
二
条
の
解
釈
と
し
て
は
、
道
路
予
定
地
で

あ
っ
て
も
道
路
管
理
者
の
管
理
す
る
道
路
に
含
ま
れ
る
。｣

と
さ
れ
て
い
る

(昭
和
四
七
年
三
月
一
四
日
岐
阜
地
裁
判

決
。)判

例

〔15
〕
は
、
原
付
自
転
車
が
工
事
中
の
溝
で
転
倒

し
有
責
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、
類
似
判
例
と
し
て
は
、

水
道
工
事
中
の
交
差
点
に
進
入
し
た
乗
用
車
が
、
約
一
五

釦
窪
ん
だ
工
事
部
分
に
落
ち
込
み
、
す
ぐ
ま
た
右
側
の
前

輪
が
約
一
五
皿
突
起
し
た
鉄
蓋
付
制
水
弁
ボ
ッ
ク
ス
に
乗

り
上
げ
た
た
め
、
身
体
の
平
衡
を
失
い
適
切
な
運
転
操
作

が
で
き
ず
に
付
近
に
駐
車
中
の
車
両
に
追
突
し
た
事
故
に

平
成
三
年
度
の
道
路
管
理
瑕
疵
に
関
す
る
判
例

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



つ
き
、
｢本
件
交
差
点
付
近
は
自
動
車
交
通
が
頻
繁
で
あ

っ
た
の
に
、
本
件
工
事
部
分
に
お
い
て
道
路
と
し
て
の
安

全
性
に
欠
陥
の
あ
る
状
態
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
。｣
と
さ
れ
て
い
る

(昭
和
五
一
年
一
〇
月
二
五
日
高
松
地
裁
判
決
)。

リム 11
番
号

国
道
一
九
六
号
標
識

追
突
死
亡
事
件

(平
成
三
年
困

第
一
一
三
号
)

国
国
道
四
三
号
･
阪
神

高
速
道
路
騒
音
排
気

ガ
ス
規
制
等
請
求
事

件(昭
和
六
一
年
困

第
一
五
五
三
号
)

国
、
阪
神
高
速
道

路
公
団

事
件
名
･
当
事
者

高
松
高
裁

大
阪
高
裁

裁
判
所

三
･

三
一
･
一
七

四
･二

･
二
○

判
決
年
月
日

一
般
国
道
一
九
六
号
を
普
通
乗
用
車
で
走
行
中
、
T
型

道
路
交
差
点
に
お
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台
付
き
視
線
誘

導
標
識
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台
等
に
衝
突
さ
せ
た
う
え
、
田

ん
ぼ
に
転
落
し
死
亡
し
た
。

(松
山
地
裁

昭
和
六
二
年
回
第
四
七
七
号
の
控
訴

審
) 一

般
国
道
四
三
号
及
び
阪
神
高
速
道
路
神
戸
西
宮
線
、

大
阪
西
宮
線
を
走
行
す
る
自
動
車
の
騒
音
、
排
気
ガ
ス
が

沿
道
住
民
の
生
活
及
び
健
康
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

し
て
、
騒
音
に
つ
い
て
は
中
央
値
で
午
前
六
時
j
午
後

一

〇
時
ま
で
は
六
五
ホ
ン
、
午
後
一
〇
時
ー
午
前
六
時
は
六

〇
ホ
ン
、
排
ガ
ス
に
つ
い
て
は
N
0
2
0
･
二
二
P
P
m

を
超
え
て
、
各
原
告
居
住
地
に
進
入
さ
せ
て
い
る
道
路
の

供
用
の
差
止
め
及
び
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ

る
↓。

(神
戸
地
裁

昭
和
五
一
年
例
第
七
四
二
号
の
控
訴

審
)

事

故

概

要

(無
責
)

(原
審
と
同
旨
)

本
件
交
差
点
の
手
前
に
は
、
標
識
令
に
定
め
ら
れ
た

｢T
型

交
差
点
｣
｢徐
行
｣
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
道
路

照
明
灯
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
件
事
故
は
、
交
差
点
の
手
前
に
お
い
て
徐
行
を
怠
り
、
前

走
行
車
両
を
制
限
速
度
五
○
如
/
h
を
相
当
超
え
た
速
度
で
追

い
越
し
た
た
め
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

(有
責
)

一

原
告
ら
の
人
格
権
に
基
づ
く
差
止
め
請
求
の
訴
え
は
適
法
で

あ
る
が
、
請
求
は
理
由
が
な
い
。

二

原
告
ら
の
損
害
賠
償
請
求
は
、
騒
音
被
害
に
つ
き
、
敷
地
に

お
い
て
六
五
ホ
ン
以
上
の
原
告
ら
に
つ
い
て
は
距
離
の
遠
近
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
六
〇
ホ
ン
を
超
え
る
原
告
ら
に
つ
い
て

は
距
離
が
二
0
m
以
内
の
場
合
に
、
ま
た
浮
遊
粒
子
状
物
質
に

つ
き
二
0
m
以
内
の
原
告
ら
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
受
忍
限
度

を
超
え
る
被
害
が
生
じ
て
お
り
国
賠
法
上
の
責
任
を
負
う
。

三

排
ガ
ス
、
振
動
が
直
接
沿
道
住
民
ら
に
被
害
を
与
え
て
い
る

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

判

決

要

旨

(過

失

相

殺
)

確
定

上
告

備
考

平
成
三
年
度
判
決
一
覧

(道
路
管
理
瑕
疵
関
係
)



に〉 “4 うり

束
名
高
速
日
本
坂
ト

ン
ネ
ル
車
両
火
災
死

亡
事
件

(昭
和
五
五
年
例

第
一
〇
九
号
)

日
本
道
路
公
団

中
国
縦
貫
自
動
車
道

車
両
追
突
事
件

(昭
和
六
一
年
例

第
三
二
六
号
)

日
本
道
路
公
団

国
道
二
一
〇
号
ト
ラ

ク
タ
ー
転
落
事
件

(昭
和
六
三
年
困

第
八
八
三
号
)

国

静
岡
地
裁

岡
山
地
裁

福
岡
高
裁

四
･一

･
三
○

三
･九

･
二
五

三
･九

･
二
六

日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
内
の
西
坑
口
か
ら
四
四
0
m
付
近
で
、

大
型
貨
物
車
両
を
含
む
六
合
の
車
両
の
追
突
事
故
に
よ
っ

て
車
両
火
災
が
発
生
し
、
七
名
が
死
亡
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
火
災
に
よ
っ
て
事
故
現
場
の
後
方
に
停
滞
し
て
い
た

車
両
に
延
焼
し
て
、
追
突
事
故
関
係
車
両
を
含
む
一
七
三

台
の
車
両
が
全
焼
し
た
。

追
い
越
し
車
線
を
清
掃
作
業
中
の
路
面
清
掃
車
の
後
方

を
走
行
し
て
い
た
ワ
ゴ
ン
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
追

い
越
し
車
線
上
に
停
止
し
、
そ
の
後
方
を
走
行
し
て
い
た

乗
用
車
が
ワ
ゴ
ン
車
に
追
突
し
、
さ
ら
に
そ
の
乗
用
車
に

原
告
の
乗
用
車
が
追
突
し
た
。

一
般
国
道
二
一
〇
号
の
法
面
に
設
置
さ
れ
た
取
付
け
道

路
を
ト
ラ
ク
タ
ー
で
走
行
中
、
舗
装
部
と
未
舗
装
部
の
境

に
生
じ
る
段
差
に
車
輪
を
取
ら
れ
転
倒
し
負
傷
し
た
。

(大
分
地
裁

昭
和
六
一
年
例
第
四
六
号
の
控
訴
審
)

(有
責
)

人
工
公
物
で
あ
る
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
瑕
疵
の
存
否
を
判
断
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
当
時
の
技
術
的
水

準
及
び
技
術
的
実
施
可
能
性
の
み
に
基
づ
い
て
判
断
す
べ
き
で

な
く
、
そ
の
後
の
事
情
変
動
に
よ
り
危
険
性
が
顕
著
と
な
っ
た

と
き
は
安
全
性
を
確
保
す
る
物
的
設
備
及
び
そ
の
管
理
運
用
体

制
に
関
す
る
技
術
等
の
進
歩
向
上
に
よ
り
当
然
改
修
･
更
新
･

整
備
等
を
行
っ
て
危
険
性
を
回
避
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
予

算

･
財
政
上
困
難
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に

設
置
管
理
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ
る
と
解
す

べ
き
で
は
な
い
。
本
件
事
故
は
予
見
可
能
で
あ
り
、
本
件
ト
ン

ネ
ル
に
は
①
水
噴
霧
に
関
す
る
瑕
疵
②
消
化
器
に
関
す
る
瑕
疵

③
可
変
表
示
板
に
関
す
る
瑕
疵
④
ト
ン
ネ
ル
内
警
報
設
備
に
関

す
る
瑕
疵
⑤
通
報
体
制
に
関
す
る
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

盆
豊
三本

件
事
故
現
場
付
近
の
道
路
状
況
、
公
団
の
道
路
清
掃
の
頻

度
、
事
故
日
ま
で
の
気
象
状
況
、
事
故
前
日
の
公
団
職
員
に
よ

る
路
面
状
況
の
確
認
及
び
事
故
当
時
の
路
面
清
掃
車
の
標
識
装

置
の
作
業
状
況
か
ら
す
る
と
、
本
件
事
故
当
時
清
掃
車
は
あ
る

程
度
の
砂
塵
を
発
生
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

後
続
車
が
通
常
ど
お
り
前
方
注
視
し
て
い
て
も
清
掃
車
を
発
見

で
き
な
い
ほ
ど
多
量
の
砂
塵
を
発
生
さ
せ
て
い
た
も
の
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。

猛
箋
貝
)

(原
審
の
敗
訴
部
分
取
消
し
)

原
告
は
、
本
件
事
故
現
場
に
は
約

一
〇
皿
の
段
差
が
存
在
し
、

そ
こ
で
ト
ラ
ク
タ
ー
の
車
輪
が
と
ら
れ
転
倒
し
た
と
主
張
す
る

が
、
本
件
ト
ラ
ク
タ
ー
は
一
五
伽
の
段
差
が
生
じ
て
い
て
も
格

に
乗
り
越
え
る
だ
け
の
登
坂
能
力
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
段
差
の
瑕
疵
を
論
じ
る
ま
で
も
な
く
因
果
関
係
を
認
め
る

に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

控
訴

控
訴

確
定
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沖
縄
県
道
排
水
工
事

単
車
転
倒
事
件

(平
成
二
年
㈱

第
一
四
五
号
)

沖
縄
県

宮
崎
県
道
原
付
自
転

車
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
街

突
事
故

(平
成
元
年
⑩

第
一
七
号
)

宮
崎
県

岡
山
県
道
側
溝
転
落

死
亡
事
件

(平
成
元
年
の

第
三
七
百
豆

岡
山
県

新
潟
県
道
ガ
ー
ド
し

-
ル
衝
突
事
故

(平
成
三
年
例

第
一
四
一
号
)

新
潟
県

茨
城
県
道
未
供
用
道

路
内
交
通
事
故
損
害

賠
償
事
件

(平
成
二
年
@

第
八
六
号
)

茨
城
県

那
覇
高
裁

宮
崎
地
裁

岡
山
地
裁

新
潟
地
裁

水
戸
地
裁

三
･

一
○
･
一
五

四
･三

･
三
一

三
･七

･
三
一

四
･三

･
二
六

四
･
三
･
三

本
件
県
道
を
単
車
で
走
行
中
、
対
向
車
両
を
認
め
て
制

動
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
転
倒
し
、
排

水
工
事
現
場
の
掘
削
部
分
に
転
落
し
負
傷
し
た
。

(那
覇
地
裁

昭
和
六
二
年
の
第
七
一
三
号
の
控
訴

審
)

本
件
県
道
を
原
付
自
転
車
で
走
行
中
、
ハ
ン
ド
ル
操
作

を
誤
り
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
衝
突
し
て
死
亡
し
た
。
現
場
付

近
は
平
坦
で
見
通
し
も
良
く
、
穏
や
か
な
カ
ー
ブ
の
と
こ

ろ
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
箇
所
で
あ
る
が
、
衝
突
箇
所
は

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
外
さ
れ
て
い
た
。

本
件
県
道
を
自
転
車
で
走
行
中
、
交
差
点
で
方
向
転
換

し
よ
う
と
し
た
際
ス
リ
ッ
プ
し
、
側
溝
に
転
落
し
死
亡
し

本
件
道
路
を
軽
貨
物
車
両
で
走
行
中
、
居
眠
り
運
転
に

よ
る
前
方
不
注
意
に
よ
り
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
端
部
に
衝
突
し
、

そ
の
際
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
ビ
ー
ム
先
端
部
分
が
自
動
車
正

面
下
部
か
ら
助
手
席
中
央
に
突
き
刺
さ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

同
乗
者
の
足
に
当
た
り
負
傷
し
た
。

村
道
を
自
転
車
で
走
行
中
、
未
供
用
の
県
道
と
の
交
差

点
に
お
い
て
当
該
未
供
用
道
路
を
走
行
し
て
き
た
普
通
貨

物
自
動
車
と
衝
突
し
死
亡
し
た
。

(鉦
堂
貝
)

本
件
事
故
現
場
は
、
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
通
行
車
両
に
周

知
さ
せ
る
べ
き
措
置
は
十
分
と
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
、
運
転
者
が
道
路
の
具
体
的
状
況
に
応
じ
通
常
要
求
さ
れ
る

通
行
上
の
注
意
義
務
を
払
い
、
設
置
さ
れ
て
い
る
標
識
板
に
し

た
が
い
徐
行
運
転
す
れ
ば
安
全
連
行
が
十
分
可
能
な
状
況
に
あ

(無
坐
三ガ

ー
ド
レ
ー
ル
板
に

｢そ
で
｣
と
い
わ
れ
る
曲
板
が
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
両
端
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
板
や
こ
れ
を

支
え
る
鉄
柱
が
剥
き
出
し
に
な
っ
た
状
態
で
設
置
さ
れ
て
は
い

た
も
の
の
、
こ
こ
に
衝
突
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
柱
が
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
死
亡

と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
な
い
。

(鉦
豊
三本

件
事
故
現
場
に
設
置
さ
れ
て
い
た
以
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

蓋
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
を
設
置
し
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、

本
件
側
溝
が
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

(無
坐
貝
)

過
去
の
事
故
例
か
ら
一
般
的
に
袖
ビ
ー
ム
を
取
り
付
け
て
お

れ
ば
安
全
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
道
路
管
理
者
は
、
運
転
手

の
違
法
、
無
謀
な
運
転
等
通
常
の
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
運
転

に
よ
る
危
険
ま
で
も
保
護
す
る
義
務
は
な
い
。

(有
責
)

本
件
道
路
は
、
供
用
未
開
始
と
は
い
え
既
に
路
線
認
定
、
区

域
変
更
決
定
も
さ
れ
不
完
全
な
が
ら
事
実
上
道
路
と
し
て
使
用

に
供
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国
賭
第
法
二
条
に
い
う

｢公
の
営
造
物
｣
に
あ
た
る
。

本
件
道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(三
割
!
!
安
全
性
を
欠
い
た
)

確
定

確
定

控
訴

確
定

確
定

m

沖
縄
県
道
排
水
工
事

単
車
転
倒
事
件

(平
成
二
年
㈱

第
一
四
五
号
)

沖
縄
県

那
覇
高
裁

三
･

一
○
･
一
五

本
件
県
道
を
単
車
で
走
行
中
、
対
向
車
両
を
認
め
て
制

動
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
転
倒
し
、
排

水
工
事
現
場
の
掘
削
部
分
に
転
落
し
負
傷
し
た
。

(那
覇
地
裁

昭
和
六
二
年
の
第
七
一
三
号
の
控
訴

審
)

(鉦
堂
貝
)

本
件
事
故
現
場
は
、
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
通
行
車
両
に
周

知
さ
せ
る
べ
き
措
置
は
十
分
と
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
、
運
転
者
が
道
路
の
具
体
的
状
況
に
応
じ
通
常
要
求
さ
れ
る

通
行
上
の
注
意
義
務
を
払
い
、
設
置
さ
れ
て
い
る
標
識
板
に
し

た
が
い
徐
行
運
転
す
れ
ば
安
全
連
行
が
十
分
可
能
な
状
況
に
あ

確
定
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福
岡
市
道
バ
イ
ク
転

倒
事
件

(昭
和
六
〇
年
回

第
一
〇
四
号
)

横
浜
市
道
水
路
転
落

溺
死
事
件

(平
成
二
年
困

第
三
四
〇
三
号
)

横
浜
市

川
崎
市
道
自
転
車
転

落
事
件

(昭
和
六
二
年
例

第
三
三
五
号
)

川
崎
市

札
幌
市
道
車
道
飛
び

出
し
交
通
事
故
損
害

賠
償
請
求
事
件

(平
成
元
年
回

第
五
〇
二
〇
号
)

札
幌
市

松
山
地
裁

東
京
高
裁

横
浜
地
裁

札
幌
地
裁

三
･
九
･
九

三
･五

･
一
三

三
･四

･
二
五

四
･一

･
三
一

本
件
市
道
を
原
付
自
転
車
で
走
行
中
、
道
路
に
生
じ
た

な
だ
ら
か
な
窪
み
に
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
て
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
激
突
し
、
転
倒
し
て
死
亡
し
た
。

深
夜
、
本
件
市
道
を
原
付
自
転
車
で
走
行
中
、
過
っ
て

交
差
点
付
近
の
用
水
路
に
バ
イ
ク
も
ろ
と
も
転
落
し
死
亡

し
た
。
控
訴
人
ら
は
、
左
側
端
交
差
点
か
ら
中
央
部
に
わ

た
り
直
径
○
･
七
m
、
深
さ
○
･
二
m
の
決
壊
部
分
が
あ

っ
た
た
め
、
こ
れ
に
バ
イ
ク
の
前
輪
を
落
と
し
操
縦
の
自

由
を
失
っ
た
結
果
、
用
水
路
に
転
落
し
た
と
主
張
し
て
い

た
。(横

浜
地
裁

昭
和
六
〇
年
回
第
四
七
六
号
の
控
訴
審
)

本
件
市
道
を
自
転
車
で
走
行
中
、
ほ
ぼ
直
角
に
カ
ー
ブ

す
る
箇
所
の
緑
石
に
前
輪
タ
イ
ヤ
を
衝
突
さ
せ
数
メ
ー
ト

ル
走
行
し
た
の
ち
、
体
勢
を
建
て
直
せ
ず
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

(路
面
か
ら
の
高
さ
九
二
･
五
伽
)
を
乗
り
越
え
、
約
七

m
下
の
道
路
に
転
落
し
死
亡
し
た
。

小
学
生
が
通
学
の
た
め
バ
ス
に
乗
車
し
よ
う
と
し
て
、

本
件
市
道
の
交
差
点
を
横
断
し
よ
う
と
し
車
道
に
出
た
と

こ
ろ
、
青
信
号
で
走
行
し
て
き
た
ダ
ン
プ
カ
ー
に
衝
突
さ

れ
即
死
し
た
。

(有
責
)

本
件
窪
み
は
相
当
に
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
形
状

な
ど
か
ら
し
て
急
激
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
幾
分
日
数
を

経
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
か
ら
、
市
に
お
い
て
綿

(無
坐
辱事

故
当
時
、
そ
の
よ
う
な
決
壊
部
分
が
存
在
し
た
こ
と
を
認

め
る
客
観
的
な
証
拠
に
乏
し
く
、
ま
た
仮
に
存
在
し
た
と
し
て

も
、
控
訴
人
ら
の
主
張
以
外
に
も
種
々
の
態
様
な
い
し
原
因
で

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
得
る
余
地
が
十
分
に
あ
る
か
ら
、
本

件
事
故
が
控
訴
人
ら
の
主
張
の
よ
う
な
態
様
な
い
し
原
因
で
発

生
し
た
も
の
と
認
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

(鉦
堂
辱本

件
事
故
の
原
因
は
、
運
転
者
が
安
全
な
操
作
に
必
要
な
身

体
的
条
件
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
操
作
に
不
慣
れ
な

ま
ま
自
転
車
に
乗
っ
て
操
作
を
誤
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
本
件
の

ご
と
く
自
転
車
の
制
御
を
失
っ
て
高
速
で
衝
突
し
た
場
合
ま
で

も
予
定
し
て
転
落
防
止
を
得
る
に
た
る
防
護
柵
を
設
置
し
て
い

な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
市
の
防
護
柵
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

盆
堂
昇歩

行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
雪
山
が
一
定
の
高
さ

に
達
し
た
ら
原
則
と
し
て
排
雪
す
る
と
い
っ
た
取
扱
い
が
望
ま

し
い
が
、
排
雪
に
つ
い
て
は
予
算
面
の
制
約
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
更
に
、
被
害
者
が
信
号
機
を
確
認
し
得
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
ま
た
被
害
者
が
雪
山
の
壁
か
ら
顔
を
出
す
等
す
れ
ば
車

両
の
動
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
か
ら
、
除
雪
に
係
る
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
は
認
め
ら
れ

な
い
。

っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
道
路
の
設
置
ま
た
は

保
存
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

確
定

確
定

確
定

確
定
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小
林
市
道
水
路
転
落

事
件(昭

和
六
三
年
の

第
六
四
号
)

小
林
市

高
槻
市
道
道
路
占
用

工
事
不
全
原
付
自
転

車
転
倒
事
件

(平
成
元
年
⑭

第
五
六
七
二
号
)

高
槻
市

福
岡
市

宮
崎
地
裁

大
阪
地
裁

三
･七

･
二
六

三
･

一
○
･
一
七

本
件
市
道
を
歩
行
中
、
橋
梁
か
ら
足
を
踏
み
外
し
、
架

さ
約
二
･
五
m
の
排
水
溝
に
転
落
し
た
。

本
件
排
水
溝
に
は
防
護
柵
等
は
な
か
っ
た
。

本
件
市
道
を
原
付
自
転
車
で
走
行
中
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
伴
う
歩
道
整
備
工
事
中
の
溝

(幅
五
0
-
五
五
皿
、

深
さ
三
五
堀
、
長
さ
一
二
m
)
に
転
倒
し
負
傷
し
た
。

(有
責
)

本
件
市
道
は
、
夜
間
に
お
い
て
照
明
が
な
く
カ
ー
ブ
し
て
い

る
箇
所
か
ら
通
行
中
た
ま
た
ま
逸
脱
し
た
者
が
転
落
し
、
排
水

溝
壁
面
な
ど
に
激
突
し
て
負
傷
す
る
危
険
が
多
分
に
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
で
き
ず
、
道
路
と
し
て
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
。

(八
割
!
!
･･睡
眠
薬
を
服
用
し
て
い
た
)

(有
責
)

市
は
、
保
安
措
置
の
不
十
分
さ
を
是
正
す
る

(あ
る
い
は
是

正
さ
せ
る
)
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
す
る
特
段
の
事
情
を
主

張
立
証
し
て
い
な
い
の
で
、
本
件
事
故
現
場
の
保
安
措
置
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
起
因
す
る
事
故
に
つ
き
責
任
が
あ
る
。

密
な
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
お
れ
ば
容
易
に
そ
れ
を
発
見

し
て
補
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

(七
割
ー
!
速
度
の
出
し
過
ぎ
)

確
定

確
定

福
岡
市

密
な
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
お
れ
ば
容
易
に
そ
れ
を
発
見

し
て
補
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

(七
割
ー
!
速
度
の
出
し
過
ぎ
)



四

路
線
認
定
基
準
に
つ
い
て

②

通
則
に
つ
い
て

③

三
に
つ
い
て

又
網
の
大
き
さ
は
そ
の
網
内
の

人
口
密
度
に
応
じ
て
、
別
表
1
に

示
す
間
隔
を
有
す
る
こ
と
を
標
準

と
す
る
。
但
し
地
形
上
標
準
に
示

す
間
隔
に
路
線
を
設
定
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
な
場
合
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

｢註
｣
-
、
交
通
の
流
れ
に
沿
う

と
は
、
そ
の
道
路
上
の
任
意
の
点

に
お
い
て
、
そ
の
道
路
の
起
終
点

間
を
連
絡
す
る
交
通
量
が
夫
々
の

点
に
お
け
る
全
体
の
交
通
量
の
一

昭
和
二
九
年
旧
基
準

三

路
線
の
認
定
の
結
果
構
成
さ

れ
る
網
の
間
隔
は
、
国
道
及
び
都

道
府
県
道
で
囲
ま
れ
る
網
内
の
人

口
密
度
に
応
じ
て
別
表
1
に
示
す

間
隔
を
有
す
る
こ
と
を
標
準
と
す

る
。
た
だ
し
、
地
形
上
標
準
に
示

す
間
隔
に
路
線
を
認
定
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
な
場
合
そ
の
他
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

注
一

一
の

｢交
通
の
流
れ
に

沿
う
｣
と
は
、
当
該
路
線
の
起
終

点
間
日
交
通
量
が
任
意
の
地
点
で

の
当
該
路
線
の
平
均
H
交
通
量
の

一0
%
以
上
あ
る
場
合
を
い
う
。

昭
和
四
六
年
現
行
基
準

結
果
構
成
さ

国
道
及
び
都

る
網
内
の
人

但
し
地
形
上
標
準
に
示

口
密
度
に
応
じ
て
別
表
1
に
示
す

と
を
標
準
と
す一示

ず
間
隔
に
路
線
を
認
定
す
る
こ
と

の
他
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

の
流
れ
に

沿
う
｣
と
は
、
当
該
路
線
の
起
終

起
終
点

点
間
日
交
通
量
が
任
意
の
地
点
で

点
に
お
け
る
全
体
の
交
通
量
の
一

一0
%
以
上
あ
る
場
合
を
い
う
。

る
交
通
量
が
夫
々
の

の
当
該
路
線
の
平
均
H
交
通
量
の

0
%
以
上
あ
る
場
合
を
い
う
。
但

し
、
港
湾
、
停
車
場
、
観
光
地
に

連
絡
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
別
に

定
め
る
。

｢証
｣
二
、
H
の
但
書
は
大
略
次

の
場
合
と
す
る
。

の
高
峻
な
山
脈
、
河
幅
大
な
る
河

川
又
は
深
い
溪
谷
に
よ
っ
て
、
そ

の
勢
力
圏
が
判
然
と
区
別
さ
れ
て

い
る
場
合
。

②
の
に
い
う
高
峻
な
山
脈
と
は
、

山
裾
よ
り
の
垂
直
高
が
三
〇
0
m

以
上
又
は
斜
面
の
勾
配
が
二
五
%

以
上
の
も
の
を
い
い

河
幅
犬
な
る
河
川
と
は
長
大
橋

梁

(
一
〇
0
m
以
上
)
を
必
要
と

す
る
河
川
を
い
う
o

又
深
い
溪
谷
と
は
、
道
路
面
と

河
水
面
と
の
垂
直
距
離
が
三
0
m

以
上
あ
る
も
の
を
い
う
。

注
二

三
の
た
だ
し
書
中

｢地

形
上
標
準
に
示
す
間
隔
に
道
線
を

認
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な

場
合
｣
と
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲

げ
る
地
形
状
況
に
よ
っ
て
網
内
の

勢
力
圏
が
判
然
と
区
別
さ
れ
て
い

る
場
合
と
す
る
。

H

高
峻
な
山
脈

(道
路
面
か

ら
垂
直
高
三
〇
0
m
以
上
若
し
く

は
斜
面
勾
配
二
五
%
以
上
の
山
が

連
な
る
も
の
)

□

河
幅
大
な
る
河
川

(
一
〇

0
m
以
上
橋
梁
を
必
要
と
す
る
河

川
)曰

深
い
溪
谷

(道
路
面
と
河

水
面
と
の
垂
直
距
離
が
三
0
m
以

上
の
谷
)

注
三

三
の
た
だ
し
書
中

(そ

の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
｣

と
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

H

有
料
道
路
を
新
設
し
よ
う

と
す
る
路
線
で
あ
る
場
合

口

都
市
高
速
道
路

(指
定
都

市
高
速
道
路
を
含
む
。)
の
建
設

に
関
連
し
て
設
け
ら
れ
る
都
市
計

画
街
路
に
係
る
路
線
で
当
該
都
市

高
速
道
路
の
建
設
と
あ
わ
せ
て
新

設
を
行
な
う
計
画
が
決
定
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
場
合

注
四

河
幅
犬
な
る
河
川
を
横

断
す
る
路
線
を
認
定
し
た
結
果
構

成
さ
れ
る
網
間
隔
は
、
特
に
当
該

橋
梁
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
市
町

村
の
平
均
人
ロ
密
度
に
応
じ
た
別

表
1
に
示
す
間
隔
を
下
ま
わ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

｢註
｣
三
、
河
幅
大
な
る
河
川
を

横
断
す
る
都
道
府
県
の
間
は
、
特

に
そ
の
橋
梁
に
密
接
な
関
係
を
も

つ
市
町
村
の
平
均
人
ロ
密
度
に
応

じ
た
網
間
隔
を
下
廻
っ
て
は
な
ら

な
い
。

都
道
府
県
道
の
認
定
基
準
に
つ
い
て

(そ
の
↓

建
設
省
道
路
局
路
政
課
総
務
係



本
規
定
は
都
道
府
県
道
の
道
路
網
の
間
隔
に
つ
い

て
そ
の
標
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
道
路
網
の
標
準
値

(以
下
、
網
値
と
い
う
。)

の
考
え
方
に
つ
い
て
は
過
去
の
道
路
セ
ミ
ナ
ー
に
記

さ
れ
て
い
る
の
で
引
用
す
る
と
、

『都
道
府
県
道
網
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
今
井

勇
氏
の
論
文

｢道
路
網
間
隔
に
対
す
る

一
考
察
｣

(第
三
回
日
本
道
路
会
議
論
文
集
に
掲
載
)
を
参
考

に
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
｢道
路
網
間
隔
と

人
ロ
分
布
と
の
間
に
何
ら
か
の
相
関
関
係
が
あ
る
か

短形の場合の網間隔

口
度

人

回人

内網
腐

D (山)

二
O

X
･1･

一一ふ
X
'I 騙 毎 局 鬚 =

○
X
･“

一一5
弐
･△｢

瑞
4,… 捌 灼 脆 M は 姥 ゆ 偽
3.α)O 擬 顔 腿 綣 M 騰 睨 鱒
2,… 蜘 烈 幻 囎 騰 郎 ‘‐ 乾
1,鯏 勾 鈎 第 第 如 閖 U 第
知 綿 視 “ 芻 刻 脇 閉 脆
捌 御 綿 鰯 第 雄 如 腸 綣
勧 硯 飼 烈 第 芻 幻 即 u
000 M 露 勾 銘 拗 銘 刻 燧
桝 “ 鰯 穏 芻 第 刎 芻 如 粥
400 軸 “ 範 貌 第 擬 拗 芻 視
300 稀 獨 約 編 鋭 芻 第 拗 芻
200 饅 鯰 “ 飼 範 鰡 蜘 第 第
I50 即 稍 硯 鵺 綿 鴇 穏 即 第
脚 即 鵤 粥 鵺 M 勧 勾 鍋 絮
50 駝 駝 ゆ 鰓 郎 引 “ M 創
40 胸 鞘 偽 “ 閲 稀 別 “ M
30 拗 館 鰯 鵺 稀 蜘 瓱 乾 鵺
20 綿 肥 鵤 拗 偽 邱 M 即 瓱
10 筋 脚 拗 鵬 % m 即 偽 "

注 矩形の長辺をA (km) 短辺を□ (km) とすればx =八/臼を表す.

R = a m l比の表を用いて矩形の場合の網の大きさを判断する方法は次の通
例

一 …▲ぶ
りである.

　A = 6-2K 今、人□密度400人/婦であって、図のように長辺八が6.2畑、短辺
Bが3,1獅の網があった場合には、表の人口密度400人/国の細を横に兄て、目が3.lkmで
ある時の×を求めるとx = 2憲を得る. 故にDが3,lkmの時は少くとも八は3.lkm×2.5=

7,8kmなくてはならないわけである. ところが実際の八は6.2kmであるから標準より小さ

いことがわかる. 従ってこの網は標準より小さい.

網 間 隔
(別表i)

網 内 の ハ ロ 密 度
(人/★“)

爾が四角形をなす覊合の
一辺の艾さく』)

絹が三角形をなす場合の
一辺の長さ (割)

4,… “ 獨
3,酬 第 軸
2,… 約 “
1･… 幻 鶏
蜘 第 乾
800 即 皷
勧 4.2 留
桝 や‐: 7･0

500 “ 第
伽 u 頚
捌 弱 鱒
200 “ 駝
ISO 椰 ･
loo 即 態
50 駝 駝
40 脚 鷆
30 拗 馴
20 綿 O銘

lo 脇 忍"

ら
、

一
つ
の
道
路
網
に
か
こ
ま
れ
た
中
に
い
る
人
々

が
、
そ
の
道
路
ま
で
出
て
行
く
の
に
要
す
る
交
通
仕

事
量
を
ど
の
網
に
つ
い
て
も
一
定
に
な
る
よ
う
に
道

路
網
を
配
置
す
る
｣
こ
と
で
あ
っ
て

｢ど
の
道
路
網

に
つ
い
て
も
交
通
仕
事
量
が
一
定
に
な
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
現
実
の
わ
が
国
の
道
路
網
か
ら
実
験
的
に

導
き
出
し
た
数
値
に
対
し
、
山
間
部
に
適
用
で
き
る

よ
う
な
補
正
を
加
え
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
標
準
的

な
交
通
仕
事
量
が
求
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
交
通
仕

事
量
に
な
る
よ
う
に
お
の
お
の
の
人
ロ
密
度
に
対
応

し
て
細
間
隔
を
決
定
し
た
｣
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

認
定
基
準
の
別
表
ー
に
示
さ
れ
て
い
る
人
ロ
密
度
に

対
応
し
た
細
間
隔
で
あ
る
。

そ
の
関
係
を
グ
ラ
フ
で
示
す
と
図
1
の
と
お
り
で

あ
り
、
こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
人
ロ
ち
ょ
う
密
な
都

会
地
付
近
で
は
細
間
隔
が
せ
ま
く
、
人
ロ
密
度
が
過

疎
な
山
間
地
な
ど
で
は
あ
ら
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
網
内
人
ロ
密
度
が
四
千
人
を
越
え
て
も

細
間
隔
が
二
･
四
虹
よ
り
小
さ
い
も
の
は
考
え
な
い

も
の
と
し
て
い
る
。
』
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図

と
、
解
説
さ
れ
て
お
り

｢交
通
仕
事
量
｣
と
い
う
概

念
に
基
づ
い
て
網
値
が
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
絹
値
の
考
え
方
は
昭
和
二
九
年
の
県
道
認
定

基
準
作
成
の
際
の
考
え
方
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
昭
和

四
六
年
に
基
準
が
改
正
さ
れ
た
時
点
で
は
網
値
に
つ

い
て
は
見
直
し
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
際
改
正
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も

過
去
の
道
路
セ
ミ
ナ
ー
に
記
事
が
あ
っ
た
の
で
引
用

す
る
と
、

『道
路
網
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
準
改
正
の
う
ち
最

も
論
議
の
あ
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
網
値
が
極

め
て
合
理
的
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
代
わ
る

べ
き
絹
値
は
存
せ
ず
、
今
回
こ
れ
を
改
め
る

(要
望

は
強
か
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
は
新
た
に
)
網
値
を
伴

わ
な
い

(道
路
が
認
定
で
き
る
よ
う
)
措
置

(す
る

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
た
。)
こ
れ
に
よ
っ
て
在
来

(に
)
認
定

(さ
れ
た
)
道
路
と
の
一
貫
性
を
損
な

う
こ
と
な
く
認
定
が
可
能

(と
な
っ
た
の
)
で
あ
り
、

所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

(と
な
っ
た
も
の
)

で
あ
る
。』

(
(
)
内
筆
者
加
筆
)

と
さ
れ
て
お
り
、
網
値
の
標
準
値
の
改
正
は
見
送
ら

れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
基
準
制
定
か
ら
約
四
〇
年
が
経

過
し
た
現
在
に
お
い
て
当
該
網
値
は
厳
し
く

(古

く
)、
具
体
的
に
は
新
規
路
線
認
定
は
か
な
り
む
ず

か
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
予
定
さ
れ
て
い
る
基
準
の
改
正
に
お

い
て
は
各
都
道
府
県
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
当
該
網

値
を
緩
和
す
る
と
い
う
方
向
で
作
業
中
で
あ
る
。

ま
だ
、
本
稿
で
は
そ
の
緩
和
の
数
値
、
解
説
等
を

行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
新

基
準
が
出
さ
れ
た
別
の
機
会
で
解
説
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

注
二
か
ら
注
四
に
つ
い
て
も
新
基
準
が
出
さ
れ
た

段
階
で
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
注
四
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ
が
比
較
的
多
い
の
で
解
説
を
加
え

る
こ
と
と
す
る
。

注
四
は
ひ
と
言
で
い
う
と

｢河
幅
犬
な
る
河
川
を

横
断
す
る
都
道
府
県
道
の
数
は
関
係
市
町
村
の
平
均

人
口
密
度
で
決
ま
る
｣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

県
道
X
Y
線

市A

…

町R
)

国
道
z
号

0

′鰯
多

纖
“
“
“
“%“
==河

図

市(し

図
2
の
よ
う
な
路
線
網
の
場
合
に
お
い
て
県
道
A

B
線
を
新
た
に
認
定
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
普
通
は

斜
線
部
分
の
人
ロ
密
度
に
応
じ
た
網
値
を
計
算
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
河
幅
大
な
る
河
川
を
横
断
す
る
路

線
の
場
合
は
斜
線
部
分
の
人
ロ
密
度
に
基
づ
い
て
計



□

路
線
の
重
用
は
出
来
る
限

り
こ
れ
を
避
け
、
重
用
延
長
は
全

延
長
の
三
0
%
以
下
と
す
る
こ
と

を
原
則
と
す
る
が
、
特
別
の
理
由

が
あ
る
場
合
は
五
0
%
ま
で
重
用

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

昭
和
二
九
年
旧
基
準

四

路
線
の
重
用
延
長
は
、
原
則

と
し
て
総
延
長
の
三
○
%
以
下
と

し
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は

五
○
%
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
o

昭
和
四
六
年
現
行
基
準

算
す
る
の
で
は
な
く
、
A
市
及
び
B
町
の
平
均
人
ロ

密
度
を
求
め
、
そ
れ
を
斜
線
部
分
の
人
ロ
密
度
と
し
、

網
値
の
充
足
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
河
幅
大
な
る
河
川
を
横
断
す
る
橋
梁
は
当

該
地
域
の
人
口
の
み
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
関
係

市
町
村
全
体
と
し
て
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
設
け
ら
れ
た
規
定
で
あ
り
、
現
在
も
引
続
き

使
わ
れ
て
い
る
。

④

四
に
つ
い
て

本
規
定
は
路
線
の
重
用
率
に
関
す
る
規
定
で
あ
る

が
、
原
則
と
し
て
三
0
%
、
特
別
な
理
由
の
あ
る
場

合
は
五
0
%
ま
で
重
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

重
用
と
は
一
本
の
道
路
が
二
本
以
上
の
道
路
の
機

能
を
併
せ
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
例

は
、
各
都
市
間
を
連
絡
す
る
数
本
の
道
路
が
起
点
あ

る
い
は
終
点
の
都
市
に
近
づ
い
た
地
点
で
そ
れ
ぞ
れ

が
合
流
し
起
終
点
に
至
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

重
用
の
是
非
に
つ
い
て
は
極
め
て
感
覚
的
な
判
断

に
な
っ
て
し
ま
う
。
前
例
の
場
合
数
本
の
路
線
の
合

流
点
か
ら
起
終
点
ま
で
重
用
す
る
距
離
が
い
く
ら
ぐ

ら
い
で
あ
れ
ば
重
用
す
る
こ
と
が
妥
当
で
、
い
く
ら

⑤

五
に
つ
い
て

ぐ
ら
い
で
あ
れ
ば
妥
当
で
な
い
か
、
明
確
な
基
準
を

⑭

都
道
府
県
道
と
し
て
認
定

さ
れ
る
路
線
は
、
原
則
と
し
て
自

動
車

(ト
ラ
ッ
ク
)
交
通
可
能
な

道
路
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但

し
、
改
修
計
画
が
確
立
し
て
い
る

も
の
、
或
は
具
体
的
な
改
修
計
画

か
あ
る
も
の
に
限
り
自
動
車
交
通

不
能
区
間
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
こ

の
場
合
と
い
え
ど
も
自
動
車
交
通

不
能
区
間
が
、
実
延
長
の
三
0
%

を
超
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

鬮

国
立
公
園
内
の
主
要
な
観

光
道
路
で
、
現
に
充
分
な
維
持
管

理
の
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
国
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

昭
和
二
九
年
旧
基
準

五

路
線
は
、
原
則
と
し
て
自
動

車
交
通
可
能
な
道
路
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
路
線
の
新
設
又

は
改
築
を
行
う
確
実
な
計
画
が
あ

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

昭
和
四
六
年
現
行
基
準

出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
三
0
%
、
五
○
%
の
使
い
分
け
に
つ
い
て

は

｢特
別
な
理
由
｣
と
い
う
も
の
を
要
件
と
し
て
い

る
が

(注
)
を
設
け
て
特
別
な
理
由
が
何
た
る
か
を

明
記
し
て
い
な
い
。
特
別
な
理
由
の
例
を
し
い
て
考

え
れ
ば
、
停
車
場
と
道
路
と
を
連
絡
す
る
五
号
該
当

路
線
の
場
合
に
お
い
て
認
定
要
件
に
合
う
よ
う
に
終

点
を
法
律
の
条
文
に
合
致
す
る
国
道
等
ま
で
延
伸
す

る
場
合
、
山
間
部
に
お
け
る
路
線
認
定
の
場
合
等
が

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
い
ず
れ
に
し
て
も
当
該

数
値
を
厳
密
に
考
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
常
識
的
に

判
断
し
、
当
該
重
用
が
利
用
者
に
不
便
を
来
す
も
の

で
な
い
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
重
用
の
是
非
を
判
断
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

付
け
加
え
る
と
、
近
年
都
道
府
県
道
の
路
線
名
称

標
識
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
利
用
者
に
お
い

て
路
線
名
称
で
交
通
誘
導
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
重

用
区
間
に
お
い
て
は
双
方
の
名
称
を
掲
げ
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
規
定
は
路
線
の
改
良
の
程
度
に
関
す
る
規
定
で

あ
る
が
、
昭
和
四
六
年
の
改
正
で
緩
和
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

旧
基
準
に
お
い
て
は
自
動
車
交
通
可
能
の

｢自
動

車
｣
が
ト
ラ
ッ
ク
と
さ
れ
、
具
体
的
な
改
修
計
画
が
あ

る
も
の
に
限
り
実
延
長
の
三
○
%
以
下
に
限
り
自
動

車
交
通
不
能
区
間
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
ト
ラ
ッ
ク
↓
自
動
車
、
実
延

長
の
三
0
%
以
下
1
削
除
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
背
景
は
昭
和
二
九
年
当
時
は
現
道
改
良
が
主
体

で
あ
っ
た
が
昭
和
四
六
年
こ
ろ
に
は
新
設
す
る
路
線

が
増
加
し
て
き
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。



現
在
の
新
規
認
定
も
道
路
を
新
設
す
る
た
め
の
認

定
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
本
項
目
の

｢確
実
な
計

画
｣
と
は
何
か
、
と
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
。

現
在
の
運
用
と
し
て
は
主
に
当
該
年
度
ま
た
は
次

年
度
か
ら
の

｢事
業
化
｣
を
条
件
と
し
て
い
る
。
そ

の

｢事
業
化
｣
に
つ
い
て
も
単
な
る
調
査
、
測
量
で

は
な
く
用
地
買
収
着
手
程
度
を
条
件
と
し
て
い
る
。

⑥

六
に
つ
い
て

本
規
定
は
海
上
部
分
の
路
線
認
定
に
関
す
る
条
件

で
あ
る
が
、
最
近
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
運
用
さ
れ

て
い
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
現
代
は
橋
梁
の
建
設
が
進
ん
で
お
り

河
川
に
お
け
る
渡
船
は
激
減
し
て
い
る
こ
と
。
及
び

離
島
の
場
合
に
お
い
て
は
連
絡
す
る
フ
ェ
リ
ー
を
路

線
認
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
都
道
府
県
道

で
あ
れ
ば
離
島
内
部
の
部
分
だ
け
で
路
線
認
定
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
で
一
般
国
道
の
よ
う
に
本
土

側
か
ら
一
連
の
路
線
に
す
る
こ
と
は
必
要
な
い
こ
と

等
の
た
め
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
に
お
い
て
は
、
本
規
定
は
削
除
す
る

方
向
で
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

へ
つ
づ
く

担
当
高
鍋
誠
治
)

圏

海
上
渡
航
の
路
線
は
、
現

に
県
営
渡
船
を
実
施
し
て
い
る
も

の
、
又
は
将
来
実
施
す
る
計
画
の

あ
る
も
の
の
み
と
す
る
。

昭
和
二
九
年
旧
基
準

六

海
上
渡
航
の
路
線
は
、
都
道

府
県
営
の
渡
船
を
実
施
中
の
も
の

又
は
将
来
実
施
す
る
計
画
の
あ
る

も
の
と
す
る
。

昭
和
四
六
年
現
行
基
準

本
誌
は
、
平
成
二
年
四
月
の
創
刊
以
来
、
皆
様
の
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
、
誌
面
の
な
お
一
層
の
充
実
の
た
め
、
読
者
の
皆
様
方
か
ら
の
原
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

日
頃
道
路
･
道
路
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
現
場
か
ら
の
生
の
話
題
、
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
、
海
外
へ
の
出
張
報
告
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
立
場
か
ら
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
び
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
-
-
0
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

奮
っ
て
の
御
応
募
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
投
稿
原
稿
の
採
否
、
掲
載
号
、
送
り
ガ
ナ
等
文
章
表
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務

局
に
御
一
任
下
さ
い
。
掲
載
原
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

宛
先

〒
-
0
0

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
ニ
ー
一
-
三

建
設
省
道
路
局
路
政
課
内

｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
事
務
局



第
三
回

死
者
総
数
の
う
ち
一
六
5
二
四
歳
の
若
者
は
約
何
割
を

占
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

①

-一割

②

四
割

③

六
割

☆
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選
に
よ
り
次
の
賞
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

○
賞
品

A
コ
ー
ス

電
子
ブ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
コ
ー
ス

マ
ル
チ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー

!
‐-!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
'!
･!
二
〇
名

C
コ
ー
ス

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

!
‐!
‐!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
･!
!
!
三
〇
名

1

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
衝
突
時
の
衝
撃
で
身
体
が
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
車
外
に
放
り
出
さ
れ

た
り
す
る
の
を
防
ぐ
、
大
切
な
命
綱
で
す
が
、
衝
突
時

の
衝
撃
が
想
像
以
上
に
大
き
い
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
時
速
四
○
如
で
衝
突
し
た

と
き
の
衝
撃
は
高
さ
六
m
か
ら
の
落
下
に
等
し
く
、
時

速
六
○
如
で
は
高
さ
一
四
m
、
時
速
八
〇
虹
で
は
高
さ

二
五
m
と
い
う
よ
う
に
、
ス
ピ
!
ド
が
増
加
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
受
け
る
衝
撃
も
飛
躍
的
に
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

で
は
問
題
で
す
。
時
速
一
〇
〇
如
で
固
定
壁
に
衝
突

し
た
と
き
の
衝
撃
は
、
高
さ
何
m
か
ら
の
落
下
に
等
し

い
で
し
ょ
う
か
。

①

二
0
m

②

三
0
m

③

四
0
m

2

自
動
車
乗
車
中
の
事
故
死
者
の
う
ち
約
八
割
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
で
、
そ
の
多
く
は
若
者
が
占
め
て

い
ま
す
。
平
成
四
年
一
一
月
末
現
在
に
お
け
る
自
動
車

乗
車
中
事
故
死
者
の
年
齢
層
別
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状

況
は
下
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
問
題
で
す
。
平
成
四
年
一
一
月
末
現
在
に
お
け

る
自
動
車
乗
車
中
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の
交
通
事
故

自動車乗車中事故死者の年齢層別
シートベルト着用状況

(平成 4年11月末現在)

年齢層 0 ~ 15 16 ~ 24 25 ~ 29 30 ~ 49

着 用 蜷 217 覆 246

非着用 短 躍 341 833

年齢層 50 ~ 64 65以上 合 計

着 用 254 123 927

非着用 553 267 絢

○
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
希
望
の
賞
品
コ
ー
ス

名
、
ク
イ
ズ
の
答
、
あ
な
た
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え

〒
-
○
六

東
京
都
港
区
西
麻
布
三
ー

二
四
-
二
〇

㈱
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会

｢
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ク
イ
ズ
｣
C
係
ま
で
、

お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
応
募
締
切

平
成
五
年
四
月
一
五
日
内

(当
日
消
印
有
効
)

※
当
選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
協
議
会

総
務
庁
、
警
察
庁
、
文
部
省
、
運
輸
省
、
建
設
省
、

日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道

路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
日
本
自
動
車
工
業

会
、
日
本
損
害
保
険
協
会
、
日
本
自
動
車
連
盟
、
日
本

自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、

全
日
本
指
定
教
習
所
協
会
連
合
会
、
日
本
自
動
車
輸
入

組
合
、
全
日
本
交
通
安
全
協
会
、
日
本
交
通
安
全
教
育

普
及
協
会
、
日
本
放
送
協
会
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
、

日
本
新
聞
協
会
、
日
本
雑
誌
協
会
、
日
本
道
路
交
通
情

報
セ
ン
タ
ー
、
全
国
乗
用
自
動
車
連
合
会
、
全
国
共
済

農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
公
共
広
告
機
構
、
全
国
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会



　　
　
　
　
　
　
　

週
騰
関
係
濾
篝
糜
唱
つ
い
で

道
路
法
令
研
究
会

｢道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路

整
備
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
｣
及
び

｢国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律

案
｣
が
去
る
一
月
二
二
日
に
、

｢阪
神
高
速
道
路
公
団
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
｣
が
二
月
九
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
閣
議
決
定
さ
れ
、
直
ち
に
第
三
一六
回
国
会
に
提
出
さ

れ
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

@

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路

整
備
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い

て
(趣
旨
)

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整

備
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
平
成
五

年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
等
と
す
る
と
と
も
に
、
奥
地
等
産
業
開
発

道
路
整
備
臨
時
措
置
法
の
有
効
期
限
を
延
長
し
、
併
せ
て

公
共
事
業
の
補
助
率
等
の
整
理
合
理
化
の
一
環
と
し
て
、

こ
れ
ら
法
律
に
規
定
す
る
道
路
事
業
の
嵩
上
げ
補
助
率
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

(概
要
)

○
道
路
整
備
緊
急
措
置
法

①

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
作
成

(第
二
条
)

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
作
成
…
昭
和
六

三
年
度
以
降
五
箇
年
↓
平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年

②

道
路
整
備
費
の
財
源

(第
三
条
)

法
定
特
定
財
源

(揮
発
油
税
十
石
油
ガ
ス
税
の
1

/
2
)
の
継
続

昭
和
六
三
年
度
以
降
五
箇
年
↓
平
成
五
年
度
以

降
五
箇
年

③

補
助
率
の
特
例

(第
四
条
)

の

道
路
法
等
の
補
助
率
の
嵩
上
げ
の
継
続
"
昭

和
六
三
年
度
以
降
五
箇
年
↓
平
成
五
年
度
以
降

五
箇
年

②

補
助
率
の
見
直
し
…
3
/
4
の
範
囲
内
↓

7
/
m
の
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
率

④

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

(第
五
条
)

地
方
の
小
規
模
地
方
道
を
整
備
す
る
現
行
交
付
金

制
度
を
継
続

昭
和
六
三
年
度
以
降
五
箇
年
↓
平
成
五
年
度
以

降
五
箇
年

○
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法

交
通
条
件
が
極
め
て
悪
く
、
産
業
の
開
発
が
十
分
行
わ

れ
て
い
な
い
山
間
奥
地
等
の
地
域
に
お
い
て
道
路
の
整
備

を
促
進
す
る
た
め
、
奥
産
道
路
を
指
定
し
、
整
備
計
画
を



作
成
す
る
と
と
も
に
、
奥
産
道
路
に
係
る
補
助
率
を
嵩
上

げ
す
る
。

①

奧
産
法
の
有
効
期
限
の
延
長
…
平
成
五
年
三
月
三

一
日
↓
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日

②

補
助
率
の
見
直
し
…
3
/
4
の
範
囲
内

(現
行
カ

ッ
ト
6
/
m
)
↓
弱
/
"
の
範
囲
内

②

国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に
関
す
る
法

律
案
に
つ
い
て

(趣
旨
)

国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
案

は
、
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
答
申
等
を
踏
ま
え
、

国
と
地
方
の
機
能
分
担
･
費
用
負
担
の
在
り
方
等
を
勘
案

し
つ
つ
、
国
の
負
担
金
及
び
補
助
金
に
関
す
る
整
理
合
理

化
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
。

(概
要
)

①

道
路
法

指
定
区
間
内
国
道
の
修
繕
、
維
持
そ
の

他
の
管
理
1
/
2
↓
聽
/
④

②

雪
寒
法

本
則

現
行
力
ッ
ト

改
正
案

除

雪

2
/
3

2
/
3

2
/
3

防

雪

2
/
3

6
/
10

6
/
10

凍
雪
書
防
止

2
/
3

6
/
10

6
/
m

③

交
安
法

市
町
村
道
通
学
路
本
則
2
/
3
↓
現
行

カ
ッ
ト
髄
/
m
↓
改
正
案
輛
/
m

③

阪
神
高
速
道
路
公
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

に
つ
い
て

(趣
旨
)

近
年
の
京
都
市
に
お
け
る
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
及
び
京

都
･
大
阪
間
に
お
い
て
増
大
す
る
道
路
交
通
需
要
に
対
応

し
た
都
市
高
速
道
路
の
整
備
を
行
う
た
め
、
阪
神
高
速
道

路
公
団

(以
下

｢公
団
｣
と
い
う
。)
が
、
大
阪
市
及
び

神
戸
市
の
区
域
並
び
に
京
都
市
の
区
域
の
う
ち
大
阪
市
及

び
神
戸
市
の
区
域
と
自
然
的
経
済
的
社
会
的
に
密
接
な
関

係
が
あ
る
地
域
並
び
に
こ
れ
ら
の
地
域
と
大
阪
市
･
神
戸

市
の
区
域
の
間
及
び
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
、
業
務
を
行

え
る
こ
と
と
す
る
等
所
要
の
改
正
を
行
う
。

(概
要
)

①

目
的
･
業
務
地
域
の
範
囲

公
団
が
業
務
を
行
え
る
範
囲
に
、
京
都
市
の
区
域

の
う
ち
大
阪
市
及
び
神
戸
市
の
区
域
と
自
然
的
経
済

的
社
会
的
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
域
並
び
に
こ
れ

ら
の
地
域
と
大
阪
市
･
神
戸
市
の
区
域
の
間
及
び
周

辺
の
地
域
を
追
加
す
る
た
め
、
目
的
及
び
業
務
の
範

囲
の
改
正
を
行
う
。

②

出
資
団
体
の
追
加

公
団
が
資
本
金
を
追
加
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定

め
る
地
方
公
共
団
体
が
出
資
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

(政
令
で
京
都
府
及
び
京
都
市
を
追
加
予
定
。)

③

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
。

な
お
、
改
正
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
法
案
成
立
後

に
、
改
正
条
文
、
新
旧
対
照
表
を
添
付
し
て
改
め
て
紹
介

す
る
予
定
で
あ
る
。

参考 1 道路事業補助率体系の概要
公共事業に係る補助率等については、 体系化 ･簡素化等の観点から、 直轄事

業にあっては 2 / 3、補助事業にあっては 1 / 2 を基本として見直し、 平成 5
年度から適用することとされている。

現行補助率 改正案

道路法 緊措法 日3
,
4カット 般 高規格

直轄国道 繃 2 / 3
3 / 4 2 / 3

/ m/
都市計画四車等 / m/AV

補助国道 溝 1 / 2
/QJ m/ mン5

都市計画四車等 / my5 / mし5
地方道 1 / 2 うD/り乙 my頓 / mし5



参考 2 道路特定財源税制関連法案について
道路特定財源税制改正については、 別途、 関係法案が今国会に提出される。

(1) 軽油引取税の暫定税率の引上げ等 (地方税法の改正)
i) 暫定税率適用期限の延長 :平成 5年 3月31日→平成10年 3月31日
ii) 暫定税率引上げ (実施時期 :平成 5年12月 1日) :

現行24.3円 / リットル→32 ,1円ノリツトル (7.8円 / リットル引上げ)
(2) 揮発油税及び地方道路税の暫定税率変更等 (租税特別措置法の改正)

i) 暫定税率適用期限の延長 :平成 5年 3月31日→平成10年 3月31日
ii) 暫定税率引上げ (実施時期 :平成 5年12月 1日)

現行 改正後 増減

揮 発 油 税 (A ) 45.6円 / リットル 48.6円 / リットル 3円 / リットル引上げ

地 方 道 路 税 (B ) 8 .2円 / リットル 5.2円 / リットル 3 円 / リットル引下げ

ガソリン税(A + B ) 53 .8円 / リットル 53.8円 / リットル 不変

@ ) 自動車重量税及び自動車取得税の暫定税率の適用期限を 5年間延長する (租税特別
措置法の改正及び地方税法の改正)。

参考3 道路整備五箇年計画について
道路整備五箇年計画の投資規模は、 1月22

以下のとおり閣議了解された。

1月22日に、

道路整備五箇年計画について

〔平癖蟹昼22日}
平成 5年度から平成 9年度に至る五箇年間に

おける道路投資の規模を次のとおりとし、 第

11次道路整備五箇年計画を強力に推進するも

のとする。

一般道路事業
有料道路事業
地方単独事業

調 整 費
合 計

28兆8,000億円

20兆6,000億円

25兆2,000億円

1兆4,000億円

76兆0,000億円

本計画は、 今後の社会 ･経済の動向 ･財政事

情等を勘案しつつ、 弾力的にその実施を図る

ものとする。



12
･
30

11
･1ユQJ

臘
月
･日

世

界

の

動

き

○
中
国
の
国
家
統
計
局
の
発
表
に
よ
る
と
、
同
国
の
一
九
九
二
年

の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
は
、
前
年
に
比
べ
て
実
質
三
一%
の

伸
び
。
産
業
別
で
は
第
一
次
が
前
年
比
三
%
増
、
第
二
次
が
一
九

%
増
、
第
三
次
が
九
%
増
で
、
建
設
業
が
高
い
経
済
成
長
の
け
ん

引
力
と
な
っ
た
。

○
欧
州
共
同
体

(E
C
)
が
三
一力
国
、
三
億
五
千
万
人
の
消
費

者
と
総
計
六
兆
ド
ル
の
国
民
総
生
産

(G
N
P
)
を
有
す
る
世
界

最
大
の
単
一
市
場
を
発
足
さ
せ
た
。
欧
州
企
業
の
競
争
力
回
復
や

雇
用
促
進
を
狙
い
に
市
場
統
合
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
準
備
を
進

め
て
き
た
が
、
排
他
的
な
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
と
エ
リ
ツ
ィ
ン
･
ロ
シ
ア
大
統
領
が
、
ク

レ
ム
リ
ン
で
第
二
次
戦
略
兵
器
削
減
条
約

(S
T
A
R
T
員
)
に

調
印
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
米
ロ
両
国
の
戦
略
核
は
、
現
在
の
三
分

の
一
に
削
減
さ
れ
る
。

○
ロ
シ
ア
の
イ
タ
ル
･
タ
ス
通
信
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ

ル
、
中
国
が
、
東
シ
ベ
リ
ア
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
を
経
由
し
て
中
国
に

至
る
高
速
道
路
を
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
建
設
す
る
こ
と
で
合
意
。

完
成
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
ト
ゥ
ー
バ
共
和
国
と
中
国
ア
ル
タ
イ
地

方
の
貿
易
拡
大
に
役
立
つ
。

○
米
、
英
、
仏
の
三
カ
国
軍
が
、
イ
ラ
ク
南
部
の
ミ
サ
イ
ル
基
地

を
空
爆
。
そ
の
後
、
米
軍
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
南
東
の
核
関
連
施
設
を

巡
航
ミ
サ
イ
ル
･
ト
マ
ホ
J
ク
で
再
攻
撃
。

○
米
国
の
第
四
二
代
大
統
領
に
ビ
ル
･
ク
リ
ン
ト
ン
氏

(四
六
)

が
就
任
。
副
大
統
領
に
は
ア
ル
･
ゴ
ア
氏

(四
四
)。
民
主
党
政

権
は
一
二
年
ぶ
り
の
ス
タ
ー
ト
。

事

項

12
･26

1上
･
尺U7-

翁
月
･
日

国

内

の
動

き

○
政
府
は
臨
時
閣
議
で
九
三
年
度
政
府
予
算
案
と
財
政
投
融
資
計

画
を
決
定
し
た
。
一
般
会
計
は
総
額
七
二
兆
三
、五
四
八
億
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
比
○
･
二
%
増
。
財
投
計
画
は
、
四
五
兆
七
、

七
〇
六
億
円
で
、
前
年
度
計
画
比
三
一
･
二
%
増
。

○
郵
政
省
が
発
表
し
た
九
二
年
一
二
月
の
郵
便
貯
金
速
報
に
よ
る

と
、
同
月
中
の
純
増
額
は
、
二
兆
三
、
三

四
億
円
で
、
月
間
で

は
史
上
二
番
目
の
増
加
幅
を
記
録
。
純
増
額
は
預
入
額
か
ら
払
戻

額
を
差
し
引
い
た
額
で
、
郵
政
省
で
は
ボ
ー
ナ
ス
資
金
が
順
調
に

集
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。

○
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
と
全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会

が
、販
売
統
計
を
発
表
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
九
二
年
の
軽
自
動
車
、

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
含
む
四
輪
車
の
国
内
販
売
台
数
は
六
九
五
万
九
、

七
九
三
台
で
、
前
年
に
比
べ
て
七
･
五
%
の
減
少
。
九
一
年
に
続

く
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
で
、
二
年
連
続
前
年
実
績
割
れ
は
、
戦
後
初

め
て
。

○
日
本
自
動
車
輸
入
組
合
の
発
表
に
よ
る
と
、
九
二
年
の
輸
入
乗

用
車
の
販
売
台
数
は
、
一
八
万
一
、
四
一
七
台
で
、
前
年
比
八
･

○
%
の
減
。
九
一
年
に
続
く
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
で
、
三
年
連
続
は

八
三
年
以
来
。

○
北
海
道
を
中
心
に
東
日
本
一
帯
で
地
震
が
発
生
。
釧
路
市
で
震

度
六

(烈
震
)
を
観
測
、
被
害
は
釧
路
市
と
そ
の
周
辺
に
集
中
し

た
。

○
気
象
庁
は
釧
路
沖
地
震
の
観
測
デ
ー
タ
を
見
直
し
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
(M
)を
発
生
当
日
発
表
の
七
･
五
か
ら
七
･
八
に
修
正
、

確
定
値
と
し
た
。
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
が
M
七
･
九
で
、

ほ
ぼ
こ
れ
に
匹
敵
す
る
。

事

項

12
･第

1 月
･日

道
路
行
政
の

動

き

○
平
成
五
年
度
予
算
案
閣
議
決
定

･
道
路
整
備
特
別
会
計

事
業
費
八
兆
三
、
八
五
一
億
円

(前
年
度
比
一
･
0
九
)

国

費
三
兆
一
、
三
九
七
億
円

(前
年
度
比
一
･
0
五
)

○
中
央
自
動
車
道
諏
訪
湖
S
A
に

｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
温
泉
諏
訪
湖
｣

オ
ー
プ
ン

○
警
察
庁
が
平
成
四
年
の
全
国
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
を
発

表
.
一
万
一
、
四
五
一
人

(前
年
度
比
三
･
一
%
増
)

○
平
成
五
年
度
税
制
改
正
要
綱
閣
議
決
定

○
｢道
の
駅
｣
懇
談
会
が
提
言
を
中
村
建
設
大
臣
に
提
出

○
首
都
高
速
道
路
公
団

｢M
E
X
サ
ー
ビ
ス
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
を

設
置･

各
界
で
活
躍
中
の
女
性
一
五
名
と
理
事
長
と
の
私
的
懇
談
会

○
第
虹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
投
資
規
模
閣
議
了
解

･
総
投
資
規
模
七
六
兆
円

○
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
国
の
補
助
金
の
整
理
及
び

合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
案
閣
議
決
定

事

項

@

随

o
鴎

o
臨
o
問
o
崗
o
諦
!
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或
る
一
定
の
方
向
に
は
人
に
禍
い
を
齋
ず
場
が
あ

る
。
と
の
信
仰
は
人
々
の
心
の
中
に
澱
の
よ
う
に
沈

み
、
何
か
事
が
あ
る
と
表
面
に
浮
か
ん
で
八
の
心
を

高
ぶ
ら
せ
る
。
近
代
的
な
高
層
ビ
ル
の
屋
上
に
鬼
門

除
け
の
社
や
、
そ
こ
だ
け
特
別
に
手
を
加
え
た
部
分

が
こ
っ
そ
り
と
あ
る
こ
と
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
で
あ

る
。
ま
し
て
昔
、
死
者
の
祟
り
を
恐
れ
た
権
力
者
や

成
功
者
は
、
怨
霊
が
出
入
す
る
方
向
、
鬼
門
の
対
応

に
心
を
く
だ
い
た
。
こ
の
こ
と
は
物
語
や
今
に
残
る

建
物
な
ど
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

千
年
の
都
、
京
都
の
鬼
門
は
東
北
の
方
向
に
璧
え

る
比
叡
山
で
あ
る
。
恒
武
天
皇
は
憎
最
澄
に
命
じ
、

山
頂
に
延
暦
寺
を
建
立
し
た
。
ま
た
京
都
御
所
内
に

現
存
す
る
紫
衰
殿
な
ど
皇
室
祭
寵
の
御
殿
群
は
、
後

代
の
も
の
な
が
ら
大
内
裏
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い

る
。
こ
の
建
物
群
を
ほ
ぼ
正
方
形
に
囲
む
一
辺
の
長

さ
二
五
0
m
ほ
ど
の
築
地
塀
は
、
北
側
の
塀
と
東
側

の
塀
と
の
交
点
東
北
隅
の
一
角
だ
け
が
凹
ん
だ
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
凹
み
に
は
木
彫
の
三
猿
が
納

め
ら
れ
、
比
叡
の
山
頂
に
相
対
し
て
い
る
。

江
戸
の
鬼
門
は
東
北
方
向
、
上
野
の
山
に
当
た

る
。
江
戸
時
代
は
昼
な
お
暗
い
森
厳
と
し
た
丘
陵
で

あ
っ
た
と
い
う
。
今
日
で
も
上
野
の
山
と
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
山
に
違
い
な
い
。
徳
川
幕
府

は
こ
こ
に
束
の
比
叡
山
、
即
ち
東
叡
山
寛
永
寺
を
建

立
し
た
。
一
方
江
戸
城
の
鬼
門
は
今
の
平
河
門
に
当

た
る
。
こ
こ
の
辺
り
は
本
丸
に
近
く
帯
曲
輪
な
ど
複

雑
な
城
構
え
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
秘
密
の
ベ
ー

ル
に
つ
つ
ま
れ
た
陰
気
な
場
所
だ
っ
た
ろ
う
。
鬼
門

は
魂
の
通
路
に
当
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
城
中
の
死
者

は
こ
の
門
か
ら
出
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
不
浄
門
の
別

名
が
あ

っ
た
と
か
。
明
治
に
な
っ
て
文
明
開
化
の
波

は
上
野
の
山
に
も
押
寄
せ
、
動
物
園
･
博
物
館
･
学

校
に
開
放
さ
れ
、
山
も
寛
永
寺
も
偉
容
を
失
っ
た
。

江
戸
城
は
宮
城
と
名
を
変
え
た
が
、
方
位
か
ら
い
っ

て
上
野
の
山
は
依
然
と
し
て
鬼
門
の
地
に
変
り
は
な

い
。
鬼
門
除
け
の
象
徴
は
な
く
な
っ
た
か
と
思
わ
れ

た
が
、
江
戸
城
明
渡
し
の
主
役
西
郷
隆
盛
は
銅
像
と

な
っ
て
今
、
上
野
の
山
に
あ
る
。
小
犬
を
つ
れ
腰
に

小
刀
を
た
ば
さ
ん
だ
気
軽
な
格
好
を
し
て
い
る
が
、

南
洲
公
の
あ
の
ギ
ョ
ロ
リ
と
し
た
鋭
い
目
つ
き
は
、

こ
の
鬼
門
の
地
か
ら
皇
居
の
方
向
を
確
か
と
見
据

え
、
帝
都
鎮
護
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

る
↓。中

国
の
古
い
方
位
図
に
よ
る
と
或
る
一
定
の
方
向

に
、
虚
の
時
空
へ
の
出
入
口
が
あ
る
と
い
う
。
夜
中

の
一
時
二
時
は
緊
張
が
緩
む
丑
滴
時
で
あ
る
。
自
然

3
月
号
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

｢第
=
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
(案
)地
方
版
｣

の
予
定
で
す

分
娩
で
は
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
の
時
間
に
多
く
生
ま
れ
、

自
然
死
の
病
人
は
こ
の
時
刻
に
多
く
息
を
引
き
と
る

と
い
う
。
一
日
の
中
で
夜
中
の
こ
の
時
刻
は
表
面
平

穏
だ
が
、
変
化
の
萌
芽
が
現
れ
る
危
険
な
と
き
で
あ

る
。
さ
て
鬼
を
漢
和
辞
典
で
引
く
と
"人

の
死
し
て

な
る
も
の
“
と
あ
る
。
鬼
の
絵
は
人
体
と
牛
の
角
、

ロ
に
は
虎
の
牙
、
そ
し
て
虎
皮
の
パ
ン
ツ
を
つ
け
て

い
る
。
な
ぜ
人
体
十
牛
十
虎
な
の
か
。
牛
と
虎
は

一

二
支
の
丑
と
寅
で
あ
る
。
子
丑
寅
卵
･i
!
･!
の
一
二

匹
の
動
物
を
方
向
別
に
配
す
る
と
、
子
が
真
北
で
時

計
の
一
二
時
に
当
た
る
。
以
下
順
に
一
時
が
丑
、
二

時
が
寅
と
な
り
、
丑
寅
は
東
北
の
方
向
に
な
る
。
霊

魂

(鬼
)
は
こ
の
時
に
山
を
出
て
、
怨
み
の
人
に
禍

を
も
た
ら
す
と
い
う
。
易
の
八
卦
方
位
図
で
は
東
北

の
方
向
に
山
即
ち
聖
霊
…馬
券
蝦
の
卦
を
配
す
る
o

鬼
門
と
は
三
一支
方
位
図
と
八
卦
の
方
位
図
と
の
組

合
せ
な
の
で
あ
る
。
最
近
、
海
の
中
か
ら
鬼
が

ニ
ュ
ー
と
出
て
来
る
マ
ン
ガ
が
あ
っ
た
。
だ
が
鬼
は

山
の
中
に
棲
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
海
中
の
妖
怪
に
は
タ
コ
の
化
身
と
思
わ

れ
る
海
坊
主
が
古
く
か
ら
い
る
。

(崎
)
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